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ﾒｶﾄﾛﾆｸｽの結晶：ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車制御技術 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 エグゼクティブサマリー 

■ CO2 削減の時代要請に応えるハイブリッド自動車 

地球温暖化問題や都市環境問題を解決するために、エネルギー利用効率が優れ、

CO2 排出量の少ないよりクリーンな実用車の開発が要請されている。エンジンとモ

ーター動力を高効率に使い分けて、制動／減速時に放散していた機械的／熱的エネ

ルギーを回生し電力として蓄積再利用し優れた燃費性能を実現するハイブリッド自

動車は、日本で開発・実用化され、世界的規模で普及しつつある段階を迎えている。

究極のクリーンエンジンである燃料電池搭載車両の実用・普及化には、さらなる

技術的ブレークスルーと期間が必要であり、今後の 10～20 年間はハイブリッド自

動車の普及のためのさらなる燃費／走行性能高度化や、コスト削減のためのシステ

ムや、制御技術の開発が望まれる。 

■ 日本発のハイブリッド自動車 

トヨタ自動車は、1997 年 12 月に世界に先駆けて４人乗り乗用セダン「トヨタ

プリウス」（登録商標）を発売した。本車は、世界で 11 万台を越える販売実績（2001

年末）を上げており、燃費性能はもとより、走行性能、車両価格、共に世界的規模

で量産市販車として、消費者により認知されたことを意味しており、ハイブリッド

自動車時代の幕開けであった。その後、国内各社より、様々な型式の実用ハイブリ

ッド車両が次々と市販化され、2003 年現在では、乗用車で７車種、商用車で６車

種に及んでいる。 

■ 開発の主体はパラレルハイブリッド車の制御技術 

ハイブリッド自動車の中で、エンジンとモーター出力を車両走行状態により最適

に使い分けて走行性能を維持しつつ、燃費性能を向上させる方式として、パラレル

ハイブリッド方式がある。本方式は、車両走行状態を常時検知しながら、エンジン、

回生／駆動用モーター、駆動力合成変速機、発電機、バッテリー、ブレーキなどの

コンポーネントを協調制御し、さらに全体システムを高効率かつスムースに運転す

るための駆動トルクや電力のマネジメントシステムの組み合わせで最適な走行／燃

費性能を実現させるものであり、システムが複雑でコストの高いシステムとなって

いる。自動車および部品メーカーは本分野に主力を投入し開発を進めてきており、

今後、よりコンパクトで安全性や機能性に優れ、かつ、低コストのパラレルハイブ

リッドシステムが製品化されることが期待されている。 
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世界をリードするハイブリッド制御技術 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 エグゼクティブサマリー 

■ 鍵を握るモーター制御、システムマネジメント 

ハイブリッド制御技術の主目的は燃費向上であり、減速時のエネルギーをバッテリー

に蓄えエンジンより効率の良いモーター駆動を行うエネルギー回生と、エンジンを停止

するアイドルストップ機能が採用されている場合が多い。応答性の高いモーター制御内

容は多岐に渡り、システムマネジメントのためブレーキとのトルク配分やエンジンとの

トルク配分を協調制御する技術、エンジンとの切り替え時にショックを吸収する技術等

がある。また、車両の走行状態やバッテリーの内部状態は時々刻々変化するため、各要

素の電力収支もシステムマネジメントする必要があり、発電機の発電量制御やエンジン

走行とモーター走行の選択、バッテリー保護のための制御技術等が重要である。またエ

ンジンやその補機類も、主にアイドルストップ実現のための制御が追加されている。

■ 技術開発の拠点は関東地区と中京地区に集中 

出願上位 20 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、東京都、神奈川県、埼

玉県など関東地区に 12 拠点、愛知県、静岡県の中京地区に７拠点、関西地区に３拠

点、中国地区に１拠点となっており、関東および中京地区が技術開発の主体を占める。

■ 技術開発の課題と展望 

我が国の自動車メーカーで実用化されたハイブリッドシステムは、燃費性能や走行

性能面で十分実用に耐え得る水準まで達してきたが、さらなる普及のためには、なお

一層のコスト低減と付加価値性向上のための技術開発が必要である。コスト低減のた

めの方策として、より廉価な要素開発やシステムの単純化があり、付加価値性能向上

のためには、モーターを利用したパワーアシストによる加速性能アップや左右独立モ

ーターによる操縦安定性能アップ、後輪にモーターを配置した四輪駆動機能の追加等

の機能追加がある。また、ハイブリッド車では蓄電ユニット性能が重要な要素となる

が、現状は各社各様であり、主流であるニッケル水素バッテリやリチウムバッテリー

に加え、高性能キャパシタを利用したハイブリッド車も実用化されてきた。今後、さ

らに耐久性のある、あらゆる温度環境条件に対応できるユニット開発が望まれる。 

現在、ハイブリッド車を含めた低公害クリーン車の普及に向けた国の税制優遇制度

が、我が国を始め欧米各国で実施されているが、将来的には、価格／性能面でより消

費者ニーズに合致したハイブリッド車を提供することが、自動車メーカーに課せられ

た責務と考えられる。 
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ハイブリッド電気自動車制御技術の範囲 

 

ハイブリッド電気自動車制御に関する特許分布 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要構成技術 

ハイブリッド電気自動車制御技術は、エンジン、モーター／発電機、電力蓄積装

置、駆動力合成変速装置等の個別ユニットの制御と複数ユニット間の協調制御、さ

らには全体システム最適化マネジメントからなる。これらに関連して 1990～2000

年までに出願された特許／実用新案 2,832 件中で、個別ユニット制御に関する出願

1,431 件の内訳はエンジン制御で 393 件、電動機/発電機制御で各 420 および 145

件、電力蓄積装置制御で 287 件、駆動力合成変速機制御で 117 件である。システ

ム制御関連出願 585 件中の内訳はシステムマネジメント 333 件、エンジン／モー

ター協調制御 224 件、その他のシステム制御 57 件となっている。 

1990～2000 年に出願された

特許・実用新案 

車両走行情報 

◎車載情報（車両速度、車輪ｽﾘｯﾌﾟ量等） 

◎外部情報（ﾅﾋﾞ情報等） 

運転情報 

（ｱｸｾﾙ開度、ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ、ﾌﾞﾚｰｷ操作量等）

ハイブリッドシステム制御

エンジン／ 

モーター 

協調制御 
224 件  

システム 

マネジメント 

333 件  

その他の 

システム 

制御 

57 件  

エンジン 駆動力合成・変速装置 

電力蓄積装置 

（バッテリー等） 

モーター／発電機 

個 別 

ユニットの

制 御 

車 輪 

デフ 

車 輪 

287 件  

420/145
件 

117 件  393 件  
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ハイブリッド電気自動車の制御技術の出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本システム別の出願推移              構成要素別の出願推移 

 

ハイブリッド電気自動車の開発は、1990 年代中頃までは基礎／要素研究およ

びシリーズハイブリッドに関する出願が主体であり、出願人数で約 16 社、出願

件数で年間 50 件前後であったが、93 年にトヨタ自動車が全社的に取り組み始め

たパラレルハイブリッド車開発の動きを契機にして、各自動車メーカーで一斉に

実用化開発が開始され、95 年以降出願件数が急増した。98 年には出願人数で

35 社、出願件数で 400 件近い水準に達した。97 年 12 月のトヨタプリウスの

発売を契機に、出願人数、出願件数は若干の落ち込みを示したが、2000 年には

再び出願人数が急増しており、ハイブリッド電気自動車の制御技術の新たな展開

が始まっている。 

急増する参入企業と特許出願 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 技術開発の動向 
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ハイブリッド電気自動車制御の解決手段と課題の分布 

 

課題と解決手段の分布 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 課題と解決手段 

 ハイブリッド電気自動車の制御技術の主要課題は、燃費性能、走行性能、排気性

能およびバッテリー状態管理である。一方、主要解決手段としては、エンジン、モ

ーター、バッテリーに関連する個別ユニットの制御や、複数ユニット間の協調制御

や、システムマネジメントに関連する出願が多い。 
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追
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システムマネジメントと燃費性能向上課題との関係（出願件数比較） 
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燃費性能、走行性能向上が課題 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 課題・解決手段対応の出願人 

ハイブリッド電気自動車システムマネジメント制御の技術開発は、燃費性能向上

に関するものが多く、中でも、作動領域の最適化やユニット間協調制御に関するシ

ステムの高効率化とエネルギー回生を目的とした電力、トルクマネジメントに関す

る出願が多い。この分野の特許は、国内自動車メーカーからの出願が主体を占める

が、国内外の部品メーカーからの出願も目立つ。 

ハイブリッド電磁乗車システムマネジメント制御に関する 

課題と解決手段の出願人分布 

システム全体制御 解決手段

課 題 トルクマネジメント 電力マネジメント 

エネルギー

回生 

トヨタ自動車   ３件

本田技研工業   ３件

日産自動車    ２件

富士重工業,ﾏﾂﾀﾞ,ﾛｰﾍﾞﾙﾄ

ﾎﾞｯｼｭ  各 1 件 

 

11 件

日産自動車     ３件

富士重工業     ３件

トヨタ自動車    ２件

本田技研工業    ２件

いすゞ自動車,宮尾隆之 

               各 1 件 

12 件

燃

費

性

能

向

上 

システムの

高効率化 

トヨタ自動車    14 件

日産自動車    ７件

本田技研工業   ３件

マツダ      ２件

日立製作所    ２件

ジーメンス（独） ２件

ダイハツ工業   ２件

富士重工業,ｽｽﾞｷ,ｱｲｼﾝ･ｴ

ｲ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,豊田自動織機,

日本自動車部品研究所

各１件  

37 件

トヨタ自動車    26 件

本田技研工業    10 件

日産自動車     ７件

ﾋﾞｰｴｰｼｰｼｽﾃﾑｽﾞ（米）４件

いすゞ自動車  ４件(1)

富士重工業     ３件

三菱自動車工業    ３件

ﾃﾞﾝｿｰ,ﾀﾞｲﾊﾂ工業,ﾏﾂﾀﾞ,三

菱電機,小松製作所,ﾕﾆｼｱ

ｼﾞｪｯｸｽ,日立製作所,明電

舎(1),ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,ｼﾞ

ﾔﾄｺ,SMH ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

(独)  各１件 

67 件
1990～2000 年に出願された 

特許・実用新案 
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ハイブリッド電気自動車制御上位出願人の出願件数 
 

⑧ 

④⑥⑦⑪⑱ 

③⑬ 

②⑦⑭⑳ 

⑫⑯⑰①⑤⑨⑲

⑮⑯ 

⑱ 

⑩ 

技術開発

拠点地図

ハイブリッド電気自動車 
制御技術 技術開発拠点の分布 

出願上位 20 社の技術開発拠点を発明者の住所/居所でみると、関東地区が 12

拠点、中京地区が 7 拠点、関西地区が 3 拠点、中国地区が 1 拠点となる。これら

地域には、自動車メーカーおよび部品メーカーの本社および技術開発部署が集中し

ている。 

上位出願人と技術開発の拠点 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000
① トヨタ自動車 6 7 19 24 47 91 68 119 88 95 564
② 日産自動車 7 1 12 68 74 30 42 234
③ 本田技研工業 1 1 4 6 12 21 57 65 40 207
④ 三菱自動車工業 4 9 5 10 7 3 3 11 38 27 117
⑤ デンソー 4 4 2 5 6 21 17 6 17 82
⑥ エクォス・リサ－チ 8 7 6 44 6 3 2 3 79
⑦ 富士重工業 4 1 2 41 11 12 71
⑧ 日立製作所 1 1 6 3 18 13 26 68
⑨ アイシン・エィ・ダブリュ 1 2 1 26 1 11 5 13 60
⑩ マツダ 1 1 3 20 18 8 51
⑪ 日野自動車工業 3 9 3 5 5 5 3 7 2 3 4 49
⑫ スズキ 1 3 1 1 1 13 15 35
⑬ 日産ディ－ゼル工業 5 8 5 10 28
⑭ いすゞ自動車 1 8 4 3 3 2 2 1 24
⑮ ダイハツ工業 2 13 7 22
⑯ 松下電器産業 7 1 1 9 18
⑰ ジャトコ 1 14 15
⑱ 三菱電機 1 1 1 4 5 12
⑲ 日本自動車部品総合研究所 1 2 3 1 2 2 1 12
⑳ 富士電機 1 3 2 4 1 1 12

出願人名称順位
出願年

合計

1990～2000 年までに出願された特許・実用新案 
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 
 

出願件数は 564 件であ

り、そのうち登録になった

特許が 120 件ある。同一軸

駆動のパラレルハイブリッ

ドシステム制御に関する出

願が、主体を占めている。 

走行性能向上を目指した

モーターを主体に、エンジ

ンユニットとの個別、協調

制御に関する出願が多い一

方で、燃費性能向上を目指

した全体システムマネジメ

ントに関する出願も多い。

また、それ以外の分野でも、

補機制御に至るまで広範に

出願しており、ハイブリッ

ド自動車技術開発を牽引す

るリーディングカンパニー

としての実績を示してい

る。 

 

 

 
保有特許例 

技術 

要素 

課 

題 

解決 

手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

発明の名称 

概要 

そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
制
御 

特許 3063592 

1995/9/22 

B60L11/14 

動力伝達装置およびその制御方法 
ｸﾗｯﾁﾓｰﾀｰ、ｱｼｽﾄﾓｰﾀｰを動力伝達装置

に内蔵したﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型 PHEV におい
て、ｴﾝｼﾞﾝ停止中にもｸﾗｯﾁﾓｰﾀｰの回転に
よりｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄを回転させて補機を駆動
制御する。 
 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

そ
の
他
の
課
題 

充
電
管
理 

特許 2973920 
1996/4/23 
B60K17/04 

ハイブリッド電気自動車  
ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型 PHEV において、

SHEV ﾓｰﾄﾞと PHEV ﾓｰﾄﾞへのｽﾑｰｽな
切替を可能とするｸﾗｯﾁを動力分
配機構とﾓｰﾀｰとの間に介在させ
る。 

 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要企業 

トヨタ自動車 株式会社 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

機
能
追
加

燃
費
性
能

走
行
性
能

排
気
性
能
の
改
善

冷
却
性
能
の
改
善

バ
ッ

テ
リ
ー

状
態
管
理

信
頼
性
／
耐
久
性

フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要

構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

8 10

6 25 103 19 19 15 16 28 38

11 12 9

4 19 20 36 43

22 21 20 33 47

10 9 9 15

7 6 4 8 10 22

8 52 37 14 4 37 12 15 19

25 19 8 9 4 7 14

12 12 7

10 14 6 7

8 510
32

4

10185810

1 2211

25
16108412

9462
73

64 4

3211618
170

2 1

3 2
1489719

3
4043

3 3

22
6653

3

14

2121 4 4

1 3 3 4

1990～2000 年に出願された

特許・実用新案 



ⅸ 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要企業  

 
 
 
 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 
 

出願件数234件中で登録

された特許が９件である。

同一軸駆動型パラレルハイ

ブリッドに関する出願が多

く、燃費､走行性能の改善や

向上を目的としたエンジ

ン、モーターユニットの個

別、協調制御およびシステ

ムマネジメントに関する出

願が主体を占めているが、

バッテリー状態を管理し長

期安定使用を補償するため

のバッテリー制御に関する

出願比率も高いのが特徴で

ある。 

 

 
保有特許例 

技術 

要素 

課 

題 

解決 

手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

 

発明の名称 

概要 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化 

切
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
・ 

条
件 

特開平 10-339182 
1997/6/3 
F02D29/02 

内燃機関と電動機の複合型車両駆動装置およびその制御方法 
ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを有する CVT 変速機の中間軸に

駆動輪駆動と駆動輪によるｴﾈﾙｷﾞｰ回生が可能
な第 1 電動発電機が接続され､ｴﾝｼﾞﾝによつて
駆動される補機とｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄとの間に､ｸﾗｯﾁ装置
が介装され､補機を駆動できるように第 2 電動
機が設けられたﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､燃料
供給停止を伴う車両減速時にはｸﾗｯﾁ装置を介
して第 2 電動機がｴﾝｼﾞﾝのﾓｰﾀﾘﾝｸﾞを行うこと
により､車両停止に至るまでのｴﾝｼﾞﾝ停止を防
止する｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

操
縦
安
定
性
能
の
改
善 

そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
制
御 

特開 2001-234774 
2000/2/7 
F02D29/06 

ハイブリッド車両 
前輪はｴﾝｼﾞﾝで駆動し、後輪は電動駆動できるようにし、前輪

にｽﾘｯﾌﾟが生じたら電動機を駆動して後輪に駆動力を付与するｵ
ﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型四輪駆動とすると共に、ｴﾝｼﾞﾝに取付けられた発電機
の発電量を増大し、ｴﾝｼﾞﾝから前輪に関するﾄﾙｸを低減してｽﾘｯﾌﾟ
を抑制する。さらに、特に低μ路を判定した際はｴﾝｼﾞﾝで駆動さ
れる前輪にｽﾘｯﾌﾟが生じ易
いので、蓄電装置の蓄電量
をあらかじめ小さくし発電
機による前輪ｽﾘｯﾌﾟ抑制制
御が効果的に行えるように
しておく。 

 

日産自動車 株式会社 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

機
能
追
加

燃
費
性
能

走
行
性
能

排
気
性
能
の
改
善

冷
却
性
能
の
改
善

バ
ッ

テ
リ
ー

状
態
管
理

信
頼
性
／
耐
久
性

フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両

駆動方式

主要

構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

7 7 11 8

11 44 50 4 6 7 5 7 23

7 7 11 8

5

5 38 42 4 4 4 7 20

4 9 9 5 16 5 10 31

6 10 55 52 11 6 13 3 7 28

5 19 17 8 13 11

4 25 29 5 9 4 5 16

5 5 25 23 10 23 4 15

4 16 13 5 5 12

5 10

4 9 8 7 4

2
11112

3

11
2

2
212

1

32

6159

2222

31

13

12

32222

111111

1990～2000 年に出願された

特許・実用新案 



ⅹ 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要企業  

 
 
 
 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 
 

出願件数207件中で登録

された特許が29件である。

同一軸駆動型パラレルハイ

ブリッドが主体であるが、

エンジンとモーターを前後

軸に分離し駆動制御し機能

向上を目指したパラレルハ

イブリッドに関する出願も

多い。燃費､走行性能向上を

目指したエンジン、モータ

ー、バッテリーユニットの

個別、協調制御に関する出

願と共に、燃費性能向上の

ためのシステムマネジメン

トに関する出願比率が高い

のが特徴である。 

 

 
保有特許例 

技術 

要素 

課 

題 

解決 

手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

発明の名称 

概要 

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ 

燃
費
性
能 

放
電
・
放
電
深
度
の
管
理 

特許 3216082 
1997/9/15 
F02D29/02 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

ｽｰﾊﾟｰｷｬﾊﾟｼﾀ残容量を検出し､残量に応じて電動
機側配分量を出力配分率設定表で検索決定し､ｱｸｾ
ﾙ開度ｾﾝｻｰで検出したｱｸｾﾙ開度に応じてｽﾛｯﾄﾙｱｸﾁｭ
ｴｰﾀｰ指令値を決定し､目標駆動力とｽﾛｯﾄﾙ弁開度補
正項を算出し､車速やｴﾝｼﾞﾝ余裕出力に応じた車両
走行状態を決定し実行することにより､走行性を
を向上させる｡ 
 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信
頼
性
／
耐
久
性 

切
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
・
条
件 

特開 2001-82218 
1999/8/25 
F02D41/10,330 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の出力制御装置 

燃料ｶｯﾄ中に運転者が加速のためにｱｸｾﾙﾍﾟ
ﾀﾞﾙを踏込んだ場合にﾓｰﾀｰによりｴﾝｼﾞﾝを駆
動補助する制御を行わせることにより､ｴﾝｼﾞ
ﾝに無理な負荷がかかるのを抑制してｴﾝｽﾄを
防止する｡ 

 

本田技研工業 株式会社 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

機
能
追
加

燃
費
性
能

走
行
性
能

排
気
性
能
の
改
善

冷
却
性
能
の
改
善

バ
ッ

テ
リ
ー

状
態
管
理

信
頼
性
／
耐
久
性

フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要

構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

6

7 21 46 34 9 4 7 7 10

6

4 19 6 7 5

31 24 9 6 6

7 13 16 8 10 7 11

7 17 53 42 10 7 8 13 14

5 16 15 8 5

9 16 16 6 4 8

9 39 13 6 15 7 8

6 5 5 4 9

11 4 5 5

2
33

2

3 23

11

31122

4861
2

3

33

11

2213

12

12

11121

1990～2000 年に出願された

特許・実用新案 



ⅹⅰ 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要企業  

 
 
 
 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 
 

出願件数117件中で登録

された特許が24件である。

1990年代前半はシリーズハ

イブリッドに、後半から現

在に至るまではパラレルハ

イブリッドを主体に、出願

している。燃費､走行性能向

上と共に排気性能改善にも

注力しており、エンジンと

モーターの個別､協調制御

に関連する出願比率が高い

のが特徴である。 

 

 
保有特許例 

技術 

要素 

課 

題 

解決 

手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

発明の名称 

概要 

補
助
装
置 

そ
の
他
の
課
題 

温
度
管
理 

特許 3216144 
1991/2/28 
F02D29/02 

ヒーター付き触媒を搭載した車両の運転

制御方法 

内燃機関に接続された排気通路途中に
設けられたﾋｰﾀｰ付触媒が加熱活性化する
までは､ｴﾝｼﾞﾝ始動せずに電動機による単
独走行を行い､触媒が活性化した後に電動
機走行からｴﾝｼﾞﾝ走行に切替える｡ 
 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化 

ト
ル
ク 

特開 2002-147263 
2000/8/29 
F02D29/02 

ハイブリツド車両の制御装置 

加速走行状態から定速走行状態
への移行時には CVT 無段変速機の変
速ﾚｼｵを小側に制御するとともに電
動機を発電機として回生作動させ
て､回転系から放出される慣性ｴﾈﾙ
ｷﾞｰを電動機に吸収させて車両の突
出感を抑制する｡ 

 

三菱自動車工業 株式会社 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

機
能
追
加

燃
費
性
能

走
行
性
能

排
気
性
能
の
改
善

冷
却
性
能
の
改
善

バ
ッ

テ
リ
ー

状
態
管
理

信
頼
性
／
耐
久
性

フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要

構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

7 5 8 5

4 12 15 3 11

7 3 5

3

4 7 10 8

5 12 4 5 17

4 22 26 9 4 15

14 8 12 1 5

4 10 10 3 3 8

13 11 8 7 6 6

7 3 4

6 3 3

5

1 1 3

2 2 1

11 5 8

2 1 1

1 2

1

1
30 27

2 2

1

1

1

2112

112

12 11

1990～2000 年に出願された

特許・実用新案 



ⅹⅱ 

ハイブリッド電気自動車 
の制御技術 主要企業  

 
 
 
 

出願状況 特許の課題と解決手段の分布 
 

出願件数 82 件中で登録

された特許が 20 件ある。 

同一軸駆動型パラレルハイ

ブリッドに関する出願が主

体である。燃費、走行性能

向上、排気性能改善やバッ

テリー状態管理による耐久

性向上を目的として、エン

ジン、モーター、バッテリ

ーなどの個別制御に関する

出願が主体を占めており、

全体システムに関する出願

比率は低い。部品メーカー

として､個別ユニットの制

御主体の開発を重視してい

る。 

 

 
保有特許例 

技術 

要素 

課 

題 

解決 

手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ
リ
ー 

信
頼
性
／
耐
久
性 

充
電
管
理 

特開 2002-101565 

2000/09/22 

H02J7/02 

 

組電池の電圧調整装置及び組電池の電圧調整方法 
ﾘﾁｳﾑ二次電池からなる単位ｾﾙを複

数個直列に接続した組電池を､HEV の
走行用ﾓｰﾀｰ駆動用ﾊﾞｯﾃﾘｰに適用し､組
電池監視回路部 CPU が､ｾﾙ状態監視回
路部のｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰが上限電圧を上回る
か下限電圧を下回った単位ｾﾙを検出
し､組電池からの充放電が優先して行
われるように車両制御回路部を介し
て走行用ﾓｰﾀｰの駆動を制御する｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

そ
の
他
の
課
題 

ト
ル
ク 

特許 3168990 

1998/08/19 

B60L11/14 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ回転数を決定するための第 1 回転電機

と､車両駆動ﾄﾙｸを発生するための第 2 回転電機
とを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ機関において､第 1 回転電機
にはｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸの周期変動と同位相で変動するﾄﾙｸ
を発生することによりその反力逆位相ﾄﾙｸをｴﾝｼﾞ
ﾝに与え､第 2 回転電機には逆位相ﾄﾙｸの周期変動
を車両駆動軸に与え車両駆動軸ﾄﾙｸの周期変動を
補償させて運転ﾌｨｰﾘﾝｸﾞを維持しつつｴﾝｼﾞﾝ振動
低減とｴﾝｼﾞﾝ効率を向上させる｡ 

 

デンソー 株式会社 

車
両
レ
イ
ア
ウ
ト

機
能
追
加

燃
費
性
能

走
行
性
能

排
気
性
能
の
改
善

冷
却
性
能
の
改
善

バ
ッ

テ
リ
ー

状
態
管
理

信
頼
性
／
耐
久
性

フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
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1.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の概要 

1.1.1  シリーズハイブリッド電気自動車の制御技術の変遷と現状 

地球環境の問題には大気汚染、二酸化炭素（CO2）排出、化石エネルギー枯渇の三課題

があるといわれている。自動車によるこれらの課題への影響を少しでも改善すべく、エン

ジン本体の改良や車両の軽量化のみならず、エンジンとモーターを組み合わせたハイブ

リッド電気自動車（HEV）の技術開発が活発に行われている。モーターで駆動することに

より燃費の向上、低騒音、低排出ガスを、電気自動車のように充電することなく実現可能

であることが特徴であり、将来の燃料電池車両にも繋がる自動車の基幹技術分野である。 

エンジンとモーターを有するハイブリッド電気自動車の歴史は意外に古く、1902 年に

ポルシェ博士が開発したローナー・ポルシェは最も古いものの一つである。当時主流だっ

た電気自動車はバッテリーが重く、航続距離が短く、充電に長時間を要するため改善が望

まれていた。そこで生まれて間もない内燃機関で駆動される発電機を付加し、石油燃料で

走ることができる電気自動車を完成させた。より航続距離が長く、燃料補給も簡単な、こ

のハイブリッド電気自動車（当時はミクステ自動車と呼ばれた）を用いてラリーに参加し

知名度を上げた。当時はドライブシャフトのジョイント技術等が未発達だったため、電気

車や戦車にも応用された。これらの基本的な考え方は電気自動車の欠点を補うためにエン

ジンと発電機を組合せたものを追加搭載することであった。また、そのシステムの基本構

成はエンジンにより発電機を回し、発電されたエネルギーをモーターに供給し、車輪を駆

動するものである。 

今日、シリーズハイブリッド車のバッテリーは発電機の応答性を補うための一時的な

エネルギー蓄積装置として、あるいは従来どおりの主たるエネルギー供給装置としてモー

ターに接続されるタイプに大別される。前者はバッテリーなしでエンジンのみでほぼ走行

可能なことから独立型、後者は航続距離を延長するという意味のレンジエクステンダー型

のシリーズハイブリッドと呼ばれている。また別の分類では前者をエンジン・ドミナント

型、後者をバッテリー・ドミナント型と呼ぶこともある。これらのシリーズハイブリッド

 

 

１. 技術の概要 
地球温暖化問題や都市環境問題を解決するために、エネルギー利用効率

が優れ、CO2 排出量の少ないよりクリーンな実用車両の開発が要請されて

いる。エンジンとモーター動力を高効率に使い分けて、制動や減速時に

放散していた機械的／熱的エネルギーを回生し電力として蓄積再利用し

優れた燃費性能を実現できるハイブリッド電気自動車は、1990 年代に我

が国で開発が進み、97 年には実用乗用車が市販化された。その後も、将

来の燃料電池車に繋がる基幹技術として応用開発研究が盛んに実施され

るとともに様々な実用車両が市販化され普及化が進みつつある。 

特許流通 

支援チャート
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はエンジンのエネルギーを一旦電気に変換するため、エネルギーの流れが直列的であるこ

とからシリーズと呼ばれており、一方、後述するパラレルハイブリッドはエンジンとモー

ターのどちらの動力も機械的に車輪に伝達できることが特徴である。 

電気自動車は高価なバッテリーを大量に必要とするため、さらに付加システムが必要

なレンジエクステンダー型は一般的な自動車になり得るような大きな進歩が見られていな

い。一方、将来を期待されている燃料電池自動車には燃料電池の始動、応答性等の技術課

題を回避するために燃料電池とバッテリーを並列接続しているものが多く見られ独立型の

シリーズハイブリッドに分類されている。シリーズハイブリッドでは「プリウス」（登録

商標 以下同じ）発売と同じ年の 1997 年に発売されたトヨタの「コースター」（登録商標 

以下同じ）がある。 

 

1.1.2 パラレルハイブリッド電気自動車の制御技術の変遷と現状 

表 1.1.2 に、我が国におけるハイブリッド電気自動車の開発状況の一覧表を示す。 

エンジンの電子制御技術の発展とともにエンジンとモーターの出力をともに車輪に伝

達できるパラレルハイブリッド車の技術が 1990 年頃から急激に進歩してきた。このパラ

レルハイブリッドの主となる考え方・目的はエンジン主体で、モーター、バッテリーを付

加することで燃料消費量を押さえ、いわゆる燃費を向上させることである。具体的には、

エンジンとモーターの効率の良い方を主に駆動源として選択使用する技術、制動・減速時

の車両の運動エネルギーを電力に変換しバッテリー等電力蓄積デバイスに蓄積し加速時等

必要なときにそのエネルギーを利用するエネルギー回生技術、エンジンをアイドル時に停

止させるアイドルストップ技術がある。さらに一般的にエンジンは車両発進および加速時

の効率がモーターより悪いため、条件により車両をモーター駆動させる例も多い。なお、

他のエネルギー回生のためのデバイスとしてフライホイール等の機械式エネルギー蓄積、

油圧アキュムレータへのエネルギー蓄積等がある。 

パラレルハイブリッドはさらに単純な駆動力の選択使用のみができるシリーズ・パラ

レルハイブリッドと、エンジンとモーターで駆動力を配分できるパワー・スプリット方式

に分類した。分類方式では狭義に変速機内の遊星歯車により駆動力を配分・統合するプリ

ウス形式のものをパワー・スプリットとしているものもあるが、ここでは広義の解釈で駆

動力を配分・統合できるものはパワー・スプリット方式と分類している。 

パラレルハイブリッドは従来から燃費、排気ガス改善の有力な手段としてモーター

ショーでのコンセプト発表はあったものの、二つの動力源を搭載するためシステム全体が

大掛かりになり、かつ複雑な制御が要求されることから大型車での試験的な採用が主だっ

た。ところが 1997 年の「トヨタプリウス」の販売をきっかけに量産レベルの技術として

各社の技術競争が激しくなり、電池の性能向上、モーター等主要コンポーネントの小型化

等が一気に進んだ。99 年に「ホンダインサイト」（登録商標 以下同じ）、2000 年に「日産

ティーノ」（登録商標 以下同じ）が発売されたほか、2001 年にはトヨタから「エスティ

マ」（登録商標 以下同じ）、「クラウン」（登録商標 以下同じ）が、本田技研からは「シ

ビック」（登録商標 以下同じ）が発売された。トヨタのハイブリッド車累計販売台数は

2002 年３月末までで 11 万台を越えた。 

一方、商用車では 1991 年日野自動車の HIMR（登録商標 以下同じ）バス／トラック、
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日産ディーゼルのキャパシター利用のトラック（2002 年）等も市販されたが、主に価格

面等から乗用車ほど販売台数が伸びておらず、前者でも総計 300 台弱であり、今後の低価

格化およびバッテリーの長寿命化が課題である。海外では特に欧州を中心としていろいろ

な技術開発が進められており、市販車では乗用車の「アウディデュオ」（登録商標 以下同

じ）、商用車では DCX のバス「チート」（登録商標 以下同じ）等が代表格といえよう。米

国もフォードが 2003 年から「エスケープ」（登録商標 以下同じ）をハイブリッド化して

市場投入する予定であり、全世界的にさらに進化したパラレルハイブリッドが期待されて

いる。 

表 1.1.2 我が国におけるハイブリッド電気自動車の開発状況のまとめ 

JEVA ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www.jeva.or.jp/jpn/evm/evnado/hev/hevdoukou.htm）より引用 
○：シリーズ HEV   ●：パラレル HEV 太字は量産市販車 

メーカー 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

EE-10(ﾒﾀﾉｰﾙｴﾝｼﾞﾝ2

ﾓｰﾄﾞ） 

●Pu3ｺﾐｭｰﾀｰ 

EVｽﾎﾟｰﾂ        スズキ 

 

★発表  ★発表  

 

○EVｾﾀﾞﾝ  ○ｼｬﾚｰﾄﾞEV-H ●MOVE EV-Ｈ ●MOVE EV-HⅡ 

● ｱ ﾄ ﾚ ｰ

HEV 

●UFE(S

＆P) 

 ★発表  ★発表  ★発表  ★発表  ★発表 

          

●ｱﾄﾚｰ ﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ-

Ⅳ 

ダイハツ工

業 

          ★発表 

●ﾌﾟﾘｳｽ ●ﾌﾟﾘｳｽ ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ     

★発表 ◎発売  

○ｺｰｽﾀｰHEV ○ｺｰｽﾀｰHEV 

●ｸﾗｳﾝﾏｲﾙﾄﾞﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞTHS-M 

★発表 ◎発売 ◎発売 

●ｴｽﾃｲﾏﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ

HEV,HV-M4 

トヨタ 

自動車 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

★発表 ◎発売 

（HEV開発） 

●ｱﾍﾞﾆｰﾙ

HEV ●Stylish6 ●ﾃｲｰﾉﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 

★発表 ★発表 ★発表 

●AL-X 

★発表 
日産 

自動車 

  

  

  

  

  

  

★発表  

 

電気式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ ●ｷｬﾊﾟｼﾀｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ､ﾄﾗｯｸ 日産 

ディーゼル 

       

★発表 ★発表  

○HIMR路線ﾊﾞｽ､ﾄﾗｯｸ、塵芥車 ○ｾﾚｶﾞ高速HIMRバス

 ●ﾌﾞﾙｰﾘ

ﾎﾞﾝｼﾃｲｰ

ﾊﾞｽ 

★発表 

●新型ﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽ

ﾃﾑ開発 

◎発売     ◎発売   ●新型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾃﾞｲｰｾﾞﾙﾄﾗｯｸ 

日野 

自動車 

  

  

   ★発表 ◎発売  

●ELCAPA(S＆H) ●ELTEN  ●HM-01(4WD) 

★発表   ★発表  ★発表   

●ELTENｶｽﾀﾑ ﾌﾟﾚｵﾈｽﾀﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

富士重工 

 

     

  

    

  

  

    

    

★発表  

●J-VX 

●ｲﾝｻｲﾄ

IMA 

●新ｼﾋﾞｯ

ｸIMA 

●ﾃﾞｭｱﾙ

ﾉｰﾄIMA 本田技研工

業 

      

★発表 ★発表、

発売 

◎発売 ★発表 

●MXｽﾎﾟｰﾂﾂｱﾗｰ(4WD) 
マツダ 

          

★発表  

○ESR ○ｷｬﾝﾀｰHEV(LPG) ○MCAT 

●SUWｱﾄﾞﾊﾞﾝｽGDI-

ISA ●S.U.P.

★発表 ★発表   ★発表 ★発表  ★発表 

   ○EVﾊﾞｽ 

  ○三菱HEV  ○ｷｬﾝﾀｰHEV高所作業車 

三菱 

自動車 

 

  

  

 

  

  ★発表   ★発表  
※上表中の車名は全てメーカー登録商標 
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1.1.3  ハイブリッド電気自動車の技術体系 

1980 年代後半以降、地球温暖化防止および都市地域規模の環境公害防止の社会的要請

が強くなり、電気自動車は第二の開発・実用期に入った。現在に至る間に開発された第二

世代電気自動車は、70 年代に開発され自治体を主体に一部実用化されていた第一世代電

気自動車が抱えていた性能面の技術課題を一気に解決した。すなわち、べクトル制御の実

用化に伴い交流モーターの可変速制御が可能になったことで、高性能交流同期モーターと

ニッケル・水素やリチウムイオン電池のような新型高性能電池の組み合わせ使用による走

行性能や航続距離面での課題を克服するとともに、電力以外の動力源として各種液体燃料

を用いた内燃機関や水素燃料電池のような次世代発電システムと組み合わせたバッテリー

以外の動力源を搭載したハイブリッド電気自動車の開発・実用化が急速に進んだ結果、車

両価格を除く走行性能は従来の内燃機関型自動車と遜色ないかそれを越える水準にまで達

してきた。特に 90 年以降、電気自動車やハイブリッド電気自動車の市販が増加し、97 年

にパワー・スプリット型のパラレルハイブリッド車「プリウス」が世界ではじめて量産型

小型乗用電気自動車として販売が開始され、既に数万台が我が国で使用されていることは

周知の事実である。 

 

表 1.1.3 電気自動車の技術体系 

ハイブリッド自動車 電気自動車 

の種類 

機能 

純電気自動車 
電気式 蓄圧式 

燃料電池車 太陽電池車 

・無し ・有り ・有り ・有り 

・充電→ﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄

積 

・液体燃料→内燃ｴﾝｼﾞﾝ(ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｴﾝｼﾞﾝ

含)による動力変換 

・水素系燃料(改

質含)→燃料電

池発電 

・太陽ｴﾈﾙｷﾞｰ→ｿｰ

ﾗｰ電池発電 

・急速充電 ・燃費効率に優れたｴﾝｼﾞﾝ ・小型軽量高性能

化､ﾒﾝﾃﾌﾘｰ電池ﾕ

ﾆｯﾄ 

・小型軽量高性能

電池ﾕﾆｯﾄ 

燃料／ 

動力変換 

・ｺﾝﾀﾞｸﾃｲﾌﾞ/ｲﾝ

ﾀﾞｸﾃｲﾌﾞ充電 

・ｵﾝｵﾌ､起動性能､ｴﾐｯｼｮﾝ性能に優れたｴﾝ

ｼﾞﾝ 

  

電力蓄積 

・各種使用法に適合した高性能で低価格なﾊﾞｯﾃﾘ- 

・密閉型鉛酸電池 → ﾆｯｹﾙ水素電池ﾕﾆｯﾄ､ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池 → 電気二重層ｷｬﾊﾟｼﾀｺﾝﾃﾞﾝｻﾓｼﾞｭｰﾙ 等の軽量

小型でｴﾈﾙｷﾞｰ密度､出力制御性､ﾒﾝﾃ性に優れた電池 

・ﾕﾆｯﾄからｾﾙ単位までの電池残留電力管理制御ｼｽﾃﾑ 

車載 

発電機 

・補助発電装置 

(ﾚﾝｼﾞｴｸｽﾃﾝﾀﾞ-） 

・ｴﾝｼﾞﾝ発電機 ・油圧ﾓｰﾀｰ 

(大型車両のみ） 

・燃料電池による

直接発電 

・太陽電池による

直接発電 
動力／ 

電力 

変換･ 

逆変換 
電動 

ﾓｰﾀｰ 

・高性能ﾓｰﾀｰ､発電兼用ﾓｰﾀｰ → ｲﾝﾊﾞ-ﾀｰ交

流誘導ﾓｰﾀｰ､永久磁石式直流同期ﾓｰﾀｰ･発

電機､ﾘﾗｸﾀﾝｽﾓｰﾀｰ等 

 ・高性能ﾓｰﾀｰ､発電兼用ﾓｰﾀｰ → ｲﾝﾊﾞ-ﾀ-

交流誘導ﾓｰﾀｰ､永久磁石式直流同期ﾓｰ

ﾀｰ･発電機､ﾘﾗｸﾀﾝｽﾓｰﾀｰ等 

減速時 

エネルギー 

回生 

・回生制動発電 

(発電､充電効率の向上) 

・電気ｰ機械複合ﾌﾞﾚｰｷ 

・回生ﾌﾞﾚｰｷ用キャパシター 

(特に電気自動車､大型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車） 

・ﾎﾟﾝﾌﾟｰｱｷｭﾐｭﾚｰﾀ

による油圧回生 

・回生制動発電 

（発電､充電効率の向上） 

・電気ｰ機械複合ﾌﾞﾚｰｷ 

・回生ﾌﾞﾚｰｷ用キャパシター 

(特に電気自動車､大型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車) 

・一軸､二軸､ﾎｲｰﾙﾊﾌﾞ・ﾎｲｰﾙｲﾝ等､ﾓｰﾀｰ-変

速-差動駆動の各種ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ方式がある

変速機能 

(ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ) 
・電気式 ・電気式/機械式およ

びその組合せ等各

種方式 

・ｴﾝｼﾞﾝ駆動軸とは

独立に油圧ﾓｰ

ﾀｰ・ﾎﾟﾝﾌﾟ系を配

置 

・発進･加速時のﾄﾙ

ｸｱｼｽﾄ 

・一軸､二軸､ﾎｲｰﾙﾊﾌﾞ・ﾎｲｰﾙｲﾝ等､ﾓｰﾀｰ-

変速-差動駆動の各種ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ方式が

ある 

・電気式 

協調および 

全体システム 

制御 

・ﾓｰﾀｰ､ﾊﾞｯﾃﾘｰ出力

の協調制御 

・ｴﾝｼﾞﾝ､ﾓｰﾀｰ､発電､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ出力の協調

制御（ﾓｰﾀｰｱｼｽﾄ式）

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ･ｽﾀｰﾄ

・ﾄﾙｸｱｼｽﾄ最適化ｼｽ

ﾃﾑ 

・燃料電池､ﾓｰﾀｰ､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ出力の協

調制御 

・太陽電池､ﾓｰﾀｰ､

ﾊﾞｯﾃﾘｰ出力の協

調制御 
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表 1.1.3 に、電気自動車を純電気自動車、ハイブリッド電気・蓄圧式自動車、燃料電

池車、太陽電池車に大別して、技術体系を機能別に展開した結果を示す。将来的な電気自

動車のあるべき姿としては、水素燃料電池自動車が期待されているが、燃料電池自体の技

術開発や燃料インフラの整備という点で技術的・社会的課題も多く残っている。また既存

のインフラを利用するため、ガソリン等を改質して水素を含むガスを発生・利用する改質

器を車両搭載する燃料電池についても開発が進んでいるが技術的な難度はさらに高い。し

たがって市販化・量販化という視点では、当面は、ガソリン等の液体燃料を利用した内燃

機関であるエンジンと電気モーターを組合せたハイブリッド電気自動車の商品化が続くも

のと思われる。車両の走行時には排気ガスをまったく出さない燃料電池自動車は、現在技

術開発が鋭意進められてきており、我が国では資源エネルギー庁長官の私的研究会「燃料

電池実用化戦略研究会」にて 2010 年までに５万台を導入する目標を掲げている。既に

2002 年 12 月に市販が開始されているものの、性能・価格・社会インフラ等で解決すべき

課題が山積しており、本格的量産までには５～10 年は必要になるものといわれている。 

いずれにせよこれらのモーターで車輪を駆動する車両における共通要素であるモー

ター、インバーター等の電力制御、バッテリー等の電力蓄積デバイス等個別のコンポーネ

ント技術のみならず、表 1.1.3 から理解されるように、動力源であるエンジンとの最適組

み合わせ制御（協調制御）を中枢技術としており、これは燃料電池車のような次世代型電

気自動車の制御技術にも繋がる最重要技術分野である。したがって、ハイブリッド電気自

動車の分野を調査することで電気自動車の中枢技術分野の開発動向を網羅的・総合的に理

解することが可能になると思われる。以上の観点より、本調査では、ハイブリッド電気自

動車分野を調査対象とした 

 

1.1.4  本書で扱う技術 

ハイブリッド電気自動車の制御技術は大きく二つに分けられる。一つはシステム全体

の制御であり、車両としての燃費性能や排気性能の向上のためにシステム全体での最適化

を図るために重要な基本部分であり、システム全体が目標に沿うようにマネジメントする

部分である。特に、エンジンとモーター等複数の動力源間の車輪駆動トルク分担・電力分

担等のエネルギーマネジメント、バッテリー等複数の電力蓄積デバイス間のマネジメント

による回生効率向上、選択使用や実用上の課題となる切替え時のショック、アクセル応答

性を改善するための複数動力源の切替えや協調制御等が重要である。これらは従来から蓄

積してきたきめ細かいエンジン制御技術に加え、バッテリー等の電力蓄積デバイスの状況

が刻々変化する下でモーターや動力の合成・配分機構を同時並行して作動させるため、非

常に広範囲で複雑かつ高度な制御技術が要求されている。他の一つはエンジンやモーター、

電力蓄積デバイス、発電機、駆動力の合成・変速機構等の要素の制御である。ハイブリッ

ド電気自動車ではアイドルストップと呼ばれるエンジン停止を行うことも多く、触媒の温

度低下に伴う能力低下を補うための方策が開発されている。バッテリーはその温度管理や

充放電状態により寿命が大きく変化するため、バッテリー単体での制御が必要である。そ

の他モーター単独制御による駆動源の切替えショック低減、慣性分の補償、フェイルセー

フ性能の確保、あるいは駆動力の合成・変速機構の切替えタイミングや潤滑、発電機に

ショック低減モーターの役割も行わせることや、エアコンやブレーキ等車両補機との協調
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制御等非常に多岐にわたる。 

表 1.1.4 に、本書で扱うハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素と出願件数を

示す。 

 
表 1.1.4 本書で扱うハイブリッド電気自動車制御技術の技術要素と出願件数 

(1990～2000 年出願の 1,832 件対象) 

 システム構成技術 技術要素 具体例 
出願

件数

シリーズハイブリッド  レンジエクステンダ-、自立型 180
HEV基本

システム 
パラレルハイブリッド  シリーズ・パラレルハイブリッド、パ

ワースプリットハイブリッド含む 
1,043

モーターのみで駆動   180

エンジンとモーターを前後軸に

分離 

 (日産ﾏｰﾁ4WD) 
102

エンジンとモーターで同一軸駆動  (ﾄﾖﾀﾌﾟﾘｳｽ､ﾎﾝﾀﾞｲﾝｻｲﾄ) 652

車軸駆動

方式 

複合駆動方式  (ﾄﾖﾀｴｽﾃｲﾏ) 15

ガソリンエンジン リーンバーンガソリンエンジン、直分ガ

ソリンエンジン 

ディーゼルエンジン 直噴ディーゼルエンジン 

その他のエンジン ガソリン、軽湯以外の液体燃料エンジ

ン、LPG､LNGエンジン 

液体燃料／動力変換：エンジン 

エンジンなし  

1,295

同期モーター  

誘導モーター  

スイッチドリラクタ

ンスモーター 

 

直流モーター（ブラ

シ付き） 

 

電気／動力変換：モーター 

その他のモーター  

1,166

エンジンで駆動され

る発電機 

エンジンスターター機能付加およびエン

ジンスターター機能なし 

その他の発電機  

発電機能：発電機 

発電機なし  

466

平行軸 CVT、クラッチ利用 

同軸 遊星歯車利用 

その他の動力合成方式  

駆動力の合成・変速機能：駆動

力合成変速機 

動力合成なし  

505

バッテリー リチウム電池、ニッケル水素電池、鉛酸

電池、ニッカド電池、ナトリウムバッテ

リー等 

電気二重層キャパシタ  

電力蓄積：バッテリー等 

その他のデバイス  

653

電力蓄積デバイスな

し 

 

抵抗器制御  

サイリスタチョッ

パー制御 

 

電力制御 

IGBT制御  

262

その他  

デフギア使用 インホイール式 

駆動方式 

デフギアレス 

151

その他 ヒーター、エアコン等 

エアコン 

照明 ブレーキ等 

構成要素 

補助装置 

その他 

162

※上表中の（ ）内は全てメーカー登録商標 
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1.1.5  開発されたハイブリッド電気自動車の制御技術の概要 

ハイブリッド電気自動車の制御技術は多岐にわたるため、主流であり件数的にも基本

システムを明示している 1,223 件の 85％を占めるパラレル式を中心に、特許出願動向調

査を通じて得られた開発成果の概要を示す。 

 
(1) パラレルハイブリッド自動車の制御技術の課題と解決手段の相互関係と特徴 

パラレルハイブリッドは元来、エンジンの低回転数域の効率がモーターより大幅に劣

るためこの領域でモーターの補助駆動を得て燃料消費を抑えることが課題であった。 

最近ではさらに良い燃費を実現するためにエネルギー回生とアイドルストップという

２大機能が追加・考慮されることが当たり前となってきた。エンジンやモーターのより高

度な制御が可能になり、クラッチのすべり制御等を含め大規模制御を高速でおこなえるよ

うになってきたことと、バッテリーを中心とするコンポーネントの革新が高度化制御技術

の実現を支えている。 

さて従来車両では減速時にはブレーキによりその運動エネルギーを熱に変えて空気中

に放出していた。このエネルギーを回収して再利用しようという考えがエネルギー回生と

呼ばれる。減速時に駆動用モーターを発電機として使い、バッテリー等エネルギー蓄積デ

バイスに電力として貯蔵し、再加速時にモーターに電力を供給しエンジンの負荷を減らし

ながら従来と同様またはモーター出力分を追加した加速性能を実現することをいう。エネ

ルギー回生では急速な充電になりすぎるとバッテリーの寿命に影響を与えるため、バッテ

リーの状態を管理しつつシステム全体の制御をする必要がある。またバッテリーが満充電

の状態になるとそれ以上充電できないため、エネルギー回生を中止せざるを得ないが、こ

のとき運転者が違和感を覚えないように車両の減速度に変化が出ないようにする必要があ

り、ブレーキシステムとの協調制御が重要となる。 

一方、エンジンが車輪に機械的に接続されているといわゆるエンジンブレーキ作用に

より、エンジン自身がブレーキの役目を果たしてしまうので回生できるエネルギー量が減

少する。少しでもこの回収量を増やすためエネルギー回生時はエンジンを機械的に切り離

す工夫もされている。また切り離されたエンジンはガソリンの消費を抑えるため、停止さ

せることが多い。蓄えたエネルギーを再利用するエンジンとモーターの両方による加速で

は一般的にモーター効率のほうがエンジンより良いので可能な限りモーターを使用する傾

向がある。特に後述するアイドルストップ機能を併せ持つ場合、モーターのみで発進、加

速させることが多い。ここではパラレルハイブリッド自動車の制御でも代表的な技術であ

るエンジンの再始動、ショックの無い接続が必要とされる。 

システムのマネジメント上はエンジンを短時間で確実に始動させ、エンジン再始動時

のエネルギーを削減して連続性のある段付き等違和感の無い加速を実現するためにクラッ

チ等機械要素の切替え方法・タイミングや、低温・劣化等で状態が変化するバッテリーに

合わせて電力や駆動トルクを管理することが重要となってくる。特に駆動力の合成・変速

機構では発電機やモーターの速い応答性を活かした慣性力分補償技術等きめ細かな制御技

術が各社各様に考えられている。次に排気性能向上についてはエンジン停止中に触媒温度

が下がるので触媒温度を予熱して排気性能の低下がきたさないような開発もなされている。 

エネルギー回生と並んでもうひとつの機能、アイドルストップを備えている例も多い。



10 

停車中でエンジンがアイドル状態にあるときは走行のためにエネルギーが使われていない

状態であり、アイドル停止させることで燃料使用量の削減を実現できる。 

一方、アイドリング中もエンジンは通常発電機能を持つオルタネータ（交流発電機）

を含め種々の補機を駆動しており、これらの機能をどう維持させるかが技術課題となる。

停車時もエネルギーの必要なエアコンはエアコンスイッチがオンされるとエンジンを再始

動するもの、アイドル停止中も送風中心にする等して機能を維持させるもの等の技術が開

発されている。ブレーキについても同様にエンジン停止により倍力装置に必要な負圧が発

生しない場合が多いために、各種対応策がとられている。その他の灯火類等電力消費に応

じた制御や、エンジン停止中も操舵できるようパワーステアリングの電動化等対応すべき

制御技術は多い。 

このような大規模システムを車載することでトルク配分や電力収支等システム全体の

状態監視、効率向上のための各種マネジメントやフェイルセーフ制御、冷却システムの制

御、操作表示系との連携等も当然必要になってくる。またシステムの原価を下げるために、

モーターのローター位置検出センサを無くすことのできる制御方式等コンポーネントの合

理化や、様々なタイプの駆動力合成・変速機構には各社の特徴が生かされている。 

さらにハイブリッド電気自動車はシステムが複雑で原価も高いシステムのため、後輪

をモーターで駆動させる４輪駆動機能を追加、あるいは加速時のモーターによるパワーア

シスト機能を強化することにより魅力の向上を図っている例もある。高機能化という面で

は今まで記述してきたエンジンとモーター、バッテリーの組合せのみでなく、電気二重層

キャパシタをバッテリーの代わりに使って寿命や温度特性を改善するもの、モーターの個

数を増やし変速機能を持たせたもの、さらに燃料電池要素を加えたより複雑なハイブリッ

ド等システム構成の変更例も見られる。 

 
(2) システム全体の制御 

ａ．システムマネジメント 
燃費性能の向上はハイブリッド電気自動車の中心的な課題である。電力を発生するこ

とのできる要素はバッテリー、発電機、回生時の駆動用モーターがあり、一方電力を吸

収・消費する要素としてバッテリーおよび走行時の駆動用モーターがある。システムの高

効率運転を実現するためにこれらの要素間の電力収支や運転状態を制御する電力マネジメ

ント技術、車両の減速エネルギーを効率よく回生するためのモーターを主としたトルクマ

ネジメント技術、アイドルストップのためのバッテリーを含めた電力マネジメント技術が

開発されている。 

 

ｂ．協調制御 
駆動源であるエンジンとモーターの動力切替え・合成制御はエンジンとモーターの動

力特性の違いから高度な制御技術が要求され、ハイブリッド電気自動車を成立させる上で

重要な技術である。発進時や加速時等運転者に違和感を覚えさせないように、主にモー

ターの早い応答性を利用して切替えショックを低減する技術や切替えタイミング・条件を

設定する技術、応答性を改善する技術等が開発されている。 
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ｃ．その他のシステム制御 
エネルギー回生の課題解決のための急制動時のモーター制御方法や、回生時のモー

ター回転数を最適化する制御手法、複数のバッテリーまたは電力蓄積デバイスを有してシ

ステムの要求により各々の電力収支を管理する技術等が開発されている。 

 
(3) 要素の制御 

ａ．エンジン制御 
エンジン制御分野ではシステムの高効率化を実現するために、ハイブリッド電気自動

車に合わせた限定されたエンジン運転領域あるいは応答性を前提とした燃料噴射量・燃料

カット技術や点火時期の制御技術が開発されている。またアイドルストップ後のエンジン

再始動を容易にするための駆動用モーターを利用したエンジン再始動制御技術や従来のエ

ンジンの可変気筒数制御やバルブタイミング制御と組合せてさらなるシステムの高効率化

を実現するための制御技術も開発されている。 

 
ｂ．モーター制御 

モーター制御分野の燃費性能ではエネルギー回生を実現するために走行条件やシステ

ムの状態に応じたモータートルク制御技術が開発されている。加速から一定速度走行への

スムーズな移行技術、エンジンのトルク変動を効率よく補正する技術、複数のモーターで

効率を上げる技術、前輪はエンジンで駆動しつつ後輪で回生しシステム効率を上げるモー

ター制御技術等が開発されている。 

 
ｃ．走行性能 

走行性能ではアクセル応答性や加速性能を高めレスポンス良くスムーズな加速を実現

するために、エンジンに比較してトルク応答の早いモーターを利用して過渡的にモーター

トルクをエンジントルクに付加するトルク制御技術や短時間であればモータートルクを連

続定格以上に出せる特徴を生かして短時間の駆動パワーアシストを実現するトルク制御技

術、駆動源切替え時に慣性質量によるショックの発生を補正するようなトルク制御技術が

開発されている。 

 

ｄ．バッテリー制御におけるバッテリー状態管理 
バッテリーの状態管理の中でも特にバッテリーの劣化検出と補償は寿命に与える影響

が大きいためハイブリッド電気自動車の重要な制御技術となっている。バッテリーの劣化

に合わせて充電の仕方を変更したり、放電量の最低値を確保するために強制的に充電した

り、というような充電マネジメント技術が開発されている。また、どのくらいの量の電気

エネルギーをバッテリーが蓄積しているかを推定してバッテリー寿命の延長やエンジン始

動のための電力を確保する充電・放電深度のマネジメント技術が開発されている。 

 
ｅ．動力合成機構制御  

エンジンとモーターの動力を合成する機構ではクラッチや変速用のモーターを制御し

てショックを抑えつつ素早く切り替え・合成できることが燃費性能や走行性改善のために
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重要となる。電磁クラッチの電流を周辺状況に応じて時系列で細かく制御する切替えタイ

ミング制御技術、水温や油温等停止中のエンジン状況の変化に応じた切り替えショック低

減技術、回生制動時にクラッチ操作によりエンジン出力軸と動力伝達軸とを切り離す際に

エンジンブレーキ分のトルクを補正することにより切り替えショックを低減する技術等が

開発されている。 
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1.2 ハイブリッド電気自動車制御技術の特許情報へのアクセス 

ハイブリッド電気自動車技術は、国際特許分類（IPC）、ファイル・インデックス（FI）、

Fターム（FT）ではまとまった技術分類区分はされておらず、車両一般や制御､電気部品の

中に断片的に分類されており、かつその制御技術まで細分化した技術分類コードはほとん

ど無い。従って、特許情報の収集は、上記技術分類を組み合わせた一次絞込みとハイブリ

ッド自動車や制御に関連するキーワードを使用した二次絞り込みとの複合検索を行うのが

基本となる。 

技術分類としては、クラスB60（車両一般）の中のサブクラスB60K（車両の推進装置ま

たは動力伝達装置の配置または取付け）やサブクラスB60L（電気的推進車両の電気または

推進装置）の中で断片的に分類されているハイブリッド電気自動車技術（場合により、シ

リーズ、パラレルまで区分されている）のほかに、エンジン（F02D29）、バッテリー、コン

デンサー等の電力蓄積装置（H01G,H02J,H01M,H02J,G01R等）、電力変換調整装置（H02M）、

発電機、モーター、電動クラッチ、電動ブレーキ（H02K,H02P）等の機関、制御、電気部品

に関する技術分類の中に目的用途の一つとして分類されている。 

 

●国際特許分類（IPC） 

IPC分類のみでは、直接ハイブリッド電気自動車制御技術にアクセスすることはできな

い。従って、ハイブリッド電気自動車制御技術へのIPCを用いたアクセスでは､上記技術分

類の中の関連メイングループ分類とキーワードとして「ハイブリッド自動車」と｢制御｣を

組み合わせた検索式によりアクセスする必要がある。 

今回の調査でスクリーニングした結果に基づいて、IPC分類の中で比較的多く付与され

ている分類をあげると、 

B60K6/02 ：車両推進装置 

 ：推進のための複数の異なった原動力の配置 

 ：電気及び内燃モーターからなる原動力 

B60L11/12 ：電気推進車両 

 ：乗物の内部に動力供給源をもつ電気的推進装置 

 ：蓄電池等の付加電力供給装置を有するもの 

B60L11/14 ：電気推進車両 

 ：乗物の内部に動力供給源をもつ電気的推進装置 

 ：機関駆動発電機を用いるもの：直接機械的に推進される設備をもつもの 

F02D29/02 ：燃焼機関の制御：特殊形式の機関または特殊用途の機関に特有の制御 

 ：外部信号等による機関の制御：車両駆動用機関に特有なもの 

等がある。 

 

●ファイル・インデックス（FI） 

FI分類でハイブリッド電気自動車制御技術に直接アクセスできるのは駆動系制御の一

部のみであり、それ以外の要素やシステム制御等に関する分野はFタームやキーワードとの

組み合わせ検索によるアクセスを行う必要がある。 
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今回の調査でスクリーニングした結果に基づいて、FI分類の中で比較的多く付与されて

いる分類をあげると、 

B60K9/00C,D,E：電気モーターとエンジンのハイブリッド車 

B60K17/04G   ：ハイブリッド車用動力伝達装置 

B60K41/00,301A,B,C,D,E：車両駆動･補助装置の関連制御：制御対象：推進、電動機、

クラッチ、伝動装置、駆動力分配装置 

B60L11/12   ：シリーズ式ハイブリッド車の電気的推進装置 

B60L11/14   ：パラレル式ハイブリッド車の電気的推進装置 

F02D29/02D   ：パラレル式ハイブリッド車におけるエンジン制御 

F02D29/06D   ：シリーズ式ハイブリッド車における発電機駆動用機関の制御 

F02N11/04D   ：ハイブリッド車用エンジン始動装置 

H02J7/00P   ：電気車用車載電池の充電及び電力給電回路装置 

等がある。 

 

●Fターム（FT） 

FTの中で、ハイブリッド電気自動車制御技術に直接アクセス可能なのは、エンジン始動

出力制御の一部のみであり、それ以外の要素やシステム制御等に関する分野は、FIとの組

み合わせやFIおよびキーワードとの組み合わせによるアクセスが必要となる。 

今回の調査でスクリーニングした結果に基づいて、ハイブリッド電気自動車制御技術に

関連するFタームで使用頻度の高いテーマコードを示すと、 

3G093 ：車両用機関または特定用途機関の制御  の中で、 

3G093AA07 ：機関の用途：電動車両用 

3G093DA ：機関のパラメータ検出（回転数､温度、絞り弁開度等） 

3G093DB ：機関以外のパラメータ検出（車速等） 

5H115 ：車両の電気的な推進と制動   の中で、 

5H115PG04 ：車両の種類：ハイブリッド含む電気自動車 

5H115PI16 ：車両への電力供給 

：車両内部に電力供給源があるもの 

：二次電池を用いるもの 

5H115PU21:29：ハイブリッド車用電気駆動源 

（注）5H115に対応する廃止旧コードの5H111が振られているものも多い。 

等がある。 

 

以上が特許分類を主体としたアクセス法であるが、この他に民間特許データベース検索

サービスで、「電気自動車」を表題にしたものを含む独自の分類コードを付与しているもの

がある。そのようなデータベースではそれとキーワードの組み合わせでハイブリッド電気

自動車制御技術に直接アクセスすることもできる。 

 



15 

●キーワードの利用 

ハイブリッド電気自動車の制御に関連するキーワードとしては、以下のような組み合わ

せに留意して検索式を作成する必要がある。 

・ハイブリッド自動車、ハイブリッド車、ハイブリッド車両 

・HEV（Hybrid Electric Vehicleの略） 

・制御、コントロール、システム､調整 

 

 

1.2.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の特許情報全般へのアクセス 

ハイブリッド電気自動車の制御技術全般へのアクセスを行うためには、国際特許分類

（IPC）、ファイル・インデックス（FI）、F ターム（FT）の特性を考慮し、キーワードを併

用して絞り込むことが必要である。 

 

 

1.2.2 ハイブリッド電気自動車の制御技術の個別技術要素へのアクセス 

ハイブリッド電気自動車の制御技術の個別要素制御や全体システム制御技術について

個別にアクセスする場合には、個別技術分類あるいは拡大技術分類に対応する国際特許分

類（IPC）やファイル・インデックス（FI）、F ターム等の分類を選択しそれらを組み合わ

せた検索とハイブリッド自動車や制御に関連するキーワードを組み合わせた検索式を用い

てアクセスする方法が有効である。 

表 1.2.2 に今回の調査に使用したハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素と検索

式構造をまとめて示す。 
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表 1.2.2 ハイブリッド電気自動車の制御技術のアクセスツール（1/2） 

技術要素 検索式の構造 概要 

FI=(F02D29/02D+F02D29/06D)+FI=(F02D29/0

2,321+F02D29/02,331A+F02D29/02,341)*FT=

(3G093AA07*(3G093BA19+3G093BA20+3G093EA

01)*S1 

ハイブリッド車用エンジンの制御 

FI=(F02D29/02D+F02D29/06D) ハイブリッド車用エンジン及びその関連機

器（発電機等）の制御 

FI=(F02D29/02,321+F02D29/02,331A+F02D29

/02,341)*S1*S3 

ハイブリッド車用エンジンの停止/始動、ア

イドル及び制動制御 

燃料・ 

動力変換 

FT=(3G093AA07*(3G093BA19+3G093BA20+3G09

3EA01) 

ハイブリッド車用エンジンの燃費/排ガス性

能改善のための始動・出力制御 

 

(FI=(H01G9/00+H02J1/00,304H:H02J1/00,30

4J+G01R31/36)+FI=H01M10/42*FT=5H030AS08

+FI=H02J3/32*FT=(5G066JB03+5G066JB04)+F

I=H02J7/00*FT=5G003AA04$)*S1*S3 

ハイブリッド車の電力蓄積装置（バッテリ

ー、コンデンサ等）の制御 

FI=H01G9/00*S1*S3 ハイブリッド車用電気二重層コンデンサの

制御 

FI=(H02J1/00,304H:H02J1/00,304J)*S1*S3 ハイブリッド車用電池の制御 

FI=G01R31/36*S1*S3 ハイブリッド車用蓄電池/電池の充放電状態

の検知制御 

FI=H01M10/42*FT=5H030AS08*S1*S3 ハイブリッド車用二次電池の保守 

FI=H02J3/32*FT=(5G066JB03+5G066JB04)*S1

*S3 

ハイブリッド車におけるコンバータ手段を

有する電池を用いた充電負荷平衡制御 

電力蓄積 

FI=H02J7/00*FT=5G003AA04$*S1*S3 ハイブリッド車における電池充放電回路装

置の制御 

 

電力制御 FI=H02M?*S1*S3 ハイブリッド車の電力変換調整装置の制御 

 

FI=(H02K7/00:H02K9/28+H02K17/00:H02K21/

48+H02K29/00+H02K49/00:H02K51/00)*S1*S3

+FI=(H02P1/00:H02P7/80+H02P9/00+H02P15/

00+H02P17/00)*S1 

ハイブリッド車における発電機及びモータ

ーの制御 

FI=(H02K7/00:H02K9/28+H02K17/00:H02K21/

48+H02K29/00)*S1*S3 

ハイブリッド車における発電機、モーターの

制御 

FI=(H02K49/00:H02K51/00)*S1*S3 ハイブリッド車における電動クラッチ、ブレ

ーキの制御 

FI=(H02P1/00:H02P7/80+H02P9/00)*S1 ハイブリッド車における発電機、モーターの

起動、速度、トルク制御 

発電機、 

モーター 

FI=(H02P15/00+H02P17/00)*S1 ハイブリッド車におけるブレーキ、クラッ

チ、電動歯車の制御 

 

個
別
要
素
制
御 

FI=B60K17/04G*FT=3D039AB27*S3+FI=B60K20

/00*FT=3D040AB01*S1*S3+FI=F16H59/00:F16

H63/48*FT=3J552NB08 

ハイブリッド車用動力伝達/変速装置の制御

 FI=B60K17/04G*FT=3D039AB27*S3 ハイブリッド車用動力伝達装置の制御 

 FI=B60K20/00*FT=3D040AB01*S1*S3 ハイブリッド車用変速機装置の制御 

 

変速機 

FI=F16H59/00:F16H63/48*FT=3J552NB08 ハイブリッド車用変速/逆転伝動装置の制御
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表 1.2.2 ハイブリッド電気自動車の制御技術のアクセスツール（2/2） 

技術要素 検索式の構造 概要 

IC=(B60K6/02$+B60K9/02$)*S1*S3+FI=B60K9

/00C:B60K9/00E*S3+FI=B60K23/00*FT=3D036

GJ20+FI=(B60L9/18+B60L9/24+B60L11/02+B6

0L11/18A:B60L11/18E+B60L15/10C:B60L15/1

0E+B60L15/18C:B60L15/18E)*FT=(5H115PG04

*5H115PU21)*S1*S3 

ハイブリッド車の動力推進伝達装置の制御 

IC=(B60K6/02$+B60K9/02$)*S1*S3 ハイブリッド式動力伝達装置の制御 

FI=B60K9/00C:B60K9/00E*S3 ハイブリッド車動力推進装置の制御 

FI=B60K23/00*FT=3D036GJ20 ハイブリッド車動力伝達装置用制御装置 

FI=(B60L9/18+B60L9/24)*FT=(5H115PG04*5H

115PU21)*S1*S3 

車両外部から電力供給を受けるハイブリッ

ド型電気自動車のモーター推進装置の制御 

FI=(B60L11/02+B60L11/18A:B60L11/18E)*FT

=(5H115PG04*5H115PU21)*S1*S3 

ハイブリッド車搭載電力供給源より供給さ

れる電力による複数モーター推進装置の制

御 

個

別

要

素

制

御 

駆動方式 

FI=(B60L15/10C:B60L15/10E+B60L15/18C:B6

0L15/18E)*FT=(5H115PG04*5H115PU21)*S1*S

3 

ハイブリッド車におけるモーター健全性確

保等のための車両加速度自動制御 

 

 

シ

ス

テ

ム

制

御 

FI=B60K41/00*FT=3D041AB01*S1+FI=(B60L3/

00H:B60L3/00J+B60L3/08M:B60L3/08N+B60L7

/10+B60L7/22+B60L15/00H:B60L15/00P+B60L

15/20J:B60L15/20T+B60L15/22L:B60L15/22V

+B60L15/22X+B60L15/28K:B60L15/28V+B60L1

5/28X+B60L7/20)*FT=(5H115PG04*5H115PU21

)*S3 

ハイブリッド車の駆動/充放電の協調制御と

ハイブリッド系システム制御 

 FI=B60K41/00*FT=3D041AB01*S1 ハイブリッド車の駆動装置の関連協調制御 

 FI=(B60L3/00H:B60L3/00J+B60L3/08M:B60L3

/08N)*FT=(5H115PG04*5H115PU21)*S3 

ハイブリッド車の速度、充放電量等の監視装

置の制御 

 FI=(B60L7/10+B60L7/20+B60L7/22)*FT=(5H1

15PG04*5H115PU21)*S3 

ハイブリッド車の回生/回生発電制動制御 

 

協調･ 

全体シス

テム制御 

FI=(B60L15/00H:B60L15/00P+B60L15/20J:B6

0L15/20T+B60L15/22L:B60L15/22V+B60L15/2

2X+B60L15/28K:B60L15/28V+B60L15/28X)*FT

=(5H115PG04*5H115PU21)*S3 

 

ハイブリッド車両のモーター速度および車

両速度、トルク制御と連動制御 

その他 XK=R306*S1*S3 ハイブリッド電気自動車の制御技術（固定キ

ーワード） 

S1=(ハイブリツド*(自動車+車?)+ 

ハイブリツド車?+ＨＥＶ) 

技術対象絞込みのために使用するキーワー

ド式 

対象技術 

分野 

絞込み式 S3=(制御?+コントロ－ル?+システム 

+調整) 

技術対象絞込みのために使用するキーワー

ド式 

 

なお、先行技術調査を完全に漏れなく行うためには、調査の目的に応じて上記以外の分

類も調査する必要があるので注意が必要である。 

 



18 

1.3 技術開発活動の状況 

1990 年以降 2000 年末までに出願・公開された特許、実用新案 1,832 件を対象に、技術

要素別に出願件数動向等を整理し、ハイブリッド電気自動車制御技術分野の技術開発動向

を明らかにする。 

（本数値は、表 1.2－2 の検索式により抽出された特許、実用新案から全件を読み込み、

ノイズを除去した件数である） 

 
1.3.1  ハイブリッド電気自動車の制御技術分野全体の動向 

図 1.3.1－1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術全体の出願件数推移を示す。1990

～94 年にかけて、出願件数は漸増し年間 50 件レベルまで到達したが、95 年以降は出願が

急増し、98 年には年間 380 件に達している。その後は、年間 336～370 件の水準で推移し

ている。これは、後述するように、90 年代中頃から、それまでのシリーズハイブリッド

車主体の開発からパラレルハイブリッド車の開発に重点が移り、トヨタ自動車を始めとす

る総合自動車メーカーからの出願が急増したことによる。 

 
図 1.3.1－1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.1－2 にハイブリッド電気自動車の制御技術に関する出願人数と出願件数の 1990

～2000 年の推移を示す。90 年には、出願人数は５社（国内３社、外国２社）、出願件数

は７件であった。90 年以降 94 年にかけて出願人数が 15～16 社、出願件数は 31～61 件の

レベルに達し、第一次の技術拡大期（参入企業増加）に入った。95 年から 98 年にかけて

出願人数、出願件数共に急増し、98 年には 36 社、399 件に達した。この時期は、トヨタ

自動車を主体とする我が国自動車メーカーからの出願件数が急増した時期に相当しており、

ハイブリッド電気自動車の制御技術の開発期に相当する。 

1999 年から 2000 年にかけて、出願件数は 300 件台であるが、出願人数は 54 社まで伸

びており、第２の技術拡大期に入った。 
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図 1.3.1－2 ハイブリッド電気自動車の制御技術の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の主要出願人別出願件数 

出願年 順

位 
出願人名称 業態 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 
総計

1 トヨタ自動車 総合自動車 6 7 19 24 47 91 68 119 88 95 564

2 日産自動車 総合自動車 7 1 12 68 74 30 42 234

3 本田技研工業 総合自動車 1 1 4 6 12 21 57 65 40 207

4 三菱自動車工業 総合自動車 4 9 5 10 7 3 3 11 38 27 117

5 デンソー 総合部品 4 4 2 5 6 21 17 6 17 82

6 エクォス・リサーチ 研究開発 8 7 6 44 6 3 2 3  79

7 富士重工業 総合自動車 4 1 2 41 11 12 71

8 日立製作所 電装部品 1 1 6 3 18 13 26 68

9 アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 2 1 26 1 11 5  13 60

10 マツダ 総合自動車 1 1 3 20 18 8 51

11 日野自動車 トラック専業 3 9 3 5 5 5 3 7 2 3 4 49

12 スズキ 総合自動車 1 3 1 1 1 13 15 35

13 日産ディ－ゼル工業 トラック専業 5 8 5 10 28

14 いすゞ自動車 トラック専業 1 8 4 3 3 2 2 1 24

15 ダイハツ工業 総合自動車 2 13 7 22

16 松下電器産業 電装部品 7 1 1 9 18

17 ジヤトコ 機械部品 1   14 15

18 
日本自動車部品 

総合研究所 
研究開発 1 2 3 1 2 2 1 12

18 富士電機 電装部品 1 3 2 4 1 1 12

18 三菱電機 電装部品 1 1 1 4 5 12

21 ヤマハ発動機 機械部品 1  10  11

22 三洋電機 電装部品  2 7 9

22 
ビ－エ－イ－システムズ
コントロ－ルズＩＮＣ 
(米国） 

電装部品 6 1  2 9

22 モト－ル自動車 機械部品 1 1 1 2 1 3  9

22 東芝 電装部品 2 2 1 1 2   1 9

26 三菱重工業 機械部品 1 2 1 1 1 2  8

26 日立カ－エンジニアリング 電装部品 1 2 5 8

28 アイシン精機 総合部品 1 1   3 5

28 日立ユニシアオートモティブ 総合部品  4 1 5
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表 1.3.1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する累積出願件数５件以上の主要

出願人の出願状況を示す。 

上位 29 社中の 11 社は、我が国の自動車メーカーが全て名前を連ねており、残りは、部

品メーカーの 16 社（総合部品メーカー３社、機械部品メーカー５社、残りは、制御シス

テムを含む電装部品メーカー）と研究開発会社である２社で構成されている。研究開発会

社２社共にトヨタ自動車系列の R&D 会社である。うち、エクォス・リサーチはオートマ

ティックトランスミッションを供給する機械部品メーカーのアイシン・エィ・ダブリュグ

ループの R&D 企業であり、日本自動車部品総合研究所はデンソー系列の R&D 会社である。

エクォス・リサーチはアイシン・エィ・ダブリュとともに、1992 年よりワンウエイク

ラッチ付遊星歯車方式のパラレルハイブリッドシステムの研究開発に取り組み始めており、

遊星歯車動力分割型トヨタハイブリッドシステムの基盤造りに貢献している。 
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1.3.2  ハイブリッド基本システムの出願動向 

(1) ハイブリッド基本システム別の展開 

図 1.3.2－1 に基本システムに言及している 1,223 件の方式別出願推移を示す。シリー

ズハイブリッドに関する出願 180 件はそのほとんどが 1997 年までに出願されたものであ

り最近は年 10 件前後の出願件数に留まっている。それに対して、パラレルハイブリッド

に関する出願は 94 年まではシリーズ式とほぼ同レベルで推移してきた後、95 年から 98

年にかけて急激に出願件数を伸ばしてきている。パラレルハイブリッド車に言及している

出願は 1,043 件であり、基本システムに言及している出願の 85％を占めている。 

 
図 1.3.2－1 ハイブリッド基本システム別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.2－2 ハイブリッドシステム別の技術要素別出願件数比率 

 
 

一方、近年はハイブリッドシステムに共通の出願が件数を伸ばしてきており、図 1.3.2

－2 に示したように、ハイブリッド車に共通的に使用されるバッテリーやエアコン、照明

等の補助装置関連で出願件数を伸ばしている。 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

出願年

出
願
件
数

方式特定せず

パラレルハイブリッド

シリーズハイブリッド

111

106

107

43

99

44

22

5

873

794

244

397

335

172

118

45

311

266

115

65

219

46

11

112

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エンジン(1295)

モーター(1166)

発電機(466)

駆動力合成変速機構(505)

バッテリー(653)

電力制御(262)

駆動方式(151)

補助装置(162)

技

術

要
素

出願件数構成比

シリーズハイブリッド（180件） パラレルハイブリッド（1043件） ハイブリッド共通（609件）



22 

図 1.3.2－3 シリーズハイブリッドの出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.2－4 パラレルハイブリッドの出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.2－5 ハイブリッド共通技術の出願人数－出願件数推移 
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図 1.3.2－3～1.3.2－5 に 1990～2000 年までの年間出願件数と出願人数の関係を示した

が、パラレルハイブリッドおよびハイブリッド共通技術分野の 95 年以降の出願件数と出

願人数共に伸びは著しく、98 年前後に開発のピークを迎えている。その中で、ハイブ

リッド共通技術分野では、2000 年に出願人数が大幅に増えており、国内外の自動車部品

メーカーが新規参入してきているのが目立つ。 

表 1.3.2－1～1.3.2－3 にシリーズ、パラレル各ハイブリッドおよびハイブリッド共通

技術分野に関する特許の主要出願企業の動向をまとめる。いずれの分野もトヨタ自動車が

トップを占めているが、中でも、パラレルハイブリッドに関する出願件数は 359 件と他社

を圧倒的にリードしている。日産自動車、三菱自動車工業は、ハイブリッド全体でバラン

ス良く出願している。一方、本田技研工業は、パラレルとハイブリッド共通分野技術に注

力しており、トラック専業のいすゞ自動車もシリーズハイブリッドで上位に食い込んでい

る。 

 
表 1.3.2－1 シリーズハイブリッドの主要出願人別出願件数 

出願年 
出願人名称 業態 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00
総計

トヨタ自動車 総合自動車 3 3 5 16 3 3 4  1 1 39

日産自動車 総合自動車 4 8 18   3 33

三菱自動車工業 総合自動車 1 2 1 9 3 1 1 4  3 25

いすゞ自動車 トラック専業 1 3 2 2 1 1 10

本田技研工業 総合自動車 1 1 3 4    9

日産ディ－ゼル工業 トラック専業 1 2  4 7

デンソー 総合部品 1 1 4  1 7

ビ－エ－イ－システムズコントロ

－ルズ（米国） 
電装部品 5   5

 
表 1.3.2－2 パラレルハイブリッドの主要出願人別出願件数 

出願年 総計
出願人名称 業態 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00  

トヨタ自動車 総合自動車 1 3 4 40 63 46 92 50 60 359

日産自動車 総合自動車 2 1 3 39 58 16 24 143

本田技研工業 総合自動車 1 2 11 15 44 26 23 122

エクォス・リサーチ 研究開発 6 3 5 30 5 3 1 1 54

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 2 24 1 9 5  7 49

三菱自動車工業 総合自動車 1 2 2 1 5 20 17 48

日立製作所 電装部品 3 1 15 4 18 41

富士重工業 総合自動車 4 1  23 5 4 37

デンソー 総合部品 3 2 1 1 6 10 5 1 7 36

日野自動車 トラック専業 3 5 2 3 4 4 3 4 1  2 31

マツダ 総合自動車 1 1  12 12 4 30

スズキ 総合自動車 1  1 6 10 18

日産ディ－ゼル工業 トラック専業 3 2 3 4 12

いすゞ自動車 トラック専業 8 1   1 10

ジヤトコ 機械部品 1   9 10

ダイハツ工業 総合自動車  1 4 4 9

三菱電機 電装部品 1  1 1 5 8

モト－ル自動車 機械部品 1 1 1 1   3 7
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表 1.3.2－3 ハイブリッド共通技術の主要出願人別出願件数 

出願年 
出願人名称 業態 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00
総計

トヨタ自動車 総合自動車 2 4 11 4 4 25 18 27 37 34 166

本田技研工業 総合自動車 1 6 13 39 17 76

日産自動車 総合自動車 1 1 11 16 14 15 58

三菱自動車工業 総合自動車 3 7 3 1 2 1 2 18 7 44

デンソー 総合部品 1 2 3 7 12 4 10 39

富士重工業 総合自動車 2 18 6 8 34

エクォス・リサーチ 研究開発 2 3 1 13 1  1 2 23

マツダ 総合自動車 1 2  8 6 4 21

日立製作所 電装部品 1 1 3  2 7 5 19

松下電器産業 電装部品 7 1 1 8 17

日野自動車 トラック専業 4 1 2 2 1 3 2 15

ダイハツ工業 総合自動車  1 9 3 13

スズキ 総合自動車 1 1   7 4 13

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 2 1   6 9

日産ディ－ゼル工業 トラック専業 1 4 2 2 9

ヤマハ発動機 機械部品   8 8

三洋電機 電装部品   2 6 8

ジャトコ 機械部品    5 5

日本自動車部品総合研究所 研究開発 1 1  1 1 1 5

富士電機 電装部品 1 2 1 1 5

 
(2) シリーズハイブリッドシステムの方式別出願動向 

シリーズハイブリッドシステムは、エンジン発電機のみで発電された電力のみにより

モーターを駆動し車両の自立的走行を可能とする自立型（大型発電機搭載型）と商用電源

からの充電による電力補充を基本としつつ、電気自動車に小型のエンジン発電機を搭載し

てバッテリーの容量不足を補いつつ航続距離を伸ばすレンジエクステンダ型と呼ばれる２

種類に分類されるが、システムとしては大きな違いは無い。 

 
図 1.3.2－6 シリーズハイブリッドの方式別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.2－6 にシリーズハイブリッド方式別の出願推移を示したが、方式に基本的な差

異が無いため、方式を特定した出願は比較的少ない。ただ、1996 年以降出願されたもの

では、自立型に関する出願割合が多少増加基調にある。 
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(3) パラレルハイブリッドシステムの方式別出願動向 

パラレルハイブリッドシステムはエンジンとモーターを同時に駆動させ車輪を駆動させ

るものであり、エンジン、変速機、モーターの組み合わせで以下の３方式に大別される。

うち、パラレルハイブリッド方式はエンジン駆動を主とし発電機兼用モーターで動力をア

シストする方式を基本とするが、さらに車載専用発電機を併用してシリーズとパラレルの

両機能を夫々走行条件に応じて使い分ける切替えクラッチ機能を付与したシリーズ・パラ

レルイハイブリッド方式、さらに技術分類上はシリーズ・パラレルに入るが、走行中に変

速機内でエンジン動力とモーター動力とを連続的且つきめ細かく適正配分制御する動力分

割機構を搭載したパワースプリット方式がある。最近、商用化されたパラレルハイブリッ

ド電気自動車の大半はパワースプリット方式やシリーズ・パラレル方式であり、走行条件

に応じたきめ細かい燃費向上やバッテリー充放電管理制御が可能なものとなっている。 

図 1.3.2－7 に、パラレルハイブリッドシステムを上記方式別に展開し出願傾向を比較

したものである。 

1995～98 年にかけてパワースプリット方式の出願の伸びが著しいが、これは、表 1.3.2

－2 にも示したように、トヨタ自動車をコアとするトヨタグループの世界初のハイブリッ

ド電気乗用自動車「プリウス」開発に向けての集中出願時期に相当する。 

もう一方で、パワースプリット方式以外のシリーズ・パラレルハイブリッド方式の出願

が 1997 年以降伸びてきているが、これは、CVT やクラッチ機構を利用した小型軽量な変

速機の開発が進められてきたことに対応する（詳細は、構成要素―駆動力の合成･変速機

構の項で述べる）。 

 
図 1.3.2-7 パラレルハイブリッドの方式別出願件数推移 
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1.3.3  車軸駆動方式に関する出願動向 

ハイブリッド電気自動車は、エンジン駆動力とモーター駆動力のいずれかあるいはそれ

らの組み合わせで駆動輪を駆動するが、それらには、夫々利用する駆動源と前後輪駆動方

式との組み合わせで以下の４方式が考えられる。一つは、シリーズハイブリッドに特有な

モーターのみでの駆動方式である。パラレルハイブリッドでは、エンジンとモーターとの

組合せで様々な方式がある。最も単純な駆動形式は、エンジンとモーターの組み合わせで

同一軸（前輪あるいは後輪のいずれか）を駆動する方式であり、さらに、エンジンとモー

ターを前後輪に分離して駆動する方式、それらを組み合わせたエンジンとモーターで前後

輪のいずれかを駆動し、モーターで他軸を必要に応じて並行駆動させる４輪駆動方式であ

る。 

 
図 1.3.3－1 ハイブリッド電気自動車の車軸駆動方式別出願件数比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.3－2 ハイブリッドシステムと駆動方式の分布 
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図 1.3.3－1 は、駆動方式別の出願件数構成比率をみたものであるが、パラレルハイブ

リッドのエンジン、モーター同一軸駆動に係る出願が最も多く全体の 68％を占めている。

ついで、シリーズハイブリッド特有のモーター駆動方式の 19％、パラレルハイブリッド

のエンジン、モーター分離駆動方式の 11％と続く。パラレル複合駆動方式の出願件数は

15 件と少ない。 

図 1.3.3－2 に、ハイブリッドシステムと駆動方式との関連性を出願件数で比較した結

果であるが、パラレルハイブリッドの駆動方式の主体はエンジン、モーターで同軸駆動

（２輪駆動）させる方式が主体であり、なかでも、シリーズ・パラレルハイブリッドとパ

ワースプリット方式では、関連出願の 94.2～100％を占めている。一方、それ以外のパラ

レルハイブリッドでは、エンジン、モーター分離駆動に関する出願比率が高くなり関連出

願の 38.5％（218 件中 84 件）を占めている。 

図 1.3.3－3 にパラレルハイブリッド車の主要車軸駆動方式別に出願件数推移を示した

が、出願総件数の最も多い同軸駆動式パワースプリット方式は 1998 年にピークを迎えた

後は出願件数が減少傾向にあり、開発のピークは過ぎたものといえる。一方、総件数は少

ないが、近年増加基調にあるものは同軸駆動型シリーズ・パラレルハイブリッド車に係る

分野である。 

 
図 1.3.3－3 主要パラレルハイブリッド別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.3－4 にこれら両分野の主要出願人の出願状況を整理したが、同軸駆動型パワー

スプリットハイブリッドの開発実用化は短期的に進められてきたことを示している。本方

式に属する実用車としては 1997 年末に販売開始された「トヨタプリウス」があるが、こ

の開発は、94 年から開始されており、わずか４年で商品化にこぎつけている。１～２年

遅れて、日産自動車や本田技研も開発を開始したが、いずれも 98 年をピークに出願件数

を減少させている。シリーズ・パラレルハイブリッド車は 97 年以降、トヨタ、日産、三

菱自工を中心に着実に出願件数を伸ばしてきている。自動車総合部品メーカーでもある日

立製作所は変速機クラッチ制御に関わる出願を 2000 年に集中的に出願しているが、これ

は小型・低コストで高性能のハイブリッドシステムの開発を意図しているものである。 
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図 1.3.3－4 同軸駆動型シリーズ・パラレルおよびパワースプリット式 

ハイブリッド車の主要出願人別出願件数 

 
(1) 同軸駆動型シリーズ・パラレルハイブリッド  (2) 同軸駆動型パワースプリットハイブリッド 
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1.3.4  技術要素別の出願動向 

(1) 技術要素の概観 

図 1.3.4－1 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する出願 1,832 件の技術要素

別出願件数比率を示す。なお、制御に関する出願は単独よりも複数の部位にまたがる出願

が主体のため、延べ件数は 4,851 件と多い件数となっている。エンジン、モーターに関す

る出願が多く、次いで、駆動力合成変速機、発電機、電力制御、補助装置、駆動方式と続

く。 

図 1.3.4－2 に技術要素別の出願件数推移を示したが、エンジン、モーター、変速機関

連出願は共に 1998 年までは増加傾向にあったがその後は全体の件数推移と同様に横ばい

の傾向を示している。それに対して、最近増加基調にあるのは発電機、バッテリー関連で

ある。 

 
図 1.3.4－1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別出願件数比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－2 ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別出願件数推移 
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図 1.3.4－3 に、ハイブリッド自動車の制御技術に関する全 1,832 件を対象に構成要素

間の関連性をみた結果を示す。エンジンとモーターとに言及している出願が非常に多いこ

とを示すと共に、バッテリー、駆動力合成変速機や発電機と関連づけて出願されている頻

度が多いことを示している。同様に、モーターに言及している出願はエンジン以外にバッ

テリーや駆動力合成変速機との組合せで出願されているものが多く、それらより、ハイブ

リッド電気自動車の制御技術に関する出願を構成する主要要素は、エンジン、モーター、

バッテリー、駆動力合成変速機および発電機とそれらの組合せであるといえる。 

 
図 1.3.4－3 技術要素間の関連性評価 

（対象特許：1990～2000 年に出願された 1832 件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－4 に基本システムと主要構成要素との関連性を相関付けた結果を示す。 

パラレルハイブリッドに関する出願 1,043 件をもとに方式と構成要素の関連をみると、

エンジンとモーター（電動機）に関連する出願の占める割合が高く、それぞれ、方式別全

出願の 83､76％を占めている。次いで、パラレルハイブリッドのトルク最適化制御の基幹

部である駆動力合成変速機に関する出願やバッテリーに関する出願と続くが、発電機や電

力制御に関する出願や駆動方式、補助装置に関する出願は比較的少ない。補助装置が、図

1.3.4－1 と比較して少ないのは、補助装置はハイブリッド車制御に共通の技術であり、

あえて、ハイブリッドシステムの方式までは特定しない出願が主体を占めているためであ

る。 
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図 1.3.4－4 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する基本システムと技術要素の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) エンジン 

図 1.3.4－5 に、エンジン種別出願件数推移をまとめて示す。 
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われるが、装置出願の枠に取りこめられ、今回の検討対象から外れているためと推定して

いる。 

 
図 1.3.4－5 エンジン種別出願件数推移 
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表 1.3.4－1 に､エンジンに関する全 1,295 件の累積件数 10 件以上の主要出願人とその

出願推移をまとめて示す。 
総合自動車メーカーが上位に並んでいるが、その中で、変速機関連の R&D 企業のエクォ

ス・リサーチ、総合部品メーカーの日立製作所、デンソーおよび変速機メーカーのアイシ

ン・エィ・ダブリュが上位に食い込んでいるのが注目される。三菱自動車は早くからシ

リーズハイブリッド商用車の開発に取り組んでおり、その傾向が、エンジン関連の出願推

移にも現れている。 

図 1.3.4－6 に、エンジンに関する出願人数と出願件数の推移を示したが、全体的に右

上がりの曲線になっており発展期にあることが伺えると共に、1995 年以降の出願人数の

増加が出願件数伸びの要因のひとつとなっている。 

 

表 1.3.4－1 エンジンの主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ  1 6 13 13 24 74 41 105 61 75 413

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ   4   1 10 52 60 20 28 175

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   1 1 4 2 11 15 47 42 26 149

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  2 8 2 5 3 3 1 9 29 24 86

エクォス・リサーチ 研究開発   7 6 6 32 4 3 1 2  61

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   4      35 3 9 51

日立製作所 総合部品    1   3 2 16 8 18 48

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品   2  1 21 1 10 2  10 47

デンソー 総合部品   2 3 1 3 6 11 8 3 10 47

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ  1  1 2    14 17 4 39

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 3  2 5 4 3 5 1  3 27

スズキ 総合自動車ﾒｰｶｰ    1 1   1 1 1 14 27

ダイハツ工業 総合自動車ﾒｰｶｰ         1 10 7 18

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ        3 4 3 5 15

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ   1   2 3 3 1 1 1 12

ジヤトコ 機械部品        1   11 12

 
 

図 1.3.4－6 エンジンの出願人数－出願件数推移 
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(3) モーター 

図 1.3.4－7 に、モーター種別の出願件数推移を示す。前項のエンジンと同様の理由で

制御に関する出願でモーター種を特定したものはほとんど無い結果となっている｡ 

表 1.3.4－2 にモーターに関する主要出願人動向、図 1.3.4－8 にモーターに関する出願

人数と出願件数の推移を示す。上位に自動車メーカーと部品メーカーが名を連ねる構図は

変わらないが、エクォス・リサーチが上位に顔を見せているのが特徴である。 

図 1.3.4－7 モーター種別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－2 モーターに関する出願全 1,159 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 5 9 7 12 75 41 97 56 68 372

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 7 1 10 46 47 18 29 158

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 4 11 13 43 43 29 145

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 2 2 6 2 3 1 7 28 23 75

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 4  38 3 6 51

日立製作所 総合部品 8 4 3 23 4 2 1 2 47

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 2 2 14 7 18 44

デンソー 総合部品 2 1 9 1 10 2  12 37

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 2 2 1 6 8 6 1 9 37

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 3  10 11 8 33

スズキ 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 7 2 2 4 2 3 6 1 1 2 33

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 1  1 12 13 28

ダイハツ工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 5 1 5 14

三菱電機 電装部品  1 7 4 12

ジヤトコ 機械部品 1 1  1 4 4 11

 
図 1.3.4－8 モーターの出願人数－出願件数推移 
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(4) 発電機 

図 1.3.4－9 に発電機機能に言及している特許 466 件を対象に機能別出願件数推移をま

とめて示す。エンジン駆動発電機に関する出願が 280 件と全体の 60％を占めるが、特に、

発電機の機能を特定していない出願も全体の 37％と多い。 

図 1.3.4－10 にエンジン駆動発電機でエンジンスターターに触れているものと出ないも

のとを分け、その出願推移を求めた結果を示したが、ほとんどはスターター機能の有無に

ついては言及していない。 

図 1.3.4－9 発電機機能別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－10 エンジンで駆動される発電機のスターター機能有無別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－11 発電機機能とハイブリッドシステムの分布 
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図 1.3.4－11 に発電機機能をハイブリッド個別システムと関連づけて整理した結果を示

したが、エンジン駆動発電機に言及している特許 280 件のうちでシリーズハイブリッドに

関する出願が 69 件、パラレルハイブリッドに関する出願が 140 件であり、シリーズハイ

ブリッド全出願の 180 件の 38.3％を占めており、シリーズハイブリッドでの発電機制御

の重要性を示唆しているものといえる。 

 
図 1.3.4－12 発電機のハイブリッドシステム別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－12 に発電機関連の 466 件をハイブリッドシステム別に分類して、出願推移を

みた結果を示す。466 件のうち、シリーズハイブリッドを特定したものが 107 件

（23.0％）であるのに対して、パラレルハイブリッド特定は 244 件（52.4％）と約半数を

占めている。時系列的にも、ハイブリッドシステムの開発が進んだ 1995 年以降よりは、

発電機に関しては開発が先行して開始されている傾向も伺える。 

表 1.3.4－3 に、発電機に関する主要出願人と出願動向をまとめて示す。国内自動車

メーカーが全て顔を出しており、発電機制御もハイブリッド制御技術の重要な技術要素の

ひとつであることを示している。 

 
表 1.3.4－3 発電機に関する出願 450 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 5 4 9 20 28 7 4 17 15 8 117

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 4 28 8 5 14 62

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 3 5 4 1 16 13 2 46

エクォス・リサーチ 研究開発 1 5 28 3 3 1 2 43

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 2 9 5 3 1 2 3 7 33

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 23 1   4 29

デンソ 総合部品 3 2 1 2 1 3  2 3 17

日立製作所 総合部品 1 1 1 3 2 10 18

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 4 2 3 2 1 1 2 15

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 7 1 1 2 1 2 14

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1  3 6 3 14

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 3 1 4 3 11

スズキ 総合自動車ﾒｰｶｰ 3   2 4 9

ダイハツ工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   4 4 8

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1   3 3 7

ビ－エ－イ－システムズ 
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図 1.3.4－13 発電機の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－13 に発電機に関する出願の出願人数と出願件数との関係を示す。1990 年代

中頃に集中的な開発を迎えた後に一時期停滞したが、97 年から再び増加基調に転じ、現

在も発展傾向にある。 

表 1.3.4－4 に､エンジンで駆動される発電機に関する出願 280 件の主要出願人とその出

願動向をまとめた。国内自動車メーカーはスズキを除く 10 社が入っている。 

図 1.3.4－14 に、エンジンで駆動される発電機に関する出願の出願人数と出願件数の関

係を示したが、1995 年以降発展期を迎えたが、2000 年は出願件数、出願人数ともに減少

し、開発が一段落した状況となっている。 

 
表 1.3.4－4 エンジンで駆動される発電機に関する出願 226 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業務 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 5 1 2 6 17 3 4 11 13 3 65

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 4 28 7 5 4 49

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 2 4  9 8 1 26

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 2 2 3 1 2 3 4 19

エクォス・リサーチ 研究開発 10 2 3 1 2 18

日立製作所 総合部品 1 1 1 2 9 14

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 7 1 1 1 2 12

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ  2 6 2 10

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 4 1   3 9

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 3 1 4 1 9

ダイハツ工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   4 4 8

デンソー 総合部品 1 1 2  2 2 8

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 1 1 1 1 2 7

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   3 3 6

ビ－エ－イ－システムズ 

コントロ－ルズＩＮＣ 
電装部品 4 1  5
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図 1.3.4－14 エンジンで駆動される発電機の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 駆動力合成変速機 

図 1.3.4－15 に駆動力合成変速機に言及している特許 505 件をトルク配分伝達機能別に

分類し、それらの出願推移をみたものであるが、1997～99 年にかけて CVT やクラッチを

用いた平行軸方式の出願が急増している一方で、遊星歯車を用いた同軸方式に関する出願

は、平行軸よりは２年ほど先行しているものの平行軸方式に比較して出願件数は少ない

（累積で平行軸方式の 184 件に対して 116 件）。 

平行軸方式をさらに CVT、クラッチ、その他に分類して、それらの出願推移をみた結果

を、図 1.3.4－16 に示す。 

CVT 方式に関する出願は累積で 71 件であるのに対して、クラッチ方式は 108 件と出願

累計は多い。出願傾向をみると、いずれも 1995 年より出願され始め 1997～98 年に掛けて

出願が急増し 98 年にピークを迎えた後は減少している傾向は同じである。 

 
図 1.3.4－15 駆動力合成変速機内訳別出願件数推移 
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図 1.3.4－16 平行軸式駆動力合成変速機内訳別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－17 に同軸方式を遊星歯車方式とそれ以外の方式に分けて出願推移をみた結果

を示すが、同軸方式 116 件中の 79 件（68％）は遊星歯車方式に関する出願となっており、

同軸方式は遊星歯車を用いたトルク制御が主体を占めているといえる。遊星歯車方式に関

する出願は 1993 年から開始され 98 年に出願のピークを迎えた後は横ばい傾向で推移して

いる。 

表 1.3.4－5 に駆動力合成･変速機に関する主要出願人の出願動向を、図 1.3.4－18 に駆

動力合成･変速機に関する特許の出願件数と出願人数の推移を示す。マツダとスズキを除

くわが国総合自動車､トラック専業メーカー９社と部品メーカー４社が名を連ねている中

に、エクォス・リサーチが入っているのが目に付く。駆動力合成･変速機に関する開発は

1997～98 年が開発のピークであるが 98 年以降も新規参入者が増え続けている。これは、

当該分野がハイブリッド電気自動車制御の根幹技術分野であることを示唆している。 

 
図 1.3.4－17 同軸式駆動力合成変速機内訳別出願件数推移 
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表 1.3.4－5 駆動力合成変速機の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 3 1 13 32 28 42 26 15 161

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 5 41 23 6 4 81

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 7 8 10 13 12 51

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 1 3 1 5 16 10 38

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 27 6 4 38

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 3 1 9 4  7 24

エクォス・リサーチ 研究開発 2 1 9 3  1 16

デンソー 総合部品 2 2 7   3 14

日立製作所 総合部品 1 1 5 1 6 14

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 3 4   1 9

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 3 1 2 2 8

ジャトコ 機械部品 1   6 7

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 2 2   1 5

ダイハツ工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   2 3 5

富士電機 電装部品 3 1 1  5

 
図 1.3.4－18 駆動力合成変速機の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－6 平行軸式駆動力配分変速装置の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 1  23 13 4 43

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 6 22 6 1 35

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 21 5 3 30

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 4 12 4 21

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  1 12 3 16

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 1 2  2 6

日立製作所 総合部品  2 1 3 6

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1  2 2 5
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図 1.3.4－19 平行軸式駆動力合成変速機の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－6 に平行軸式駆動力合成変速機に関する主要出願人と出願動向を、図 1.3.4

－19 に平行軸式駆動力合成変速機に関する出願件数と出願人数の推移を示す。 

トヨタ自動車がトップであるが、日産以下の国内総合自動車メーカーも 1998～99 年に

かけて多数出願し、開発がこの時期に自動車メーカー主体に実施されたことを示している。 

 
 

表 1.3.4－7 CVT 方式駆動力合成変速機の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 16 4 2 23

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  2 2 2 6

アイシン・エィ・ダブリュ 総合部品 1 2  2 5

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2  1 1 1 5

 
表 1.3.4－7 に CVT 方式駆動力合成変速機に関する主要出願人と出願動向を、図 1.3.4-

20 に CVT 方式駆動力合成変速機に関する出願件数と出願人数の推移を示す。CVT 方式につ

いては富士重工が 98 年に 16 件と集中出願している。トヨタ自動車は 2001 年に発売した

「トヨタプリウスハイブリッド」にスーパーCVT 方式の自動変速機を上架させたが、開発

の主体は、トヨタグループの変速機メーカーであるアイシン・エィ・ダブリュのようであ

る。 

 
図 1.3.4－20 CVT 方式駆動力合成変速機の出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.4－8 に、クラッチ利用方式駆動力合成変速機の主要出願人と出願動向を、図

1.3.4－21 に、クラッチ利用方式駆動力合成変速機の出願件数と出願人数との関係を示す。 

 
表 1.3.4－8 クラッチ利用方式駆動力合成変速機の 

主要出願人別出願件数（累積 5 件以上） 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ  19 12 2 33

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ  13 5 1 19

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  14 1 1 16

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  3 11 1 15

 
 

図 1.3.4－21 クラッチ利用方式駆動力合成変速機の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラッチ利用に関する 108 件は 98 年より出願され始めた。本分野の出願はトヨタ、日

産、富士重工、三菱自工の総合自動車メーカー4 社で 83 件と 77％を占めており、装置に

関する制御技術の新たな開発がメーカー主導で進められていることを示している。1999

年以降、他自動車メーカーも開発をスタートさせた結果出願人数は増加しているが、上記

４社の開発は一段落した状況のようでありピークの 1/4 程度まで減少している。 

 
表 1.3.4－9 同軸式駆動力合成変速機の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 11 4 5 9 5 44

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  12 1 1 14

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 2 4 1  5 12

エクォス・リサーチ 研究開発 2 4 1  1 8

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 6 1  1 8

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 3  1 6

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ   2 3 5
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図 1.3.4－22 同軸式駆動力配分変速装置の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－9 に同軸式駆動力合成変速機に関する主要出願人とその動向を、図 1.3.4－

22 に同軸式駆動力合成変速機に関する出願件数と出願人の動向を示す。 

同軸式に関しては、トヨタ自動車が 44 件と本分野出願 116 件中の 38％の出願件数を占

め、1996 年以降コンスタントに出願件数を維持している。トヨタグループの変速機メー

カーとその研究開発会社であるアイシン・エィ・ダブリュ、エクォス・リサーチからの出

願を併せると、全 92 件中共願含めて延 62 件となり、全出願の 53.4％を占めている。一

方、富士重工は 98 年に一挙に 12 件の集中出願をしている。日産も 97 年に６件の出願を

しているが、累積では８件と少ない。この分野ではトヨタグループは他社を圧倒している

ものと推定される。 

 
表 1.3.4－10 遊星歯車方式駆動力合成変速機の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 7 2 3 8 5 26

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  12 1 1 14

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 2 4 1  5 12

エクォス・リサーチ 研究開発 2 4 1   7

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 3  1 5

 
図 1.3.4－23 遊星歯車方式駆動力合成変速機の出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.4－10 に遊星歯車方式駆動力合成変速機に関する主要出願人と出願動向を、図

1.3.4－23 に遊星歯車方式駆動力合成変速機に関する出願人数と出願人数との関係を示す。

全出願 79 件の中で、トヨタグループからの延出願件数は 44 件であり、同軸方式の主要技

術の遊星歯車方式に関しては、トヨタグループがその技術をリードしているといえる。 

 
 
 
(6)バッテリー等電力蓄積装置 

電力蓄積装置に言及している出願全 653 件を種別にその出願推移をみた結果を図 1.3.4

－24 に示す。大半が、バッテリーであり 537 件（82.0％）に及ぶ。1997 年にピークを迎

えた後減少したが、2000 年に出願件数を急増させている。 

 
図 1.3.4－24 電力蓄積装置別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.4－25 にバッテリーの 537 件をさらに細分しその出願動向をみたものであるが、

ほとんどは､制御関連特許のみを対象としていることから具体的バッテリー種まで踏み込

んだ出願はみられない。 

 
図 1.3.4－25 バッテリー種別出願件数推移 
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表 1.3.4－11 電力蓄積装置に関する出願全 653 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 5 4 7 11 8 35 31 23 8 45 177

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 5 1 9 33 17 6 17 88

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 9 12 22 23 88

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 4 3 8 4 3 2 2 5 11 44

デンソー 総合部品 1 2 1 2 1 11 9 4 11 42

日立製作所 総合部品 1 1 2 1 4 3 15 27

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業 3 3 2 3 1 3 4   2 21

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 13 2 3 20

エクォス・リサーチ 研究開発 2 3 4 3 2   14

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業 2 5 2 7 16

スズキ 総合自動車ﾒｰｶｰ 2   1 11 14

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 2 1 7   1 11

松下電器産業 電装部品 3  1 7 11

ヤマハ発動機 機械部品 1   8 9

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業 1 2 3 2  8

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ 2  4  2 8

三洋電機 電装部品   2 7 9

富士電機 電装部品 2 1 3 1 1 8

ジヤトコ 機械部品    7 7

三菱電機 電装部品 1  1  3 5

日本自動車部品総合

研究所 
研究開発 1 1 1 2 1 6

 
図 1.3.4－26 電力蓄積装置の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－11 に電力蓄積装置に関する主要出願人とその出願動向をまとめた。上位に、

ダイハツ以外の自動車メーカーが名を連ねているが、電装部品を製造供給している電機

メーカーが５社入っているのが特徴である。これら電機メーカーからの出願主体は、バッ

テリー等の個別制御と共に電力蓄積に関連するシステム最適化制御に関するものである｡ 

図 1.3.4－26 に電力蓄積装置に関する出願の出願人数と出願件数の推移をみたものであ

るが、1990 年代中期に開発が進み 97 年にピークを迎えたが、その後､2000 年には出願件

数､出願人数ともに大幅に増加し、第２の開発期に入ってきている。2000 年の出願内容を

分析すると、電力マネジメント等のシステム全体の制御に関するものが 171 件中 59 件

（34.5％）、ついで、バッテリー充放電条件等のバッテリー個別制御に関する出願 49 件

（28.7％）と続いている。 
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表 1.3.4－12 バッテリーの主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 5 2 4 6 5 27 30 20 6 38 143

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 4 8 33 17 4 15 81

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 8 8 12 21 15 67

デンソー 総合部品 1 2 1 2 1 11 8 4 11 41

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 4 3 5 4 3 2 1 4 9 36

日立製作所 総合部品 1 1 1 3 3 12 21

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1  13 2 3

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 3 1 1 3 4   2 14

エクォス・リサーチ 研究開発 1 2 4 2 2   11

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 2 1 6   1 10

ヤマハ発動機 機械部品 1   8 9

いすゞ自動車 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ 1 2 3 2  8

三洋電機 電装部品   2 6 8

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ  4  2 6

富士電機 電装部品 2 1 2  1 6

 
図 1.3.4－27 バッテリーの出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－12 に電力蓄積装置関連出願全 653 件のうち 537 件（82.2％）を占めるバッテ

リー関連出願の主要出願人とその出願動向を示した。また、図 1.3.4－27 にバッテリー関

連出願の出願人数と出願件数の推移を示した。傾向的には、前の表 1.3.4－11､図 1.3.4－

26 と同様な傾向である。 

電力蓄積装置の中で、電気二重層キャパシタ 1)は出力密度が大きくかつ寿命や温度特性

に優れるという特徴がある反面、エネルギー密度が著しく低いという弱点を有していたが、

日産ディーゼルはその弱点を克服したブレーキ回生主体の高効率ハイブリッド商用車を開

発商品化した（シリーズハイブリッドノンステップバスやキャパシタハイブリッド中型ト

ラック等）。キャパシタ関連の出願は、電力蓄積全 653 件中 56 件（8.6％）であり、その

主要出願人を表 1.3.4－13 に、出願人数と出願件数の推移を図 1.3.4－28 に示した。出願

累積件数５件以上は、本田技研、トヨタ、日産ディーゼルの３社のみであるが、中でも本

田技研が 1997 年以降４～９件／年でコンスタントに出願している 2)。 

 
1)キャパシタとはコンデンサの別名であり、化学反応で蓄電する電池と異なり電気を電子のまま蓄える方式の蓄

電器である。 

2)本田技研が 99 年に市販を開始した「インサイト」は Ni-H 電池を搭載したが、2002.12 にキャパシタを搭載し

た燃料電池車を販売している。 
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日産ディーゼルは 98～99 年にかけて高エネルギー密度型キャパシタの制御関連特許を

出願しているが件数は多くない。キャパシタ関連の出願は 96～99 年頃の集中開発期を

以って開発が一段落した状況にある。 

表 1.3.4－13 キャパシタの主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 4 9 7 4 24

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2  3 3 8

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業ﾒｰｶｰ  3 2 2 7

 
 

図 1.3.4－28 キャパシタの出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) 電力制御 

電力制御に関する出願は 262 件であり、エンジン、モーター、バッテリーや発電機の個

別制御に関するもの 203 件、それらの組み合わせからなる協調制御やシステム制御に関連

する出願が 108 件となっている。 

図 1.3.4－29 に、電力制御分野をさらに要素技術に展開しそれらの出願動向をみたもの

であるが、1996～97 年と 2000 年に電力制御全般に関する集中的出願がなされている。 

表 1.3.4－14 に、電力制御に関する主要出願人とその出願動向を示したが、自動車メー

カー７社と部品メーカー４社の独占状態にある。 

図 1.3.4－29 電力制御方式別出願件数推移 
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表 1.3.4－14 電力制御に関する出願全 254 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 3 3 2 1 24 17 4 2 21 79

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 2 1 4 25 1  11 44

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 3  3 4 12 24

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 3 2 1  10 18

日野自動車 ﾄﾗｯｸ専業 1 4 1 3 3   2 14

デンソー 総合部品 2 7   3 12

日立製作所 総合部品 1 2  2 7 12

アイシン・エィ・ダブリュ 機械部品 1 1 5   2 9

ジヤトコ 機械部品    ７ 7

エクォス・リサーチ 研究開発 1 3 2   6

日産ディーゼル工業 ﾄﾗｯｸ専業 1 2  2 5

スズキ 総合自動車ﾒｰｶｰ    5 5

 
図 1.3.4－30 に電力制御関連出願の出願人数と出願件数の関係を示したが、バラツキが

大きく一定の傾向はみられていない。 

 
図 1.3.4－30 電力制御願の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8) 駆動方式 

ハイブリッドシステムにおいては、通常の車両と同様にモーターあるいは／およびエン

ジンの出力を車輪に伝達する方式として通常はデフギア駆動方式を採用しているが、中に

は、車輪あるいは前後輪車軸に直接モーターを装着して左右あるいは４輪を独立に駆動制

御する方式もある。駆動方式に言及している出願全 151 件のうち、エンジン、モーターそ

の他の個別装置との関連制御に関する出願が 103 件であり、トルクマネジメントやエンジ

ン、モーター協調制御等と関連づけた出願 75 件となっている。 

図 1.3.4－31 に駆動方式別の出願件数推移を示したが、デフギア方式と駆動方式を特に

特定していない出願がほぼ半数ずつを占めている。 
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図 1.3.4－31 駆動方式別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－15 駆動方式に関する出願全 147 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 6 5 5 4 1 16 39

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 3 1 4 5 9 22

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 11 4  4 20

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 1 1 1 1  7 13

日立製作所 総合部品 1 1  1 6 9

エクォス・リサーチ 研究開発 2 2 3    7

デンソー 総合部品 1 6   7

アイシン・エィ・ダブ

リュ 
機械部品 1 2 2   1 6

 
 
 

図 1.3.4－32 駆動方式の出願人数－出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4－15 に、駆動方式に言及している出願の主要出願人と出願動向を､図 1.3.4－

32 に､出願人数と出願件数の関係を示す。自動車メーカー、部品メーカーしか名を連ねて

いない。 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

出願年

出

願

件

数

駆動方式特定せず

その他の駆動方式

デフギアレス

デフギア使用

00

97

9698

99

95

93,94

92
91

0

10

20

30

40

50

60

0 5 10 15 20

出願人数

出

願

件

数



49 

(9) 補助装置 

補助装置の制御に関連する全出願 162 件中、電力消費量の大きいエアコン（47 件）、

照明（２件）で全体の 30.2％を占めている。残りはその他の補助装置（113 件）であるが、

その主体は、ブレーキ（制動）制御に関する出願 52 件、冷却装置関連 13 件､油圧系制御

の 11 件等多岐にわたっている。 

図 1.3.4－33 に､補助装置に関する出願件数推移を種別に整理した結果を示したが、

1998 年をピークに開発が一段落し、最近は出願が減少傾向となっている。また、エンジ

ンオンオフ時のエアコン制御方式に関する改善的要素の強い出願も 97 年を境に漸減横ば

い状況が続いている。 

 
図 1.3.4－33 補助装置の装置別出願件数推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.3.4-16 補助装置に関する出願全 161 件の主要出願人別出願件数 

出願人名称 業種 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 総計

トヨタ自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 2 5 12 6 8 8 43

日産自動車 総合自動車ﾒｰｶｰ 11 15 3 2 31

デンソー 総合部品 1 6 4 1 4 16

三菱自動車工業 総合自動車ﾒｰｶｰ 1 1 1  2 3 1 9

マツダ 総合自動車ﾒｰｶｰ  5  3 8

エクォス・リサーチ 研究開発 1 4 1    6

松下電器産業 電装部品 4 1 1 6

富士重工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  1 1 3 5

本田技研工業 総合自動車ﾒｰｶｰ  1 4 5

 
 

表 1.3.4－16 に補助装置関連の主要出願人とその出願動向をみた結果を示したが、自動

車メーカー以外にハイブリッドエアコンシステム制御でデンソーと松下電器が入っている。 

図 1.3.4－34 に補助装置関連の出願人数と出願件数の関係を示したが、この分野も、開

発が一段落したとみるべきである。 
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図 1.3.4－34 補助装置の出願人数－出願件数推移 
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1.4 技術開発の課題と解決手段 

 

表 1.4-1 および表 1.4－2 に本節で使用する課題の一覧表と解決手段の一覧表を示す。 

 

表 1.4－1 課題一覧表 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 出願件数 

車両レイアウト 小型軽量化 

レイアウト・配列の最適化 

モジュール化 

69 

機能追加 駆動パワーアシスト機能 

４輪駆動機能 

トラクション制御 

ABSとの協調制御 

84 

燃費性能向上 アイドルストップ 

エネルギー回生 

システムの高効率化 

558 

走行性能向上 エンジン始動時間の短縮 

違和感のない発進・クリープ 

駆動源の動力切替え 

アクセル応答性、加速性能 

エンジン再始動 

違和感のない制動 

525 

排気性能向上 触媒の効率的な作動 

エンジン始動方式 

その他 

135 

冷却性能向上 バッテリー冷却 

モーター冷却 

パワーエレクトロニクス冷却 

その他 

41 

バッテリー状態の管理容易化 温度特性の補償 

劣化の検出・補償 

その他の状態検出 

143 

信頼性／耐久性向上  129 

フェイルセーフ・安全性向上  159 

コスト低減 部品構成・点数削減 

システム・ユニット原価削減 

バッテリー交換費用低減 

メインテナンス費用低減 

24 

その他 情報利用によるシステム効率化 

衝突安全性能の改善 

操縦安定性能の改善 

EMI（電磁気ノイズ）の改善 

その他の課題 

E6Xに分類できない性能改善 

212 
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表 1.4－2 解決手段一覧表 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 出願件数 

システムマネジメントの改善 電力のマネジメント 

要求トルクのマネジメント 

車両速度のマネジメント 

温度のマネジメント 

排気のマネジメント 

システム安全性のマネジメント 

外気温等外部環境への対応 

外部情報との協調 

333 

エンジン／モーター協調制御

の改善 

切替えタイミング・条件 

回転数と慣性力補正 

応答性改善 

フェイルセーフ 

224 

シ
ス
テ
ム
全
体
の
制
御 

その他のシステム制御の改善 複数電力蓄積デバイスの選択使用と協調制御 

電力蓄積デバイス間の収支マネジメント 

回生効率向上 

57 

エンジン制御の改善 燃料噴射量・燃料カット 

点火時期 

触媒の温度管理・過熱 

触媒の流量・排気還流 

393 

モーター制御の改善 トルク 

回転数 

温度 

フェイルセーフ 

センサレス 

420 

バッテリー制御の改善 充電のマネジメント 

放電・放電深度のマネジメント 

フェイルセーフ 

故障頻度低減 

温度等環境条件補正 

劣化管理 

287 

動力合成機構制御の改善 クラッチ過渡制御 

切替えタイミング 

フェイルセーフ 

117 

発電機制御の改善  145 

要
素
の
制
御 

その他の要素の制御の改善 冷却系 

エアコン・灯火類等車両補機 

ブレーキ負圧の発生、ペダル 

操作系・表示系 

264 
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1.4.1  ハイブリッド電気自動車の制御技術 

図 1.4.1－1 にハイブリッド電気自動車の制御技術に対応した技術開発課題の分布を示

す。 

ハイブリッド電気自動車の主要な要素（エンジン、モーター、動力合成機構、発電機

等）の制御における技術開発課題は本来の目的である燃費性能の向上およびスムーズな加

速等を実現するための走行性能向上の比重が高く、それ以外ではバッテリー状態管理課題

に関する出願が多い。ハイブリッド電気自動車の制御では、内部状態の変化が大きいバッ

テリーの状態管理を行いつつ如何に実用的な走行性能を損なわず燃費性能を向上させるか

が技術の焦点であるといえる。モーター制御では走行性能、燃費性能でそれぞれ 180 件、

93 件の出願件数であり、同様にエンジン制御では 143 件、117 件となっている。またバッ

テリー制御ではバッテリーの状態管理が 107 件と最も多い。 

一方、システム目標を実現するために個別ユニットの制御目標値を時々刻々割り振るシ

ステムマネジメント制御やエンジンとモーターの協調制御等のハイブリッドシステム全体

に関するシステム制御では、要素制御と異なり走行性能よりも燃費性能のほうが多い。電

力、トルク、速度、温度等のシステム目標を最適に管理するシステムマネジメントでは、

燃費性能が 145 件、走行性能が 70 件の出願件数となっており、エンジンとモーターの

ショックの無い切替えを応答性よく実現するためのエンジン／モーター協調制御では、燃

費性能が 84 件、走行性能が 85 件とほぼ拮抗した出願件数となっている。 

 
図 1.4.1－1 ハイブリッド電気自動車の制御技術の課題と解決手段の分布 
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1.4.2  ハイブリッド電気自動車のハードウェア構成と制御技術 

図 1.4.2－1 にハイブリッド電気自動車のハードウェア構成と技術課題の分布を示す。 

ハイブリッド電気自動車の基本システムにはシリーズハイブリッド方式とパラレルハイ

ブリッド方式がある。シリーズハイブリッド方式はさらにエネルギー貯蔵量が少なくエン

ジンまたは燃料電池等の発電装置が車両に必要な出力要求にほぼ追従できる自立型と、電

気自動車に比較的一定条件で運転される航続距離延長装置である小型発電機を搭載したレ

ンジエクステンダ型に分類されるが、パラレルハイブリッドに比較し出願件数は非常に少

ない。一方パラレルハイブリッド方式にはシリーズハイブリッドのようにエンジンを発電

機としてモーター走行できるばかりでなく、エンジンとモーターの両方で車軸を駆動でき

るように駆動経路を切替えるシリーズ・パラレル方式と、さらに複雑なエンジンとモー

ターの駆動力配分が可能なパワースプリット方式に分類できる。基本システムではパラレ

ルハイブリッド、中でもより高度な制御が要求されるパワースプリット方式の出願が主体

であり、出願件数は走行性能が 170 件、燃費性能が 168 件と拮抗している。 

次に車軸駆動方式のハードウェア構成では、シリーズハイブリッド方式はモーターのみ

で駆動されるが、パラレルハイブリッド方式ではエンジン、モーターの要素と車両の前後

軸の多様な組合せがある。出願件数の最も多いものはエンジンとモーターで同一軸を駆動

するもので、実際の車両では冷却面からほぼ全数が前輪駆動を前提としている。出願件数

は走行性能で 237 件、燃費性能で 201 件となっている。また、エンジンとモーターを前軸

後軸で分離して駆動力の合成機構を持たずに四輪駆動機能を付加する前後輪分離駆動では

走行性能が 22 件、燃費性能が 28 件の出願件数となっている。さらに、これら両方を組合

せて前後にそれぞれモーターを有する複合駆動方式に関する出願もわずかながらみられる。 

シリーズ方式、パラレル方式等の分類または車軸駆動方式のハードウェア構成分類のい

ずれも走行性能や燃費性能等の課題を解決するための出願件数が多く、これらの課題の解

決手段である制御技術はハードウェア構成にかかわらず必須の基盤技術といえる。 
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図 1.4.2－1 ハイブリッド電気自動車のハードウェア構成と技術課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.4.2－2 に、基本システムと車軸駆動方式の関係を示す。パラレルハイブリッド／

パワースプリット方式で、エンジンとモーターで同一軸駆動するものが最も多く、391 件

となっている。一方、シリーズ・パラレル方式は、シリーズハイブリッドの 180 件より少

ない 136 件であり、より高度な制御が要求され効果も大きいパワースプリット方式での制

御技術開発が重点的に行われていると推定される。一方、エンジンとモーターで前後軸分

離駆動するものはパラレルハイブリッド方式全体で 102 件、パワースプリット方式では

18 件あり、ハイブリッド機能に加えて４輪駆動機能を追加する技術が重点的に開発され

てきていることを示している。また、減速時の回生エネルギー量を増大させさらなる実用

燃費向上を実現するために、前輪だけでなく後輪にも駆動用のモーターを取りつけ前後輪

同時にブレーキと協調回生することもできる複合駆動のハード構成に関する出願もパラレ

ル全体で 15 件ある。回生量をさらに増大する場合にはモーターによる回生とブレーキと

のいわゆる回生協調技術が必要であり、規格の論議と並行して、回生有無によりブレーキ

の効きが変化しないような高度制御技術の開発が期待されている。 
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図 1.4.2－2 ハイブリッド電気自動車の基本システムと車軸駆動方式の分布 
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1.4.3  システム制御 

システム制御では、ある目標値をシステム全体で実現するために複数の要素制御を同時

に行うことも多い。システム全体の制御と要素制御の関係を図 1.4.3－1 に示す。 

システムマネジメントではモーター制御が 39 件と多く、次いでバッテリー制御 28 件、

エンジン制御 24 件、発電機制御 17 件と主要な要素制御が続く。モーターはエンジンと比

較し制御が容易でかつ早い応答が可能なため、過渡的な補正も含めてシステムの目標に合

うようそのトルクを制御している例が多く見受けられる。また、エンジン／モーター協調

制御は特にこれらの駆動源の切替え時にショックを低減しつつ早い応答を実現し、違和感

の無い走行性能を得るためのエンジン制御が 25 件と最も多く、ギア等回転機構の慣性

モーメント分の補正やトルクの時間的連続性を実現するためのモーター制御が 19 件、動

力合成機構そのものの制御が 14 件となっている。 

 
図 1.4.3－1 システム全体の制御と要素制御の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次にハイブリッド電気自動車の本質的な技術課題である燃費性能向上についてシステム

制御の中のシステムマネジメント分野、協調制御分野、その他のシステム分野制御因子と

の関連を分析し注力技術を特定する。なお、協調制御分野については走行性能向上との関

連についても分析を加える。 
 

(1) システムマネジメント分野と燃費性能向上課題 

システムマネジメント分野の注力技術を特定するため、システムマネジメントと燃費性

能向上課題の関係を図 1.4.3－2 に示す。 

システム内の電力の収支を最適に制御、あるいは要求トルクを最適に配分し、燃費性能

向上課題の特にシステムの高効率化を図る分野に出願が集中しており、それぞれ 67 件、

37 件となっている。 
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図 1.4.3－2 システムマネジメントと燃費性能向上課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.3－1 にシステムマネジメントと燃費性能向上課題の中でそれぞれ出願の主体を

占める部分、すなわち、要求トルクマネジメント、電力マネジメントとエネルギー回生、

システムの高効率化について出願人／出願件数対応表を示す。表中には、共願含む出願企

業全てと出願件数を示す。また、出願件数の括弧内に示した数値は共願件数である。 

 
表 1.4.3－1 燃費性能向上とシステム全体制御主要要素間の出願人/出願件数対応表 

システム全体制御 解決手段 

課 題 トルクマネジメント 電力マネジメント 

エネルギー 

回生 

トヨタ自動車   ３件 

本田技研工業   ３件 

日産自動車    ２件 

富士重工業,ﾏﾂﾀﾞ,ﾛｰﾍﾞﾙﾄﾎﾞｯｼｭ  各 1 件

 
11 件

日産自動車     ３件 

富士重工業     ３件 

トヨタ自動車    ２件 

本田技研工業    ２件 

いすゞ自動車,宮尾 隆之  各 1 件   

12 件

燃

費

性

能

向

上 
システムの 

高効率化 

トヨタ自動車    14 件 

日産自動車    ７件 

本田技研工業   ３件 

マツダ      ２件 

日立製作所    ２件 

ジーメンス（独） ２件 

ダイハツ工業   ２件 

富士重工業,ｽｽﾞｷ,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,豊田自

動織機,日本自動車部品研究所    各１件

37 件

トヨタ自動車    26 件 

本田技研工業    10 件 

日産自動車      ７件 

ﾋﾞｰｴｰｼｰｼｽﾃﾑｽﾞ（米） ４件 

いすゞ自動車     ４件(1) 

富士重工業      ３件  
三菱自動車工業    ３件  
ﾃﾞﾝｿｰ,ﾀﾞｲﾊﾂ工業,ﾏﾂﾀﾞ,三菱電機,小松製作

所,ﾕﾆｼｱｼﾞｪｯｸｽ,日立製作所,明電舎(1),ｱｲｼﾝ･
ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,ｼﾞﾔﾄｺ,SMH ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ(独) 
各１件  

67 件

 

作
動
領
域
の

最
適
化

構
成
要
素
間
の

協
調
制
御

個
別
ユ
ニ
ッ

ト
の

高
効
率
化

シ
ス
テ
ム
全
般
の

効
率
化

システム安全性

ア
イ
ド
ル
ス
ト
ッ

プ

エ
ネ
ル
ギ
回
生

シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化

システムの高効率化

燃費性能にかかわる技術課題

温度システム

車両速度

要求トルク

電力

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
御

排気システム

外部情報協調

外気温等外部環境
への対応

12 67 24 30 11

11 37 11 17 6

3 1 1

1 1

1 1

1 1 1

1 2 1 1

1 1 1

22

32

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0 1 2 3 4 5 6 7 8



59 

電力マネジメントでシステムの高効率化課題を解決する手段に関する出願はトヨタ自動

車が 26 件と最も多く、本田技研工業 10 件、日産自動車７件と続く。出願の主体は、エン

ジンやトルクコンバーターの運転状況等から駆動用モーターや発電機で発電してシステム

全体の効率を上げ燃費性能向上の課題を解決しているものや、アイドルやゆっくりとした

加速状態でのモーター分担やトルクの制御方法、エンジンとモーターのみでなく燃料電池

等追加要素を含めた総合的制御等多岐にわたる出願がなされている。 

システムの高効率化のための電力およびトルクマネジメントの分野はハイブリッド電気

自動車の中心的技術開発項目であるが、主要出願人には海外自動車メーカーが見当たらず

国内自動車メーカーの独壇場となっている。その一方で、部品メーカーは、独ジーメンス

の２件、米国 BAC システムズの４件を含めて国内外から各５社（うち外国 1 社）、７社

（２社）が出願（全出願の 14～15％）しているのが特徴である。 

 

(2) 協調制御分野と燃費性能および走行性能向上課題 

図 1.4.3－3 にエンジン、モーター協調制御分野での燃費性能向上課題との関係を示す。

また、表 1.4.3－2 に燃費性能向上とエンジン、モーター協調制御と燃費性能課題主要要

素の出願人／出願件数対応表を示す。協調制御分野の注力技術は切替えタイミング、条件

による燃費性能に関するシステムの高効率化課題の解決であり、出願件数は 44 件であり、

トヨタ自動車が 18 件と多く、本田技研、日産自動車が５件、富士重工業、日産ディーゼ

ル工業が各４件と自動車メーカーが続いている。これらの出願の主体は、シフト位置等の

車両状態に応じてエンジンとモーターの切替えタイミングを変更するもの、動力合成の内

部で回転数を同期させるための制御法に関するものである。 

 

図 1.4.3－3 エンジン、モーター協調制御と燃費性能向上課題の分布 
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表 1.4.3－2 燃費性能向上とエンジン、モーター協調制御と燃費性能課題主要要素間の 

出願人／出願件数対応表 
燃費性能 課題 

解決手段 アイドルストップ エネルギー回生 システム高効率化 

協

調

制

御 

切替え 

タイミング、条件 

トヨタ自動車   ３件 

ﾏﾂﾀﾞ,三菱自工  各１件

 

 

 

 

 

 

５件

トヨタ自動車   ３件 

日産自動車    ３件 

日立製作所,富士重工 

         各１件

 

 

 

 

 

 

８件

トヨタ自動車  18 件(2)

本田技研工業  ５件 

日産自動車   ５件 

富士重工業   ４件 

日産ディーゼル工業４件(1) 

ﾀﾞｲﾊﾂ(1),富士電機(1), 

いすゞ自,ﾀﾂﾉ自,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰ

ﾁ , 宮 尾 隆 之 , 現 代 自

(韓),SMH ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

(独),ﾙｯｸﾗﾒﾚﾝ(独) 

        各１件 

44 件

 
図 1.4.3－4 にエンジン、モーター協調制御分野での燃費性能および走行性向上課題と

の関係を示す。また、表 1.4.3－3 にエンジン、モーター協調制御と走行性能課題主要要

素間の出願人／出願件数対応表を示す。協調制御分野の注力技術は切替えタイミング、条

件と回転数と慣性力補正制御であり、これらは駆動源切替え時の回転数やトルクの同期性

や連続性を維持して発進直後のモーター、エンジン走行切替え時や加速走行時のモーター

アシストの際に生じる走行違和感を解決するために行われる。駆動源動力切り替え時の切

り替えタイミング、条件および回転数と慣性力補正制御に関する出願の約半数の９件はト

ヨタ自動車が占めている。一方で、アクセル応答性、加速性能向上のためのエンジン、

モーター切替え制御では、全出願 15 件中で、本田技研工業が５件、日産自動車が４件と

トヨタ自動車の２件を凌駕している。本田技研工業が実車化したパワーアシストパラレル

ハイブリッド車「インサイト」にこれらの技術成果が搭載されているものと思われる。 
 

図 1.4.3－4 エンジン、モーター協調制御と走行性能向上課題の分布 
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表 1.4.3－3 走行性能向上とエンジン､モーター協調制御と燃費性能課題主要要素の 

出願人／出願件数対応表 
協調制御 解決手段

課題 切替えタイミング、条件 回転数と慣性力補正 

エンジン始動短縮  

トヨタ自動車    ４件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ   ３件(1) 

ｽｽﾞｷ,本田技研,三菱自,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ(1) 

各１件 

11件

 

 

 

 

０件

違和感の無い発進  

トヨタ自動車  ５件 

本田技研工業  ３件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ  ２件(1) 

日産自,日立,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ(1),ﾀﾞｲﾊﾂ 

各１件 

13件

トヨタ自動車  １件 

日産自動車   １件 

富士重工業   １件 

 

 

３件

駆動原動力切替え  

トヨタ自動車  ９件 

日産自動車   ４件 

本田技研工業  ３件 

ﾀﾞｲﾊﾂ,ｼﾞﾔﾄｺ,日立,ｱｲｼﾝｴｲﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

各１件 

20件

トヨタ自動車   ９件 

富士重工業    ２件 

日産自動車    ２件 

ｼﾞﾔﾄｺ       ２件 

ｱｲｼﾝｴｲﾀﾞﾌﾞﾘｭ,本田技研,ﾀﾞｲﾊﾂ  各1件 

18件

走
行
性
能 

アクセル応答性、  

加速性能  

本田技研工業  ５件 

日産自動車   ４件 

トヨタ自動車  ２件 

ｼﾞﾔﾄｺ,日立,現代自（韓）, 

ｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙISAD（独）      各１件 

15件

トヨタ自動車   １件 

ｼﾞﾔﾄｺ           １件 

 

２件

 
(3) その他のシステム分野と燃費性能向上課題 

複数のバッテリー等電力蓄積デバイスを有し、システムの要求により個別に電力収支を

管理する、選択的に使用する、回生効率を向上させる等を含むその他のシステム分野と燃

費性能向上課題の関係を図 1.4.3－5 に示す。エネルギー回生の課題解決のために急制動

時のモーター制御方法や回生時のモーター回転数を最適化する手法等の回生効率の向上制

御手段が８件出願されており、その内訳はトヨタ自動車３件、本田技研２件、三菱自工、

日産ディーゼル（富士電機と共願）、日野自動車各１件となっている。 

 

図 1.4.3－5 その他のシステム分野と燃費性能向上課題の分布 
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1.4.4  要素の制御 

ハイブリッド電気自動車はその構成要素が多岐に亘っており、ハイブリッドシステムを

構成するために新たにモーター、バッテリー、発電機、動力合成のための機構等を追加す

ることが一般的である。運転者が従来の車両と比較して違和感を覚えない走行性能と燃費

性能実現等の課題解決のためにこれらの新規要素を個別に制御することも非常に重要と

なってきた。モーターはエンジンに比較して応答性もよく制御が容易なので多くの役割を

果たすことができ、特に駆動用モーターは回生時には発電機として使用されることが当た

り前になってきている。さらに発電機によるエンジン始動や追加の変速用モーターによる

無段変速機の実現等、発展型ハイブリッドシステムではさらに複雑な制御が可能になって

きている。また、従来自動車にも搭載されているエンジンや空調、冷却系、排気系等の補

機要素についてもハイブリッド電気自動車に搭載するためにいろいろな制御が付与されて

きておりそれらの出願も増えて来ている。 

なお、出願の主体は国内自動車メーカーであることはシステム全体制御と同様である。 

 
(1) エンジン制御 

図 1.4.4－1 にエンジン制御と燃費性能向上課題との関係分布を示す。 

 

図 1.4.4－1 エンジン制御と燃費性能向上課題の分布 
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エンジン制御では従来のエンジン制御技術との組合せによる解決が多く、もっとも基本

的な燃料噴射量・燃料カットを利用するものが燃費性能改善全体で 45 件、内訳ではシス

テムの高効率化による燃費改善が 18 件、アイドルストップによるものが 13 件と続いてい

る。また、可変気筒数制御やバルブタイミング等をハイブリッド電気自動車向けに制御す

ることで燃費向上を図るその他のエンジン制御によるシステムの高効率化も 25 件と多い。

燃費性能向上のための触媒制御や点火時期制御に関する出願は比較的少ない。 

表 1.4.4－1 にエンジン制御に関する燃費性能向上課題と解決手段の対応を示す。シス

テムの高効率化課題を実現するためにその他のエンジン制御に関する出願が 25 件と最も

多いが、これは、上述したような低燃費走行可能な多様なエンジン制御とともに、加速等

動力性能や実用性を優先した制御を切替える制御との組合せによるもの等解決手段が多岐

に亘っているためである。本分野でもトヨタ自動車が９件と最も多く出願している。また、

燃料噴射量・燃料カットによるシステムの高効率化関連出願 18 件の中では、エンジン動

作点を可変にするもの等がトヨタ自動車から７件、日産自動車から４件出願されている。

アイドルストップ時の停止や始動時の燃費性能改善を図るための燃料噴射量・燃料カット

制御に関する 13 件、再始動の容易性等を狙った点火時期制御に関する６件ともに、トヨ

タ自動車以下の主要自動車メーカーに出願が集中しており、燃費性能改善のためのエンジ

ン制御に対する自動車メーカーの注力度の大きさが伺える結果となっている。 

 
表 1.4.4－1 エンジン制御と燃費性能改善との関係の対応表 

要素制御・・エンジン制御 
解決手段 

課 題 
燃料噴射量・ 

燃料カット 
点火時期 触媒 その他 

アイドル 

ストップ 

トヨタ自動車  ４件 

日産自動車   ３件 

ダイハツ工業  ２件 

三菱自工    ２件 

ﾏﾂﾀﾞ,本田技研 

       各１件 

13 件 

トヨタ自動車  ２件 

三菱自動車   ２件 

ﾀﾞｲﾊﾂ工業,ﾏﾂﾀﾞ 

      各１件 

６件

本田技研工業 １件 

 

 

 

 

 

１件 

本田技研工業  ３件 

 

 

 

 

 

３件

エネルギー 

回 生 

本田技研工業 ３件 

ﾄﾖﾀ,日産自,ｽｽﾞｷ 

各１件 

６件 

スズキ   1 件 

 

 

1 件

日産自動車 １件 

 

 

1 件 

いすゞ自,ﾕﾆｼｱｼﾞｪｯｸｽ

各１件 

２件

燃

費

性

能

向

上 

システムの 

高効率化 

トヨタ自動車 ８件 

日産自動車  ４件 

マツダ    ２件 

ｽｽﾞｷ,ﾃﾞﾝｿｰ,三菱自, 

ﾓﾄｰﾙ自      各１件 

 

 

 

18 件 

日産自動車,ﾏﾂﾀﾞ 

各１件 

 

 

 

 

 

 

 

２件

日産自動車 ２件 

マツダ   １件 

 

 

 

 

 

 

 

３件 

トヨタ自動車  ９件

日産自動車  ２件

デンソー   ２件

畑中武史    ２件

いすゞ自,ﾓﾄｰﾙ自, 

日本自動車部品研,

日立,富士重工, 

ﾏﾂﾀﾞ,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ,本

田技研,日産ﾃﾞ 

各１件 

25 件
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エンジン制御に関する別の主要課題として走行性能がある。図 1.4.4－2 にエンジン制

御と走行性能向上課題との関係分布を示す。燃費性能向上課題と同様に走行性能全体では

燃料噴射量・燃料カットおよびその他のエンジン制御に関する出願が多い。 

 

図 1.4.4－2 エンジン制御と走行性能課題の分布 
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表 1.4.4－2 エンジン制御と走行性能課題との関係対応表 

要素制御・・エンジン制御 解決手段 

課 題 燃料噴射量・燃料カット 点火時期 その他 

エンジン 

始動時間 

短縮 

トヨタ自動車 ４件(1) 

日産自動車  ２件 

三菱自,ﾏﾂﾀﾞ,ﾀﾞｲﾊﾂ(1) 

各１件 

８件

トヨタ自動車２件(1) 

ﾏﾂﾀﾞ,三菱自,ﾀﾞｲﾊﾂ(1) 

       各１件 

 

４件

日産自動車  ３件 

本田技研,日産ﾃﾞ(1),明電

舎,富士電機(1),ﾃﾞﾝｿｰ,ｴｸｫ

ｽ･ﾘｻｰﾁ(1),ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

(1),日立      各１件 

 

10 件

違和感の 

無い発進・ク

リープ 

日産自動車  ３件 

本田技研,ﾄﾖﾀ自動車 

      各１件 

 

 

５件

日産自動車,本田技研, 

ﾄﾖﾀ自動車  各１件 

 

 

 

         ３件 

トヨタ自動車 ３件 

日産自動車  ２件 

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ(1),ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞ

ﾌﾞﾘｭ(1),ﾏﾂﾀﾞ,本田技研 

各 1 件 

８件

駆動源の 

動力切替 

トヨタ自動車 ３件 

本田技研工業 ２件 

日産自動車  ２件 

ﾏﾂﾀﾞ,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,ﾃﾞﾝ

ｿｰ,ﾀﾞｲﾊﾂ,三菱自      各

１件 

 

12 件

ﾄﾖﾀ自動車,日産自動車 

    各１件 

 

 

２件

トヨタ自動車 ５件 

日産自動車  ４件 

本田技研    ２件 

ﾃﾞﾝｿｰ,三菱自     各１件 

 

 

13 件

アクセル 

応答性・ 

加速性能 

日産自動車  ７件 

本田技研工業 ３件 

トヨタ自動車 ２件 

ﾃﾞﾝｿｰ,三菱自,ﾀﾞｲﾊﾂ 

        各１件 

15 件

トヨタ自動車 ２件 

日産自動車  １件 

３件

トヨタ自動車 ３件 

日産自,本田技研,三菱電機

各１件

６件

エンジン 

再始動 

日産自動車  ５件 

トヨタ自動車 ２件 

三菱自工,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ,ﾃﾞﾝｿｰ

各１件 

10 件

トヨタ自動車 ２件 

日産自,三菱自,ﾃﾞﾝｿｰ 

        各１件 

 

５件

日産自動車  ５件 

本田技研工業 ２件 

トヨタ自動車 ２件 

デンソー   １件 

10 件

走

行

性

能 

違和感の無い

制動 

トヨタ自動車 ３件 

本田技研   １件 

４件 ０件

日産自動車  １件 

１件

 
燃料噴射量・燃料カット制御や可変気筒数制御やバルブタイミング制御等のその他のエ

ンジン制御技術は、アクセル応答性・加速性能、駆動源動力切替えやエンジン始動時間短

縮、走行時のエンジン再始動等走行各段階の多様な走行性能向上と密接に関連しているた

め、出願件数分布も分散する傾向にある。表 1.4.4－2 にエンジン制御と走行性能向上課

題との関係の出願人対応表を示す。本表より、自動車メーカー各社の注力分野の違いが読

み取れる。すなわち、トヨタ自動車はエンジン始動時間短縮のためのエンジン燃料噴射

量･燃料カット制御や発進性や走行中の駆動源切替えショックやアクセル応答性･加速性能

向上のためのその他のエンジン制御分野に注力している一方で、日産自動車や本田技研工

業は走行中のアクセル応答性･加速性能、駆動源の切替えやエンジン再始動のためのエン

ジン燃料噴射量・燃料カット制御技術やその他のエンジン制御に注力している傾向が認め

られる。 

 

 



66 

図 1.4.4－3 にはエンジン制御と排気性能改善課題との関係分布を示す。排気性能に関

する出願の主体は、触媒の効率的作動やエンジン（再）始動時の排気性能改善を目的とし

た燃料噴射量･燃焼カット制御（各９,７件）、触媒の予熱活性化等の制御（13 件）および

走行条件変動時のエンジン回転数やトルク制御等（各６,８件）に関する出願が主体を占

めている。 

 
図 1.4.4－3 エンジン制御と排気性能課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.4－3 にエンジン制御と排気性能課題との関係対応表を示す。エンジン（再）始

動に関するエンジン制御技術ではトヨタ自動車およびトヨタ自動車グループ企業からの出

願がほとんどであり、その傾向は触媒の効率的作動に関するエンジン制御に関する分野で

も同様である。ただ、触媒の効率的作動に関するエンジン制御では、本田技研工業が８件

とトヨタ自動車の 11 件に匹敵する出願件数となっている。いずれにしても、排気性能改

善を目的とするエンジン制御技術に関する出願は、ハイブリッド車の市販化を実現したト

ヨタ自動車と本田技研工業が他社を一歩リードしているものと推定される。 

 

表 1.4.4－3 エンジン制御と排気性能課題との関係対応表 

エンジン制御 解決手段 

課 題 燃料噴射量・燃料カット 触媒 その他 

エンジン（再）

始動方式 

トヨタ自動車 ３件 

デンソー   ３件 

ダイハツ工業 １件 

７件 ０件

トヨタ自動車  ３件 

日産自,三菱自,明電舎, 

ﾃﾞﾝｿｰ,日立   各１件 

８件
排

気

性

能 触媒の効率的 

作動 

トヨタ自動車 ５件(1) 

本田技研工業 ３件 

ﾏﾂﾀﾞ,日本自動車部品研究

所(ﾄﾖﾀ) 

各１件 

９件

トヨタ自動車  ３件 

本田技研工業  ３件 

日産自動車   ２件 

ﾏﾂﾀﾞ,三菱自,富士重工, 

日立,BAE ｼｽﾃﾑｽﾞ（米）  

       各１件 

13 件

トヨタ自動車  ３件 

本田技研工業  ２件 

日立製作所   １件 
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(2) モーター制御 

図 1.4.4－4 にモーター制御と燃費性能および走行性能課題との関係分布図を示す。燃

費性能、走行性能の向上を図るためのモーター制御に関しては、トルク制御方式によるも

のがほとんどであるが、回転数制御方式によるものも一部出願されている。原価低減のた

めにモーターの回転数センサーをなくすセンサレスのモーター状態推定制御や制御システ

ムの安全性を確保するためのフェイルセーフ、モーター出力を温度により変化させるモー

ター温度制御等は燃費や走行性能等の技術課題とは関係無いため出願件数は少なくなって

いる。モータートルク制御により走行性能課題の解決を目指した出願 125 件中で、アクセ

ル応答性・加速性能が 49 件と最も多く、次いで、エンジンとモーターの駆動源動力切り

替えの 28 件、違和感の無い制動 22 件、違和感の無い発進・クリープが 20 件となってい

る。同様に燃費性能課題解決を目指した出願 54 件中では、システムの高効率化が 36 件、

エネルギー回生は 16 件となっている。 

表 1.4.4－4 にモーター制御の中で支配的なトルク制御と件数は少ないが回転数制御と

その他のモーター制御要素を取り上げて燃費性能および走行性能課題の主要要素課題との

出願人対応表を示す。モータートルク制御では燃費性能・エネルギー回生課題で本田技研

工業が５件、燃費性能・システムの高効率化ではトヨタ自動車が 10 件、また走行性能課

題では違和感の無い発進・クリープ、駆動源動力切替え、アクセル応答性・加速性能のい

ずれの課題解決でもトヨタ自動車が最も多く、それぞれ７件、10 件、20 件の出願件数と

なっている。燃費性能および走行性能の改善中でも燃費性能・システムの高効率化や走行

性能・アクセル応答性･加速性能の解決のためにモータートルク制御の果たす役割は大き

くこれが出願件数の増加に繋がっており、この分野でのトヨタ自動車を中心とする国内自

動車メーカーの注力状況が出願人分布からもみてとれる。 

 

図 1.4.4－4 モーター制御と燃費性能および走行性能課題の分布 
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表 1.4.4－4 モーター制御と燃費性能、走行性能課題との関係対応表（1/2） 

要素制御・・モーター制御 解決手段 

課 題 トルク 回転数 その他 

アイドル 

ストップ 

本田技研工業  １件 

１件

 

０件

 

０件

エネルギー 

回生 

本田技研工業   ５件 

トヨタ自動車  ３件 

日産自動車   ２件 

マツダ     ２件 

いすゞ自,三菱電機, 

三菱自,日産ﾃﾞ    各１件 

 

16 件

本田技研工業 １件 

 

 

 

 

 

 

1 件

富士重工業   ２件 

いすゞ自,いすゞｾﾗﾐｯｸｽ研

各１件

 

 

 

 

４件

燃

費

性

能

向

上 

システムの 

高効率化 

トヨタ自動車  10 件 

日産自動車    ７件 

三菱自動車    ５件 

本田技研工業  ４件 

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ    ３件(1) 

スズキ    ２件 

富士重工, ﾒ ﾙ ｾ ﾃ ﾞ ｽ ﾍ ﾞ ﾝ ﾂ

（独）,三菱重工,日立,ｼﾞﾔ

ﾄｺ     各１件 

 

36 件

日立製作所  ２件 

ﾄﾖﾀ,日野自 

各１件 

 

 

 

 

 

 

 

４件

日産自動車   ３件 

本田技研工業 ２件 

ﾄﾖﾀ,富士重工,三菱自, 

ﾃﾞﾝｿｰ  

各 1 件 

 

 

 

 

 

９件

走

行

性

能 

エンジン 

始動 

時間短縮 

トヨタ自動車 ３件 

日産自動車  ３件 

本田技研工業  ２件 

８件

三菱自動車工業 １件 

 

 

１件

 

 

 

０件

違和感無い 

発進・ 

クリープ 

トヨタ自動車 ７件 

本田技研工業 ３件 

日産自動車  ３件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ２件(1) 

三菱自動車工業２件 

ﾏﾂﾀﾞ,富士重工,日立,ﾀｲﾊﾞ 

             各 1 件 

20 件

トヨタ自動車  ２件 

三菱自動車工業 ２件 

日産自動車   １件 

 

 

 

 

５件

トヨタ自動車  1 件 

日立製作所   1 件 

 

 

 

 

 

２件

駆動源動力 

切替え 

トヨタ自動車  10 件(2) 

日産自動車    ４件 

本田技研工業   ３件 

三菱自動車    ２件 

ｼﾞﾔﾄｺ        ２件 

日野,富士重工,ﾃﾞﾝｿｰ,ｴｸｫ

ｽ･ﾘｻｰﾁ,ｱｲｼﾝ精機,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･

ﾀﾞﾌﾞﾘｭ,GM(米),ﾀﾞｲﾊﾂ,豊田

中研 

                 各 1 件 

28 件

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ ２件 

本田技研,日産自,ﾄﾖﾀ自,三

菱自,日産ﾃﾞ,ｼﾞﾔﾄｺ 

              各 1件 

 

 

 

 

８件

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 1 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

１件

走

行

性

能 

アクセル 

応答性・ 

加速性能 

トヨタ自動車  20 件 

本田技研工業   ８件 

日立製作所   ５件 

日産自動車   ４件 

三菱自動車   ４件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ ３件 

マツダ     ２件 

日野自,ｽｽﾞｷ,ﾃﾞﾝｿｰ 

       各１件 

48 件

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ １件 

トヨタ自動車  １件 

 

 

 

 

 

 

 

２件

トヨタ自動車 ２件 

日産自,日立,ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞ

ﾘｭ,ｴｺｽﾀｰｴﾚｸﾄﾘｯｸﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｽﾃ

ﾑｽﾞ(米)           各１件

 

 

 

 

 

６件
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表 1.4.4－4 モーター制御と燃費性能、走行性能課題との関係対応表（2/2） 
要素制御・・モーター制御 解決手段 

課 題 トルク 回転数 その他 

エンジンの 

再始動 

日産自動車  ２件 

本田技研,ﾄﾖﾀ自 

     各１件 

４件

日産自動車  １件 

 

 

1 件

 

 

 

０件

 

違和感の無い

制動 

トヨタ自動車  ９件 

マツダ     ４件 

本田技研工業   ３件 

三菱自動車工業  ２件 

日野自,日産ﾃﾞ,三菱電機,

ﾀﾞｲﾊﾂ           各１件

 

22 件

マツダ    ２件 

トヨタ自動車 １件 

 

 

 

 

３件

ｼﾞｬｶﾞｰ ｶｰｽ（英）,ﾄﾖﾀ自 

           各１件 

 

 

 

 

 

２件

 

 

(3) バッテリー制御 

バッテリーはハイブリッド電気自動車の重要な構成要素であり、原価低減や性能向上が

著しく、ハイブリッド電気自動車の実用化の一端を担ったが、他の構成要素である機械部

品と同等な水準には達していないのが現状である。 

図 1.4.4－5 にバッテリー制御と関連する課題との関連性をみた結果を示す。課題とし

てはバッテリー自身の状態管理が主体であり、その解決手段としてはバッテリーへの充電

速度等の充電のマネジメントや寿命に大きく影響する充電・放電深度のマネジメントが行

われている。バッテリー制御主要要素とバッテリー状態管理課題要素との関係分布を図

1.4.4－6 に示す。バッテリーの劣化の検出・補償が課題である。 

 

図 1.4.4－5 バッテリー制御と関連技術課題の分布 
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図 1.4.4－6 バッテリー制御とバッテリー状態管理課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.4－5 はバッテリー状態管理のためのバッテリー制御法の課題と解決手段の対応

表を示す。劣化の検出・補償課題ではアイドルストップの許可等充電マネジメントで８件、

充電・放電深度のマネジメントでは作動中のバッテリーの状態を推定する方法等７件と

なっている。その他のバッテリー状態管理では松下電器産業とトヨタ自動車がニッケル水

素バッテリーに関して、富士電機と日産ディーゼル工業がキャパシタに関してそれぞれ共

同出願しているほかに、バッテリー製造メーカーからの出願もある。 

 

表 1.4.4－5 バッテリー状態管理とバッテリー制御主要要素との関係対応表 

バッテリー制御 解決手段 

課 題 充電マネジメント 放電深度マネジメント 

温度特性の 

補償 

日産自,松下電器   各 1 件 

２件

ﾄﾖﾀ自,三洋電機   各 1 件 

２件

劣化の検出・

補償 

日産自動車   ３件 

本田技研工業   ２件 

ﾄﾖﾀ自,東芝,三菱自  各 1 件 

８件

トヨタ自動車  ３件 

日野自動車   ２件 

日産自,ﾃﾞﾝｿｰ     各 1 件 

７件
バ
ッ
テ
リ
ー
状
態
管
理 その他 

トヨタ自動車  ５件(1) 

本田技研工業   ３件 

日産自動車   ３件 

デンソー    ３件(1) 

日産デイーゼル ３件(2) 

松下電器    ２件(1) 

BAE ｼｽﾃﾑｽﾞ(米）,ﾌｫｰﾄﾞﾓｰﾀｰｽ(米),ｽｵｯﾁｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ(ｽｲｽ),新神戸電機,富士重工 

                 各１件 

23 件

トヨタ自動車  ３件 

本田技研工業   ２件 

デンソー    ２件(1) 

松下電器    ２件 

三洋電機    ２件 

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ,ﾌｫｰﾄﾞﾓｰﾀｰｽ（米）,日産ﾃﾞ 

                各１件 

 

 

14 件

 
 

温
度
特
性
の
補
償

劣
化
の
検
出
･
補
償

そ
の
他

放電・放電深度の
マネジメント

充電のマネジメント

バッテリー状態管理

バ
ッ

テ
リ
ー

制
御

8 23

7 14

2

2

0

1

2

3

0 1 2 3 4
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(4) 動力合成機構制御 

パラレルハイブリッド電気自動車ではエンジンとモーターの動力は直結あるいは遊星ギ

ア等を用いて合成することが一般的である。例外的には前後輪の車軸をそれぞれエンジン

とモーターで別々に駆動する場合もある。一般的な自動車用の変速機と同様に音や振動を

発生するようなショックを最小限に抑えつつ、背反する素早いタイミングで切替えや接続

を行い、損失や発熱を最小にすることが求められている。 

図 1.4.4－7 に動力合成機構制御と関連する課題との関係分布図を示す。 

燃費向上のための切り替えタイミング制御に関する出願 19 件、走行性能向上のための

クラッチ過渡制御が 32 件、切り替えタイミング制御が 20 件と主体を占めており、切り替

えや過渡制御を主体とする動力合成機構制御が燃費や走行性向上に重要な役割の一端を

担っているものといえる 

 
図 1.4.4－7 動力合成機構制御と関連課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.4.4－6 に動力合成機構制御と関連する技術課題との対応表を示す。トヨタ自動車

は走行性能課題のために切替えショック制御による解決のための出願が 15 件と多い。ま

た信頼性・耐久性課題に関するクラッチ過渡制御では、CVT 変速機の主要メーカーである

ジヤトコからの出願が３件と多い。 
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能
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表 1.4.4－6 動力合成機構制御と燃費、走行性能、信頼性/耐久性課題との関係対応表 

動力合成機構制御 解決手段 

課 題 クラッチ過渡 切替えタイミング フェイルセーフ その他 

燃費性能 

ｼﾞﾔﾄｺ      ３件(3) 

トヨタ自動車 ３件 

三菱電機    ３件(3) 

 

 

 

６件 

トヨタ自動車 ６件

本田技研工業 ５件

日産自動車  ３件

三菱自動車  ２件

ｽｽﾞｷ,富士重工, 

ﾙﾉｰ（仏） 各１件 

19 件

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ  １件 

 

 

 

 

 

１件 

トヨタ自動車 ４件

富士重工   ３件

日産ﾃﾞ,ｼﾞｬﾄｺ,ｲｰｴｽ

ｱｰﾃﾞｰ（独） 

  各１件 

 

10 件

走行性能 

トヨタ自動車 15 件 

日産自動車  ６件 

本田技研工業 ３件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

３件(1) 

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ   ２件(1) 

いすゞ自動車  ２件 

ｽｽﾞｷ,ﾓﾄｰﾙ自 各１件 

32 件 

トヨタ自動車 10 件

ﾎﾝﾀﾞ技研工業 ４件

日産自動車  ３件

日産ﾃﾞ,三菱自工,

ﾋﾟｱｼﾞｵ ﾍﾞｲｺ SPA(ｲ)

      各１件

20 件

トヨタ自動車１件 

 

 

 

 

 

 

 

１件 

本田技研,ｴｸｫｽ･ﾘｻｰ

ﾁ,ﾄﾖﾀ自,日産自,三

菱自,ｼﾞｬﾄｺ 各１件

 

 

 

 

６件

課
題 

信頼性／ 

耐久性 

ｼﾞｬﾄｺﾄﾗﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

(三菱電機と共願)   

３件 

モトール自動車 １件 

4 件 

富士重工業  ３件

日産自動車  ２件

ﾄﾖﾀ自,本田技研 

各１件 

７件

トヨタ自動車 ２件 

 

 

 

２件 

本田技研工業 ２件

 

２件

 

 

(5) 発電機制御 

本来、発電機は発電のみを行うための要素であるが、ハイブリッド電気自動車ではエン

ジンを効率の良い点で運転させるための負荷として制御する場合や、エンジン始動のため

のスターター機能を付加する等本来目的以外の用途にも用いられることがある。図 1.4.4

－8 には発電機制御に関する課題と解決手段の対応図を示す。燃費性能向上課題を解決し

たものが 45 件、走行性能は 32 件、バッテリー状態管理が 19 件となっている。 

 
 

図 1.4.4－8 発電機制御と関連課題の分布 
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表 1.4.4－7 には発電機制御に関する課題と解決手段の対応表を示す。 

 

表 1.4.4－7 発電機制御と関連課題との関係対応表 

課題 解決手段 

課 題 燃費性能 走行性能 バッテリー状態管理 

発電機制御 

トヨタ自動車 ８件 

日産自動車  ８件 

本田技研工業 ７件 

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ   ３件(1) 

日野自動車  ３件(1) 

スズキ    ３件 

ダイハツ工業 ２件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ２件(1) 

デンソー   ２件 

ｼﾞｬﾄｺ     ２件(1) 

日立製作所  ２件 

いすゞ自,日産ﾃﾞ,三菱自,

東芝,ﾕﾆｼｱｼﾞｪｯｸｽ,個人（石

塚三徳,宮尾隆之） 

      各１件  

49 件

本田技研工業   ６件 

日産自動車   ６件 

トヨタ自動車  ５件 

三菱自動車工業 ３件 

日立製作所   ２件 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ  ３件(1)

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ    ３件(1)

デンソー    ２件 

ﾏﾂﾀﾞ,いすゞ自,ﾀﾞｲﾊﾂ 

      各１件 

 

 

 

 

 

32 件

日産自動車  ８件 

トヨタ自動車 ７件(1) 

デンソー   ２件 

ﾔﾏﾊ発動機,富士重工 

      各１件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 件
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1.4.5  ハイブリッド電気自動車への新機能追加 

ハイブリッド電気自動車のシステムは複雑で大型であり、原価低減を行う一方で新機能

を追加する試みがなされており、これらを実現するための解決手段として新しい制御技術

が必要である。新機能追加の課題の観点から中心的な解決手段となるモーター制御との関

係を図 1.4.5 に示した。 

 
図 1.4.5 モーター制御と新機能追加課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新機能追加では４輪駆動機能がもっとも多く、ほとんどはトルク制御との組み合わせと

なっている。また駆動パワーアシスト機能やトラクション制御機能等もモーターのトルク

制御による出願が多い。表 1.4.5 はモーター制御中トルク制御と新機能追加課題との関係

の対応表を示す。４輪駆動やトラクション機能の付与の関連でトヨタ自動車や本田技研工

業からの出願が多い。 

 

 

表 1.4.5 モータートルク制御と新機能追加課題との関係対応表 

機能追加   課 題 

解決手段 駆動パワーアシスト ４輪駆動機能 トラクション制御 ABS との協調制御 

モーター制御/ 

トルク制御 

ﾄﾖﾀ自､ｽｽﾞｷ、本田

技研、ﾏﾂﾀﾞ、ﾃﾞﾝｿｰ 

各１件 

 

 

５件 

本田技研工業  ６件

トヨタ自動車   ５件

日産自、富士重工、

GM(米)、いすゞｾﾗﾐｯ

ｸｽ研、ﾐﾂﾊﾞ、日立 

         各１件 

17 件

トヨタ自動車  ４件 

本田技研工業  ３件 

日産自動車  １件 

 

 

        

８件 

ﾏﾂﾀﾞ、ﾄﾖﾀ自 

各１件 

 

２件
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1.5 サイテーション分析 

抽出された特許 1,832 件について、特許の引用および被引用状況を調査し被引用例の

多い特許を抽出する。さらに、抽出された特許群の被引用および引用特許群を個別に時系

列的展開して被引用例の多い抽出特許の技術的価値を個別評価する。 

 

1.5.1  サイテーション分析方法 

ハイブリッド電気自動車の制御技術の機械検索で収集された 2,946 件の抄録から純電

気自動車（EV）等のノイズを除去した 2,680 件の公報テキストデータベースを作成し、特

許情報検索システムを使用して、テキスト検索により、特許公報の従来技術項等に記載さ

れている引用特許番号や登録特許公報書誌事項参考文献欄に記載されている参考特許番号

を手掛かりにサイテーション分析を行った。従って、対象特許群は、全てハイブリッド電

気自動車に関する分野のみを対象としたものであり、その中で今回の解析対象となるハイ

ブリッド電気自動車の制御技術に関する特許 1,832 件とそれ以外の特許（装置特許等）と

の区分も容易である。 

サイテーション分析で得られた被引用回数を解析対象の全 1,832 件について行い、集

計しランキングした結果から、被引用回数の多い特許上位 12 件を同定した。 

これら 12 件の対象特許を個別にサイテーション分析した結果を時系列的に展開し、サ

イテーションの関連を図で示した。なお、図中には、引用特許の被引用サイテーション分

析結果および対象特許の遡及調査結果も併せて示すことにより、対象特許の技術的価値を

評価する際の一助にすることとした。 

 

1.5.2  被引用回数の調査 

表 1.5.2－1 に、解析対象の 1,832 件の被引用回数集計結果をもとに、上位 12 件を自

社および他社特許別に分けまとめて示す。被引用回数が最も多いのは、45 回の特開平 7-

123509（デンソー出願）であり、続いて、エクォス・リサーチとアイシン・エィ・ダブ

リュ共願の特許 3023653 の 40 件である。上位 12 件のうち、エクォス・リサーチ（アイシ

ン・エィ・ダブリュとの共願２件含む）の出願が７件とトヨタ自動車の３件、デンソーの

２件を数的には圧倒しており、エクォス・リサーチ特許の先行性を示す結果となっている。

全 12 件ともにトヨタグループからの出願であり、ハイブリッド電気自動車の制御技術に

関してトヨタグループが圧倒的に優位な立場を有しているのが推察される。なお、表

1.5.2－1 の 12 件の特許の｢技術の概要｣は、76～78 頁の表 1.5.3－1 を参照されたい。 

また、表 1.5.2－2 に被引用回数５件以上の特許 60 件について、出願人別に時系列展

開した結果をまとめた。トヨタ自動車の全出願件数 564 件に対して被引用回数５件以上の

特許 24 件（対出願件数比率；4.2％）に対して、エクォス・リサーチは 79 件／14 件

（17.7％）、本田技研工業は 204 件／５件（2.5％）、アイシン・エィ・ダブリュは 60 件／

６件（10.0％）、三菱自動車工業は 117 件／３件（2.6％）、デンソーは 82 件／３件

（3.7％）、日産自動車は 232 件／２件（0.9％）、日野自動車は 49 件／２件（4.1％）と

なっており、対出願件数比率で、エクォス・リサーチとアイシン・エィ・ダブリュ両社の

優位性が目立つ。 
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図 1.5.2 に被引用回数５件以上の特許 60 件の制御内容分析結果を示す。1990 年～2000

年に出願された全 1,832 件に関しては、585 件（29.0％）がシステム制御、1,431 件

（70.1％）が個別制御に関する出願であり、それと比較すると、個別制御に関する出願の

引例が若干ではあるが多そうである。システムおよび個別制御の内訳別に比較すると、シ

ステム制御では複数構成要素間の協調制御やその他のシステム制御に関する引例が多く、

個別制御ではエンジンと発電機の制御に関する出願の引例が多い傾向が認められる。 

 

表 1.5.2－1 被引用回数ランキング表 （上位 12 件） 

参照

番号 
公開番号 登録番号 出願人名称 

被引用 

回数 

自社 

特許数 

他社

特許数

1 特開平7-123509  デンソー 45 0 45

2 特開平9-100853 特許3023653 
エクォス・リサーチ 

アイシン・エィ・ダブリュ 
40 1 39

3 特開平9-046821 特許2973920 トヨタ自動車 40 0 40

4 特開平7-135701 特許3291871 エクォス・リサーチ 26 2 24

5 特開平09-47094 特許3063592 トヨタ自動車 21 16 5

6 特開平7-336810 特許3291916 エクォス・リサーチ 13 3 10

7 特開平9-117010 特許3132372 エクォス・リサーチ 13 0 13

8 特開平6-017727 特許2896951 エクォス・リサーチ 13 3 10

9 特開平10-238381  デンソー 12 0 12

10 特開平4-322105 特許2800451 トヨタ自動車 11 3 8

11 特開平8-317505  
エクォス・リサーチ 

アイシン・エィ・ダブリュ 
11 0 11

12 特開平9-117012 特許3171073 エクォス・リサーチ 11 0 11

 
 

表 1.5.2－2 被引用回数 5 件以上の特許 60 件の出願人と出願年推移のまとめ 

出願人名称 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 総計 
権利化 

内容 

累積引用

件数 

トヨタ自動車  2 3 5 2 6 5 1   24 19-3-2 197

エクォス・リサーチ   4 1 2 3     10 8-2-0 85

本田技研工業     1 3    1 5 2-3-0 36

エクォス・リサーチ 

アイシン・エィ・ダブリュ 
     4     4 2-2-0 71

三菱自動車工業  2 1        3 1-1-1 22

日本電装    1  1  1   3 0-1-2 66

アイシン・エィ・ダブリュ  1    1     2 1-1-0 63

日産自動車      1  1   2 1-1-0 11

日野自動車工業   1 1       2 1-0-1 13

スウォッチ グル－プ（ｽｲｽ）   1        1 1-0-0 6

ジヤトコ        1   1 0-1-0 7

マツダ    1       1 1-0-0 10

モト－ル自動車  1         1 0-1-0 5

スズキ          1 1 0-1-0 6

総  計  6 10 9 5 19 5 4  2 60  

権利化内容：存続権利-係続中ｰ放棄･取下の対象件数を示す。 
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図 1.5.2 被引用回数５件以上の特許 60 件の制御内容分析結果 

 

（１）システムと個別制御 

 

 

 

 

（２）システム制御 23 件の制御内容内訳 

 

 

 

 

 

 

（３）個別制御 47 件の要素制御内訳 
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1.5.3  抽出された特許のサイテーション分析 

抽出された 12 件の特許の内訳を表 1.5.3 に示す。表中には、参照番号がふってあるの

で参照されたい。 

12 件中 11 件はパラレルハイブリッド（PHEV）システムに関するものであり、内９件は

パワースプリット型パラレルハイブリッドに関する制御技術である。シリーズハイブリッ

ド（SHEV）に関する特許は No.10 のトヨタ自動車出願の１件のみである。 

 
表 1.5.3 被引用回数ランキング上位 12 件の内訳（1/5） 

参照

番号 
書誌事項 目的と構成 説明図 制御の概要 

1 (特許番号) 

特開平07-123509 

(出願日) 

94.08.19 

(発明の名称) 

内燃機関用発電電

動機の制御装置 

(出願人) 

デンソー 

(発明者) 

村川 隆二 

八木 豊児 

田代 宏 

【目的】蓄電手段の過充電や容量不足

を防止できる発電電動機制御装置。 

【構成】制御手段４は車両状態に基づ

いて算出した回生可能電力量と蓄電手

段８の現在の容量との合計が所定の基

準容量より小さいときに発電電動機３

の発電動作を制御し、蓄電手段８の容

量が車両補機駆動に必要な所定の最小

現在容量より低下しない範囲内で発電

電動機３の電動トルク付与動作を行

う。さらに、制御手段４はブレ－キペ

ダルの有効踏量の変化に正の相関を有

して連続変化する回生電力で発電電動

機３を発電動作させ、車両状態に基づ

いて算出した回生可能電力と蓄電手段

の現在の容量との合計が所定の最小容

量値より大きいときにトルク付与を行

う。 

 PHEV制御法であ

り、エンジンと

トルク授受を行

う発電電動機の

制御装置に関す

るもので、バッ

テリーの過充電

や容量不足を防

止するためのも

のである。 

2 (特許番号) 

特許3023653 

(出願日) 

95.10.06 

(発明の名称) 

ハイブリッド車両 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

アイシン・エィ・ダブリュ 

(発明者) 

山口 幸蔵 

久田 秀樹 

小島 博幸 

【目的】発電機の回転を固定制御した

後に固定解除する際に、エンジンから

の伝達トルクに対して逆トルクを付与

させることにより、ブレ－キ開放時の

急激な回転数変化による機械的電気的

シヨツクを低減する。 

【構成】発電機ブレ－キ28を開放する

際に、エンジン11から発電機16へ伝達

されるトルクTEGを推定し、得られた

トルクTEGを積分成分出力Tiとして発

電機制御装置44へ供給する。これによ

り回転数制御動作でTi＝TEGとされ

る。一方発電機ブレ－キ28係合時には

回転数指令値＝０、実回転数＝０であ

るため、エンジン11からのトルクに対

し、逆向きに同じ大きさのトルクが発

電機16に発生する。次に電磁バルブ54

にソレノイドOFF信号を出力しブレ－

キ28が開放される。そして発電機16の

実回転数は目標回転数に重なって変化

する。ブレ－キ28を解除前に発電機16

にトルクが加わるので、ブレ－キ28を

解除しても急激な回転数の変化は生じ

ない。 

 遊星歯車装置を

有するパワース

ピリット型PHEV

において、発電

機ブレーキ開放

時に生じるエン

ジンや発電機の

回転数の急変動

を抑制する制御

法。 
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表 1.5.3 被引用回数ランキング上位 12 件の内訳（2/5） 

参照

番号 
書誌事項 目的と構成 説明図 制御の概要 

3 (特許番号) 

特許2973920 

(出願日) 

96.04.23 

(発明の名称) 

ハイブリッド電気

自動車  

(特許権者) 

トヨタ自動車 

(発明者) 

久保 馨 

【目的】エンジン動力を駆動輪と発電

機に差動的に分配するモ－ドから発電

機のみに分配するモ－ドへと移行でき

る手段（クラッチ）を備えることによ

り、停止中でもバッテリーを充電で

き、停止および低速走行時でも駆動輪

にモーター動力を供給できるようにす

る。 

【構成】エンジン28の出力トルクを発

電機24およびモ－ター10に分配する動

力分配機構38を設け、この動力分配機

構38とモ－ター10との間に順に制止機

構40およびクラツチ36を設ける。この

クラツチ36で動力分配機構38とモ－

ター10との連結と解除を行うことによ

り、エンジン28から駆動輪14に至る動

力伝達効率を車速によらず高い値に維

持することが可能となり、停止中でも

バツテリー18の充電を可能とすること

ができる。 

 パワースプリッ

ト型PHEVにおい

て、SHEVモード

とPHEVモードへ

のスムースな切

替を可能とする

クラッチを動力

分配機構とモー

ターとの間に介

在させる。 

4 (特許番号) 

特許3291871 

(出願日) 

93.11.10 

(発明の名称) 

ハイブリッド型 

車両 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

(発明者) 

山口 幸蔵 

【目的】エネルギー伝達効率を高くす

ることができ、走行状態が変わっても

エンジンを最大効率点で駆動すること

ができるハイブリッド型車両を提供す

る。 

【構成】エンジン11と、第１モ－ター

M１と、エンジン11の出力軸12に接続

された第２モ－ターM２と、少なくと

も第１、第２、第３の回転要素から成

るギヤユニツトとを有する。そして、

エンジン11および第２モ－ターM２に

よって発生させられた回転が第１の回

転要素に入力され、第１モ－ターM１

によって発生させられた回転が第２の

回転要素に入力され、ギヤユニツトの

出力軸16に伝達される回転が第３の回

転要素から出力される。また、車両が

停止状態から前進走行状態になる際に

おいてエンジン11が駆動されていると

きに、第１モ－ターM１は発電機とし

て使用可能とされる。従って、機械エ

ネルギーを電気エネルギーに変換する

必要がないので、エネルギー伝達効率

が高くなる。 

 パワースプリッ

ト型PHEVにおい

て、エンジン出

力軸から動力分

配機構に至る間

に発電、電動機

能を持つ複数の

発電電動機を配

置してエンジン

回転効率の向上

とエネルギー伝

達効率のアップ

を図る。 
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表 1.5.3 被引用回数ランキング上位 12 件の内訳（3/5） 

参照

番号 
書誌事項 目的と構成 説明図 制御の概要 

5 (特許番号) 

特許3063592 

(出願日) 

95.09.22 

(発明の名称) 

動力伝達装置およ

びその制御方法 

(特許権者) 

トヨタ自動車 

(発明者) 

山田 英治 

川端 康己 

宮谷 孝夫 

【目的】エンジン運転停止中でも、エ

ンジン出力軸に接続された補機を駆動

する動力を得る。 

【構成】エンジン50のクランクシャフ

ト56に連結された動力伝達装置20に

は、クラツチモ－ター30とアシストモ

－ター40とが設けられ、制御装置80に

より制御される。エンジン50のクラン

クシャフト56Bには、直接またはベル

ト102によりクランクシャフト56の回

転により駆動する冷却ポンプ104やP/S

ポンプ106等の補機が接続されてい

る。エンジン50の運転を停止し、バッ

テリー94に蓄えられた電力を用いてア

シストモ－ター40により駆動軸22を駆

動するときには、クランクシャフト56

が所定の回転数で回転するようクラツ

チモ－ター30によりクランクシャフト

56に回転トルクTSTを作用させる。こ

の結果、クランクシャフト56が回転

し、補機を駆動する動力が得られる。

 クラッチモー

ター、アシスト

モーターを動力

伝達装置に内蔵

したパワースプ

リット型PHEVに

おいて、エンジ

ン停止中にもク

ラッチモーター

の回転によりク

ランクシャフト

を回転させて補

機を駆動制御す

る。 

6 (特許番号) 

特許3291916 

(出願日) 

94.06.06 

(発明の名称) 

ハイブリッド型 

車両 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

(発明者) 

諸戸 脩三 

山口 幸蔵 

【目的】加速時等大トルク必要時にエ

ンジンの回転数を増加すると共にトル

ク調整手段をトルク増大状態に切替え

ることにより、低速走行時に要求され

る急加速への対応を可能とする。 

【構成】モ－ター６をエンジン２の出

力軸１に連繋し、エンジン２の動力を

補助するようになっている。出力軸１

にはコントロ－ラSによって制御され

るトルク調整手段Ｔが設けられ、通常

走行時、高効率・低公害の出力範囲で

運転するエンジン２の出力をジエネレ

－タ15と出力軸１bに伝達するが、大

トルクが必要時にはジエネレ－タ15の

発電を停止し、トルクを増大するため

エンジンの回転数を増大して出力軸１

bへの出力を増加させる。これによ

り、低速走行時に要求される急加速に

も対応できる一方、通常走行時にエン

ジンを高効率で使用できるため、モ－

ターおよびジエネレタの小型・軽量化

が図れる。 

 パワースプリッ

ト型PHEVにおい

て、大トルクが

必要な際にエン

ジンの回転数を

増加すると共に

トルク調整手段

をトルク増大状

態に切り替える

ことにより、発

電機、モー

ター、バッテ

リー負荷を軽減

し小型軽量化を

図る。 

7 (特許番号) 

特許3132372 

(出願日) 

95.10.14 

(発明の名称) 

ハイブリッド車両

及びハイブリッド

車両の制御方法 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

(発明者) 

山口 幸蔵 

久田 秀樹 

【目的】ハイブリッド車両の電力効率

の向上と、エンジンの駆動効率の向上

を図る。 

【構成】エンジン11と、発電機16と、

出力軸14とをプラネタリギヤユニツト

13を介して連結し、出力軸14に電気モ

－ター25のトルクを出力する構成とす

る。この場合、エンジン回転数制御手

段は、エンジン11が最高効率領域で駆

動するように回転数を制御し、発電機

制御手段は、走行状態に応じて、発電

機16を、発電機として駆動させて電力

を蓄え、あるいはモ－ターとして駆動

させて電力を消費することにより、バ

ツテリ－の充電量を調整する。これに

より、エンジン11は、高効率領域で駆

動することがき、バツテリ－は過充電

や、充電量の不足を起こすことなく、

電力効率が向上する。 

 パワースプリッ

ト型PHEVにおい

て、エンジン回

転数制御手段で

エンジンを最高

効率回転数領域

で駆動制御し、

発電機制御手段

で、走行状態に

応じて発電機あ

るいはモーター

として充電駆動

させることによ

りバツテリ－充

電量を調整す

る。 
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表 1.5.3 被引用回数ランキング上位 12 件の内訳（4/5） 

参照

番号 
書誌事項 目的と構成 説明図 制御の概要 

8 (特許番号) 

特許2896951 

(出願日) 

92.07.02 

(発明の名称) 

ハイブリッド型 

車両 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

(発明者) 

山口 幸蔵 

【目的】モ－ター単独走行中にエンジ

ンを始動する場合、シヨツクのない安

定した走行が可能なハイブリッド型自

動車を提供する。 

【構成】エンジンを始動するため、時

刻t１にクラツチON信号を出力した

後、エンジンの回転数NEがNE1になる

と、モ－タートルク指令値IMをIM０か

らIM１にする。そして、例えば500rpm

のエンジン始動回転数NE３になると、

エンジンコントロ－ラに対してイグニ

ツシヨン等のON信号を供給する。これ

によりエンジンが始動するが、モ－

タートルク電流はIM１にされているの

で、出力軸の出力トルクの落ち込みに

よるシヨツクが防止される。さらに、

回転数NEがNE２－△NE２になると、ク

ラツチＣの動摩擦係数が大きくなるの

で、IM１からIM２にする。そして、回

転数NEがNE２になると、クラツチCの

係合終了と判断し、IMをエンジン始動

開始前の値IM０に戻す。 

 駆動系にクラッ

チを組み込んだ

PHEVにおいて、

モーター駆動か

らエンジン併用

駆動に移行する

過程で、クラッ

チを接続してエ

ンジンを再始動

する際の駆動系

トルクの落ち込

みをモーター発

生トルク制御で

補正する。 

9 (特許番号) 

特開平10-238381 

(出願日) 

97.02.25 

(発明の名称) 

ハイブリッド車 

制御装置 

(出願人) 

デンソー 

(発明者) 

藤田 浩 

沢田 武志 

辻 浩也 

江上 常幸 

【目的】車両制動時における蓄電装置

の過充電を抑制し、蓄電装置の保護を

図る。￡動力変換、燃料噴射量、充電

状態検出、通電制御 

【構成】ハイブリッド車は、エンジン

１と、第１および第２の回転電機

2000，3000を含む動力伝達手段12と、

回転電機2000，3000を駆動するインバ

－タ装置14と、蓄電装置15と、エンジ

ン１の燃料噴射制御を実施するエンジ

ン制御装置13と、エンジン制御装置13

に対してトルク制御量を指令すると共

にインバ－タ装置14の駆動を制御する

ハイブリッド制御装置16とを備える。

エンジン制御装置13は、エンジン１の

トルク制御量が負の値であることか

ら、車両が制動状態にあることを検出

し、その車両制動時において燃料カツ

トを実施すると共に、エンジン排気管

18に配設された触媒19のヒ－タ19aに

蓄電装置15から電力を供給してヒ－タ

19aを通電加熱させる。このとき、第

１および第２の回転電機2000，3000並

びにヒ－タ19aにより余剰エネルギー

が消費されることになる。 

 エンジン回転軸

に直結した回転

発電電動機と車

輪駆動軸に直結

した回転発電電

動機を電磁的に

結合した動力伝

達手段を有する

PHEV制御法であ

り、バッテリー

の過充電防止の

ために余発電電

力を触媒加熱等

に用いる。 
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表 1.5.3 被引用回数ランキング上位 12 件の内訳（5/5） 

参照

番号 
書誌事項 目的と構成 説明図 制御の概要 

10 (特許番号) 

特許2800451 

(出願日) 

91.04.19 

(発明の名称) 

回生エネルギ－ 

吸収装置  

(特許権者) 

トヨタ自動車 

(発明者) 

佐々木 正一 

【目的】ハイブリッド自動車において

過大な回生エネルギ－が発生した場合

にこれを効果的に吸収する。 

【構成】電子制御ユニツト４が，ブレ

－キスイツチ９からの信号により回生

制動時であることを検出する。そし

て、回生制動時には、インバ－タ６を

制御して、モ－ター７において発生す

る回生エネルギ－をバツテリー５の充

電に用いるが、バツテリー５の電圧を

電圧計12によつて検出する。これが所

定値以上であつた場合には，エンジン

１への燃料供給を停止させると共にイ

ンバ－タ３を動作させ，回生エネルギ

－によってジエネレ－タ２をエンジン

１を負荷として回転するモ－ターとし

て動作させ，これによって回生エネル

ギ－を吸収する。 

 SHEVの回生制動

電力がバッテ

リー許容電圧以

上の時、エンジ

ンを停止させ発

電機をモーター

として動作させ

ることにより、

余剰回生エネル

ギーを吸収させ

ることにより、

バッテリー、イ

ンバーターの小

型化を図る。 

11 (特許番号) 

特開平08-317505 

(出願日) 

95.05.18 

(発明の名称) 

ハイブリッド車両 

(出願人) 

エクォス・リサーチ 

アイシン・エィ・ダブリュ 

(発明者) 
山口 幸蔵 

峰沢 幸弘 

【目的】燃費を向上させると共に排気

ガスを低減しながら、バツテリーの過

充電を防止することができるようにす

る。 

【構成】アクセルセンサ48によつて検

出されるアクセル開度が０％の場合

に、バツテリー残量が所定値を越えて

いるときにはエンジン１に送られるヒ

ユ－エルがカツトされ、エンジン１が

停止する。アクセル開度が０％の場合

に、バツテリー残量が所定値以下のと

きには、エンジン１は、エンジン効率

の良い領域で駆動され、このエンジン

１の発電電力によつてバツテリーが充

電される。 

 クラッチを介し

てエンジンと

モーターが連結

されているﾊﾟﾜｰｽ

ﾌﾟﾘｯﾄ型PHEVにお

いて、アクセル

開度とバッテ

リー残量に応じ

てエンジン運転

状況を最効率制

御する。 

12 (特許番号) 

特許3171073 

(出願日) 

95.10.20 

(発明の名称) 

ハイブリッド型 

車両 

(特許権者) 

エクォス・リサーチ 

(発明者) 

山口 幸蔵 

久田 秀樹 

【目的】発電機の電動機動作によりエ

ンジンの回転がアイドリング回転数に

ほぼ達した後にエンジンに燃料供給お

よび点火動作を開始し、その後、発電

機の電動機としての作動を解除するこ

とにより、エンジン始動時のガタツキ

音や振動の発生を少なくする。 

【構成】車両制御装置101は、例え

ば、車速Ｖが速度基準値以下の場合に

は、電気モ－ターだけを単独駆動に切

替えるために、またはブレ－キが踏み

込まれた場合には、回生制動のため

に、エンジン106を停止させたりする

制御信号を各々の制御装置に出力す

る。エンジン制御装置105は、エンジ

ン106への燃料供給状態や点火動作等

のタイミングを制御する。即ち、車両

制御装置101がエンジン106を始動すべ

きと判断した場合には、発電機の電動

機108動作によりエンジン106の回転が

アイドリング回転数にほぼ達した後

に、車両制御装置101からのON情報に

基づいて燃料供給および点火動作を開

始する。 

 ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型

PHEVにおいて、

エンジン再始動

時に発電機の電

動機動作により

エンジン回転数

がアイドリング

回転数に達した

後にエンジンへ

の燃料供給と点

火動作を開始

し、その後、発

電機の電動機と

しての作動を解

除し、エンジン

始動時の振動発

生を軽減する。
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図 1.5.3－1～1.5.3－8 にハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日本出願特許の

サイテーション分析結果を被引用、引用併せて概観した結果を示した。なお、抽出対象特

許については、その最新公報番号と出願人名を記載した。 

なお、図中実線で囲った領域が対象特許の引用特許群を示している。なお、特許番号

に括弧を付けているものは、技術範囲外（ではあるが、ハイブリッド電気自動車関連の）

特許であることを意味する。 

引用特許群は同一技術要素や制御分野に関する集中出願も多いため、一連の集中出願

特許群の概要を図中にコメントとして表示している。また、引用特許に属する特許から派

生する二次引用特許群も同図中に示し、特許（技術）の拡がりを展望できるようにした。

なお、二次引用特許群は破線矢印と破線囲み枠で囲い一次引用特許群と区別してある。 

図 1.5.3－1 に、デンソーから出願された特開平７-123509（優先権主張：1993.09.02

出願：現在審査手続き中）のサイテーション分析結果を示す。 

本公開特許はパラレルハイブリッド車のエンジンとトルク授受を行う発電電動機の制

御装置に関するものであり、バッテリーの放充電マネジメントに関する基本特許である。

本特許が引用している日産自動車出願の特開昭 61-38161 には、既にエンジンにトルク授

受可能に連結される発電電動機により､エンジン始動時や加速時にエンジンにトルクを付

与し、車両制動時に電力回生を行うエンジンの始動充電装置が開示されているが、デン

ソー出願特許は、それに車速情報とバッテリーの充放電量検出によるフィードフォワード

制御を加えてパラレルハイブリッド車において常に適正なバッテリー充電状態を確保し装

置劣化防止と燃費向上を狙ったものである。本特許は、本田技研の車速に連動したスー

パーキャパシタ充放電最適化制御に関する多数の出願（40 件）と日立ユニシアオートモ

ティブのＣＶＴ変速機の発電電動機最適化制御に関する特許 3 件等に引用されている。 

本特許を引用した特許 3132372（No.７:エクォス・リサーチ：1995.10.14 出願）は今

回のサイテーション分析で 13 件の引用特許が見つかっており、そのサイテーション結果

も、同図中に併せて示した。本特許は、パワースプリット式パラレルハイブリッド車を対

象に走行状況に応じてエンジン回転数と発電電動機の発電充電状態を制御して燃費効率の

最適化を図ることを目的としたものであり、ダイハツ工業のエンジン回転数の可変制御に

関する集中出願（12 件）に引用されている。 
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図 1.5.3－1 特開平 7-123509（No.1）と特許 3132372（No.7）のサイテーション分析結果 

 
特開昭61-38161(日産自動車)

特開平7-123509（デンソー） No.1
蓄電手段の過充電や容量不足の防止可能な発
電電動機の制御装置

No.７
特許3132372(ｴｸｵｽ･ﾘｻｰﾁ）

エンジン、発電機、プラネタリギヤユニツ
ト、電気モ－タからなる駆動力合成分配シス
テムで、エンジン回転数を最高効率領域で駆
動するように制御しつつ発電機とモ－タで充
放電を制御してバツテリ－の充電量を制御す
る

特許2994590（本田技研）
車両の加減速状態をエンジンスロツトル弁開
度の変化速度や車速に基づき検出し、フアジ
－推論によりモ－タの動作状態を決定し、モ
－タによりエンジンの出力を補助したり、モ
－タの回生動作を行う

特開平11-220810（本田技研） 特許3214437(トヨタ自動車）

特開平11-220811（本田技研）

特許3300294（本田技研）

特開2000-170569（本田技研）

特許3300295（本田技研）

特開2000-170570（本田技研）

特開2000-184507（本田技研）

(特開2000-1845099（本田技研）)

特開2000-197207（本田技研）
ホンダ技研：
ス－パキヤパシタの残容量、放電量積算値、
車速に応じて減速回生量を制御し、電池劣化
を防止等

特開2000-309226（日立ﾕﾆｼｱ） 特開2001-69606（本田技研） (特開平2001-73806(ﾀﾞｲﾊﾂ工業）)

特開2000-324602（本田技研） 特開2001-82218（本田技研） (特開平2001-82198(ﾀﾞｲﾊﾂ工業）)

特開2000-324606（日立ﾕﾆｼｱ） 特開2001-86602（本田技研） 特開平2001-82203(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)

特開2000-324608（日立ﾕﾆｼｱ） 特許3300307（本田技研) 特開平2001-82205(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)

特開2001-45608（本田技研） (特開2001-103612（本田技研）) 特開平2001-86603(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)

特開2001-45609（本田技研） 特開2001-103613（本田技研） (特開平2001-95106(ﾀﾞｲﾊﾂ工業))

特許3300304（本田技研) (特開2001-107764（本田技研）) 特開平2001-103609(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)

特開2001-54204（本田技研） (特開2001-107765（本田技研）) (特開平2001-112110(ﾀﾞｲﾊﾂ工業))

特開2001-54206（本田技研） 特開2001-112105（本田技研） 特開平2001-171369(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)

特許3248891（本田技研) 特開2001-112111（本田技研） (特開平2001-177904(ﾀﾞｲﾊﾂ工業))

特開2001-57707（本田技研） 特許3300312（本田技研)

特開2001-57708（本田技研） 特開2001-128310（本田技研）

特開2001-57709（本田技研） 特開2001-128311（本田技研）

特開2001-61204（本田技研） (特開2001-132512（本田技研）)

特開2001-65437（本田技研） 特開2001-177910（本田技研）

特開2001-69601（本田技研） 特開2001-177911（本田技研）

特開2001-327006（本田技研） (特開平2001-197607(ﾀﾞｲﾊﾂ工業))

特開2001-333505（本田技研） 特開平2001-207886(ﾀﾞｲﾊﾂ工業)
日立ﾕﾆｼｱ：
ｴﾝｼﾞﾝ出力軸と変速機入力軸間に発電電動機を
備えた発電電動ﾕﾆｯﾄと電力供給電源とｴﾈﾙｷﾞﾏ
ﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ制御ﾕﾆｯﾄで構成

ﾀﾞｲﾊﾂ工業：
ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電量に応じてｴﾝｼﾞﾝ始動･終了回転数
範囲を可変させ過充電によるバツテリの損傷
を防止

特開平2001-355482（三菱自動車）

1998

1999

2000

～1992

1993

1995

1996
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図 1.5.3－2 に、エクォス・リサーチとアイシン・エィ・ダブリュが共願した特許

3023653（No.２:1995.10.06 出願）のサイテーション分析結果を示す。本特許は、遊星歯

車方式パワースプリット型パラレルハイブリッド車において発電機ブレーキ開放時に生じ

るエンジンや発電機の回転数急変動を抑制するための制御法に関するものであり、ブレー

キ開放時の機械的電気的ショックの低減を目的としたものである。本特許を引用している

40 件中 39 件は富士重工業からの 1998 年の集中出願であり、遊星ギア－ＣＶＴ変速デフ

に組み込んだ複数発電電動機とエンジンとの協調制御に関するものとなっている。 

これら富士重工業出願の特許群は同時に、トヨタ自動車出願の特許 2973920（No.

３:1996.04.23 出願）を引用している。トヨタ特許は、パワースプリット型パラレルハイ

ブリッド車において、シリーズからパラレルモードへのスムースな切替えを可能とするク

ラッチを動力分配機構とモーター間に介在させたところに特徴がある。これら２特許は、

いずれもエンジン、発電機、動力分配機構、場合によりさらに変速機構、モーター間のダ

イナミック協調制御に関する特許であり、パワースプリット型パラレルハイブリッド車の

根幹技術に関する出願であるといえる。 

上記 No.２、３の特許を遡及すると、ダイハツ工業が 1980 年に米国に出願し、その後

日本に出願し公開された特開昭 56-132102 とフォルクスワーゲンがドイツで出願し、その

後米国で出願登録された US4533011 が現在主流のパラレルハイブリッド技術に繋がる基本

特許の一つと考えられる。 
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図 1.5.3－2 特許（NO.2）および特許 2973920（No.3）のサイテーション分析結果 

 
 

～1979
1970 1968

US375220(Robert Bosch) 特公昭47-31773(日産自動車） 特開昭48-49115

1973 特開昭50-85019 特開昭50-30223
特開昭50-30223（トヨタ自動車）

1979DE出願

US4533011(Volkswagen)
ｴﾝｼﾞﾝ、第1ｸﾗｯﾁ、発電電動機、第2ｸ
ﾗｯﾁから構成されるPHEV

1980
1980.2米国出願 特開昭55-157901
特開昭56-132102（ﾀﾞｲﾊﾂ工業） US3566717
PHEVにおいてエンジン許容トルク
範囲でのみ運転させ、それ以外では
モーター出力で補充する

1983
特開昭59-63901(ﾀﾞｲﾊﾂ工業）

特開昭59-204402(日産自動車）
1985

特開昭62-104403（いすゞ自動車） 特開平5-305822
1992

特開平5-319110(ｴｸｫｽ・ﾘｻｰﾁ） 特開平6-17727
特開平5-284608

特許3044962（トヨタ自動車）

特許3291916(ｴｸｫｽ・ﾘｻｰﾁ）

1995
特許3023653
(ｴｸｫｽ・ﾘｻｰﾁ

ｱｲｼﾝ・ｴｨ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ） No.２
ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄPHEVにおいて、発電機
ﾌﾞﾚｰｷ開放時にｴﾝｼﾞﾝ側に逆ﾄﾙｸを出力
するように発電機制御を行い、ｴﾝｼﾞ
ﾝ、発電機の急激な回転数変化を防止

1996
特許2973920（トヨタ自動車） No.３
ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型PHEVにおいて、
SHEV～PHEVﾓｰﾄﾞへのｽﾑｰｽな切替
えを行うｸﾗｯﾁを内臓

1997

特開平11-189053（富士重工）
富士重工：遊星ｷﾞｱCVT変速デフに
組み込んだ複数モ－タとエンジンを
最適に組みあわせ制御

1998
特開平11-198668（富士重工） 特開2000-156914（富士重工） 特許3172490(日立）

特開平11-198669（富士重工） 特開2000-156915（富士重工）

特開平11-198670（富士重工） 特開2000-156917（富士重工）

特開平11-217024（富士重工） 特開平2000-156918（富士重工）

特開平11-217025（富士重工） 特開平2000-166001（富士重工）

特開2000-152412（富士重工） 特開平2000-166010（富士重工）

特開2000-152413（富士重工） 特開平2000-166011（富士重工）

特開2000-152414（富士重工） 特開平2000-166012（富士重工）

特開2000-152415（富士重工） 特開平2000-166013（富士重工）

特開2000-152416（富士重工） 特開平2000-166014（富士重工）

特開2000-156903（富士重工） 特開平2000-166015（富士重工）

特開2000-156906（富士重工） 特開平2000-166016（富士重工）

特開2000-156907（富士重工） 特開平2000-166017（富士重工）

特開2000-156908(富士重工） 特開平2000-166018（富士重工）

特開2000-156909（富士重工） 特開平2000-166019（富士重工）

特開2000-156910（富士重工） 特開平2000-166020（富士重工）

特開2000-156911（富士重工） 特開平2000-166021（富士重工）

特開2000-156912（富士重工） 特開平2000-166024（富士重工）

特開2000-156913（富士重工）
1999

特開2000-295711(富士重工)
2000

特開2002-195065（ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ）

(特開2001-206086(富士重工))

特開2001-206087(富士重工)

特開2001-206088(富士重工)
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図 1.5.3－3 に、エクォス・リサーチが出願した特許 3291871（No.4:1993.11.10 出

願）のサイテーション分析結果を示す。同図中には、一次サイテーション対象特許として

抽出されたエクォス・リサーチ出願の特許 3132372（No.７）およびデンソー出願の特開

平 10-238381（No.９）も含まれている。一次､二次サイテーション結果を総合すると、本

特許 No.４は、現在に至るまで、特にパラレルハイブリッド制御技術の分野で多くの影響

力を与えている特許であると推定される。本特許は、パワースプリット型パラレルハイブ

リッド車のエンジンから動力分配軸に至る間に複数発電電動機を配置し、走行状態に応じ

た適正なエンジン駆動、発電、電動駆動を組み併せ協調制御することにより、エネルギー

伝達効率を上げ燃費効率を改善することを狙ったものである。ハード構成自体は、遡及結

果からもわかるように 1970 年代に出願されているが、本特許はそれにダイナミックな協

調制御を組合せたところに特徴がある。 

デンソーから出願された特開平 10-238381（ No.９）はパラレルハイブリッド車

（PHEV）のエンジン回転軸に直結した回転発電電動機と車輪駆動軸に直結した回転発電電

動機を電磁的に結合した動力伝達装置においてバッテリーの過充電防止のために余剰発電

電力を触媒加熱等の加熱に利用するものであり、1999 年から 2000 年にかけてのダイハツ

工業からの一連の集中出願に引用されている。 
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図 1.5.3－3 特許 3291871（No.4）および特開平 10-238381（No.9）のサイテーション分析結

果 

 
 

優US198002 DE2309680 US1515322
特開昭56-132102 DE2501386 US1780150
（ﾀﾞｲﾊﾂ工業） DE2717256 US1671033

US4099589等 US1870076等

特開昭59-63901 US4533011 特公昭50-18136 特開昭62-104403

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 VOLKSWAGEN TRW INC.(US) SHEV例
制御ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ故障時
に機械的手段で操作
可能とする

ｴﾝｼﾞﾝ、第1ｸﾗｯﾁ、発
電電動機、第2ｸﾗｯﾁ
構成で駆動制御され
るPHEV

発電機､ﾓｰﾀｰによるｴ
ﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ加減調整制
御ｼｽﾃﾑと装置

1993
特許3291871 No.4 実開平2-7702
(ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ） 東芝

1995
特許3132372 No.７ 特許3173319
ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 図1.5.3-1参照 ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

1996
特許3097734 (特許3097572) 特許3249401 特許3191705 特許3055028 特許3191705 (特許3097572)
デンソー トヨタ自動車 デンソー トヨタ自動車 デンソー トヨタ自動車 トヨタ自動車

特許3055027 特許3211699 特許3055028 特許3249401 特許3191705 特許3050141
デンソー トヨタ自動車 デンソー デンソー トヨタ自動車 トヨタ自動車

特開平10-951 特開平10-191507 特許3050125 特許3206444 特許3050125
トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車

特許3050141 特許3052844 特許3050138 特許3055027
トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車 デンソー

1997
特開平10-196427 特許3171143 特開平11-41707 (特許3262046)
トヨタ自動車 デンソー デンソー トヨタ自動車

特許3257486 特開平11-6449 特開平11-113104

トヨタ自動車 デンソー デンソー

特許3211702 特開平11-13505 特許3257480
デンソー デンソー トヨタ自動車

特許3104632 特許3294532 特開平10-238381

デンソー デンソー デンソー

1998
(特開2000-50415) 特許3168990 (特許3055535) 特開2000-23310 特開2000-92613

デンソー デンソー デンソー ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 日立製作所

(特許3055535) (特開2000-50415) 特開2000-199420

デンソー デンソー トヨタ自動車

特開2000-92613 No.9 特開2000-125413

日立製作所 トヨタ自動車

特開平11-332018

トヨタ自動車

特開2000-199420 特開2000-232703

トヨタ自動車 日立製作所
1999

特開2000-232703 (特開2001-95106) 特開2001-103609 特開2001-260699

日立製作所 ﾀﾞｲﾊﾂ工業 ﾀﾞｲﾊﾂ工業 トヨタ自動車

特開2001-69605 (特開2001-112110) 特開2001-86603 特開2001-69605
日立製作所 ﾀﾞｲﾊﾂ工業 ﾀﾞｲﾊﾂ工業 日立製作所

特開2001-171369 特開2001-82205
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 ﾀﾞｲﾊﾂ工業

(特開2001-177904) 特開2001-82203
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 ﾀﾞｲﾊﾂ工業

(特開2001-82198) (特開2001-73806)

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 ﾀﾞｲﾊﾂ工業
2000

特開2001-309507 (特開2001-197607) 特開2001-260699 特開2001-339805 特開2001-309507

ｱｲｼﾝ・ｴｲ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ ﾀﾞｲﾊﾂ工業 トヨタ自動車 ｱｲｼﾝ・ｴｲ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ ｱｲｼﾝ・ｴｲ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

特開2001-207886 特開2002-199504 特開2002-199508

ﾀﾞｲﾊﾂ工業 トヨタ自動車 ｱｲｼﾝ・ｴｲ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

特開2002-46492 特開2002-51401
トヨタ自動車 トヨタ自動車

特開2002-47966 特開2002-51407
トヨタ自動車 トヨタ自動車

車載ｺﾝｯﾋﾟｭｰﾀｰによ
るｴﾝｼﾞﾝ、ﾓｰﾀｰ協調
制御ｼｽﾃﾑ

ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型PHEVにおいて、ｴﾝｼﾞﾝから動力分
配機構間に複数の発電電動機を配置しｼｽﾃﾑ制御
を行う

発電機､ﾓｰﾀｰ回転子をｴﾝｼﾞﾝ
駆動軸、車輪駆動軸に接続

ｴﾝｼﾞﾝ、車両駆動軸に直結
された回転発電電動機を電
磁的に結合しﾊﾞｯﾃﾘｰ余剰
電力を触媒加熱etc.に活用
する
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図 1.5.3－4 に、トヨタ自動車が出願した特許 3063592（No.5:1995.9.22 出願）のサイ

テーション分析結果を示す。本特許は、クラッチモーターとアシストモーターをエンジン

動力伝達系に組み込み、エンジン停止中にもクラッチモーターの回転駆動でエンジンクラ

ンクシャフトを介して油圧系等の補機運転を常時可能とするものである。引用特許 21 件

中、自社特許への引用が 16 件と多く、他社引用も、デンソーに限られており、本特許技

術分野はトヨタグループが独占している状況にある。 

 

図 1.5.3－4 特許 3063592（No.5）のサイテーション分析結果 

 

図 1.5.3－5 に、エクォス・リサーチが出願した特許 3291916（No.6:1994.06 出願）の

サイテーション分析結果を示す。本特許を直接引用している特許群は 13 件であり、内訳

は、トヨタ自動車が５件、マツダが４件、エクォス・リサーチの自社引用が３件である。 

本特許は、パワースプリット型パラレルハイブリッド車において、大トルクが必要な

急加速時等でエンジン回転数とトルクを同時に増大させる手段を付加することにより、発

電機、電動機、バッテリーへの負荷を低減させようとするものである。二次引用特許も含

めると主体はトヨタ自動車を核としたトヨタグループであるが、それ以外に、日立製作所

からの出願での引用が目を引く。 

 

1977.04

特開昭53-133814

川崎重工

電磁継手によるﾄﾙｸ伝達
と回生電力利用

1995.1

(特開平8-251710) 特開昭60-1069

デンソー SHEV

1995
特許3063592

トヨタ自動車

1996

特許3055027 特許3249401 特許3055028

デンソー デンソー デンソー

特許3191705

トヨタ自動車

1997
特開平11-6449 特許3099769

デンソー トヨタ自動車

1998
特許3168990 特開平11-332020 (特開2000-152418) (特許3055535)

デンソー トヨタ自動車 トヨタ自動車 デンソー

(特開平11-234808) 特開2000-13912 特開平11-332021 (特開2000-50415)

トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車 デンソー

特開平11-299007 特開2000-37004

トヨタ自動車 トヨタ自動車

1999
特開2000-225861 特開2000-343964 特開2001-113967 (特開2000-270492)

トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車 デンソー

特開2000-227035 特開2000-346187

トヨタ自動車 トヨタ自動車

特開2000-324615 特開2001-112112

トヨタ自動車 トヨタ自動車

2000
特開2001-320806 特開2000-46507

トヨタ自動車 マツダ

ｸﾗｯﾁﾓｰﾀｰ,ｱｼｽﾄﾓｰﾀｰを動力伝達装置に内蔵したﾊﾟﾜｰｽ
ﾌﾟﾘｯﾄ型PHEVで、ｴﾝｼﾞﾝ停止時にもｸﾗｯﾁﾓｰﾀｰそしてｸ
ﾗﾝｸｼｬﾌﾄを回転させて補機を稼動させる
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図 1.5.3－5 特許 3291916（No.6）のサイテーション分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1.5.3－6 に、エクォス・リサーチが出願した特許 2896951（No.8:1992.07 出願）の

サイテーション分析結果を示す。13 件中で三菱自動車が５件、トヨタ自動車が４件、自

社特許で３件、スズキ１件である。本特許は、駆動系にクラッチを組み込んだパラレルハ

イブリッド車でクラッチを接続してエンジンを再始動する際の駆動系トルクの落ち込みを

1969.03 1975.03

US3566717 特開昭50-30223 US1980.02 DE1979.10

TRW Inc. トヨタ自動車 特開昭56-132102 US4533011

ダイハツ工業 Volkswagen

1982.10

特開昭59-63901

1992.04 1992.05 ダイハツ工業 1992.07

特開平5-305822 特開平5-319110 特開平6-17727

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ
遊星歯車変速系に配
置したﾜﾝｳｪｲｸﾗｯﾁを
ﾌﾘｰとする

ﾜﾝｳｪｲｸﾗｯﾁによるｴﾝ
ｼﾞﾝ出力軸回転制御

ｼｮｯｸの無いｸﾗｯﾁ接
合ｴﾝｼﾞﾝ始動法

1994
特許3291916

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

1995

特許3173319

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

特許2973920 図1.5.3-2へ（40件）

トヨタ自動車

特許3167607

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

1996
特開平10-23606 特許3050125 3件

日立製作所 トヨタ自動車

特許3050125 特許3050141 5件

トヨタ自動車 トヨタ自動車

特許3050141 (特許3097572)

トヨタ自動車 トヨタ自動車

(特許3097572)

トヨタ自動車

1997
特開平11-41709 特許3257486

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ トヨタ自動車

特許3292116

トヨタ自動車

1998
特開2000-92613 特開平11-332018 (特開2000-23310)

日立製作所 トヨタ自動車 ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

特開2000-125413 特開2000-199420

トヨタ自動車 トヨタ自動車

1999
特開2000-274268 特開2001-164970 特開2000-232703

マツダ トヨタ自動車 日立製作所

マツダ 日立製作所

特開2000-274270

マツダ

2000

特開2001-263148 特開2001-309507 特開2001-260699 特開2001-339805

マツダ ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ トヨタ自動車 ｱｲｼﾝ・ｴｨ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

特開2002-199508

ｱｲｼﾝ・ｴｨ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

ダイハツ工業

ｴﾝｼﾞﾝ補助動力とし
て電動機利用

ｸﾗｯﾁ、遊星歯車を組
み合わせた走行ﾓｰﾄﾞ
切替

ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄ型PHEVにおいて、大ﾄﾙｸが必要な時、ｴﾝｼﾞﾝ回転とﾄﾙｸを同時に増大する調整手
段を設けることにより、発電、ﾓｰﾀｰ、ﾊﾞｯﾃﾘｰ負担を低減

特開2000-274269 特開2001-69605
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モーター発生トルクで補償し走行ショックを防止したものであり、パラレルハイブリッド

車の制御には必須の技術であり、二次サイテーションも併せると、多くの自動車メーカー

や機械部品メーカーの技術開発に応用されている。同図中には、一次引例のエクォス・リ

サーチ出願の特許 3171073（No.12：1995.10 出願）のサイテーション分析結果も併せて示

す。本特許はエンジン再始動時の異音や振動を防止するためのエンジンと発電電動機の協

調制御に関するものであり、同様に多くの自動車メーカーの出願に引用されている。 

 

図 1.5.3－6 特許 2896951（No.8）のサイテーション分析結果 

 

DE1971.07 1983.09 DE1979.10

特開昭48-16325 特開昭60-55803 US4533011

Robert Bosch 日産自動車 VOLKSWAGEN
1975.02 1987.1

実開昭51-103220 特開平1-95944

トヨタ自動車 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ
1978.04 1991.08 1978.04 US1980.02

特開昭54-132929 特開平5-50865 特開昭55-29652 特開昭56-132102

大金製作所 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 大金製作所 ダイハツ工業

1992 特許2896951

1993 ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

1994

特許3291916

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ 図3.5.3-5へ（13件）

1995
特許2794272 特許3052804

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ トヨタ自動車

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ (特許3055444)

デンソー

特許3011069

特許3171073 トヨタ自動車

ｴｸｫｽ･ﾘｻｰﾁ

No.12
1996
1997

特許3214427 特許3216590 特開平11-107798 特開平11-117837

トヨタ自動車 トヨタ自動車 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 日産デイーゼル

特許3219006 特開平11-107799 特開平11-173174

トヨタ自動車 日産自動車 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

特開平11-117837 特許3214424

日産デイーゼル トヨタ自動車

特開平11-141365

日産自動車

特開平11-187502

日産自動車

1998
特開2000-186589 特開2000-186594 特開平11-308705 特開2000-145497 (特許3055535)

三菱自動車 三菱自動車 ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 日産自動車 デンソー

特開2000-161102

トヨタ自動車

特開2000-186654

本田技研工業

特許3092799

デンソー

1999
特開2000-224714 特開2000-225860 特開2001-103602 (特開2001-41066)

三菱自動車 三菱自動車 スズキ トヨタ自動車

特開2000-255285 特開2001-10360 特開2001-103604 (特開2001-41097)

三菱自動車 スズキ ヤマハ発動機 マツダ

特開2001-103606 (特開2001-45611)

ヤマハ発動機 マツダ

特開2001-103607 特開2001-98968

ヤマハ発動機 マツダ

特開2001-103608 特許3214427

ヤマハ発動機 トヨタ自動車

特開2001-103609

ダイハツ工業

2000
特開2001-292504 特開2001-263209

スズキ 日産自動車

走行中にｸﾗｯﾁを接続しｴﾝｼﾞﾝ始動する際に
電気ﾓｰﾀｰ発生ﾄﾙｸを増加させる

2件

3件
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図 1.5.3－7 にトヨタ自動車が出願した特許 2800451（No.10：1991.04 出願）のサイ

テーション分析結果を示す。本特許は、サイテーション分析対処特許 12 件中で唯一のシ

リーズ式ハイブリッド車の制御に関するものであり、その回生制動電力がバッテリー許容

電圧以上の時に、エンジンを停止させて発電機をモーター制動駆動させて余剰回生エネル

ギーを吸収させることにより、バッテリーやインバーターの小型化を図るものである。本

特許は、シリーズ式のバッテリー寿命を維持するための基本技術であり、トラック専業

メーカーを主体に 11 件引用されている。本特許は 1992 年に出願された特許であるが、最

近に至るまで息長く引用されてきている。 

 
図 1.5.3－7 特許 2800451（No.10）のサイテーション分析結果 

 

 

実開昭52-33810

ダイハツ工業
蓄電池電圧により回生発
電出力を制御

1980
特開昭60-216703

富士電機
SHEV制動ｴﾈﾙｷﾞｰの発
電機､ｴﾝｼﾞﾝ吸収制御法

1991
特許2800451

トヨタ自動車
SHEVにおいて、回生ｴﾈ
ﾙｷﾞｰの余り分を燃料ｶｯﾄｴ
ﾝｼﾞﾝ負荷で吸収

1992
特許3217902

ｽｫｯﾁｸﾞﾙｰﾌﾟ(ｽｲｽ)

1993
実登2606023 特許3175431

三菱自動車 トヨタ自動車

特許3063441

トヨタ自動車

1994
特許3178503 特許3268107 特許2738819 特許3268107

デンソー 三菱電機 3件 本田技研工業 1件 三菱電機

特許3047742 特開平9-200907 特許3094790

トヨタ自動車 トヨタ自動車 トヨタ自動車

特許3211595

トヨタ自動車

1995
特許3132372 特許3167880 特許3171079 特許3171079 特許3018956

ｴｸｫｽ・ﾘｻｰﾁ 13件 本田技研工業 1件 トヨタ自動車 トヨタ自動車 4件 三菱自動車

1996 図1.5.3-1へ

1997
特開平11-69510

トヨタ自動車

1998
特開2000-156901 特開2000-13911 特許3129290

富士重工業 日産デイーゼル工業 デンソー

1999
特開2000-278811 特許3129290 特開2000-291451

三菱自動車 デンソー いすゞ自動車

特開2000-291461 (特開2000-291457)

いすゞ自動車 富士重工業

特開2000-291451 特開2000-291461

いすゞ自動車 いすゞ自動車
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図 1.5.3－8 にエクォス・リサーチが出願した特開平８-317505（No.11：1995.05）の

サイテーション分析結果を示す。本特許は、クラッチを介してエンジンとモーターが連結

されているパワースプリット２速変速型パラレルハイブリッド車において、アクセル開度

とバッテリー残量に応じてエンジン運転条件を制御し燃費や排気ガスの低減を図るもので

あり、本田技研の引例が 10 件と多い。本田技研が 1998～99 年にかけて出願した一連の特

許の主体は、エンジンオンオフおよび走行時等のエンジン運転条件に応じたバッテリー充

放電バランスの適正制御に関するものである。 

 

図 1.5.3－8 特開平 8-317505（No.11）のサイテーション分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遡及無し
1995

特開平8-317505

ｴｸｫｽ・ﾘｻｰﾁ
ｱｲｼﾝ・ｴｨ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

ｱｸｾﾙ開度ｾﾞﾛ時でもﾊﾞｯﾃﾘｰ残量に
応じてｴﾝｼﾞﾝをON/OFF制御

1996
特許3099723

トヨタ自動車

1997
1998

特許3300294

本田技研工業

1999
特開2000-257461 特開2000-257463

本田技研工業 本田技研工業

特開2001-39184 特許3300304

本田技研工業 本田技研工業

特許3300312 (特開2000-257465)

本田技研工業 本田技研工業

特開2000-257462 特許3300307

本田技研工業 本田技研工業

特許3213293

本田技研工業
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２. 主要企業等の特許活動 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 トヨタ自動車 

2.2 日産自動車 

2.3 本田技研工業 

2.4 三菱自動車工業 

2.5 デンソー 

2.6 エクォス・リサーチ 

2.7 富士重工業 

2.8 日立製作所 

2.9 アイシン・エィ・ダブリュ 

2.10 マツダ 

2.11 日野自動車 

2.12 スズキ 

2.13 日産ディーゼル工業 

2.14 いすゞ自動車 

2.15 ダイハツ工業 

2.16 松下電器産業 

2.17 ジヤトコ 

2.18 三菱電機 

2.19 日本自動車部品総合研究所 

2.20 富士電機 
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本章では、第１章でとりあげた1,832件のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する

特許全件を対象として､表1.3.1に示した累積出願件数12件以上の主要出願企業20社につい

て、企業毎に､企業概要、関連する分野の主要製品、技術開発拠点と研究者、特許からみた

技術開発の特徴分析を行う。 

なお、第１章でも述べたように、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する全出願

1,832件の中で登録特許が266件、係属中特許が1,520件、権利放棄･取下げられた特許が46

件となっている。登録特許の主体は、図1.3.1－1に示したように1997年までで244件と全体

登録件数の93.4％を占めており、かつ、全出願件数1,832件の58.8％を占める1,077件は1998

～2000年に出願されているため、主要出願各社の特許動向の解析に当たっては、特に登録

特許に限定せず係争中特許も併せた1,786件を対象に解析を行うこととする。なお、権利放

棄、取下げ特許の46件は、解析対象外とした。 

なお、節末にはハイブリッド電気自動車の制御技術に関する主要企業毎の課題対応特許

リストを示すが、登録特許については全266件の中で審判を経て登録された29件と被引例回

数5件以上の登録特許35件の64件を代表的登録特許として選定し、その概要（必要な場合は

図面を含めて）を紹介している。また、公開特許については、技術内容に特徴のあるもの

を代表的特許として選定し、同様にその概要を紹介した。また共願特許は共願先を明示し

ている。 

全出願数1,832件の中で、主要20社の出願件数は1,697件と全体の92.6％を占めており、

登録特許取得件数も256件と全登録件数の96.2％を占めている。主要20社以外の出願件数は

総件数で135件、登録件数でわずか10件に留まっている。その内、外国出願人によるものが、

ドイツの14社/20件、米国の12社/24件と全体で33社/57件である。外国出願人の中では、Ｂ

ＡＥシステムズコントロールズ（米国）が９件出願している以外は平均1.7件/社と少ない。

国内出願人のうち、前記主要出願企業以外の民間企業からの出願は28社/75件であり、１社

あたりの出願件数は2.7件となっている。 

企業の概要はアンケート調査を基に、有価証券報告書とホームページで補完している。 

 

 

 

２. 主要企業等の特許活動 
高度な技術を有する企業群が互いに競い合って、ハイブリッド電気自動

車の開発実用化に向けた活動が 1990 年代中期以降活発に行われ、地球環境

改善にむけた低燃費で走行性・耐久性に優れたハイブリッド実用車が 97 年

以降既に 11 万台を超える規模で生産され使用されている。本技術は、将来

の燃料電池車の基幹技術としても期待される分野であり、応用性と汎用性

に優れた技術分野でもある。 

特許流通 

支援チャート
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2.1.1  企業の概要 

 

商号 トヨタ自動車 株式会社 

本社所在地 〒471-8571 愛知県豊田市トヨタ町1 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 3,970億49百万円（2002年3月末） 

従業員数 66,820名（2002年3月末）（連結：246,702名） 

事業内容 自動車および関連部品の製造・販売 

 
トヨタ自動車が、地球環境や都市環境への革新的な対応の一環として新動力源開発のた

めの研究開発に取り組み始めたのは1980年前後である。そして多様なエネルギー源と地域

特性に適したエコカーとして、｢適時適地適車｣なる基本方針に基に天然ガス車、電気自動

車、政府グリーン調達対象ガソリン車を開発・市販してきた。 

1990年代に入って21世紀初頭の地球温暖化防止のために自動車に更なる厳しいCO2排ガ

ス規制強化の波が押し寄せるにあたり、トヨタ自動車は更に高い燃費性能を実現するため

の技術としてハイブリッドシステムに注目し92年から全社的検討を開始した。 

それまでに、当社研究部門で開発が進められていたハイブリッド電気自動車を、従来型

自動車の２倍の燃費性能を実現できるエコカーの最有力候補として捉まえ、開発プロジェ

クトチームを94年１月に発足させ本格的開発に着手した。 

翌1995年10月の ’95東京モーターショーに、「プリウス」コンセプトカーが出品され、モ

ーターアシスト型ガソリンエンジン車として世の中に紹介された後の２年間で電池性能や

制御システムで集中的な研究開発を行った結果、97年にはトヨタハイブリッドシステム

（THS）を搭載した1,500CCカー「プリウス」が世界に先駆けて市販された。 

その後も電池の小型化や制御システムの高度化（THS-M､THS-C、E-Four等）のための開

発を続け、2001年にはTHS-CとE-Fourを搭載した2,400CCエステイマハイブリッドと、THS-M

を搭載した3,000CCクラウンロイヤルマイルドハイブリッドを販売開始した。2001年にはプ

リウス国内販売累計は5万台を突破し全世界で11万台を超える販売台数に至っている。 

今後トヨタ自動車は2005年を目処にハイブリッド車を年間30万台規模に生産拡大する

計画を発表しており、2002年10月には日産自動車に対して、プリウスをベースとした最新

式トヨタハイブリッドシステムを供給する取引契約を結び、ハイブリッドシステムの普及

と低コスト化戦略を進めている。          （http://www.toyota.co.jpより引用） 

 

2.1.2  製品例 

表2.1.2に、市販トヨタハイブリッド車の製品例をまとめて示す。自立型シリーズ式ハ

イブリッドバスであるコースター以外はパワースプリット式パラレルハイブリッド乗用車

であり、広範な車両重量（エンジン容量）とハイブリッドシステムの組み合わせで実用車

の開発を進めているのが特徴である。 

2.1 トヨタ自動車 
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表 2.1.2 トヨタハイブリッド車の製品例 

パワースプリット式パラレルハイブリッド車 
シリーズ式 

ハイブリッド車 
車種名 

プリウス 
エステイマ 

ハイブリッド 

クラウン 

マイルドハイブリッド 

コースター 

ハイブリッドEV 

車両重量(kg) 1220 1905 1660 3930 

乗車定員(人) 5 8 5 24 

車両総重量（kg） 1495 - - - 

ハイブリッド 

システム名 
THS THS-C + E-Four THS-M - 

システム方式 パワースプリットPHEV パワースプリットPHEV パワースプリットPHEV シリーズ 

ハイブリッド 

システムの 

概要 

ガソリンエンジン、発

電電動機と駆動力分割

機構の組合せ (THS)制

御 

ガソリンエンジン、発

電電動機と駆動力分割

機構、CVT変速機の組合

せによる前輪駆動制御

(THS-C) 

後輪をモーター駆動し

エネルギー回生も行う

(E-Four)複合ハイブリ

ッド方式 

電動パワーアシスト方

式 

エンジン、ブレーキ回

生→発電⇔モーター駆

動 

燃費：10･15モード

走行時（km/l） 
29.0 18.0 13.0 - 

駆動方式 前輪駆動 
電気式４輪駆動 

（後輪はモーターのみ）
後輪駆動(FR) - 

エンジン容量 1496 2362 2997 - 

モーター種 
永久磁石式交流 

同期型モーター 

永久磁石式交流 

同期型モーター 

永久磁石式交流 

同期型モーター 
かご型誘導電動機 

モーター最大 

トルク(kw/rpm) 
33/1040-5600 

front 13kw 

＋rear 18kw 
3 70 

制御装置 
トランジスタ 

インバータ制御 
- - 

トランジスタ 

インバータ方式 

蓄電池種 Ni-H電池 Ni-MH電池 シール形鉛電池 シール型鉛電池 

電池容量(Ah-Hr) 6.5-3 6.5-3 20(5) 58-3 

電池個数(cell)、総

電圧(V) 
38,273.60 30, 216 1､36 24,288 

ブレーキ 
油圧･回生 

ブレーキ協調式 

油圧･回生 

ブレーキ協調式 

油圧･回生 

ブレーキ協調式 
- 

発売年 1997 2001 2001 1997 

価格(¥) 2,180,000- 3,350,000- 3,970,000- 14,000,000 

（日本電動車両協会 HP http://www.jeva.or.jp/より引用） 

2.1.3  技術開発拠点と研究者 

図2.1.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するトヨタ自動車の出願件数と発

明者数の推移を示す。1993年から96年にかけて出願件数と出願人数は共に増加している。

これはプリウス市販化に向けての組織的開発の結果であると考えられる。97年以降は出願

数、出願人数共にほぼ一定の水準で推移し開発安定期に入ったことを示唆している。 

図2.1.3 トヨタ自動車の出願件数と発明者数 
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2.1.4  技術開発課題対応特許の概要 

図2.1.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてトヨタ自動車が出願し、登録

もしくは係争中の全564件の特許に関する、システム・要素と課題の分布を示す。 

同一軸駆動のパラレルハイブリッドシステムに関する出願が主体を占めているが、構成

要素と課題の関連では、市販に耐え得るハイブリッド車実用化のために広範な課題解決に

取り組んでいる状況が伺える。 
表 2.1.4 にトヨタ自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課題

対応特許を示す。 
 

図 2.1.4 トヨタ自動車のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（1/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 システム安全性管理 特開 2000-186588 

98.12.21 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止･自動復帰制御装置 

エンジン制御 特開平 9-9416 

95.06.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の内燃機関制御装置 燃費性能 

その他のエンジン 

制御 

特許 3289361 

93.02.15 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

アイドル 

ストップ 

フェイルセーフ 特開 2001-164956 

99.12.10 

内燃機関の間欠運転制御装置およびこれを備える車

両 

エンジン制御 特許 3209046 

95.06.20 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

特開 2001-20771 

99.07.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両における内燃機関の制御方法および車

両 

システムの 

高効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-16705 

99.06.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両における内燃機関制御方法および車両

エンジン始動時

間短縮 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2002-155774 

00.11.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の内燃機関の始動方法 

エンジン制御 特開 2000-291460 

99.04.02 

内燃機関制御装置および該内燃機関制御装置を搭載

する車両､並びに内燃機関制御方法 

違和感ない発

進・クリープ 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-110608 

98.10.05 

F02D29/02,321 

車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝの自動停止･復帰制御にあたり､自動停止･

復帰制御の条件に加えて車両乗員により選択される道路環境

を追加する条件追加手段を総合的に判断し自動停止･復帰制

御を行う｡ 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-355481 

96.01.29 

ｴﾝｼﾞﾝ停止制御装置 アクセル応答

性、加速性能 

トルク 特開 2001-152900 

99.11.19 

ｴﾝｼﾞﾝの始動判定装置､及び､これを用いたｴﾝｼﾞﾝ始動

制御装置 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2002-161775 

00.11.24 

車両の駆動力制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開 2002-115580 

00.10.12 

内燃機関の制御装置 

トルク 特開 2000-145490 

98.11.13 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

エンジン 

再始動 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開 2000-127927 

98.10.20 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動装置 

特開平 10-89123 

96.09.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 違和感ない 

制動 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開 2000-97066 

98.09.24 

[被引用1回] 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止時の制御装置 

排気管理 特許 3230438 

96.06.10 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の触媒温度制御装置 

エンジン制御 特許 3047621 

92.05.25 

F02D29/0 

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ関係部品が低温の際は､ｴﾝｼﾞﾝ出力及び発電機の界磁電

流を制御して､ｴﾝｼﾞﾝの出力だけでなく､そのときの回転数を

所定のものに制御する｡このため､ｴﾝｼﾞﾝの効率及び排気量を

所定のものに設定でき､ｴﾝｼﾞﾝ､及び触媒ｺﾝﾊﾞ-ﾀ等のｴﾝｼﾞﾝ関係

部品の温度上昇を効果的に行うことができる｡これによりｴﾝ

ｼﾞﾝの暖機運転の

時間が減少し､ﾄ-

ﾀﾙとしての有害

物質の排出量を

低減することが

できる。 

燃料噴射量・カット 特開平 9-280090 

96.04.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

共
通 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 

触媒温度管理・過熱 特開 2002-38927 

00.07.27 

車輛用ｴﾝｼﾞﾝ排気装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（2/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平 11-13559 

97.06.25 

ｴﾝｼﾞﾝの蒸発燃料ﾊﾟ-ｼﾞ装置 その他の課題 その他のエンジン 

制御 

特開 2000-120462 

98.10.12 

車両用ｴﾝｼﾞﾝ自動停止自動再始動装置 

触媒の効率的 

作動 

触媒温度管理・過熱 特開 2002-47922 

00.07.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

エンジン制御 特許 2973797 

93.10.15 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の制御 特開 2000-199425 

98.12.28 

内燃機関の触媒劣化検出装置 

トルク 特開 2001-121979 

99.10.22 

ｴﾊﾞﾎﾟｼｽﾃﾑの故障診断装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

ファイルセー

フ・安全性 

操作系・表示系 特開 2001-260699 

00.03.15 

多重ｱｸｾﾙｾﾝｻの異常時における車両制御 

４輪駆動機能 要求トルク管理 特開 2001-171378 

99.10.08 

B60K17/356 

4輪駆動車の制御装置 
運転者による出力操作手段の操作程度と車速とに基づいて求

めた目標駆動力を前輪側及び後輪側から出力させるための前

輪駆動力及び後輪駆動力を車両状態等により制御することに

より､車両状態等の変化に対応した駆動力配分比で前後輪を

駆動する｡ 

車両速度管理 特許 3255012 

96.05.02 

B60L7/22 

[被引用3回]  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 
このﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車は､車両を走行させる駆動力を出力するｴﾝｼﾞﾝ

およびﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀと､車両の走行中に制動力を与えるﾌﾞﾚ-ｷﾍﾟ

ﾀﾞﾙとが設けられている｡こ

の場合､ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚ-ｷ力の発生

中に､ﾌﾞﾚ-ｷﾍﾟﾀﾞﾙが踏まれた

ことを検出するｽﾃﾂﾌﾟ5と､ﾌﾞ

ﾚ-ｷﾍﾟﾀﾞﾙが踏まれた後に車

速を検出するｽﾃﾂﾌﾟ8,9と､ｽﾃ

ﾂﾌﾟ8,9により検出された車

速に基づいてﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀに

より回生制動を行わせるｽﾃﾂ

ﾌﾟ10とが備えられている｡ 

 

 

エネルギー 

回生 

トルク 特開 2001-169402 

99.12.07 

車両の回生制御装置 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開 2001-157308 

99.11.26 

複数の駆動力源を有する車両の制御装置 

動力出力装置､およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両並

びに電動発電機制御方法 

駆動源動力 

切替え 

ファイルセーフ 特開 2000-184506 

98.12.17 

B60L11/14 ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ実回転数と電動機実回転数か

ら算出される瞬時および将来の電動機目標回転数が所定範囲

内にある場合には､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ回路の過熱防止制御を行い､電動

機の瞬時および将来目標回転数のうち少なくとも一方が所定

範囲外にある場合には､過熱防止制御を行わない｡ 

特許 3097559 

96.05.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 アクセル応答

性、加速性能 

トルク 

特開平 10-285707 

97.04.01 

電気自動車用駆動制御装置 

要求トルク管理 特開 2000-125405 

98.10.16 

[被引用1回] 

車両用回生制動装置 

共
通 

電
気
／
動
力
変
換 

違和感ない 

制動 

モーター制御 特開平 9-322310 

96.05.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（3/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 その他の要素の制御 特許 3156587 

96.04.22 

2B60K20/02 

走行用電動機を備えた車両の起動制御装置 
ｲｸﾞﾆﾂｼﾖﾝｷ-がｵﾝ操作され､ｲｸﾞﾆﾂｼﾖﾝｽｲﾂﾁ35の信号が電子制御

装置33に入力されると､主ﾊﾞﾂﾃﾘ32と油圧源駆動用ﾓ-ﾀ37と

の間のｽｲﾂﾁがｵﾝされる｡次に各種ﾃﾞ-ﾀの読込みが行われると

共に､ｲｸﾞﾆﾂｼﾖﾝｷ-がｽﾀ-ﾄ位置まで操作されたか否かの判断を

行い､YESの場合､主ﾊﾞﾂﾃﾘ

32とｲﾝﾊﾞ-ﾀ31､ｲﾝﾊﾞ-ﾀ5H

との間のｽｲﾂﾁがｵﾝされ､ｴﾝｼﾞ

ﾝ1の始動を許可する｡続いて

ｼﾌﾄﾚﾊﾞ-がﾊﾟ-ｷﾝｸﾞﾚﾝｼﾞにあ

ること､ﾌﾞﾚ-ｷﾍﾟﾀﾞﾙが踏み込

まれること条件が成立した

時に､ｼﾌﾄﾛﾂｸ解除信号をｼﾌﾄ

装置6に出力する｡ 

 

 

 

操縦安定性能の

改善 

要求トルク管理 特開 2001-186603 

99.10.08 

B60L11/14 

4輪駆動車の制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ前後輪駆動車両の運転状

態に基づいて選択された1つの出

力ﾄﾙｸ領域に基づいて第2原動機を

効率的に作動させることにより車

両の走行性能を可及的に高める｡ 

 

 

 

 

 

 

 

操縦安定性能の

改善 

トルク 特開 2000-50409 

98.07.28 

車両の制動装置 

その他の状態検

出 

発電機制御 特開 2002-153097 

00.11.15 

H02P9/08  

車載された発電電動機の制御装置および制御方法 
所定の停止条件が成立した時に自動停止されたｴﾝｼﾞﾝを所定

の始動条件が成立して発電電動機により自動始動する際に､

自動始動した直後から所定時間経過するまでの間に発電電動

機の電圧を徐々に大きくすることにより､高圧ﾊﾞｯﾃﾘｰの急激

な充電を回避する｡ 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-317402 

00.05.10 

失火検出装置､および失火検出方法 

モーター制御 特許 3170969 

93.09.16 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のﾓ-ﾀｰ電圧制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

トルク 特開 2000-274227 

99.03.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の排気浄化制御装置 

特開 2001-82206 

99.09.16 

回生機構付き車両の制御装置 電力管理 

特開 2001-329884 

00.05.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

トルク 特開 2000-32602 

98.07.10 

ﾓ-ﾀｰ温度制御装置及び方法 

特許 3171132 

97.02.28 

回転数信号伝送異常検出装置 

ファイルセー

フ・安全性 

ファイルセーフ 

特開 2001-136781 

99.11.01 

電動機の制御装置 

共
通 

電
気
／
動
力
変
換 

その他の課題 トルク 特開 2002-180863 

00.12.14 

車輛駆動系振動の制振装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（4/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 エンジン制御 特許 3019682 

93.09.17 

B60L11/12 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車における発電制御方法 
電池容量､触媒床温等に基づき目標発電量PTを計算し(100)､

目標発電量PTに基づき目標ｴﾝｼﾞﾝ回転数NTを計算する

(102)｡目標ｴﾝｼﾞﾝ回転数NTに応じて定まる制御目標範囲と

検出されたｴﾝｼﾞﾝ回転数N↓eとの比較(100,108)結果に応

じて界磁電流を補正することにより(110,112)､ｴﾝｼﾞﾝ回転

数Neを目標制御する｡その後､目標発電量PTに応じて定まる

制御目標範囲と検出された発電量Pとの比較(114,116)結果

に応じてｽﾛﾂﾄﾙ開度Sの補正量△Sを設定し(118,120)､ｽﾛﾂﾄ

ﾙ開度Sを補正する(122)｡ｽﾛﾂﾄﾙ開度Sの補正により､発電機

の発電量が目標制

御される｡回転数

Neの目標制御を

まず行いその後に

発電量Pの目標制

御を行つているた

め､ｴﾝｼﾞﾝ負荷の高

低による制御誤差

を防止できる｡ 

 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2000-217203 

99.01.19 

車両用制御装置 

衝突安全性能の

改善 

発電機制御 特許 3022024 

93.02.15 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

その他の課題 発電機制御 特許 3200493 

93.02.19 

B60L11/02 

[被引用5回] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 
車速判定手段Dにより車速が所定時間以上連続して所定範囲

内にあるかどうかが判定される｡そして､例えば､車速が所定

範囲内にある時間が現時点までに所定時間以上連続していな

い場合には､制御目標値が従前の値に維持される｡発電電力制

御手段Eは､このような制御

目標値に基づき､ｴﾝｼﾞﾝ駆動

発電機Cの発電電力を制御す

る｡これにより､車速が頻繁

に変化する状況においてｴﾝ

ｼﾞﾝ駆動発電機Cの振動･騒音

ﾚﾍﾞﾙの間欠的変化による走

行ﾌｲ-ﾘﾝｸﾞの悪化や､ｴﾝｼﾞﾝA

負荷の変動によるｴﾐﾂｼﾖﾝﾚﾍﾞ

ﾙの悪化等を好適に防止する

ことができる｡ 

 

バッテリー状態

管理 

電力管理 特開 2000-152420 

98.11.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車における電池の充電状態制御方法 

ファイルセー

フ・安全性 

発電機制御 特開 2002-95102 

00.09.11 

MG故障警告装置付車輛 

発
電
機
能 

その他の課題 発電機制御 特許 3099570 

93.02.15 

ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電装置 

エネルギー 

回生 

回生効率向上 特許 2800451 

91.04.19 

B60L7/20 

[被引用11回] 

回生ｴﾈﾙｷﾞ-吸収装置 
電子制御ﾕﾆｯﾄがﾌﾞﾚｰｷｽｲｯﾁ信号により

回生制動時であることを検出しｲﾝﾊﾞｰﾀ

ｰを制御しﾊﾞｯﾃﾘｰ充電する際に､ﾊﾞｯﾃﾘｰ

電圧が所定値以上の場合には,ｴﾝｼﾞﾝ燃

料供給を停止させてｲﾝﾊﾞｰﾀｰを回生ｴﾈﾙ

ｷﾞｰによつて発電機をｴﾝｼﾞﾝを負荷とし

て回転する電動機として動作させるこ

とにより回生ｴﾈﾙｷﾞｰを吸収させる｡ 

 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

エンジン始動時

間短縮 

その他の要素の制御 特開 2000-161102 

98.09.25 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

トラクション制

御 

発電機制御 特開 2001-63392 

99.08.27 

前後輪駆動車両の制御装置 

共
通 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

燃費性能 発電機制御 特開平 10-136626 

96.10.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（5/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

点火時期 特開 2001-193612 

00.01.07 

ｴﾝｼﾞﾝ始動装置とｴﾝｼﾞﾝ始動方法並びにﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両アイドル 

ストップ 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開 2001-20777 

99.07.09 

F02D29/02,341 

車両の駆動源制御装置 
ﾌﾞﾚｰｷ操作時に駆動源の作動を停止させて燃費を向上させる

駆動源制御装置において､燃費向上効果を損なうことなく発

進応答性を向上させるとともに､勾配が急な上り坂でのﾌﾞﾚ-ｷ

解除時の後退を防止する。 

 

エネルギー 

回生 

切替えタイミング 

・条件 

特開平 10-329584 

97.05.29 

変速機を有する車両の制御装置 

特開 2000-156919 

98.11.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の電源装置 

特開 2001-65382 

99.08.27 

複数の原動機を備えた車両の制御装置 

特開 2001-145211 

95.07.24 

車両用駆動制御装置 

特開 2001-112115 

99.10.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 

特開 2001-169404 

99.12.06 

B60L7/22 

車両の制御装置 
車両走行に関連する機械的動

力によつて動作させられるｴﾈﾙ

ｷﾞｰ発生装置とそれで生じたｴﾈ

ﾙｷﾞｰにより動作させられる機

能装置と貯留装置とを有する

車両の制御装置において､ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ発生装置から機能装置にｴﾈ

ﾙｷﾞｰを供給するように構成さ

れ､回生ｴﾈﾙｷﾞｰのみでは動力が

不足する場合には貯留装置か

らｴﾈﾙｷﾞｰ出力するように構成

したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ制御ｼｽﾃﾑ。 

要求トルク管理 特開 2002-118903 

00.10.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｱｸｾﾙ開度から要求ﾄﾙｸを算出し駆動力源としてのｴﾝｼﾞﾝ効率が

駆動用ﾓｰﾀｰ効率より高いか否かを判定し､ｽﾛｯﾄﾙﾊﾞﾙﾌﾞ開度制

御と燃料ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ量を制御する。 

 

充電管理 特開平 10-28302 

96.07.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

燃料噴射量・カット 特開 2002-4912 

00.06.27 

ﾘ-ﾝ/ﾘﾂﾁ運転組合せﾏﾂﾌﾟによる自動車 

その他の動力合成機構

制御 

特開 2002-171601 

00.11.30 

車両の回生制御装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2000-152409 

98.09.08 

発電機および蓄電器を備えた車両の制御装置 

  システムの 

高効率化 

特開 2000-296728 

99.04.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

   

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2001-47881 

99.08.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

   その他のエンジン 

制御 

特開 2002-89307 

00.09.14 

可変気筒ｴﾝｼﾞﾝの制御装置および車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（6/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特許 3149785 

96.05.28 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置10はﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ制御用ｺﾝﾄﾛ-ﾗ50及び自動変

速制御用ｺﾝﾄﾛ-ﾗ52を備えており､ｼﾌﾄﾚﾊﾞ-42が操作されて自

動変速機18が非駆動状態から駆動状態へ切り換えられた場

合には現時点の運転ﾓ-ﾄﾞが判別されて固定される｡そして､N

→Dｼﾌﾄの場合ｸﾗﾂﾁが係合するまで運転ﾓ-ﾄﾞの切換えが禁止

され､ｱｸｾﾙ操作量QACの急激な増大にかかわらず運転ﾓ-ﾄﾞが固

定されるため､ｱｸｾﾙ操作量QACに従つてﾓ-ﾀﾄﾙｸのみが変化しｴﾝ

ｼﾞﾝﾄﾙｸは変化しない｡そして､

ｸﾗﾂﾁの係合終了とともに運転

ﾓ-ﾄﾞが切換えられてｱｸｾﾙ操作

量QACに応じてｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸが

除々に増大させられる｡その

結果､ｼﾌﾄｼﾖﾂｸの発生などを抑

制することができる｡ 

 

モーター制御 特開平 9-233606 

96.02.29 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

走行性能 

バッテリー制御 特許 3094777 

94.03.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用発電制御装置 

エンジン始動時

間短縮 

燃料噴射量・カット 特開 2001-152901 

99.11.19 

F02D29/02,321 

ダイハツ工業 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 
ｽﾀｰﾀｰと発電電動機の両方を備えた車両において､それらを適

切に使い分けながらｴﾝｼﾞﾝ始動を行うことにより､応答性及び

始動性の向上と振動騒音の低減とを図る｡ 

燃料噴射量・カット 特開 2000-166023 

98.09.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のﾓ-ﾀｰｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ制御装置 

特開 2000-308209 

99.04.22 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の動力装置 

違和感ない発

進・クリープ 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開 2000-324619 

99.05.12 

電気自動車の制御装置 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2000-350310 

99.03.29 

移動体の駆動ｼｽﾃﾑおよび車両用駆動ｼｽﾃﾑ 

特開 2000-324607 

99.04.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 切替えショック低減 

特開 2001-191814 

00.01.07 

車両の制御装置 

駆動源動力 

切替え 

トルク 特開 2002-95104 

00.09.14 

車輛の制動力制御装置 

切替えショック 特開 2002-89688 

00.09.19 

F16H61/04  

デンソー 

車両用駆動制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝを停止するとともに動力

断続機構を遮断してｴﾝｼﾞﾝを切

り離し発電電動機により回生

制動する回生制動ﾓｰﾄﾞから､ｴﾝ

ｼﾞﾝを用いて走行する直結ﾓｰﾄﾞ

へ移行する際に､動力断続機構

が速やかに同期して係合させ

られることによりｴﾝｼﾞﾝ駆動力

を速やかに回復する｡ 

発電機制御 特開 2000-308206 

99.04.19 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 

駆動源動力 

切替え 

その他の要素の制御 特開 2000-161483 

98.11.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-295714 

99.02.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の定速走行装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

アクセル応答

性、加速性能 

要求トルク管理 

特開 2001-173773 

99.12.15 

車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（7/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

応答性改善 特開 2000-324614 

99.05.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

燃料噴射量・カット 特開 2000-154742 

98.11.18 

車両の制御装置 

トルク 特開 2000-324615 

99.05.14 

動力出力装置およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両並

びに動力出力装置の制御方法 

トルク 特開 2002-95108 

00.09.14 

車輛の制動力制御装置 

その他のモーター 

制御 

特開平 9-308008 

96.05.10 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他の動力合成 

機構制御 

特開 2000-272381 

99.03.25 

車両の走行制御装置 

特開平 9-308009 

96.05.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

違和感ない 

制動 

その他の要素の制御 

特開 2000-134713 

98.10.22 

回生制動ﾄﾙｸの制御装置 

特開平 9-308011 

96.05.16 

[被引用2回] 

車両の変速制御装置 その他の課題 その他の要素の制御 

特開平 9-322307 

96.05.28 

車両の変速制御装置 

エンジン始動方

式 

燃料噴射量・カット 特開 2000-64875 

98.08.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車のｴﾝｼﾞﾝ用燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ制御装置 

バッテリー状態

管理 

エンジン制御 特許 3094745 

93.09.24 

B60L11/12 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御装置 
電池電圧VBを所定値Vmaxと比較し､電圧VBが低いとされた場

合にSOCについて判定する。SOCが70%以上である場合に

はﾓ-ﾀ出力PMに基づく発電出

力PGの制御を行い､70%未

満である場合には発電機の

出力PGを比較的高い値bに制

御する一方でﾓ-ﾀ出力PMを制

限する。SOCが75%以上に

回復した場合には､ｽﾃﾂﾌﾟ

106以後を実行する。電池電

圧VBが所定値Vmax以上であ

る場合にはｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾙ制

御を実行する。 

温度特性の 

補償 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 6-225405 

93.01.21 

[被引用2回] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

システム安全性管理 特開 2000-186591 

98.12.22 

内燃機関のｲｵﾝ電流検出装置 

特許 3214150 

93.05.06 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制動制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

エンジン制御 

特開 2000-227035 

99.02.04 

動力出力装置およびその制御方法 

フェイルセーフ 特開 2001-145210 

95.10.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

特開 2001-320806 

00.05.10 

移動体及びその制御方法 

特開 2001-327001 

00.05.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両におけるｼｽﾃﾑﾘﾚ-の診断装置およびその

方法 

特開 2001-165022 

99.09.29 

ｴﾝｼﾞﾝ始動装置およびその機能を備えたｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ 

ファイルセー

フ・安全性 

その他のシステム 

制御 

特開 2000-230442 

99.02.08 

動力伝達装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

 操作系・表示系 特許 3045015 

94.09.28 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車の制御方法 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（8/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

要求トルク管理 特開 2000-65197 

98.06.12 

変速機の制御装置 
パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

モーター制御 特開 2000-127801 

98.10.28 

車両用自動変速機の変速制御装置 

走行性能 エンジン制御 特開平 9-233607 

96.02.29 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 
電
力
蓄
積 信頼性／ 

耐久性 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 9-284912 

96.04.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の故障検出装置 

システムの 

高効率化 

複数電力蓄積 

デバイス選択使用 

特開 2001-224105 

99.05.26 

燃料電池を備える車両およびその制御方法 

バッテリー 

冷却 

冷却系 特開 2002-170601 

00.11.30 

H01M10/50 

車両用電源装置 
電池ｾﾙ列を構成する複数の電池ｾﾙ間の温度差を少なくするこ

とで､低温時の電池出力を向上させる。 

エンジン始動方

式 

充電管理 特開平 11-165540 

97.12.08 

松下電器産業 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の二次電池制御装置 

特許 3185674 

96.07.30 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の発電制御装置 

特開平 11-187577 

97.10.13 

松下電器産業 

二次電池の充放電制御装置 

バッテリー状態

管理 

充電管理 

特開平 11-178225 

97.12.09 

松下電器産業 

[被引用1回] 

電池制御装置 

劣化の検出・補

償 

放電・放電深度の 

管理 

特許 3175617 

97.02.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

充電管理 特開 2000-14029 

98.06.25 

電池制御装置 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2000-69606 

98.08.24 

電池制御装置 

ファイルセーフ 特開 2001-320807 

00.05.02 

車両､電源系制御装置､電源系を制御する方法および

車両の始動時制御方法 

その他の状態検

出 

発電機制御 特開 2001-292502 

96.07.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の発電制御装置 

トルク 特開 2002-176703 

00.12.07 

デンソー 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動制御装置 

バッテリー制御 特許 3050073 

94.12.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車用発電制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

環境条件補正 特開 2001-314046 

00.05.01 

組電池の充電装置､充電方法､および電動車両 

ファイルセーフ 特開 2000-166105 

98.11.25 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電状態制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー 

ファイルセー

フ・安全性 

その他のバッテリー 

制御 

特開 2001-320801 

00.05.09 

車両､電源制御装置､車両の始動方法および高電圧電

源の使用方法 

共
通 

電
力 

制
御 

システムの 

高効率化 

トルク 特開 2000-13914 

98.06.22 

蓄電器を備えた車両の電力制限装置 



109 

表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（9/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリー状態

管理 

発電機制御 特許 3049980 

92.12.21 

B60L11/08 

[被引用5回] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 
電池の充電状態(SOC)が発電開始ﾎﾟｲﾝﾄaに至るまで､車両ｺﾝ

ﾄﾛ-ﾗがﾓ-ﾀ等の消費電力を記録する200｡車両ｺﾝﾄﾛ-ﾗは､記録

した消費電力に基づき平均消費電力W↓aを算出し200､算

出した平均消費電力Waに基づき発電開始ﾎﾟｲﾝﾄ

a=a0+k(Wa-Wa0)を算出する204｡車両ｺﾝﾄﾛ-ﾗは､電池の

SOCが発電開始ﾎﾟｲﾝﾄaに至ると206､発電ｺﾝﾄﾛ-ﾗに指令を

与え､ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機をWaで発電させる208｡走行状況に応

じて発電させるとともに､発電開始ﾎﾟｲﾝﾄaを､平均消費電力

Waが大きな時に高く設

定するため､ﾓ-ﾀの消費

電力が大きな状況等に

おいても電池が深い放

電をすることがなくな

り､寿命が長期化する。 

 

 

 

 

電
力
制
御 

信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の制御 特開 2000-358393 

99.06.11 

電動機制御装置およびその方法 

イ
ン
ホ
イ
ー

ル
式 

４輪駆動機能 その他のシステム 

制御 

特開平 10-322809 

97.05.12 

B60L15/20 

車輛 
ﾎｲｰﾙﾓｰﾀｰを有するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､走行開始操作時に

診断装置を動作させて車輪駆動可能と自己診断したときに制

御装置によるﾎｲｰﾙﾓｰﾀｰ駆動を許可し適正な車輪駆動状態を維

持する。 

 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類等車

両補機 

特許 3211650 

96.02.29 

B60H1/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｴｱｺﾝ76がONの場合､室内ｾﾝｻ72で室内温度を検出し､ｴﾝｼﾞﾝ

水温ｾﾝｻ74でｴﾝｼﾞﾝ水温を検出する｡ｴｱｺﾝ76の設定温度と室

内温度との温度差△Tを算出し､ｴﾝｼﾞﾝ水温及び車両が走行中

か否かに基づいて判定値T(x)を設定する｡そして､温度差△T

が判定値T(x)以上の場合には暖房のために内燃機関12を作

動させる判断を行う｡尚､判定値T(x)は､例えばｴﾝｼﾞﾝ水温が高

い程高い値とされ､車両走行中は停止中よりも高い値とされ

る｡即ち､内燃機関12が停止直後等でｴﾝｼﾞﾝ水温が高い場合は

そのまま暖房の熱源

として利用でき直ち

に内燃機関12を作

動させる必要はな

い｡ 

 

 

 

 

 

共
通 

エ
ア
コ
ン 

駆動源動力 

切替え 

エアコン・灯火類等車

両補機 

特許 2973796 

93.10.07 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の空調制御方法 

  エンジン 

再始動 

冷却系 特許 3305974 

97.03.05 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用空調制御装置 
車両が停止すると(ｽﾃﾂﾌﾟ102)､目標吹出し温度､ｴﾊﾞﾎﾟﾚ-ﾀ後

温度及び予め設定されている所定の温度を互いに比較する(ｽ

ﾃﾂﾌﾟ110､112､118)｡これにより､冷房能力が確保されてい

ると判断されるときには､ｴﾝｼﾞﾝの始動要求を行わず(ｽﾃﾂﾌﾟ

122)､冷房能力が確保できなくなると､ｴﾝｼﾞﾝの始動要求を行

う(ｽﾃﾂﾌﾟ116)｡また､

ｴﾝｼﾞﾝの始動要求を行

つた後は､冷房能力が

確保できても､ｴﾝｼﾞﾝ

を停止させないよう

にする(ｽﾃﾂﾌﾟ114､

120)｡これによつて､

燃費の悪化及び､ｴﾝｼﾞ

ﾝの始動､停止を繰り

返すことによる不快

感の発生を防止する

ことができる。 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（10/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ
ア
コ
ン 

放電・放電深度の 

理 

特許 3248444 

97.01.10 

B60K6/02  

 

動力出力装置 
ﾊﾞﾂﾃﾘの充電状態SOCが充電が必要な閾値BL1未満となつた

ときには(ｽﾃﾂﾌﾟS102)､所定時間経過するまでは､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ

の踏み込みやｴｱｺﾝの駆動,ﾍﾂﾄﾞﾗｲﾄの点灯,ｵ-ﾃﾞｲｵの電源ｵﾝなど

の所定の操作のいずれかが行なわれるのを待つてｴﾝｼﾞﾝを始

動してﾊﾞﾂﾃﾘの充電を開

始する(ｽﾃﾂﾌﾟS110ない

しS114)｡所定の操作を

きつかけとしてｴﾝｼﾞﾝを

始動するから､何のきつ

かけなしに突然にｴﾝｼﾞﾝ

を始動するものと比し

て､ｴﾝｼﾞﾝの始動時の振動

や騒音などが操作者に与

える装置の操作上の違和

感を少なくすることがで

きる。 

 

 切替えタイミング・ 

条件 

特開 2002-114024 

00.10.05 

車両用空調装置の駆動制御装置 

 

その他の課題 

その他の要素の制御 特許 3255066 

97.01.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用の暖房制御装置 

ABSとの協調制

御 

トルク 特開 2001-295676 

00.04.17 

車両のｽﾘﾂﾌﾟ制御 

特開平 10-181389 

96.12.26 

車両の制動制御装置 エネルギー 

回生 

その他の要素の制御 

特開平 10-322803 

97.05.12 

車両用制動装置 

違和感ない 

制動 

その他の要素の制御 特開平 11-115738 

97.10.13 

[被引用1回] 

所要制動ﾄﾙｸ取得装置および制動ﾄﾙｸ制御装置 

その他の課題 その他の要素の制御 特開平 10-184415 

96.12.26 

車両の制御装置 

操縦安定性能の

改善 

要求トルク管理 特開平 10-203351 

97.01.17 

制動装置 

モーター冷却 その他のエンジン 

制御 

特開平 10-252464 

97.03.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の動力装置冷却装置 

信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の制御 特開 2001-312314 

00.05.01 

制御装置における誤り検出および制御ｼｽﾃﾑ 

特開 2000-170888 

98.12.07 

ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟの駆動制御装置 

 

共
通 

照
明 

ファイルセー

フ・安全性 

その他の要素の制御 

特開 2001-282302 

00.04.03 

原動機を用いた移動体の制御装置におけるCPUの異常

監視 

燃費性能 エンジン制御 特許 3094685 

92.09.10 

電気自動車の駆動制御装置 
シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

特許 3211595 

94.12.12 

B60L11/12 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 
水温ｾﾝｻによつてｴﾝｼﾞﾝの冷却水温を検出し､ｵ-ﾊﾞ-ﾋ-ﾄの徴候

が現れた領域(T3<T≦T4)においては､発電機の発生する出力

の上限値PSUPを温度が高くなるにつれて減少させる｡ｵ-ﾊﾞ-ﾋ-

ﾄになると(T>T4)発電機出力を0に制御してｴﾝｼﾞﾝの発熱量を

最小とする｡またｵ-ﾊﾞ-ｸ-ﾙの徴候が現れた領域(T1≦T<T2)で

は発電量の発生

する出力の下限

値PINFを温度が

低くなるにつれ

て増加させる。 

  

エンジン制御 

特許 3214285 

95.03.16 

[被引用2回] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車における発電制御方法及び装置 

  

その他の課題 

その他の要素の制御 特許 2970280 

93.02.05 

発電機駆動用ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（11/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

走行性能 エンジン制御 特許 3047757 

94.12.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

その他の課題 放電・放電深度の 

管理 

特開平 11-69507 

97.08.06 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

バッテリー制御 特許 3047741 

94.08.05 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車における発電制御方法 走行性能 

切替えショック 特許 3045019 

94.10.21 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

バッテリー状態

管理 

その他のシステム 

制御 

特許 3094790 

94.05.20 

[被引用4件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

その他の状態検

出 

発電機制御 特開平 6-245324 

93.02.16 

[被引用2件] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

ファイルセー

フ・安全性 

バッテリー制御 特許 3094806 

94.09.28 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ制御方法 

特許 3175431 

93.10.15 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

電
気
／
動
力
変
換 

その他の課題 バッテリー制御 

特許 3211626 

94.06.29 

B60L11/14 

[被引用6件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 
ｴﾝｼﾞﾝ12と発電機兼用ﾓ-ﾀ14の間にｸﾗﾂﾁ24を設ける｡ｸﾗﾂﾁ

24と発電機兼用ﾓ-ﾀ14の間に､ｵﾙﾀﾈ-ﾀ36等の補機への駆動

力伝達機構34を設ける｡ｴﾝｼﾞﾝ12を駆動するときにはｸﾗﾂﾁ制

御装置32によりｸﾗﾂﾁ24を閉じｴﾝｼﾞﾝ12によつて発電機兼用

ﾓ-ﾀ14を発電機として動作させ､またｵﾙﾀﾈ-ﾀ36等を駆動す

る｡ｴﾝｼﾞﾝ12が停止した

場合にはｸﾗﾂﾁ制御装置

32によりｸﾗﾂﾁ24を開

き､発電機兼用ﾓ-ﾀ14を

ﾓ-ﾀとして動作させその

出力によりｵﾙﾀﾈ-ﾀ36等

を駆動する｡ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘ

ﾂﾄﾞ車にも適用できる。 

 

 

電力管理 特許 3094772 

94.02.21 

[被引用1件] 

発電機を搭載する電気自動車の発電機出力制御装置

要求トルク管理 特許 3185630 

95.10.13 

電気自動車用発電装置の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

システムの 

高効率化 

その他のエンジン 

制御 

特許 3049983 

93.02.18 

B60L11/12 

[被引用9件] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機E及び電池BからﾓﾆﾀAへの入力電力が検出

される｡検出された入力電力は平均値演算手段Gによつて平

均化され､その平均値に基づき､目標電力の修正設定が実行さ

れる｡更に､この目標電力に応じて､ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機Eの発電

電力が制御される｡従つて､車両間のばらつき､ﾓ-ﾀAの経時変

化､操縦者の運転の仕方等の起因する入力電力変動に応じ､ｴﾝ

ｼﾞﾝ駆動発電機Eの発電電力

の目標値(目標電力)が修正設

定されることになるため､電

池Bの放電収支変動が小さく

なる｡これにより､電池Bの劣

化が防止されるとともに､車

両全体の効率が向上する｡ 

 

 

 

 

  走行性能 エンジン制御 特許 3047745 

94.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

  駆動源動力 

切替え 

切替えショック 特許 3044880 

91.11.22 

[被引用4件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（12/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発電機制御 特許 3209127 

97.01.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車の発電制御装置 その他の課題 

その他の要素の制御 特許 3178218 

94.02.21 

[被引用1件] 

電気自動車の発電制御装置 

バッテリー状態

管理 

バッテリー制御 特許 3047742 

94.09.02 

[被引用3件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

走行性能 エンジン制御 特開平 7-255104 

94.03.16 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用4件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

アイドルストッ

プ 

燃料噴射量・カット 特開 2001-112112 

99.10.07 

動力出力装置の制御方法 

その他のエンジン 

制御 

特開 2002-54474 

00.08.09 

燃料電池を搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 システムの 

高効率化 

切替えタイミング・ 

条件 

特開平 11-141364 

97.11.10 

車両用駆動装置 

特許 3047737 

94.06.29 

[被引用1件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 走行性能 バッテリー制御 

特許 3092452 

94.07.25 

[被引用1件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御方法 

駆動源動力 

切替え 

発電機制御 特開平 10-178703 

96.12.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車の発電制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリー制御 特許 3094701 

92.12.11 

[被引用3件] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 放電・放電深度の 

管理 

特許 3211699 

96.09.17 

B60L3/00 

動力出力装置 
装置は電子制御ﾕﾆﾂﾄ(ECU)を備えており､ｴﾝｼﾞﾝから出力され

る動力をｼﾞｴﾈﾚ-ﾀで電気ｴﾈﾙｷﾞに変換してﾊﾞﾂﾃﾘを充電する。同

時に､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙの踏込量に応じた動力を､ﾊﾞﾂﾃﾘに蓄えられた

電気ｴﾈﾙｷﾞを用いてﾓ-ﾀから駆動軸に出力する。次いで､ECU

のCPUはﾊﾞﾂﾃﾘの状態SOC(全容量に対する放電可能な容量

の比)を入力する。そして､目標状態SOC*との偏差△Sを算出

して閾値L1および閾値H1と比較し､閾値L1未満のときはﾊﾞﾂﾃ

ﾘの充電が必要と判断して充

電を開始する｡一方､閾値H1

より大きいときには充電が

不要と判断して充電を停止

する｡その結果､ﾊﾞﾂﾃﾘの状態

SOCを所定の範囲に制御で

きるため小型化が可能にな

る。 

その他の課題 バッテリー制御 特開平 8-289406 

95.04.11 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の補機ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 

バッテリー状態

管理 

充電管理 特許 3063441 

93.01.14 

[被引用2件] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 

劣化の検出・補

償 

充電管理 特許 2973657 

91.11.26 

[被引用2件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車における電力配分装置 

バ
ッ
テ
リ
ー 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリー制御 特許 3050072 

94.12.22 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

I
G
B
T
 

制
御 

その他の課題 その他のバッテリー 

制御 

特開平 10-191503 

96.12.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（13/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 エンジン制御 特許 3175549 

95.09.11 

[被引用1件] 

電動機により動力が補助される内燃機関の制御装置

エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開平 10-2239 

96.06.14 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2001-140673 

99.11.19 

ダイハツ工業 

ｴﾝｼﾞﾝの停止･始動制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-132488 

95.06.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の内燃機関制御装置 

燃料噴射量・カット 特許 3171079 

95.07.24 

[被引用4件] 

車両用駆動制御装置 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング 特開 2001-248470 

00.03.06 

内燃機関のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄﾂﾌﾟ制御装置およびこれを備え

る車両 

走行性能 エンジン制御 特許 3094859 

95.08.28 

[被引用2件] 

内燃機関の振動抑制装置 

エンジン始動時

間短縮 

モーター制御 特開 2000-145493 

98.11.11 

ｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

燃料噴射量・カット 特開 2002-161774 

00.11.27 

内燃機関の燃焼制御装置 駆動源動力 

切替え 

切替えショック 特許 3257486 

97.11.12 

B60L11/14  

動力出力装置および内燃機関制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝに発電機が機械的に結合されたﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式の動力出力

装置について､負荷運転状態から無負荷運転状態に移行する

過渡期に､発電機の出力ﾄﾙｸが急変しないように制御する｡一

手段として負荷運転状態における内燃機関の最低回転数を無

負荷運転状態における回転数よりも200rpm程度大きな回

転数に設定する｡こうするこ

とにより､負荷運転状態から

無負荷運転状態にｴﾝｼﾞﾝの回

転数が滑らかに変化するよ

うになり､ｴﾝｼﾞﾝの回転数に

基づいてPI制御されている

発電機のﾄﾙｸの急変を抑える

ことができるため､ﾄﾙｸの急

変が原因となるｼﾖﾂｸを低減

することができる｡ 

 

 

アクセル応答

性、加速性能 

応答性改善 特開平 9-322305 

96.05.24 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

エンジン 

再始動 

点火時期 特開 2001-263213 

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の点火時期制御装置 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2002-122061 

00.10.16 

ｴﾝｼﾞﾝ予熱始動型ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 その他の課題 

燃料噴射量・カット 特開 2002-130030 

00.10.18 

冷温始動時排気性状改善型ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

触媒の効率的作

動 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-110604 

98.10.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びそれにおいて用いられるｴﾝｼﾞﾝの制

御方法 

 

ファイルセー

フ・安全性 

フェイルセーフ 特開 2002-47963 

00.08.03 

車両の制御装置 

デ
ィ
ー
ゼ
ル 

エ
ン
ジ
ン 

その他の課題 切替えタイミング・ 

条件 

特開 2002-115575 

00.10.04 

F02D29/02 

圧縮着火式内燃機関 
煤発生量がﾋﾟ-ｸとなる再循環排気ｶﾞｽ量を回避した燃焼ﾓｰﾄﾞ

切替えを行うｴﾝｼﾞにおいて､機関排気通路内にNO吸収剤を担

持したﾊﾟﾃｲｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰを配置して､NOX吸収剤からSOXを放出

すべき時にはﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電余裕量に応じて空燃比ﾘｯﾁ燃焼ﾓｰﾄﾞ

を選択し､ｴﾝｼﾞﾝ出力ﾄﾙｸ低下分を電動機出力でｱｼｽﾄする。 

 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング 特開 2001-245404 

00.02.29 

車両における複数の回転装置の制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

電
気
／ 

動
力
変
換 違和感ない発

進・クリープ 

切替えタイミング・ 

条件 

特開平 10-42406 

96.07.24 

走行用電動機を備えた車両の起動制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（14/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モーター制御 特許 3094872 

95.10.20 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用制御装置 駆動源動力 

切替え 

トルク 特開平 10-37776 

96.07.23 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電
気
／
動
力
変
換 

ファイルセー

フ・安全性 

モーター制御 特許 3216501 

95.10.13 

B60L11/14 

[被引用3件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 
内燃機関12の故障時には､電動ﾓ-ﾀ14によつて走行するとと

もに､その電動ﾓ-ﾀ14の出力領域を高負荷側へ拡大し､且つそ

の出力領域に適した変速制御が行われるように変速機16の

変速ﾏﾂﾌﾟを変更する｡また､電動ﾓ-ﾀ14の故障時には､内燃機

関12によつて走行すると

ともに､その内燃機関12の

出力領域を低負荷側へ拡大

し､且つその出力領域に適

した変速制御が行われるよ

うに変速機16の変速ﾏﾂﾌﾟ

を変更する。 

駆動源動力 

切替え 

トルク 特許 3097509 

95.09.01 

車両ﾊﾞﾂﾃﾘｰの充電制御装置及び充電制御方法 

違和感ない 

制動 

バッテリー制御 特開平 9-277847 

96.04.11 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

発
電
機
能 

情報利用による

システム 

効率化 

モーター制御 特許 3099694 

95.09.22 

[被引用3件] 

車両の制御装置 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2000-295713 

99.04.08 

発電機を搭載した車両の発電制御装置 

エンジン制御 特許 3011069 

95.09.07 

B60K6/00 

[被引用5件] 

車両の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ11の出力軸11aにﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ12､及び前進ｸﾗﾂﾁ18等

からなる動力伝達

系ｼｽﾃﾑが設けられ

る｡電子制御装置

(ECU)はｴﾝｼﾞﾝ11

の再始動時に､前

進ｸﾗﾂﾁ18の油圧

を推定し､所定油

圧以下のとき､ﾓ-ﾀ

ｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ12を回生

制御し､ｴﾝｼﾞﾝ11

の回転数の吹き上

がりを抑制する。 

 

 

特開平 9-84211 

95.09.11 

車両の出力ﾄﾙｸ制御装置 

駆動源動力 

切替え 

モーター制御 

特開平 9-79064 

95.09.11 

出力ﾄﾙｸ制御装置 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

信頼性／ 

耐久性 

モーター制御 特開平 9-74609 

95.09.07 

[被引用4件] 

車両の制御装置 

駆動ﾊﾟﾜｰアシス

ト機能 

切替えタイミング・ 

条件 

特開平 11-125129 

97.10.21 

車輛 

特開 2002-67723 

00.08.25 

4輪駆動電気自動車およびその制御方法 要求トルク管理 

特開 2002-78110 

00.08.28 

4輪駆動電気自動車およびその制御方法 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

４輪駆動機能 

トルク 特開 2000-79832 

98.09.04 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 
前後輪駆動ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､ﾄﾗｸｼｮﾝ制御手段により第

2原動機の駆動力が低減させられた際の車速状態に基づいて､

第2原動機駆動制御手段により電動機出力を制御することに

より十分な登坂走行能力が得られるとともに不要な助勢駆動

を防止する。 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（15/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2000-79828 

98.09.04 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 
前後輪駆動ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､第1原動機により駆動さ

れる車輪のｽﾘｯﾌﾟが発生する前に第2原動機によるｱｼｽﾄ駆動を

路面勾配に応じて行うことにより､発進初期の駆動輪のｽﾘｯﾌﾟ

発生がなく､車両の一瞬の後ずさりが抑制されて好適な発進

性能が得られる｡ 

４輪駆動機能 トルク 

特開 2000-79834 

98.09.04 

前後輪駆動車両の制御装置 

特開 2001-105919 

99.10.08 

前後輪駆動車両の制御装置 要求トルク管理 

特開 2001-112114 

99.10.08 

前後輪駆動車両およびその制御装置 

特開平 10-94110 

96.09.17 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-43696 

98.07.27 

車両の制動ﾄﾙｸ配分制御装置 

トラクション制

御 

トルク 

特開 2000-166004 

98.11.25 

車両の回生制動制御装置 

燃費性能 切替えタイミング・ 

条件 

特開平 11-147424 

97.11.18 

[被引用2件] 

車両駆動装置 

アイドル 

ストップ 

電力管理 特開 2001-112113 

99.10.08 

前後輪駆動車両および車両の制御装置 

エネルギー 

回生 

エンジン／モーター協

調制御 

特開平 9-298802 

96.05.02 

[被引用4件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

 回生効率向上 特開平 10-244858 

97.03.06 

[被引用1件] 

車両の減速ｴﾈﾙｷﾞｰ回生装置 

エネルギー 

回生 

その他の動力合成機構

制御 

特再 2000-846063 

99.02.08 

電動機のﾄﾙｸにより制動する車両及びその制御方法 
選択手段によつて,運転者が指示した減速量および電動機ﾄﾙｸ

の大きさに応じた適切な変速比を実現する。 

電力管理 特開 2000-253512 

98.12.28 

B60L15/20 

電気自動車およびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
前輪を駆動する前輪側電動機と後輪を駆動する後輪側電動機

を有するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､後輪側電動機は前輪側の原

動機では駆動力が不足す

る場合や路面の摩擦係数

が低い場合に駆動制御さ

れ､それ以外の時には､ﾘﾚｰ

を開放し､後輪側電動機が

発電機となることを防止

する。 

特開平 10-75502 

96.08.29 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 切替えタイミング・ 

条件 

特開 2001-146121 

99.11.19 

ダイハツ工業 

変速機付きﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

燃料噴射量・カット 特開平 10-89115 

96.09.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

モーター制御 特開 2000-127790 

98.10.30 

車両の駆動制御装置 

電力蓄積デバイス間収

支マネジメント 

特開 2001-315550 

00.05.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

その他のエンジン 

制御 

特再 2000-846062 

99.02.08 

電動機のﾄﾙｸにより制動する車両及びその制御方法：
電動機を目標運転状態で運転するよう制御して車両の制動を

行う制御手段を備えることにより,電動機ﾄﾙｸを利用した制動

における減速量を,運転者が違和感のない操作で容易に調整

可能とする。 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

トルク 特開 2000-79831 

98.09.04 

[被引用1件] 

前後輪駆動車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（16/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

回転数 特開平 10-174209 

96.12.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

要求トルク管理 特開平 10-23607 

96.07.05 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エンジン制御 特開平 9-284914 

96.04.11 

[被引用3件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

特開平 10-24745 

96.07.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開平 10-2241 

96.04.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

走行性能 

切替えショック 

特開平 9-322312 

96.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

モーター制御 特開 2000-79829 

98.09.04 

前後輪駆動車両の制御装置 

トルク 特開平 10-184411 

96.12.26 

ｸﾘ-ﾌﾟﾄﾙｸ制御装置 

違和感ない発

進・クリープ 

切替えショック 特開平 10-191507 

96.12.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

要求トルク管理 特開 2000-134712 

98.10.20 

回生制動力の制御装置 

特開平 10-23604 

96.07.01 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開平 10-83187 

96.09.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特許 3147030 

97.03.31 

動力出力装置およびその制御方法 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2001-153218 

99.11.26 

車両の制御装置 

燃料噴射量・カット 特許 3219006 

97.01.29 

[被引用3件] 

動力出力装置 

特開平 9-58295 

95.08.28 

[被引用2件] 

車両用ﾄﾙｸｱｼｽﾄ装置 モーター制御 

特許 3011068 

95.09.07 

[被引用2件] 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 

特開 2002-152912 

00.11.14 

豊田中央研究所 

動力出力装置およびその制御方法 トルク 

特開 2002-27611 

97.12.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

バッテリー制御 特開平 9-257121 

96.03.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

駆動源動力 

切替え 

その他の要素の制御 特開 2002-165305 

97.11.12 

動力出力装置および内燃機関制御装置 

要求トルク管理 特開 2000-78704 

98.08.28 

動力伝達装置およびこれを用いた四輪駆動車輛 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

アクセル応答

性、加速性能 

切替えﾀｲﾐﾝｸﾞ・条件 特開平 10-89116 

96.09.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

   トルク 特開 2000-79830 

98.09.07 

B60K17/356 

前後輪駆動車両の制御装置 
前後輪駆動ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､第2原動機駆動制御手段

により変速機がその低速側第1速ｷﾞｱ段とそれよりも1段高速

側の中速第2速ｷﾞｱ段とに切換えられる際に電動機を駆動し

て､変速機切換時の車両駆動力の差を小さくしてｷﾞｱﾁｪﾝｼﾞに

起因する運転性低下を防止する 

   その他の要素の制御 特許 3047670 

93.04.08 

[被引用2件] 

電気自動車用ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（17/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エンジン 

再始動 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-123857

96.07.18 

駆動装置 

特開平 10-181387

96.12.26 

自動変速機の変速制御装置 要求トルク管理 

特開平 11-82087

97.09.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開平 9-327104

96.06.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

回生効率向上 特開 2002-95106

00.09.14 

B60L7/18 

車輛の制動力制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｴﾝｼﾞﾝの運転ﾓｰﾄﾞを考慮することにより､車速

が所定値以下である場合の回生制動の停止を適切に行

う。 

 

モーター制御 特開 2000-127804

98.10.30 

車両の減速制御装置 

トルク 特開 2002-104156

00.09.27 

車輛の制駆動力制御装置 

違和感ない 

制動 

ファイルセーフ 特開平 10-73161

96.07.02 

[被引用5件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

その他の課題 電力管理 特開平 10-129298

96.10.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

操縦安定性能

の改善 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特許 3178337 

96.04.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

電力管理 特開平 10-23608

96.07.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 その他の課題 

モーター制御 特開平 9-184439

95.12.27 

車両用制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開平 10-136508

96.10.25 

[被引用6件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびｴﾝｼﾞﾝ始動制御方法 エンジン始動

方式 

回転数 特開平 11-101152

97.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車用電動機制御装置及び電動

機制御方法 

バッテリー状

態管理 

電力管理 特開 2000-79833

98.09.04 

[被引用3件] 

前後輪駆動車両の制御装置 

劣化の検出・

補償 

放電・放電深度の 

管理 

特許 3044962 

93.02.12 

[被引用4件] 

ｴﾝｼﾞﾝ駆動発電機付電気自動車のﾓ-ﾀｰ制御装置 

その他の状態

検出 

複数電力蓄積 

デバイス選択使用 

特開平 10-290532

97.02.14 

電気式駆動車両 

切替えタイミング・

条件 

特開 2002-70599

00.08.28 

車両の制御装置 信頼性／ 

耐久性 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開平 10-73517

96.08.30 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の動力源ﾃｽﾄ装置 

特開 2002-51401

00.08.03 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

特開平 10-285710

97.04.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の異常検出装置 

フェイルセーフ 

特開 2002-47991

00.08.01 

車両用駆動力源の状態判断装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ファイルセー

フ・安全性 

バッテリー制御 特許 3011065 

95.08.29 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 

電
力 

蓄
積 

情報利用によ

るシステム 

効率化 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2002-36903

00.07.24 

車両のｴﾈﾙｷﾞ-蓄積装置用制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ 

リ
ー 

燃費性能 モーター制御 特開平 9-84210 

95.09.08 

[被引用1件] 

内燃機関の出力ﾄﾙｸ制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（18/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バ
ッ
テ 

リ
ー 

エネルギー 

回生 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 10-23603

96.07.05 

[被引用3件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-45815

98.07.27 

車両の制御装置 ４輪駆動機能 電力管理 

特開 2001-171376

99.12.15 

前後輪駆動車両の制御装置 

エネルギー 

回生 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 9-65504 

95.08.28 

[被引用1件] 

車両ｷﾔﾊﾟｼﾀの充電制御装置及び充電制御方法 

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ 

システムの 

高効率化 

動力合成機構制御 特許 3011045 

95.03.15 

B60L7/14  

[被引用6件] 

電気自動車 
ｴﾝｼﾞﾝ10および電動機1

2の出力を無段変速機

(CVT)16を介して駆動

軸26に伝達する｡制動

時には､運転者の要求す

る制動ﾄﾙｸと駆動軸26

の回転数によつて定ま

る発電機の運転条件(ﾄﾙ

ｸ､回転数)のうち､発電

効率の良い条件となる

ようにCVT16の変速比

を制御する。 

 

イ
ン
ホ
イ

ー
ル
式 

エネルギー 

回生 

要求トルク管理 特開平 11-18208

97.06.19 

車輛 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ア
コ
ン 

その他の課題 エアコン・灯火類等

車両補機 

特開 2001-113940

97.03.05 

B60H1/32,625 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用空調制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車停止時のｴｱｺﾝ冷房能力を維持するために､

吹出温度､ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ後温度等をﾓﾆﾀｰ予測し､冷房能力

確保の可否を判断してｴﾝｼﾞﾝの始動要求の有無を指令

する。 

アイドルスト

ップ 

燃料噴射量・カット 特開 2001-20775

99.07.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

排気管理 特開 2002-130001

00.10.25 

NOx排出抑止型ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 

回転数 特開 2002-47953

00.08.04 

内燃機関の制御装置 

システムの 

高効率化 

充電管理 特開 2002-51406

00.08.01 

車両の制御装置 
電
気
／ 

動
力
変
換 

駆動源動力 

切替え 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特許 3052753 

94.09.29 

B60L11/14 

[被引用7件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊﾟﾗﾚﾙ複合電気自動車の制御装置 
ECU32は､ｸﾗﾂﾁ16により発電機12とﾓ-ﾀ14との間の

機械的連結を開き､ｼﾘ-ｽﾞﾊﾟﾗﾚﾙ複合電気自動車(SPHV)

をｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車(SHV)として走行させ､ｸﾗﾂﾁ16に

より発電機12とﾓ-ﾀ14との間の機械的連結を閉じ､発

電機12及びﾓ-ﾀ14の一方を加減速に使用しながら､

SPHVをﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車(PHV)として走行させる｡そ

して､ECU32は､発電機12のﾄﾙｸを制御することによ

り､ｸﾗﾂﾁ16を閉じる際

に発電機12の回転数と

ﾓ-ﾀ14の回転数とを実

質的に一致させる｡これ

により､これにより､切

換ｼﾖﾂｸなく､SHV走行か

らPHV走行に切換える

ことができる。 

 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

エネルギー 

回生 

切替えタイミング 特開 2001-112117

99.10.08 

車両の回生制動装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（19/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆動ﾊﾟﾜｰアシ

スト機能 

要求トルク管理 特開 2001-238306

00.02.25 

動力出力装置およびその制御方法 

特開 2001-206105

00.01.25 

車両の制御装置 燃費性能 要求トルク管理 

特開 2001-227376

00.02.14 

車両の出力制御装置およびこれを備えるﾊｲﾌﾞﾘﾂ

ﾄﾞ車両 

アイドル 

ストップ 

切替えショック 特開 2001-107763

99.10.08 

複数の原動機を備えた車両の制御装置 

特開平 10-224910

97.02.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動制御装置 

特開 2000-245013

98.12.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

電力管理 

特開 2002-10409

00.06.26 

燃料電池を用いたﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式駆動源を備える移

動体 

特開 2001-271923

00.03.23 

車両の変速機制御装置 

特開 2000-324613

99.05.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開 2002-81331

00.06.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式駆動源を備える移動体 

システムの 

高効率化 

モーター制御 特開平 8-98320 

94.09.29 

[被引用4件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊﾟﾗﾚﾙ複合電気自動車の制御装置 

エンジン始動

時間短縮 

切替えタイミング・

条件 

特開 2000-320439

99.05.10 

車両の駆動制御装置 

違和感ない発

進・クリープ 

切替えタイミング 特開 2001-26221

99.05.13 

駆動装置用制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開 2000-343964

99.06.04 

動力出力装置およびその制御方法 

トルク 特開 2001-140670

99.11.19 

直結式ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-105908

99.10.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 切替えショック 

特開 2001-112118

99.10.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

切替えタイミング 特開 2001-20797

99.07.09 

駆動装置 

特開 2000-103259

98.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動源切換制御装置 

駆動源動力 

切替え 

その他の要素の制御

特開 2000-120858

98.10.21 

車両の制御装置 

アクセル応答

性、加速性能 

応答性改善 特開 2001-248491

00.03.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

燃料噴射量・カット 特開平 10-205365

97.01.22 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

切替えショック 特開 2001-90830

99.09.24 

車両の制動力制御装置 

違和感ない 

制動 

その他の要素の制御 特開 2000-118246

98.10.15 

車両用駆動装置の制御装置 

その他の課題 切替えタイミング 特開 2002-130094

00.10.26 

車両の始動制御装置 

トルク 特開 2001-153217

99.11.25 

車両の制御装置 

特開 2001-105909

99.10.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

切替えタイミング 

特開 2001-113967

99.10.15 

動力出力装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（20/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2002-51407

00.08.03 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

特開 2002-47966

00.08.03 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

フェイルセーフ 

特開 2002-46492

00.08.01 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの状態判断装置 

ファイルセー

フ・安全性 

切替えタイミング 特開 2001-20773

99.07.07 

車両の駆動制御装置 

燃料噴射量・カット 特許 3141823 

97.10.08 

車載内燃機関の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

トルク 特開 2001-315552

00.05.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電
力 

蓄
積 

バッテリー 

状態管理 

エンジン／モーター

協調制御 

特許 2970427 

94.09.29 

[被引用1件] 

ｼﾘ-ｽﾞﾊﾟﾗﾚﾙ複合電気自動車の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

照
明 

信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の制御 特開 2002-155865

00.09.05 

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ制御装置 

小型軽量化 トルク 特開 2000-154741

98.11.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

燃費性能 その他のエンジン 

制御 

特開平 9-222064

95.12.12 

[被引用3件] 

内燃機関の始動制御装置およびその制御方法 

エネルギー 

回生 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-339334

97.06.06 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

燃料噴射量・カット 特開 2000-291471

99.04.08 

空燃比学習制御装置 システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2000-97069

98.09.21 

内燃機関の吸気制御装置 

違和感ない発

進・クリープ 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-317384

00.04.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の内燃機関制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

アクセル応答

性、加速性能 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-87774

98.09.11 

動力出力装置､およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

車両並びに原動機の動作点制御方法 

 
 冷却性能の 

改善 

要求トルク管理 特開 2000-161099

98.11.20 

内燃機関の冷却制御装置 

 
 その他の課題 要求トルク管理 特開 2002-115576

00.10.11 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

 
 システム安全性管理 特開 2000-199420

98.12.28 

内燃機関の劣化検出装置 

 
 

信頼性／ 

耐久性 

トルク 特開 2001-136605

99.11.01 

駆動装置の制振装置 

 
 その他のエンジン 

制御 

特開 2001-304036

00.04.27 

内燃機関回転数の判定方法および内燃機関回転

数検出装置 

 
 

ファイルセー

フ・安全性 

トルク 特開 2002-147277

00.11.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両における熱機関の出力検出および

診断 

 

 その他の課題 その他の要素の制御 特許 2982746 

97.06.06 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の内燃機関制御装置 

 
アクセル応答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-145496

98.11.11 

内燃機関の始動制御装置 

 

その他の課題 トルク 特開平 11-257054

98.03.17 

F01N3/08 

[被引用2件] 

圧縮着火式内燃機関 
ﾃﾞｰｾﾞﾙ機関のような圧縮着火式ｴﾝｼﾞﾝﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｲﾄﾞｼｽ

ﾃﾑにおいて､煤発生量が極大となる再循環排気ｶﾞｽ量ﾚ

ﾍﾞﾙを避けた循環ｶﾞｽ量下での燃焼を適時選択し､NOX吸

収剤再生時には循環ｶﾞｽ量を上記ﾚﾍﾞﾙより多くした状

態で燃焼させ､ﾄﾙｸ低下分を電動機出力で補償する｡ 

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン 触媒の効率的

作動 

エアコン・灯火類等

車両補機 

特開 2001-355434

00.06.15 

排気ｶﾞｽ浄化部材の再生装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（21/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

違和感ない発

進・クリープ 

トルク 特開平 10-290502

97.04.15 

[被引用1件] 

ｸﾘ-ﾌﾟﾄﾙｸ制御装置 

アクセル応答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-270414

99.03.17 

車両用ﾓ-ﾀｰの制御装置 

違和感ない 

制動 

トルク 特開 2000-270409

99.03.17 

車両用ﾓ-ﾀｰの制御装置 

電
気
／
動
力
変
換 

ファイルセー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開 2000-32616

98.07.08 

電動機の誤接続検出装置 

誘
導 

モ
ー
タ
ー 

情報利用によ

るシステム 

効率化 

モーター制御 特開平 8-331772

95.05.30 

車載誘導機の制御装置 

小型軽量化 バッテリー制御 特開平 9-14385 

95.07.05 

車両用駆動装置 
発
電 

機
能 

ファイルセー

フ・安全性 

エンジン制御 特許 3003555 

95.10.05 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

その他のシステム 

制御 

特開 2000-13922

98.06.25 

動力伝達装置およびこれを用いた四輪駆動車輛小型軽量化 

その他の動力合成 

機構制御 

特開 2002-135910

00.10.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

モジュール化 発電機制御 特許 3052804 

95.08.29 

[被引用2件] 

原動機の始動装置および始動方法 

駆動ﾊﾟﾜｰアシ

スト機能 

切替えショック低減 特開 2001-213182

99.10.12 

B60K17/04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 
中間軸と内軸間に内側ｸﾗｯﾁ､中間軸と外軸間に外側ｸﾗｯ

ﾁを有する2段ｸﾗｯﾁを介してｸﾗｯﾁﾓｰﾀｰ､ｱｼｽﾄﾓｰﾀｰ､ｴﾝｼﾞﾝ

を結合するﾊｲﾌﾞ

ﾘﾂﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑに

おいて､ｱﾝﾀﾞｰﾄﾞ

ﾗｲﾌﾞ走行時や急

加速要求時にｱｼ

ｽﾄﾓｰﾀｰをｸﾗｯﾁﾓｰ

ﾀｰ側に結合させ

て運転効率と加

速感を向上させ

る｡ 

４輪駆動機能 トルク 特開 2000-83301

98.09.04 

前後輪駆動車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ABSとの協調

制御 

切替えショック低減 特開 2001-173768

99.12.20 

車両の制御装置 

  その他の機能

追加 

切替えタイミング・

条件 

特許 3175635 

97.04.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の内燃機関暖機装置 

  切替えタイミング・

条件 

特開平 10-51907

96.07.26 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

  バッテリー制御 特開平 9-37410 

95.07.24 

[被引用1件] 

車両用駆動制御装置 

  

燃費性能 

その他の要素の制御 特開 2000-197209

98.12.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

  電力管理 特開 2001-309504

00.04.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

  

エネルギー 

回生 

回生効率向上 特開平 10-18878

96.07.03 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（22/32）

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

トルク 特許 3050138 

96.09.13 

[被引用1件] 

動力出力装置およびその制御方法 エネルギー 

回生 

放電・放電深度の 

管理 

特許 3214384 

97.02.21 

電気自動車のﾌﾞﾚ-ｷ制御装置及び充電制御装置 

特開平 11-299007

98.04.16 

動力出力装置およびその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘﾂ

ﾄﾞ車両 

特開平 11-229916

98.02.17 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

特開 2000-13912

98.06.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

特開 2000-188804

98.12.21 

動力出力装置 

特開 2001-54205

99.08.05 

動力出力装置､ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛およびそれらの制

御方法 

特許 3099699 

95.09.22 

[被引用1件] 

動力伝達装置及びその制御方法 

特許 3052844 

96.06.26 

H02K7/18  

[被引用7件] 

 

動力出力装置及びその制御方法並びに駆動装置
動力出力装置は､ｴﾝｼﾞﾝとｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀとｱｼｽﾄﾓ-ﾀと制御装置

とを備える｡両ﾓ-ﾀは､制御装置に制御されることでｴﾝ

ｼﾞﾝから出力されるｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄの回転数とﾄﾙｸとの積で表

わされるｴﾈﾙｷﾞを､駆動軸の回転数とﾄﾙｸとの積で表わ

されるｴﾈﾙｷﾞに変換して駆動軸 

に伝達する｡ｴﾝｼﾞﾝは､出力する 

ｴﾈﾙｷﾞが同じであれば自由な運 

転ﾎﾟｲﾝﾄで運転できるから､各

出力ｴﾈﾙｷﾞに対して最も効率の

高い運転ﾎﾟｲﾝﾄを予め求めてお

き､この運転ﾎﾟｲﾝﾄで運転され

るよう燃料噴射やｽﾛﾂﾄﾙﾊﾞﾙﾌﾞ

開度を制御すると共に両ﾓ-ﾀを

制御すれば､装置全体のｴﾈﾙｷﾞ

効率をより高くすることがで

きる。 

電力管理 

特許 3191705 

96.11.15 

駆動装置および動力出力装置 

特開平 10-248114

97.03.04 

動力出力装置およびその制御方法 

特開平 11-299004

98.04.08 

[被引用3件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の充電制御方法 

特開 2002-17005

97.03.24 

動力出力装置およびその制御方法 

特開 2002-78105

00.08.25 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 

要求トルク管理 

特許 3147023 

97.02.12 

[被引用4件] 

動力出力装置およびその制御方法 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン システムの 

高効率化 

特許 3092492 

95.08.09 

H02K7/11 

[被引用7件] 

動力伝達装置及びその制御方法 
ｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀはｱｳﾀﾛ-ﾀが原動機のｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄに､ｲﾝﾅﾛ-ﾀが駆動

軸に結合されている｡ｱｼｽﾄﾓ-ﾀはﾛ-ﾀが駆動軸に結合さ

れている｡これらﾓ-ﾀは制御装置 

により制御される｡ｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀの三

相ｺｲﾙに電流を流し､ｱｳﾀﾛ-ﾀとｲﾝ

ﾅﾛ-ﾀとを所定の滑りでｶﾂﾌﾟﾘﾝｸﾞ

すると､滑り分のｴﾈﾙｷﾞが電力の

形で第1の駆動回路を介して回

収される｡この電力を用いて第

2の駆動回路を介してｱｼｽﾄﾓ-ﾀ

を制御すると､駆動軸にはｱｼｽﾄﾓ

-ﾀによりﾄﾙｸが付与される。 



123 

表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（23/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 3063589 

95.09.04 

B60L11/14 

[被引用6件] 

動力伝達装置およびその制御方法 
ｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄに連結された動力伝達装置には､ｸﾗﾂﾁﾓ-

ﾀとｱｼｽﾄﾓ-ﾀとが設けられ､制御装置により制御される｡

ｴﾝｼﾞﾝが目標ﾄﾙｸ及び目標回転数で安定して運転される

ようｴﾝｼﾞﾝの回転数はｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀのﾄﾙｸによつてﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞﾂｸ

制御がなされる｡この制御では､ｴﾝｼﾞﾝが定常運転して

いる時にその脈動する出力に基づいて生じる回転数の

ﾊﾞﾗﾂｷ(回転むら,ﾄﾙｸ脈

動)の範囲､即ちｴﾝｼﾞﾝの

回転数が目標回転数か

ら閾値Nref2以内の範

囲は､不感帯として制御

は行なわれない｡この不

感帯を設けることによ

り､ｴﾝｼﾞﾝの回転むら(ﾄﾙｸ

脈動)は駆動軸に伝達さ

れない。 

要求トルク管理 

特許 3173396 

96.11.14 

動力出力装置およびその制御方法 

特開平 11-275711

98.03.20 

動力出力装置およびその制御方法､並びにﾊｲﾌﾞﾘ

ﾂﾄﾞ車両 

特開平 11-332018

98.05.07 

動力出力装置およびその制御方法 

特許 3052803 

95.08.29 

[被引用2件] 

動力伝達装置およびその制御方法 

特許 3099700 

95.09.22 

動力伝達装置およびその制御方法 

特許 3050125 

96.05.20 

[被引用3件] 

動力出力装置および動力出力装置の制御方法 

切替えタイミング・

条件 

特許 3000943 

96.07.02 

B60L11/02 

[被引用6件] 

 

動力出力装置およびその制御方法 
動力出力装置は､ｴﾝｼﾞﾝと､ｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ及び駆動軸に各ﾛ-ﾀ

31､33を有するｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀと､ﾛ-ﾀ回転軸に取り付けられ

たｱｼｽﾄﾓ-ﾀと､ﾛ-ﾀ回転軸とｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄとの接続及びその

解除を司る第1ｸﾗﾂﾁと､ﾛ-ﾀ回転軸と駆動軸との接続及

びその解除を司る第2ｸﾗﾂﾁと､両ﾓ-ﾀを制御する制御装

置とを備える｡ここで､

制御装置は､ｴﾝｼﾞﾝや駆

動軸等の状態に応じて

両ｸﾗﾂﾁを操作してﾛ-ﾀ

回転軸の接続状態を変

更し､ｴﾝｼﾞﾝから出力さ

れる動力を両ﾓ-ﾀによ

り効率よくﾄﾙｸ変換し

て駆動軸に出力する。 

切替えタイミング・

条件 

特許 3216590 

97.10.13 

原動機の運転制御装置およびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の運

転制御装置 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開 2002-78106

00.08.29 

B60L11/14 

 

動力出力装置およびこれを搭載する自動車 
ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車において､内燃機関からの動力の一部

が直接出力される第1駆動軸と第2駆動軸に通常の回転

に対して逆回転させる所望の大きさの動力を効率よく

出力するようにする｡ 

回生効率向上 特許 3099698 

95.09.19 

動力伝達装置及びその制御方法 

特開 2000-110603

98.10.08 

車両の充電制御装置 

特開 2000-197208

98.12.24 

動力出力装置､およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

車両並びに電動発電機制御方法 

特開平 11-332021

98.05.18 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両および動力出力装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-142137

98.11.18 

駆動装置の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（24/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他のエンジ

ン制御 

特許 3292116 

97.10.09 

[被引用1件] 

動力出力装置およびその制御方法 

特開 2000-94978 

98.09.24 

車両の駆動制御装置 トルク 

特許 3211751 

97.03.24 

[被引用1件] 

動力出力装置およびその制御方法 

その他のモータ

ー制御 

特開平 10-84665 

96.09.06 

動力出力装置 

充電管理 特開平 10-89053 

96.09.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

特開 2000-346187 

99.06.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 切替えタイミン

グ 

特開 2001-158254 

99.12.03 

前後輪駆動車両の制御装置 

プレーキ負圧発

生、ペダル 

特開平 10-150745 

96.11.14 

動力出力装置およびその制御方法 

特開平 11-332020 

98.05.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両および動力出力装置 

システムの 

高効率化 

その他の要素の

制御 

特開 2000-179678 

98.12.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開平 8-182114 

94.12.26 

車両の内燃機関の加速補助装置 

特開平 8-193533 

95.01.18 

内燃機関の出力制御装置 

エンジン制御 

特許 3099723 

96.02.19 

車輛のｴﾝｼﾞﾝ制御装置およびその制御方法 

トルク 特許 3216589 

96.10.29 

動力出力装置,原動機制御装置並びにこれら

の制御方法 

走行性能 

切替えタイミン

グ 

特開平 9-331602 

96.06.11 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エンジン始動時

間短縮 

切替えタイミン

グ・ 

条件 

特許 3129204 

95.10.18 

F02N11/04  

[被引用4件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 
この装置は､ｴﾝｼﾞﾝ12の出力を分配機構20により第

1ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ16および出力部材18に分配し､ｴﾝｼﾞﾝ

12による車両走行時に第1ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ16により蓄

電装置40を充電する一方､第2ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ22を動

力源として走行する様に構成される｡この場合､ﾊﾟ-

ｷﾝｸﾞﾌﾞﾚ-ｷなどにより車両を停止させた状態で､第1

ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ16により分配機構20を介してｴﾝｼﾞﾝ12

を回転駆動するこ

とにより､そのｴﾝ

ｼﾞﾝ12を始動す

る｡第1ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-

ﾀ16をﾌﾘ-回転可

能な状態として､

専用のｽﾀ-ﾀにより

ｴﾝｼﾞﾝ12を回転駆

動するようにして

も良いし､駆動輪

への動力伝達経路

にｸﾗﾂﾁを設けて､ｴ

ﾝｼﾞﾝ始動時にはそ

のｸﾗﾂﾁを解放する

ようにしても良い。 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（25/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 3257480 

97.10.09 

F02N11/08  

内燃機関の始動装置および始動方法 
内燃機関150の始動に当り､運転者がｽﾀ-ﾀｽｲﾂﾁ179をｵ

ﾝにした際､ECU170において､吸気弁の開閉ﾀｲﾐﾝｸﾞを

最も遅角側に設定する処理､即ち吸気弁閉じ角δを最

も大きくする処理を行わせる｡これにより連続可変ﾊﾞﾙ

ﾌﾞﾀｲﾐﾝｸﾞ機構157における電磁弁を制御して吸気弁閉

じ角δを変更させる｡次に内燃機関150の始動用のﾓ-ﾀ

MG1の目標ﾄﾙｸである､内燃機関出力軸に付加される

始動ﾄﾙｸを､機関回

転数が所定の回転

数以下では予め定

められた関係に従

つて設定する｡即

ち系の振動特性に

応じて定められる

所定の度合で始動

ﾄﾙｸを徐々に増大

させるように設定

する。 

 

トルク 

特開 2000-238555

99.02.19 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置､制御方法およびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

車両 

エンジン始動

時間短縮 

その他の要素の制御 特開 2000-55186

98.08.03 

ｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

電力管理 特開 2000-333304

99.05.18 

動力出力装置およびその制御方法､並びにﾊｲﾌﾞﾘﾂ

ﾄﾞ車両 

特開平 11-69508

97.08.08 

B60L11/14 

[被引用1件] 

電気自動車のｸﾘ-ﾌﾟﾄﾙｸ制御装置 
遊星歯車装置等の

3軸式動力入出力

手段を有するﾊｲﾌﾞ

ﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて

制動有無を判断し

適切なｸﾘｰﾌﾟﾄﾙｸ制

御を行うことによ

り､ﾌﾞﾚｰｷ操作有無

に拘らずｸﾘｰﾌﾟﾄﾙｸ

を一定に保持す

る。 

 

 

 

 

要求トルク管理 

特開 2000-179679

98.12.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開平 10-68335

96.08.29 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 切替えタイミング・

条件 

特開平 10-324165

97.05.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

回転数 特開 2000-87777

98.09.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開 2000-69604

98.08.19 

制動ﾄﾙｸ制御方法､制動装置および車両 

特開 2000-145951

98.11.09 

ﾛﾂｸｱﾂﾌﾟｸﾗﾂﾁ制御装置 

特開 2000-145946

98.11.09 

車両の駆動系制御装置 

違和感ない発

進・クリープ 

その他の要素の制御

特開 2000-193082

98.12.25 

動力伝達機構の制御装置 

要求トルク管理 特許 3214437 

98.03.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替え 

車両速度管理 特開平 9-207622

95.11.30 

[被引用1件] 

定速駆動装置及び自動車の定速走行装置並びに

動力出力装置の制御方法 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（26/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

切替えタイミング・

条件 

特許 3000953 

97.03.21 

動力出力装置およびその制御方法 

特開平 10-98804

96.09.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 切替えショック低減

特開 2001-37006

99.07.14 

複数の駆動力源を備えた車両の制振装置 

応答性改善 特開平 10-84604

96.09.06 

内燃機関の制御装置および動力出力装置 

特開 2001-304004

00.04.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の内燃機関制御装置 その他のエンジン 

制御 

特開 2000-186585

98.12.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開平 10-42403

96.07.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-32611

98.07.13 

動力出力装置及びその制御方法並びにﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

車両 

特開 2000-175311

98.12.08 

車両用電動機の制御装置 

トルク 

特開 2001-30776

96.05.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

動力合成機構制御 特許 3211638 

95.08.31 

[被引用1件] 

車両の制御装置 

切替えショック 特開平 10-4606 

96.06.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

特許 3099713 

95.12.15 

B60L11/14 

[被引用2件] 

動力伝達装置およびその制御方法 
内燃機関と電動機との出力ﾄﾙｸを合成して走行してい

る際の出力要求の変化に即した電動機の制御を行っ

て､意図しない駆動状態を回避する。 

特開 2000-350307

99.05.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

切替えタイミング 

特開 2001-164960

99.12.13 

動力出力装置および動力出力方法 

特開 2000-170903

98.12.08 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

特開 2000-170894

98.12.08 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 

駆動源動力 

切替え 

その他の要素の制御

特開 2000-179671

98.12.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-175305

98.12.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

アクセル応答

性、加速性能 

要求トルク管理 

特開 2000-245016

99.02.18 

電気自動車及びその制御方法 

   切替えタイミング・

条件 

特許 3050141 

96.09.24 

B60L11/14  

[被引用5件] 

動力出力装置およびその制御方法 
動力出力装置110は､ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔ120と､そのﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾔﾘ

ｱ120にｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ156が結合されたｴﾝｼﾞﾝ150と､ｻﾝｷﾞ

ﾔに取り付けられたﾓ-ﾀMG1と､ﾘﾝｸﾞｷﾞﾔに取り付けら

れたﾓ-ﾀMG2とを備える｡ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ164が踏み込まれ

てｴﾝｼﾞﾝ150の運転ﾎﾟｲﾝﾄが変更される際､ｻﾝｷﾞﾔの回転

角加速度を求め､これとﾓ-

ﾀMG1からみたﾓ-ﾀMG1

とｴﾝｼﾞﾝ150とからなる

慣性系の慣性ﾓ-ﾒﾝﾄとを乗

じてｴﾝｼﾞﾝ150の運転ﾎﾟｲ

ﾝﾄを変更する際に用いら

れるﾄﾙｸを算出し､このﾄﾙｸ

を考慮してﾓ-ﾀMG2を駆

動する｡この結果､過渡時

においても所望のﾄﾙｸを出

力することができる。 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（27/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-104591

98.09.28 

駆動装置の制御装置  

特開 2000-23309

98.07.01 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-115917

98.09.30 

電動機の制御装置 

特開 2000-115913

98.10.02 

動力出力装置､およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車

両並びに動力出力装置の制御方法 

特開 2000-125413

98.10.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

特開 2000-102109

98.09.25 

動力出力装置､およびそれを搭載したﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車

両並びに動力出力装置の制御方法 

特開 2000-197210

98.12.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の走行制御装置 

特開 2000-225861

99.02.04 

動力出力装置およびその制御方法 

特開 2001-88586

99.09.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-158249

99.12.02 

車両の制御装置 

トルク 

特開 2001-317385

00.05.10 

動力出力装置およびその制御方法 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2002-58113

00.08.07 

動力出力装置およびその制御方法 

切替えタイミング 特開 2002-139136

00.11.02 

無段変速機構付きﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動機構の制御装置

その他の要素の制御 特開 2000-179677

98.12.15 

駆動装置の制御装置 

アクセル応答

性、加速性能 

その他の要素の制御 特開 2000-233667

99.02.16 

B60K41/06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びその制御方法 
ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて車両の動力系統を、エンジン，

モ－ター，トルクコンバ－タ，変速機および車軸を直

列に結合した構成とする。制御ユニツトは、所定のマ

ツプに従い、車速、アクセル開度、ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態に応

じて動力源、変速比の切り替えを行う。モ－ターで発

進する際には変速段を第１速とし、エンジンで発進す

る際には第２速とする。つまり、出力トルクの大きい

動力源が使用される場合には変速比の低い変速段を適

用する。この

結果、車軸に

出力されるト

ルクが動力源

の切り替えに

伴つて変動す

ることを抑制

でき、運転時

の違和感を低

減することが

できる。 

 

要求トルク管理 特開 2000-175303

98.12.03 

車両の制動力制御装置 

車両速度管理 特許 3292113 

97.09.25 

動力出力装置およびこの装置における原動機の

停止方法 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

違和感ない 

制動 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開平 9-294306

96.04.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（28/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

回生効率向上 特許 2961920 

91.03.26 

B60K17/04 

[被引用8件] 

ｼﾘ-ｽﾞ､ﾊﾟﾗﾚﾙ複合ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｶ-ｼｽﾃﾑ 
ｼﾘｰｽﾞ･ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽ

ﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ､発電

機､走行用電動機､ﾊﾞｯﾃﾘ

ｰを備え､かつ､ｴﾝｼﾞﾝと

電動機間に無段変速機

を設け､電動機の高回転

側の回生制動ﾄﾙｸ不足分

をｴﾝｼﾞﾝのﾌﾘｸｼｮﾝﾄﾙｸと

発電機の回生制動ﾄﾙｸと

の合成ﾄﾙｸで補うように

無段変速機を制御できる制御手段を備ける｡ 

 

トルク 特開 2000-224713

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びその制御方法 

回転数 特開 2000-264098

99.03.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制動力制御装置 

違和感ない 

制動 

その他の要素の制御 特開平 9-290667

96.04.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

情報利用によ

るシステム 

効率化 

電力管理 特開 2000-188802

98.12.22 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の充電制御装置 
ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ走行時の

走行ﾙｰﾄに関する交通情報を解析してﾊﾞｯﾃﾘｰが消費す

る電力及びﾊﾞｯﾃﾘｰへの回生電力を予測しｴﾝｼﾞﾝと電動

発電機を制御し､急速充電と効率充電のいずれかを選

択する。 

 

電力管理 特許 3099769 

97.03.24 

動力出力装置およびその制御方法 

要求トルク管理 特開平 10-304514

97.04.24 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

その他の課題 

充電管理 特開平 10-136509

96.11.01 

動力出力装置 

操縦安定性能

の改善 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-204996

99.01.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

冷却性能の 

改善 

その他の動力合成 

機構制御 

特開 2002-174328

00.12.04 

車両の制御装置 

モーター冷却 切替えタイミング・

条件 

特開平 11-55810

97.08.05 

動力出力装置 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-288028

97.04.11 

F01N3/20 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の運転制御装置 
内燃機関の始動要求時に二次電池の残容量に応じて排

気浄化装置の温度上昇に関与する所定の条件で運転さ

せる｡さらに､二次電池の残容量とｴﾝｼﾞﾝ運転条件に応

じて加熱手段への通電量を制御し､排気ｶﾞｽ中ｴﾐｯｼｮﾝ量

を抑制する。 

 

その他の課題 

触媒温度管理・過熱 特開平 11-210448

98.01.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の内燃機関制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エンジン始動

方式 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-205907

98.01.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（29/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

切替えショック 特許 3214427 

97.12.12 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 
ｼﾌﾄﾀﾞｳﾝ開始許可処理において､否定判断された場合に

は特に制御をおこなうことなくﾘﾀ-ﾝする(S122)｡また

反対に肯定判断された場合には(S122)､ﾀﾞｳﾝｼﾌﾄ開始

許可ﾌﾗｸﾞF10をONにする(S123)｡これに基づいて摩

擦係合装置-電子制御装置によつてﾀﾞｳﾝｼﾌﾄの制御が開

始される｡すなわちｴﾝｼﾞﾝに燃料が供給されてｴﾝｼﾞﾝが

始動するまでﾀﾞｳﾝｼ

ﾌﾄが禁止され､ｴﾝｼﾞ

ﾝ始動後ﾀﾞｳﾝｼﾌﾄが

開始される｡したが

つてｴﾝｼﾞﾝを回転さ

せる負荷がﾓ-ﾀ･ｼﾞｴ

ﾈﾚ-ﾀにかかつてい

る状態でﾀﾞｳﾝｼﾌﾄに

よる駆動力の変化

が生じることが回

避され､ｼﾖﾂｸを防止

することができる。 

 

エンジン始動

方式 

その他の要素の制御 特開平 11-220809

98.01.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動制御装置 

その他の課題 その他のシステム 

制御 

特許 3063592 

95.09.22 

B60L11/14 

[被引用15件] 

動力伝達装置およびその制御方法 
ｴﾝｼﾞﾝ50のｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ56に連結された動力伝達装置20

には､ｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀ30とｱｼｽﾄﾓ-ﾀ40とが設けられ､制御装置

80により制御される｡ｴﾝｼﾞﾝ50のｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ56Bには､

直接またはﾍﾞﾙﾄ102によりｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ56の回転により

駆動する冷却ﾎﾟﾝﾌﾟ104やP/Sﾎﾟﾝﾌﾟ106等の補機が接

続されている｡ｴﾝｼﾞﾝ50の運転を停止し､ﾊﾞﾂﾃﾘ94に蓄

えられた電力を用い

てｱｼｽﾄﾓ-ﾀ40により

駆動軸22を駆動する

ときには､ｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ

56が所定の回転数で

回転するようｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀ

30によりｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ

56に回転ﾄﾙｸTSTを

作用させる｡この結

果､ｸﾗﾝｸｼﾔﾌﾄ56が回

転し､補機を駆動する

動力が得られる。 

 

バッテリー 

状態管理 

電力管理 特開平 10-283039

97.04.02 

動力出力装置およびその制御方法 

温度特性の 

補償 

トルク 特開平 11-153075

98.07.21 

[被引用3件] 

内燃機関の始動制御装置 

その他の状態

検出 

その他のモーター 

制御 

特許 3173397 

96.11.15 

動力出力装置 

システム安全性管理 特開 2000-175304

98.12.03 

車両の動力源制御装置 

燃料噴射量・カット 特開平 10-325344

97.05.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動制御装置 

特開 2001-304032

00.04.27 

触媒劣化検出装置 その他のエンジン 

制御 

特開 2001-304022

00.04.28 

F02D41/16 

デンソー 

 

内燃機関の回転数制御装置とこれを有するﾊｲﾌﾞ

ﾘﾂﾄﾞ車両 
ｱｸｾﾙ操作が解消されると燃料噴射をｶｯﾄして電動機に

よりｴﾝｼﾞﾝ回転数が所定置まで低減した際にISC演算要

求により回転数徐変処理が実行し過剰なﾊﾞﾙﾌﾞ閉駆動

を回避する。 

フェイルセーフ 特開平 10-196427

97.01.16 

[被引用4件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 特開 2000-59913

98.08.10 

電動機制御装置及び制御方法 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（30/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

温度管理 特開 2000-227150

99.02.08 

動力出力装置 

特開 2000-179373

98.12.15 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝの制御装置 システム安全性管理

特許 3211687 

96.11.14 

[被引用1件] 

動力出力装置 

特開平 10-951 

96.06.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

特開平 10-112901

96.08.09 

動力出力装置および電動機の異常検出装置 

フェイルセーフ 

特許 3141815 

97.04.11 

[被引用1件] 

動力出力装置 

特許 3206444 

96.07.26 

F02D45/00,362 

 

動力出力装置 
ｴﾝｼﾞﾝ50の回転数は､ｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀ30に設けられたﾚｿﾞﾙﾊﾞ

39により検出されるｱｳﾀﾛ-ﾀ32に対するｲﾝﾅﾛ-ﾀ34の

相対的な回転角度と､ｱｼｽﾄﾓ-ﾀ40に設けられたﾚｿﾞﾙﾊﾞ

48により検出されるﾛ-ﾀ42の回転角度とから演算に

より求めることができる｡回転角度は正負の符号付き

の値としてﾚｿﾞﾙﾊﾞ39,48により検出されるから､ｴﾝｼﾞﾝ

50の回転数も正負の符号付きの値として求められる｡

こうして求めたｴﾝｼﾞﾝ50

の回転数が負の値となつ

たり所定値以下となつた

ときには､ｴﾝｼﾞﾝ50が所定

値以上の回転数で回転す

るよう制御装置80により

ｸﾗﾂﾁﾓ-ﾀ30のﾄﾙｸを制御す

る｡この結果､ｴﾝｼﾞﾝ50の

逆回転や失速を防止する

ことができる。 

 

ファイルセー

フ・安全性 

トルク 

特開 2002-118902

00.10.02 

B60L11/14 

デンソー 

車両用駆動制御装置 
第一､第二ｸﾗｯﾁで遊星歯車装置に連結されたｴﾝｼﾞﾝと発

電電動機を共に作動させて走行する場合に､障害物な

どで過大な走行負荷が作用した際にｴﾝｼﾞﾝｽﾄｰﾙの可能

性を回転速度変化等で検知して､ｽﾄｰﾙの可能性有りと

判断された場合に電動発電機出力ﾄﾙｸを一時的に低下

させてｴﾝｼﾞﾝ作用負荷を低減する｡ 

 特開 2002-39008

96.07.26 

動力出力装置 

 発電機制御 特開 2000-59914

98.08.10 

発電制御装置 

 操作系・表示系 特開平 11-348650

98.06.09 

ﾊﾞﾂｸｱﾂﾌﾟﾗﾝﾌﾟの制御装置 

 特開 2000-152419

98.11.17 

電動車両用電源制御装置 

 

その他の要素の制御

特開 2002-17004

96.11.14 

動力出力装置 

要求トルク管理 特開 2000-152417

98.11.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開 2002-130032

00.10.30 

デンソー 

内燃機関の回転速度制御装置 

特開 2000-37004

98.07.16 

B60L11/14 

動力出力装置およびその制御方法 
ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､要求動力が電動機の結合

先を切替えるべき所定範囲に入つた際､原動機の出力

軸と駆動軸との回転状態に関与するﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを一致さ

せた後､要求動力を再度入力して切替えを判定し､電動

機の結合先を切替ることにより､切替えｼｮｯｸを低減す

る｡ 

特開 2000-74202

98.08.26 

変速機の変速制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

トルク 

特開 2000-83303

98.09.02 

車両の制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（31/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2000-78705

98.09.01 

B60L11/14 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 
ﾊﾟﾜｰｽﾌﾟﾘｯﾄﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､停車中にｴﾝｼﾞﾝ始

動が開始された場合に､高い応答性で電動機を制御し

て車軸へのﾄﾙｸ変動を適切に相殺する｡ 

トルク 

特開 2002-152916

00.11.14 

B60L15/20 

豊田中央研究所 

電気自動車の制御装置および制御方法 
電動機の回転数と駆動輪の回転数を検出または推定

し､電動機の回転数と駆動輪の回転数に基づいて電動

機のﾄﾙｸ指令を補正することにより､車両の振動を抑制

する｡ 

その他の課題 

回転数 特開 2000-2327 

98.06.16 

[被引用2件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の変速制御装置 

充電管理 特許 2973920 

95.05.24 

B60K17/04 

[被引用40件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 
内燃機関28の出力ﾄﾙｸを発電機24及びﾓ-ﾀ10に分配

する動力分配機構38を設け､この動力分配機構38とﾓ

-ﾀ10との間に順に制止機構40及びｸﾗﾂﾁ36を設ける｡

このｸﾗﾂﾁ36にて動力分配機構38とﾓ-ﾀ10とを連結と

解除を行うことによ

り､内燃機関28から

駆動輪14に至る動力

伝達効率を車速によ

らず高い値に維持す

ることと停止中でも

ﾊﾞﾂﾃﾘ18の充電可能

にする移行ができる｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

その他の要素の制御 特開平 9-286245

96.04.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の油圧制御装置 

４輪駆動機能 充電管理 特開 2000-32606

98.07.14 

車輛 

特開平 11-178109

97.12.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 充電管理 

特開 2000-75007

98.08.27 

デンソー 

電池制御装置 

バッテリー状

態管理 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 9-135503

95.11.06 

[被引用2件] 

動力伝達装置およびその制御方法 

電力管理 特開 2000-92614

98.09.07 

B60L11/18 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の充放電状態制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車搭載電池の温度を温度ｾﾝｻで監視し､電池温

度が所定温度より低い場合に､ｴﾝｼﾞﾝ出力要求を通常時

より大きく若しくは小さくして､発電電動機を発電機

若しくは電動機として使用し発電若しくは放電を行い

電池に電流を流し内部抵抗発熱により電池温度を制御

する｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ
ー 

特開 2001-268807

00.03.23 

車両のバッテリー充電制御装置 

  

その他の状態

検出 

充電管理 

特開 2001-268719

00.03.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のバッテリー充電制御装置 

  その他の課題 環境条件補正 特開 2000-40532

98.07.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の電池充電状態制御装置 

 I
G
B
T

制
御

システムの 

高効率化 

切替えショック低減 特開 2002-19482

00.07.06 

前後輪駆動車両の制御装置 

 

駆
動 

方
式 

その他の課題 エンジン制御 特許 3097505 

95.07.13 

車両用駆動装置 

 

エ
ア 

コ
ン 

その他の課題 その他のエンジン 

制御 

特開平 11-173175

97.12.09 

[被引用1件] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の内燃機関制御装置 
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表 2.1.4-1 トヨタ自動車の技術要素別課題対応特許（32/32) 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

照
明 

冷却性能の 

改善 

冷却系 特開平 11-69510

97.08.06 

B60L11/14 

動力出力装置 
動力出力装置の高温部を冷却する手段を備え､電動機

により駆動軸の回転動力を変換して得た回生電力の少

なくとも一部を用いて､これを運転することにより､動

力出力装置全体の運転効率を高める。 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

 ファイルセー

フ・安全性 

その他の要素の制御 特開 2000-296720

99.06.25 

[被引用1件] 

油圧制御装置 
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2.2.1  企業の概要 

 

商号 日産自動車 株式会社 

本社所在地 〒104-8023 東京都中央区銀座6-17-1 

設立年 1933年（昭和8年） 

資本金 6,045億56百万円（2002年3月末） 

従業員数 30,365名（2002年3月末）（連結：118,161名） 

事業内容 自動車等の車両および部品の製造・販売 

 
日産自動車は過去２年間行ってきた日産リバイバルプランにより、購買コストの大幅削

減と工場稼働率の向上等の成果を上げ、業績を大幅に改善した。 

日産自動車は、1995年にハイブリッド電気自動車開発プロジェクトを立ち上げ、高効率

エンジン、高出力小型モーター、高出力リチウムバッテリーと大容量無段変速装置である

CVTを組み合わせた高性能かつ小型化されたハイブリッドシステム（NHS:Nissan Hybrid 

System）を97年に開発した。NHSシステムは、複数ユニット間のエネルギーフローを最適化

統合制御することを特徴としており、燃費と走行性を両立させたパワートレインシステム

である。本システムは「アベニール」やスタイリッシュ６、AL-Xの試作車での試験を経て、

2000年に「ニッサンテイーノハイブリッド」として市販化され限定販売された。本ハイブ

リッドシステムは、ガソリンエンジン、電磁クラッチ、駆動回生用発電電動機と動力伝達

変速ユニットであるCVTを直列につなげ、さらに、エンジン駆動力を電力変換し蓄積するた

めの発電機（エンジン始動にも利用）、インバーター、バッテリーから構成されている。駆

動トルク増幅効果の大きいCVTの利用により、電動機の小型化とCVT装置とのユニット化に

成功している。また、エンジンと電動機を配置した動力伝達軸間に電磁クラッチを配した

ことにより、エンジンフリクションを回避できるため走行性と回生効率改善を図ることが

できるとしている。 

なお、日産自動車は、2002年10月にトヨタ自動車との間で、今後10年以上にわたってト

ヨタが開発中の最新式トヨタハイブリッドシステムを購入する取引契約を締結した。2006

～2010年の５年間で10万台程度を予定していると報道されており、日産自動車は、今後は、

ハイブリッド用エンジンやリチウム電池の開発に特化する意向のようである。 

（http://www.nissan-global.com/JP/HOME/より引用） 

2.2 日産自動車 
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2.2.2  製品例 

表2.2.2に、日産ハイブリッド車の製品例をまとめて示す。 

 

表 2.2.2 日産ハイブリッド車の製品例 

車種名 ニッサンテイーノネオハイブリッド 

車両重量(kg) 1,500 

乗車定員(人) 5 

車両総重量（kg） 1,750 

ハイブリッドシステム名 NHS 

システム方式 パラレル 

ハイブリッドシステムの概要 パラレルCVT方式 

燃 費 ： 10 ･ 15 モ ー ド 走 行 時

（km/l) 
23 

駆動方式 前輪駆動 

エンジン容量 1,800 

モーター種 交流同期電動機 

モーター最大トルク(kw/rpm) 17/1400-5600 

制御装置 インバーター 

蓄電池種 リチウムイオン電池 

電池容量(Ah-Hr) 3.0-3.0 

電池個数(cell)、総電圧(V) 96,345 

ブレーキ - 

発売年 2000 

価格(¥) 3,150,000 

（日産自動車 2000.4 販売カタログより抜粋） 

 

 
2.2.3  技術開発拠点と研究者 

図2.2.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日産自動車の出願件数と発明

者数の推移を示す。 

 
図 2.2.3 日産自動車の出願件数と発明者数 
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2.2.4  技術開発課題対応特許の概要 

図2.2.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について日産自動車が出願した全234件

の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.2.4に、日産自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課題

対応特許を示す。 

図 2.2.4 日産自動車のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（1/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アイドル 

ストップ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-274273 

99.03.19 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

システムの 

高効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-059437 

99.08.19 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止再始動装置 

特開 2000-154753 

98.11.19 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-154749 

98.11.19 

[被引用1回] 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

特開 2000-145487 

98.11.09 

内燃機関の可変動弁制御装置 

エンジン始動時

間短縮 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-154739 

98.11.18 

車両の始動制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-055939 

99.08.16 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

特開 2000-104588 

98.09.29 

ｴﾝｼﾞﾝの空燃比制御装置 

特開 2000-130217 

98.10.29 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-161118 

98.11.20 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

その他のエンジン制御 特開 2000-104599 

98.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エンジン 

再始動 

トルク 特開 2001-263209 

00.03.21 

内燃機関の始動装置 

情報利用による

システム効率化 

外部情報との 

協調 

特開 2001-289643 

00.04.05 

走行ﾊﾟﾀ-ﾝの予測方法及び装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 発電機制御 特開平 11-200911 

98.01.08 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の発電制御装置 

ガ
ソ
リ
ン 

エ
ン
ジ
ン 

アイドル 

ストップ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-328979 

99.05.19 

ｴﾝｼﾞﾝ自動停止装置 

レイアウト・ 

配列最適化 

切替えタイミグ・ 

条件 

特開平 10-164707 

96.11.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ原動機及びその制御装置 

アイドル 

ストップ 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特開 2001-163087 

99.12.08 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両の発進制御装置 

特開 2001-078306 

99.09.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 エネルギー 

回生 

電力管理 

特開 2001-054202 

99.08.05 

車両用制動力制御装置 

要求トルク管理 特開 2001-177909 

99.12.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 システムの 

高効率化 

その他のモーター 

制御 

特開 2000-354305 

99.06.08 

ﾓ-ﾀｰ制御ｼｽﾃﾑ 

エンジン 

再始動 

トルク 特開 2001-349226 

00.06.08 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

電
気
／
動
力
変
換 

冷却性能の 

改善 

冷却系 特開 2002-004860 

00.06.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車用冷却装置 

特開 2001-258218 

00.03.10 

回転電機 
同
期 

モ
ー
タ
ー 

システムの 

高効率化 

その他のモーター 

制御 

特開 2001-275396 

00.03.29 

回転電機の制御装置 

共
通 

発
電 

機
能 

その他の状態検

出 

充電管理 特開 2001-268707 

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（2/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電力管理 特開 2000-295708 

99.04.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 
エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

エネルギー回生 

発電機制御 特開 2001-211507 

00.01.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トラクション制

御 

トルク 特開 2001-227372 

00.02.15 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

アイドル 

ストップ 

充電管理 特開 2001-224103 

00.02.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 特開 2000-333305 

99.05.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

特開 2000-179371 

98.12.15 

車両の駆動力制御装置 要求トルク管理 

特開平 11-324751 

98.03.20 

駆動力制御装置 

切替えタイミング・ 

条件 

特開 2001-268709 

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

システムの 

高効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-324609 

99.05.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 特開 2001-211505 

00.01.20 

車両用駆動力制御装置 アクセル応答性、

加速性能 

要求トルク管理 特開 2001-268710 

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エンジン 

再始動 

切替えタイミング 特開 2000-328980 

99.05.20 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両 

違和感ない 

制動 

発電機制御 特開平 11-191903 

97.12.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他の課題 エンジン制御 特許 2914057 

92.11.16 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

劣化の検出・ 

補償 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2000-270408 

99.03.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

トルク 特開平 11-289610 

98.04.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の補助ﾌﾞﾚ-ｷ装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 その他の要素の制御 特開平 11-189073 

97.12.25 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の流体圧制御装置 

電
力 

蓄
積 

信頼性／ 

耐久性 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2001-169408 

99.12.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2001-355480 

00.06.09 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車両 

充電管理 特開 2001-268806 

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 劣化の検出・ 

補償 

劣化管理 特開 2000-040530 

98.07.22 

組電池ｾﾙ容量調整方法 

システムの 

高効率化 

充電管理 特開 2000-125415 

98.10.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

バ
ッ
テ
リ
ー 

その他の状態検

出 

充電管理 特開平 10-304511 

97.04.23 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ電気自動車の発電機制御方法 

コスト低減 トルク 特開平 11-187502 

97.12.19 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
補
助 

装
置 

冷却性能の 

改善 

その他の要素の制御 特開平 11-200858 

98.01.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の冷却装置 

共
通 

エ

ア

コ
ン 

アクセル応答性、

加速性能 

エアコン・灯火類等車

両補機 

特開平 11-153047 

97.11.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（3/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

冷却性能の 

改善 

エアコン・灯火類等

車両補機 

特開平 11-170848

97.12.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式車両用空調装置 

その他の課題 環境条件補正 特開平 11-151932

97.11.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式車両用空調装置 

エ
ア
コ
ン 

 エアコン・灯火類等

車両補機 

特開平 11-132040

97.10.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の冷却装置 

エネルギー 

回生 

その他の要素の制御 特開平 11-208436

98.01.29 

制動制御装置 

違和感ない 

制動 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開 2000-197205

98.12.25 

車両用回生協調ﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

特開平 11-022460

97.06.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の冷却ｼｽﾃﾑ 

共
通 

照
明 

モーター冷却 冷却系 

特開平 11-022466

97.07.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車の冷却装置 

その他の課題 放電・放電深度の 

管理 

特許 3292064 

96.10.22 

発電機駆動用ｴﾝｼﾞﾝの制御方法およびその装置

温度特性の 

補償 

発電機制御 特開平 11-018203

97.06.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両の発電機制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特許 3257402 

96.06.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機駆動用ｴﾝｼﾞﾝの制

御装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 発電機制御 特開平 9-284909 

96.04.17 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

電

気

／

動

力
変
換 

システムの 

高効率化 

その他の要素の制御 特開 2002-084790

00.09.04 

回転電機の制御装置 

エ

ン

ジ

ン

駆

動
発
電
機 

発電機 発電機制御 特開平 11-82093 

97.09.05 

F02D29/06 

 

電気自動車の発電制御装置 
ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､発電量を極力維持しつつ各

部温度条件を満たすことができる運転点に発電機と

発電機駆動用ｴﾝｼﾞﾝを制御する｡ 

小型軽量化 バッテリー制御 特開平 6-64450 

92.08.20 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

燃費性能 電力管理 特開平 10-304512

97.04.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

特開平 9-312905 

96.05.21 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動装置の運転方法およびﾊｲﾌﾞﾘ

ﾂﾄﾞ車の駆動装置 

電力管理 

特開 2002-171604

00.09.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

システムの 

高効率化 

充電管理 特開平 10-215503

97.01.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 11-103503

97.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 駆動源動力 

切替え 

発電機制御 特開平 11-103504

97.09.29 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

その他のモーター 

制御 

特開平 10-285708

97.04.08 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機駆動用機関

制御装置 

特開平 11-041714

97.07.16 

電気自動車の制御装置 発電機制御 

特開平 11-103501

97.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

バッテリー制御 特許 2797863 

92.10.21 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（4/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

バッテリー制御 特許 3000804 

92.10.21 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

特開平 11-027804

97.07.04 

ｼﾘ-ｽﾞ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電機制御装置 

その他の課題 

発電機制御 

特開平 11-103502

97.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開平 10-084636

96.09.10 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 充電管理 

特開平 11-089007

97.09.05 

ｼﾘ-ｽﾞ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

特開平 10-201003

97.01.16 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

特許 3266056 

97.07.04 

電気自動車の制御装置 

バッテリー 

状態管理 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 11-136808

97.10.31 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

温度特性の 

補償 

環境条件補正 特開平 10-164761

96.11.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ電気自動車の電池制御方法及び電池制

御装置 

劣化の検出・ 

補償 

発電機制御 特開平 10-341502

97.06.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

そ の 他 の 状 態

検出 

電力管理 特開平 10-295045

97.04.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 電力管理 特開平 10-322806

97.05.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の補助電源ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電制

御装置 

充電管理 特開平 10-014296

96.06.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御装置 
バ

ッ

テ

リ

ー 

劣化の検出・ 

補償 

劣化管理 特開平 10-014010

96.06.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御装置 

電
力 

制
御 

小型軽量化 発電機制御 特開平 10-155203

92.10.21 

発電装置 

補
助

装
置

その他の課題 発電機制御 特開平 11-27803 

97.07.04 

[被引用1回] 

ｼﾘ-ｽﾞ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電機制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

照
明 

その他の課題 プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 10-236301

97.02.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車におけるﾌﾞﾚ-ｷｼｽﾃﾑ 

自
立
型 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン

操 縦 安 定 性 能

の改善 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-355483

00.06.09 

車両の駆動力制御装置 

ト ラ ク シ ョ ン

制御 

発電機制御 特開平 11-318001

98.04.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
パ

ラ

レ

ル

ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド 

液

体

燃

料

／

動
力
変
換 

エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 10-336804

97.05.27 

車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝｼｽﾃﾑ 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（5/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-339182

97.06.06 

F02D29/02 

[被引用1回] 

内燃機関と電動機の複合型車両駆動装置およ

びその制御方法 
ﾛｯｸｱｯﾌﾟｸﾗｯﾁを有す

るCVT変速機の中間

軸に駆動輪駆動と駆

動輪によるｴﾈﾙｷﾞｰ回

生が可能な第1電動

発電機が接続され､ｴ

ﾝｼﾞﾝによつて駆動さ

れる補機とｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ

との間に､ｸﾗｯﾁ装置

が介装され､補機を

駆動できるように第

2電動機が設けられ

たﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞに

おいて､燃料供給停

止を伴う車両減速時

にはｸﾗｯﾁ装置を介し

て第2電動機がｴﾝｼﾞﾝ

のﾓｰﾀﾘﾝｸﾞを行うこ

とにより､車両停止

に至るまでのｴﾝｼﾞﾝ

停止を防止する｡ 

駆動源動力 

切替え 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-339185

97.06.06 

F02D29/02,321 

[被引用2回] 

内燃機関と電動機の複合型車両駆動装置およ

びその制御方法 
変速機中間軸に第1電動発電機を､ｴﾝｼﾞﾝによつて駆

動される補機とｸﾗｯﾁ装置が介装されたｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄとの

間に補機駆動用第2電動発電機を設置したCVT方式ﾊﾟ

ﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､車両停止時には､ｴﾝｼﾞﾝ燃料供

給を停止し､補機を第2電動機で駆動する｡ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ

を踏込むと､第2電動機がｸﾗｯﾁを介してｴﾝｼﾞﾝのｸﾗﾝｷﾝ

ｸﾞを行い再始動させる｡ 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-331675

97.06.03 

車両用複合駆動ｼｽﾃﾑの制御装置 ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

燃料噴射量・カット 特開平 10-339186

97.06.04 

車両用複合駆動ｼｽﾃﾑの制御装置 

燃料噴射量・カット 特開平 10-331677

97.06.03 

車両のﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝｼｽﾃﾑ エンジン 

再始動 

その他のエンジン 

制御 

特開 2002-061522

00.08.17 

車両用内燃機関の制御装置 

冷却性能の 

改善 

触媒温度管理・過熱 特開平 6-48189 

92.07.24 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

劣化の検出・ 

補償 

トルク 特開 2002-186108

00.12.15 

ｴﾝｼﾞﾝの回転数調整装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ動力装置

の制御装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 トルク 特開 2001-342864

00.06.02 

ｴﾝｼﾞﾝのﾄﾙｸ変動抑制装置 

駆動パワー 

アシスト機能 

要求トルク管理 特開 2001-138764

99.11.11 

B60K17/356  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
前後輪の車輪速差およびｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ踏込量に基づい

て､電動機の目標ﾄﾙｸを算出し､この目標ﾄﾙｸを電動機

駆動輪の加速度とｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ踏込量とに基づいて補

正することにより､踏面状況に応じた的確な電動機

駆動制御を行う｡ 

電
気
／
動
力
変
換 

４輪駆動機能 その他のシステム 

制御 

特開 2002-152911

99.11.11 

車両の4輪駆動制御装置 

レイアウト・ 

配列最適化 

要求トルク管理 特開 2000-272367

99.03.23 

四輪駆動装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

４輪駆動機能 トルク 特開平 11-289606

98.03.31 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
前輪と後輪各々の回転速度を検出する車輪速ｾﾝｻｰ

と､原動機のｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ踏込量を検出するｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙｾ

ﾝｻｰを備え､前輪と後輪との速度差が生じた場合に速

度差に応じた後側の車輪駆動軸に接続された電動機

の制御ﾄﾙｸを求め､原動機のｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ踏込量に応じ

て制御ﾄﾙｸを補正し､後側の車輪駆動軸に接続された

電動機を駆動させる｡ 



141 

表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（6/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エネルギー 

回生 

燃料噴射量・カット 特開平 10-201012

97.01.07 

[被引用1回] 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他のシステム 

制御 

特開 2000-27672 

98.07.13 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

要求トルク管理 特開平 11-98612 

97.09.22 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ車両の制御装置 

システムの 

高効率化 

触媒流量・排気還流 特開 2001-37008 

99.07.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

走行性能 燃料噴射量・カット 特開平 10-23609 

96.07.04 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

放電・放電深度の 

管理 

特開平 11-355967

98.06.03 

ﾊﾞﾂﾃﾘ-制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2001-295680

00.04.12 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

駆動源動力 

切替え 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-69509 

97.08.19 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の変速制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

その他のモーター 

制御 

特開 2002-165307

00.11.22 

車両用制御装置 

情 報 利 用 に よ

るシステム 

効率化 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-295679

00.04.12 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止再始動装置 

その他の課題 発電機制御 特開平 10-094295

96.09.11 

ﾍﾞﾙﾄ駆動式発電機の制御方法及び制御装置 

電力管理 特開平 11-41708 

97.07.23 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 操 縦 安 定 性 能

の改善 

その他のシステム 

制御 

特開 2001-234774

00.02.21 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
前輪はｴﾝｼﾞﾝで駆動し、後輪は電動駆動できるように

し、前輪にｽﾘｯﾌﾟが生じたら電動機を駆動して後輪に

駆動力を付与するｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型四輪駆動とすると共

に、ｴﾝｼﾞﾝに取付けられた発電機の発電量を増大し、

ｴﾝｼﾞﾝから前輪に係るﾄﾙｸを低減してｽﾘｯﾌﾟを抑制す

る。さらに、特に低μ路を判定した際はｴﾝｼﾞﾝで駆動

される前輪にｽﾘｯﾌﾟが生じ易いので、蓄電装置の蓄電

量を予め小さくし発電機による前輪ｽﾘｯﾌﾟ抑制制御

が効果的に行えるようにしておく。 

 

バッテリー 

冷却 

温度 特開平 11-27806 

97.07.03 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

その他の課題 エンジン制御 特許 2943526 

92.09.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

劣化の検出・ 

補償 

充電管理 特開 2001-268708

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

アイドル 

ストップ 

発電機制御 特開 2001-304080 ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

I
G
B
T
 

制
御 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-342886 ｴﾝｼﾞﾝの回転数変動抑制装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（7/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エ

ア

コ
ン 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類等

車両補機 

特開平 11-310033

98.04.30 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ制御装置 

アイドル 

ストップ 

発電機制御 特開 2001-248713

00.03.03 

ｱｲﾄﾞﾙｽﾄﾂﾌﾟ車用自動変速機の電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ油

路構造 

パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

照
明 

エンジン 

再始動 

その他の要素の制御 特開 2001-253251

00.03.13 

車両のｴﾝｼﾞﾝﾏｳﾝﾄ装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

違和感ない 

制動 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-97068 

98.09.22 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-164403

97.11.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 エネルギー 

回生 

トルク 特開 2000-152411

98.11.04 

車両制御装置 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング 特開平 11-270668

98.03.20 

F16H61/10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 
ｸﾗｯﾁ解放時の無段変速機の変速比をｸﾗｯﾁ締結時の変

速比よりも高くすることにより､電動走行ﾓｰﾄﾞおよ

びｴﾝｼﾞﾝ走行ﾓｰﾄﾞで電動機とｴﾝｼﾞﾝをそれぞれ最適な

条件で運転できるよう制御する｡ 

その他の要素の制御

 

特開 2000-211383

99.01.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

発電機制御 特開 2000-145497

98.11.11 

動力装置の始動制御装置 

システムの 

高効率化 

その他の要素の制御

 

特開 2001-263096

00.03.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トルク 特開 2000-115911

98.10.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

特開 2000-120455

98.10.16 

車両の始動制御装置 

電力管理 特開平 11-270377

98.03.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-270376

98.03.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

切替えショック 特開平 10-246132

97.03.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トルク 特開 2000-104575

98.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の出力制御装置 

駆動源動力 

切替え 

特開 2000-136835

98.11.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御方法 

エンジン 

再始動 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-263117

00.03.17 

ｴﾝｼﾞﾝ自動停止車両 

情 報 利 用 に よ

るシステム 

効率化 

電力管理 特開 2001-298805

00.02.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

触 媒 の 効 率 的

作動 

点火時期 特開 2000-130204

98.10.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

切替えショック低減 特開 2001-112109

99.10.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（8/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃料噴射量・カット 特開 2001-132492

99.11.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 信頼性／ 

耐久性 

切替えタイミング 特開 2001-132778

99.11.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

トルク 特開 2000-023311

98.07.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開 2001-263147

00.03.21 

F02D45/00,314 

ｴﾝｼﾞﾝの停止判定装置および再始動装置 
ｸﾗﾝｸ軸回転方向を検出し､ｴﾝｼﾞﾝの逆転が検出された

時にｴﾝｼﾞﾝ停止と判定する判定手段を備えることに

より､ｴﾝｼﾞﾝの停止を速やかに判定できるようにす

る｡ 

特開 2000-23312 

98.07.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 トルク 

特開 2000-97070 

98.09.22 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

その他の要素の制御 特開 2000-130203

98.10.26 

[被引用1回] 

ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ検出装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ

ッ

テ

リ
ー 

温度特性の 

補償 

その他の要素の制御 特開 2000-23307 

98.07.03 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾊﾞﾂﾃﾘ-制御装置 

ABSとの協調 

制御 

その他の要素の制御 特開平 11-301436

98.04.20 

制動力制御装置 

燃料噴射量・カット 特開 2000-027670

98.07.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

点火時期 特開 2000-073798

98.09.02 

内燃機関の可変動弁制御装置 

エンジン 

再始動 

要求トルク管理 特開平 10-331749

97.06.03 

[被引用1回] 

車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞﾊﾟﾜ-ﾄﾚ-ﾝｼｽﾃﾑ 

その他の課題 燃料噴射量・カット 特開平 10-331674

97.06.03 

車両用複合駆動ｼｽﾃﾑの制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジン 

制御 

特開 2000-008924

98.06.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の電動ｽﾛﾂﾄﾙ装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 その他のエンジン 

制御 

特開 2000-104613

98.09.29 

車両用内燃機関における流量制御弁の制御装

置 

ABSとの協調 

制御 

その他の要素の制御 特開平 11-301453

98.04.20 

制動力制御装置 
電
気
／
動

力
変
換 エネルギー 

回生 

トルク 特開平 11-308703

98.04.20 

制動力制御装置 

電力管理 特開 2001-200741

99.11.12 

車両用制御装置 小型軽量化 

要求トルク管理 特開平 11-289609

98.03.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

その他のエンジン 

制御 

特開平 11-148388

97.11.12 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 駆動パワー 

アシスト機能 

充電管理 特開 2000-45813 

98.07.15 

F02D29/02 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
変速機に逆転機構がないﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におい

て､後進時にｴﾝｼﾞﾝにより第1電動機を駆動して発電

を開始し､走行用第2電動機へ電力を供給することに

より後進時出力を確保する。 

要求トルク管理 特開 2000-261909

99.03.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 アイドル 

ストップ 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2001-304008

00.04.25 

車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エネルギー 

回生 

要求トルク管理 特開平 11-178110

97.12.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（9/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-164404

97.11.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 エネルギー 

回生 

触媒流量・排気還流 特開平 11-173173

97.12.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のEGR制御装置 

特開平 11-332016

98.05.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の充電制御装置 

特開 2000-205000

99.01.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-236601

99.02.17 

車両の駆動力制御装置 

電力管理 

特開 2001-292501

00.04.06 

車両用制御装置 

特開平 11-159364

97.11.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開平 11-243605

98.02.24 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両制御装置 

要求トルク管理 

特開平 11-343891

98.06.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

エンジン／モーター

協調制御 

特許 3173372 

96.04.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞにおいて､加速命令及び減速命令から

車両の運転状態を検出して車両の適正な回転数を推

定し､加速時に制動装置がﾘﾘｰｽ状態の時は電動機で

車輪を駆動し､減速時には､回生制動を開始すること

により､低速時の安定性を確保する。 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-280512

98.03.30 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｸﾗｯﾁ入力軸にｴﾝｼﾞﾝと第1電動機を連結するととも

に､ｸﾗｯﾁ出力軸に第2電動機と無段変速機入力軸を連

結し､無段変速機出力軸から駆動輪に動力を伝える

推進機構と､無段変速機の油圧装置を駆動する第3電

動機と､蓄電器､電力変換器､ｺﾝﾄﾛｰﾗｰからなるﾊﾟﾗﾚﾙﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､第2電動機のみで車両を駆動

および制動する時にはｸﾗｯﾁを解放することによりｴﾝ

ｼﾞﾝの連回りを防止し､燃料消費率を向上させる。 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開 2001-238305

00.02.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の制御装置 

特開平 11-285107

98.03.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の変速機用油圧装置 

特開平 11-350998

98.06.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ原動機のﾄﾙｸ変動制御装置 

特開 2000-008902

98.06.17 

車両用定速走行制御ｼｽﾃﾑ 

トルク 

特開 2000-045812

98.07.23 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

切替えタイミング 特開 2000-236602

98.12.16 

車両の駆動力制御装置 

システムの 

高効率化 

その他の要素の制御 特開 2000-025490

98.07.13 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

トルク 特開 2000-125414

98.10.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

発電機制御 特開平 11-122710

97.10.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

切替えショック低減 特開平 10-324177

97.05.22 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ車両の発進装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開平 11-285108

98.03.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 
ﾓｰﾀｰによる走行時でもｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ解放時に適切なｸﾘｰ

ﾌﾟ力と制動力を発生させ､従来ｴﾝｼﾞﾝ車両と同様な運

転感覚を実現させる。 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（10/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

切替えショック 特開平 11-141365

97.11.10 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

切替えショック 特開平 11-027805

97.07.03 

複合電気自動車の動力伝達装置 

要求トルク管理 特開平 11-182275

97.12.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の作動気筒数制御装置 

駆動源動力 

切替え 

エンジン制御 特許 3296162 

95.11.06 

B60K6/02 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
電子制御ﾕﾆﾂﾄは､各種信号に基づいて判断した運転

条件､状態に応じて､車両の加速時に電気ﾓ-ﾀに蓄電

装置から電気ｴﾈﾙｷﾞを供給して駆動し､内燃機関の駆

動ﾄﾙｸを補助する｡一方､車両の減速時や制動時など

燃料供給が停止される時に､車両の持つ運動ｴﾈﾙｷﾞを

利用して電気ﾓ-ﾀを回転させて発電するにあたり､車

両の減速走行特性を変化させずにｴﾈﾙｷﾞ回収効率を

最大限に高めるた

め､内燃機関の吸入

空気量をｽﾛﾂﾄﾙﾊﾞﾙ

ﾌﾞやAACﾊﾞﾙﾌﾞを開

いて増加させて､ｴﾝ

ｼﾞﾝﾌﾞﾚ-ｷの制動ﾄﾙｸ

の減少分を電気ﾓ-ﾀ

の回生制動ﾄﾙｸと一

致させる。 

車両速度管理 特開平 11-132070

97.10.30 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の車速制御装置 

特開平 11-107799

97.10.03 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 切替えタイミング・

条件 

特開平 11-122712

97.10.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

燃料噴射量・カット 特開平 11-263151

97.12.19 

無段変速機を備えた車両の制御装置 

特開平 11-018210

97.06.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ車両の制御装置 トルク 

特開平 11-350997 ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ原動機のﾄﾙｸ変動制御装置 

その他の動力合成機

構制御 

特開 2001-246949

00.03.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の自動変速機 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

発電機制御 特開平 11-136806

97.10.27 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

その他の課題 電力管理 特開平 10-288060

97.04.15 

内燃機関ﾄﾙｸ変動吸収装置 

要求トルク管理 特開平 11-241624

97.12.25 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 操 縦 安 定 性 能

の改善 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-165566

97.12.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

パワーエレクト

ロニクス冷却 

冷却系 特開平 11-285106

98.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の冷却装置 

その他の課題 電力管理 特開平 10-288063

97.04.17 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｴﾝｼﾞﾝのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ制御装置 

エ ン ジ ン 始 動

方式 

電力管理 特開平 10-325346 車両用内燃機関の自動停止始動装置 

電力管理 特開 2000-253507

99.02.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 バッテリー 

状態管理 

充電管理 特開 2001-157307

99.11.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

回転数 特開 2000-71815 

98.08.26 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.2.4-1 日産自動車の技術要素別課題対応特許（11/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 特開 2001-157306

99.11.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

システム安全性管理 特開 2000-257498

99.03.03 

車両の自己診断装置 

フェイルセーフ 特開平 11-280513

98.03.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 

特開平 11-348604

98.06.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の制御

特開 2000-001133

98.06.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-289090

00.04.07 

ﾄﾙｸ変動低減装置 トルク 

特開 2001-295683

00.04.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｱｲﾄﾞﾙ回転速度制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

回転数 特開平 11-348603

98.06.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

バ
ッ
テ
リ
ー 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2000-030753

98.07.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両用電池の制御装置 

特開 2000-045814

98.07.24 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の空調制御装置 
エ

ア

コ

ン 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 

特開 2000-073763

98.08.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用冷却装置 

ABSとの協調 

制御 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-275707

98.03.23 

B60L7/24  

制動力制御装置 
ｱﾝﾁﾛｯｸﾌﾞﾚｰｷ制御が開始されたらﾓｰﾀｰｼﾞｪﾈﾚｲﾀｰの回

生作動を中止すると共に､ｱﾝﾁﾛｯｸﾌﾞﾚｰｷ制御している

制動用ｼﾘﾝﾀﾞｰ以外の制動用ｼﾘﾝﾀﾞｰへの作動流体圧を

緩増圧することにより､制動用ｼﾘﾝﾀﾞｰ作動流体圧の

過増圧を防止する。 

エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-321626

98.05.12 

制動力制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-189067

97.12.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

違和感ない 

制動 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-321627

98.05.12 

制動力制御装置 

冷却性能の 

改善 

冷却系 特開平 11-190213

97.12.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式車両のｴﾝｼﾞﾝ冷却ｼｽﾃﾑ 

モーター冷却 冷却系 特開平 11-278065

98.03.26 

車両の冷却装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

照
明 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-321628

98.05.12 

制動力制御装置 
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2.3.1  企業の概要 

 

商号 本田技研工業 株式会社 

本社所在地 〒107-8556 東京都港区南青山2-1-1 

設立年 1948年（昭和23年） 

資本金 860億67百万円（2002年3月末） 

従業員数 28,500名（2002年3月末）（連結：120,600名） 

事業内容 二輪車、四輪車、汎用製品（農機具、発電機、汎用エンジン等）の製造・

販売 

 
本田技研工業は、1990年代中頃より、世界最高水準の環境適合性能と走る楽しさを 高

次元で融合するためのハイブリッド車開発に取り組み、99年に２シーター・パーソナルカ

ー「インサイト」の販売を開始した。本田技研は、開発目標を、「パワーユニットの高効率

化」「空力性能の追求」「車体の軽量化」に置き、これらを高いレベルで具現化するための

研究開発を行ってきた結果、世界最高水準の燃費性能（5MTで35km/l）を実現した。 

本田技研が開発したハイブリッドシステムは、ホンダIMA（Integrated Motor Assist）

と呼ばれる。IMAシステムは、主動力源をガソリンエンジンとし、加速力が必要な時に、モ

ーターを補助動力源として限定利用するシステムである。従って、システムが単純化され

た結果、パワーユニットの小型軽量化が図られ、一層の燃費改善につながった。 

IMAシステムは、ホンダ独自の1,000CCリーンバーンVTECエンジンと変速機間にDCブラシ

レス回転式永久磁石型三相同期電動機を配置したパラレルハイブリッド方式であり、減速

時には車速に応じた減速量をPCUで演算し、モーターを制御して発電すなわちエネルギー回

生して、Ni-H電池に充電し、加速時には、アクセル開度やエンジン回転数・トルクやバッ

テリー充電状態をモニターし必要かつ可能なアシスト動力を演算して、PCUでバッテリー電

流を制御しモーターを駆動させる方式である。そのために、走行抵抗やエンジンブレーキ

抵抗低減に工夫を凝らし、車の動力性能を犠牲にせずにエンジン排気量の低減により

1,000CCエンジンの搭載を可能にしている。また、変速機には、従来の賓速マニュアルトラ

ンスミッションの他に、アクセルの開度や車速の変化等により、油圧を変えて�つのプー

リーの溝幅を変化させ、同時に金属ベルトの伝達ピッチ径を変化させて無段変速を行うホ

ンダ独自の無段変速AT（ホンダマルチマチックS）を設置して、IMAシステムの出力走行性

能や燃費特性を最大限に引き出している。 

本田技研は、2001年にホンダ IMAをさらに高効率化し、新開発の1.3L i-DSI気筒休止VTEC

リーンバーン（希薄燃焼）エンジンに薄型DCブラシレスモーター、ホンダマルチマチックS

を組み合わせたパワープラントを構築し、これにリアシート背面のインテリジェントパワ

ーユニットを結合し、極めてコンパクトなシステムを搭載した疴人乗りセダンの「シビッ

クハイブリッド」を販売開始した。「シビックハイブリッド」は、29.5km/l（10・15モード

走行燃料消費率）の超低燃費を達成している。    （http://www.honda.co.jp/ より引用） 

2.3 本田技研工業 
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2.3.2  製品例 

表2.3.2に、ホンダハイブリッド車の製品例をまとめて示す。 

 

表 2.3.2 ホンダハイブリッド車の製品例 

車種名 ホンダ インサイト ホンダ シビックハイブリッド 

車両重量(kg) 820 1190 

乗車定員(人) 2 5 

車両総重量（kg) - - 

ハイブリッドシステム名 ホンダIMA ホンダIMA 

システム方式 パラレル パラレル 

ハイブリッドシステムの概要 ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝVTECにﾓｰﾀｰｱｼｽﾄを組み合

わせたIntegrated Motor Assist 

(IMA)システム 

ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝVTECにﾓｰﾀｰｱｼｽﾄを組み合

わせたIntegrated Motor Assist 

(IMA)システム 

燃 費 ： 10 ･ 15 モ ー ド 走 行 時

（km/l) 
35 29.5 

駆動方式 前輪駆動 前輪駆動 

エンジン容量 995 1300 

モーター種 永久磁石型三相交流同期電動機 永久磁石型三相交流同期電動機 

モーター最大トルク(kw/rpm) 10.0/3000 10.0/4000 

制御装置 モジュール型PCU モジュール型PCU 

蓄電池種 Ni-H電池 Ni-H電池 

電池容量(Ah-Hr) 6.5- 6.0-3.0 

電池個数(cell)、総電圧(V) 20, 144 20,144 

ブレーキ - - 

発売年 2000 2001 

価格(¥) 2,100,000 2,090,000 

（日本電動車両協会 HP http://www.jeva.or.jp/より引用） 

 
 
2.3.3  技術開発拠点と研究者 

図2.3.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する本田技研工業の出願件数と発

明者数の推移を示す。 

 

図 2.3.3 本田技研工業の出願件数と発明者数 
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2.3.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.3.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について本田技研工業が出願した全207

件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.3.4 に、本田技研工業のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課

題対応特許を示す。 
 

図 2.3.4 本田技研工業のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（1/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開2001-55942 

99.08.16 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置及びｴﾝｼﾞﾝ制御方法 

特開 2001-39184 

99.08.02 

B60K41/12  

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 
CVT無断変速機の減速比が発進可能減速比になること検出し

て､この検出結果に基づき､ｴﾝｼﾞﾝの停止を許可するようにす

ることにより､発進可能な状態になるまで待機してからｴﾝｼﾞﾝ

停止が行えるようにする｡ 

エンジン 

再始動 

その他のエンジン制

御 

特許 3213293 

99.08.02 

F02D41/12,330 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 
CVTﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの車両停止時にｴﾝｼﾞﾝ作動の停止と再始動を

可能とするｴﾝｼﾞﾝ制御装置において､検出された車速と減速度

が所定以下の水準に達した時に燃料供給遮断から復帰させ

る｡ 

触媒の効率的作

動 

触媒温度管理・ 

過熱 

特開 2001-050074 

99.08.06 

ｴﾝｼﾞﾝ自動始動停止制御装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

信頼性／ 

耐久性 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-257461 

99.03.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

エネルギー 

回生 

回生効率向上 特許 2843883 

96.05.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2000-238549 

99.02.23 

車両用電動式駆動装置 

駆動源動力 

切替え 

車両速度管理 特開平 11-164407 

97.11.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

システム安全性 

管理 

特開 2001-069601 

99.08.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2000-324602 

99.05.07 

動力ｼｽﾃﾑの故障検出方式 ファイルセーフ 

特開 2001-119809 

99.10.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾓ-ﾀｰ制御装置 

電
気
／
動
力
変
換 

フ ェ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-159132 

00.11.20 

過電圧保護装置 

同
期
モ

ー
タ
ー

フ ェ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のシステム制

御 

特開 2001-309550 

00.04.26 

過電圧保護装置 

システムの 

高効率化 

特開 2000-245007 

99.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
直
流 

モ
ー
タ
ー フ ェ イ ル セ ー

フ・安全性 

電力管理 

特開 2000-245008 

99.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

発
電

機
能

トラクション制

御 

トルク 特開平 11-324756 

98.05.11 

内燃機関用の発電電動装置 

アクセル応答性、

加速性能 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-057708 

99.08.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電量制御方法/装置 
エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機

情報利用による

システム 

効率化 

発電機制御 特開 2001-128310 

99.10.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

燃費性能 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-119808 

99.10.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替えタイミング 特開 2001-027316 

99.07.14 

車両用動力伝達装置の停止制御装置 アイドル 

ストップ 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-032916 

99.07.23 

車両用動力伝達装置の制御装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エネルギー 

回生 

電力管理 特許 3300307 

99.09.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（2/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エネルギー 

回生 

発電機制御 特開 2001-103613 

99.09.30 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の減速制動において､減速状況を逐次減速回生

演算回路で演算補正しながら車速にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸさせることに

より減速感を適正化するとともに燃費を向上させる｡ 

特開 2001-069606 

99.08.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特許 3300304 

99.07.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-057707 

99.08.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

電力管理 

特開 2001-112111 

99.10.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-054206 

99.08.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 充電管理 

特許 3300312 

99.10.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替えタイミング 特開 2001-208177 

00.01.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特許 3300295 

98.12.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

システムの 

高効率化 

発電機制御 

特開 2001-054207 

99.08.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｱｼｽﾄ制御装置 

走行性能 プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開 2000-257462 

99.03.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

要求トルク管理 特開平 11-208297 

98.01.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 違 和 感 な い 発

進・クリープ 

切替えタイミング 特許 3225237 

99.07.16 

車両用動力伝達装置の停止制御装置 

切替えタイミング 特開 2000-324610 

99.05.10 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
無段変速機と駆動輪､電動機間に介装された係合要素を結合

させるにあたり､係合要素同士の回転数差が所定値以上であ

る場合には､ｴﾝｼﾞﾝ回転数と

CVT変速比のいずれか一方

または双方を制御すること

により､係合要素のうち無

段変速機側に接続されたも

のの回転数を調整し､回転

数差が所定値以内となつた

後に係合要素の結合動作を

開始する｡ 

駆動源動力 

切替え 

発電機制御 特開 2000-184507 

98.12.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-170569 

98.12.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 要求トルク管理 

特開 2001-157309 

99.09.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

特開 2001-157305 

99.11.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｵ-ﾄｸﾙ-ｽﾞ制御装置 車両速度管理 

特開 2001-177910 

99.12.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トルク 特開 2001-061204 

99.08.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｱｼｽﾄ制御装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

アクセル応答性、

加速性能 

発電機制御 特開平 11-148391 

97.09.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（3/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アクセル応答性、

加速性能 

発電機制御 特開 2001-112108 

99.10.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車のﾓ-ﾀｰ制御装置 

エンジン 

再始動 

切替えタイミング・条

件 

特開 2001-065437 

99.08.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 特開 2001-112105 

99.10.08 

B60L7/10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の回生制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ制動回生制御装置において､ｴﾝｼﾞﾝ回転数､回転

数変化量を検出し､ｴﾝｼﾞﾝ回転数が所定値以下あるいはｴﾝｼﾞﾝ

回転数低下速度が所定値以上の場合に回生を停止する｡ 

違和感ない 

制動 

トルク 特開 2000-257463 

99.03.09 

F02D29/02,321 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 
燃料ｶｯﾄ手段によりｴﾝｼﾞﾝへの燃料供給を停止した際に生じる

ｴﾝｼﾞﾝ回転数低下にともなう車体振動発生直前に電動機を発

電機として作用させ車体振動の発生を防止する｡ 

触媒の効率的作

動 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-104597 

98.09.30 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

バッテリー 

状態管理 

充電管理 特開 2001-128311 

99.10.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

温度特性の 

補償 

環境条件補正 特開 2001-057709 

99.08.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他の状態検

出 

放電・放電深度の管

理 

特許 3300294 

98.12.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

切替えタイミング 特開 2001-206108 

00.01.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-065385 

99.08.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-069607 

99.08.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

フ ェ イ ル セ ー

フ・安全性 

放電・放電深度の管

理 

特開 2001-327006 

00.05.12 

B60L11/18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｷｬﾊﾟｼﾀｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車のｸﾙｰｽﾞ走行時においておけるｴﾝｼﾞﾝ回転

数よりｷｬﾊﾟｼﾀｰ充電制御を行いﾓｰﾀｰ逆起電圧<ｷｬﾊﾟｼﾀｰ電圧の

関係を維持することによりﾓｰﾀｰ逆起電圧の発生を有効に防止

する｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 回転数 特開 2002-155965 

00.11.22 

車両用ｸﾗﾂﾁの接続状態判定装置およびこれを用いた

変速制御装置 

コスト低減 放電・放電深度の管

理 

特開 2001-004723 

99.06.22 

車両におけるﾊﾞﾂﾃﾘｰの残容量推定方法 
電
力 

蓄
積 

劣化の検出・ 

補償 

充電管理 特開 2001-103614 蓄電装置の残容量検出装置 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開 2000-197207 

98.12.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の充電制御装置 

バッテリー 

冷却 

冷却系 特開 2002-171684 

00.11.28 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 

充電管理 特許 3073975 

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 バッテリー 

状態管理 

充電管理 特開 2001-069611 

99.08.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾊﾞﾂﾃﾘｰ制御装置 

温度特性の 

補償 

環境条件補正 特開 2002-171685 

00.11.28 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 

特開 2002-042906 

00.07.21 

電池電圧検出装置及び該装置を用いたﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両

の制御装置 

劣化の検出・ 

補償 

劣化管理 

特開 2002-042898 

00.07.21 

電池電圧検出装置 

その他の状態検

出 

充電管理 特開 2000-014030 

98.06.18 

車両用充電制御装置 

共
通 

バ
ッ
テ
リ
ー 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開 2001-258105 

00.03.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（4/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 放電・放電深度の管

理 

特許 3216082 

97.09.17 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｽｰﾊﾟｰｷｬﾊﾟｼﾀ残容量を検出し､残量

に応じて電動機側配分量を出力配

分率設定表で検索決定し､ｱｸｾﾙ開

度ｾﾝｻｰで検出したｱｸｾﾙ開度に応じ

てｽﾛｯﾄﾙｱｸﾁｭｴｰﾀｰ指令値を決定し､

目標駆動力とｽﾛｯﾄﾙ弁開度補正項

を算出し､車速やｴﾝｼﾞﾝ余裕出力に

応じた車両走行状態を決定し実行

することにより､走行性をを向上

させる｡ 

放電・放電深度の管

理 

特開平 11-220810 

98.02.03 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開平 11-220811 

98.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 特開平 11-164406 

97.11.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 システムの 

高効率化 

その他の 

バッテリー制御 

特開 2001-292507 

00.04.05 

B60L11/18 

電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻ装置 
直列接続された複数の電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの端子間電圧のﾊﾞﾗﾝ

ｽを得るに際して､複数の電圧比較手段の比較出力により前記

複数の電流制御手段を制御して各電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ端子間電

圧のﾊﾞﾗﾝｽを揃えるように制御することにより無駄な電力損失

を防止しかつ安価とする｡ 

エンジン始動時

間短縮 

切替えタイミング・条

件 

特許 3090312 

97.09.09 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

駆動源動力 

切替え 

回転数 特開平 11-164408 

97.11.28 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

劣化の検出・ 

補償 

充電管理 特開 2000-013910 

98.06.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動車両の制御装置 

その他の状態検

出 

放電・放電深度の管

理 

特開 2001-333505 

00.05.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ 

信頼性／ 

耐久性 

その他の 

バッテリー制御 

特開 2001-297954 

00.04.11 

H01G13/00,361 

電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻの劣化検出装置 
電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの劣化検出法であり､ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ端子間電圧

検知手段の検知出力に基づいてｺﾝﾃﾞﾝｻｰへの通電を制御する

とともに､検知端子間電圧が劣化基準を示す所定電圧に達し

た場合には､その旨の劣化信号を出力する｡ 

電
力
制
御 

特開 2002-135993 

00.10.23 

H02J7/14 

新電元工業 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 
発電機の回転数に応じて昇圧を切り替える際に入力ﾄﾙｸが急

激に変動せず､また高電圧系ﾊﾞｯﾃﾘｰと低電圧系ﾊﾞｯﾃﾘｰとに発

電機出力を振り分けることに伴う入力ﾄﾙｸ変動を抑制し､入力

ﾄﾙｸ変動に起因する発電機の騒音や振動の発生を防止する｡

特開 2002-135991 

00.10.23 

H02J7/14 

新電元工業 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 
高電圧系ﾊﾞｯﾃﾘｰと低電圧系ﾊﾞｯﾃﾘｰとに発電機の出力を振り分

けることに伴う入力ﾄﾙｸ変動を抑制し､入力ﾄﾙｸ変動に起因す

る発電機の騒音や振動の発生を防止する｡ 

そ
の
他 

その他の課題 発電機制御 

特開 2002-135992 

00.10.23 

新電元工業 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ充電装置 

共
通 

照
明 

冷却性能の 

改善 

冷却系 特開 2001-20737 

99.07.05 

強制冷却装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（5/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 2587202 

94.08.22 

F02N11/04 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 
ﾊﾞﾂﾃﾘ3の残容量が所定の判定値以下となつたとき､ｴﾝ

ｼﾞﾝ16の排気ｶﾞｽｾﾝｻ23及び排気ｶﾞｽ浄化触媒24に通

電して活性化させ､その活性

化に応じてｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ17を始動

用ﾓ-ﾀとしてｴﾝｼﾞﾝ16を所定

の始動回転数でｸﾗﾝｷﾝｸﾞす

る｡ｴﾝｼﾞﾝ16が始動回転数に

達すると､ｴﾝｼﾞﾝ16の燃焼を

開始し､それが完爆状態とな

ると､ｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ17をﾓ-ﾀとして

の作動状態からｼﾞｴﾈﾚ-ﾀとし

ての作動状態に徐々に切り換える｡ 

エネルギー 

回生 

バッテリー制御 

特許 3167880 

95.05.10 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電装置 

特許 2790779 

94.08.22 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 駆動源動力 

切替え 

バッテリー制御 

特許 2738819 

94.08.22 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電制御装置 

発
電
機
能 

バ ッ テ リ ー 状

態管理 

バッテリー制御 特許 3167890 

95.08.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の車載発電装置の制御装置 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

エ ン ジ ン 始 動

方式 

点火時期 特許 3286492 

95.04.28 

B60L11/12 

[被引用6回] 

車載発電装置の制御装置 
ﾊﾞﾂﾃﾘ3の蓄電量が少なくなり､または急減したときに

ﾊﾞﾂﾃﾘ3を充電するために車載発電装置2のｴﾝｼﾞﾝ14を

始動して､それを駆動源とするｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ18を発電させ

る第1運転制御部28と､ｴﾝｼﾞﾝ14の給燃装置24に備え

たｷﾔﾆｽﾀ25のﾊﾟ-ｼﾞｶﾞｽの吸着量が多くなつたときにｷﾔ

ﾆｽﾀ25のﾊﾟ-ｼﾞを行う

ために車載発電装置2

のｴﾝｼﾞﾝ14を始動する

第2運転制御部29とを

備える｡各運転制御部

28,29は各別の作動態

様でｴﾝｼﾞﾝ14を作動さ

せ､第2運転制御部29

によるｴﾝｼﾞﾝ14の作動

時の負荷は第1運転制

御部28によるｴﾝｼﾞﾝ14の作動時の負荷よりも軽負荷

とする｡ 

 

駆動源動力 

切替え 

その他のエンジン

制御 

特開 2000-186590

98.12.18 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の出力制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 バッテリー制御 特許 3087884 

95.04.28 

B60L11/12 

[被引用1回] 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御装置 
ﾊﾞﾂﾃﾘ3の充放電状態､車速及び走行用ﾓ-ﾀ4の出力を車

両運転状態把握手段13c

により車両運転状態とし

て把握し､その把握した車

両運転状態からﾌｱｼﾞ-推論

によりｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ16の操作

量(発電出力の増減量)を

発電管理装置20により求

める｡求めた操作量に従つ

てｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ16及びｴﾝｼﾞﾝ

14を制御する｡ 

特開平 9-280085 

96.04.10 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 燃費性能 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 9-280091 

96.04.10 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

アイドル 

ストップ 

その他のエンジン

制御 

特開 2001-55940 

 

ｴﾝｼﾞﾝ自動始動停止制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（6/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エネルギー 

回生 

燃料噴射量・ 

カット 

特許 3096446 

97.09.17 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

駆動源動力 

切替え 

切替えショック 

低減 

特許 3286572 

97.08.25 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両におけるﾄﾙｸｼﾖﾂｸ軽減装置 

違和感ない 

制動 

燃料噴射量・ 

カット 

特許 3096447 

97.09.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジン

制御 

特開 2001-271695

00.03.24 

内燃機関の制御装置 

車両速度管理 特開 2002-171607 四輪駆動車両の制御装置 
電
気
／ 

動
力
変
換

４輪駆動機能 

センサレス 特開 2000-324612 前後輪駆動車両 

同
期 

モ
ー
タ
ー

システムの 

高効率化 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-150803

97.11.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

電力管理 特開 2000-142156

98.11.16 

電動駆動力ｱｼｽﾄ車両 

要求トルク管理 特開 2000-168387

98.12.08 

電動駆動力ｱｼｽﾄ車両 

小型軽量化 

その他のエンジン

制御 

特開 2000-142157

98.11.16 

電動駆動力ｱｼｽﾄ車両 

冷却系 特開 2002-144888

00.11.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車両 

特許 3261673 

97.09.18 

B60K17/356 

車両の発進ｱｼｽﾄ装置 
発進後､従動輪の回転速度が所定値以上になつてもﾄﾞ

ｸﾞｸﾗｯﾁのｵﾌが検出されないときに､電動機内の摩擦力

によつてﾄﾞｸﾞｸﾗｯﾁに作用するﾄﾙｸを打消す方向に一時

的に駆動させ､発進後にﾄﾞｸﾞｸﾗｯﾁを完全ｵﾌする｡ 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-240350

98.02.24 

車両の発進ｱｼｽﾄ装置 

駆動 ﾊ ﾟ ﾜ ｰアシ

スト機能 

切替えショック 特開平 11-240348

98.02.24 

B60K17/356  

車両用電動式駆動装置 
両差動装置のﾘﾝｸﾞｷﾞｱを制動する発電機の負荷を可変

制御することにより､発進ｱｼｽﾄ開始時のｼｮｯｸを緩和し､

電動機と車輪との間の速度比を可変して電動機を効率

の良い回転速度域で使用できるようにする｡ 

特開 2000-142155

98.11.16 

電動駆動力ｱｼｽﾄ車両 要求トルク管理 

特開 2002-147600

 

前後輪駆動車両の制御装置 

外部環境への 

対応 

特開 2002-152909

00.11.08 

前後輪駆動車両の制御装置 

エンジン／ 

モーター協調制御

特開平 7-231508 

94.02.18 

[被引用4回] 

四輪駆動装置 

その他のシステム

制御 

特開 2002-152913

00.11.10 

前後輪駆動車両の充電制御装置 

回転数 特開 2001-1779 

[被引用10回] 

前後輪駆動車両 

４輪駆動機能 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-171605

00.09.19 

前後輪駆動車両の制御装置 

ト ラ ク シ ョ ン

制御 

その他のモーター

制御 

特開平 11-254986

98.03.12 

路面状態の検出装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費性能 回生効率向上 特許 3177153 

96.04.10 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（7/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 発電機制御 特開平 11-150805

97.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

要求トルク管理 特許 3216076 

96.06.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

回生効率向上 特許 2857666 

96.06.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特許 3256657 

96.04.10 

B60L11/14 

[被引用1回] 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ運転状態に応じてｴﾝｼﾞﾝの要求出力ENGPOWER

を算出し(S31､S32)､車速に応じて走行抵抗

RUNRSTを算出し(S33)､ｴ

ﾝｼﾞﾝの余裕出力EXPOWER

を算出する(S34)｡余裕出力

EXPOWER及びｴﾝｼﾞﾝ回転

数NEに応じて､ﾓ-ﾀ3の要求

出力MOTORPOWERを算

出する(S35)｡そして､ﾊﾞﾂﾃﾘ

14の残容量及びﾓ-ﾀ要求出

力MOTORPOWERに基づ

いてﾓ-ﾀ3の出力制御を行

う｡ 

エネルギー 

回生 

充電管理 

特開平 11-125328

97.10.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2001-054204

99.08.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 要求トルク管理 

特開 2002-144887

00.11.13 

B60K6/02 

前後輪駆動車両の制御装置 
配分比設定手段により設定された駆動力配分比によ

り､ｴﾝｼﾞﾝ駆動力とﾓｰﾀｰ駆動力とを制御することによ

り､電力消費量を低減させると共に､燃費を向上させ最

適なｴﾈﾙｷﾞｰ効率で､駆動力を配分可能とする｡ 

充電管理 特許 3248891 

99.08.05 

F02D29/02,331 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝがｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ状態にある時､蓄電状態監視手段で検

出されるﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電量が予め定められた第1のしきい

値より大きい時電動機によりｴﾝｼﾞﾝ振動を抑制させる

制振制御を行わせるとともに､ﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電量が第1のし

きい値以下に下がった際にはｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ回転数を

増加させる｡ 

放電・放電深度の

管理 

特開 2000-318473

99.05.12 

前後輪駆動車両 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-148389

97.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

その他のエンジン

制御 

特開 2002-201972

00.10.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

放電・放電深度の

管理 

特開平 11-150807

97.09.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用電動機制御装置 

システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-139175

97.11.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

モーター制御 特開平 8-237811 

95.02.23 

[被引用9回] 

前後輪駆動車両 走行性能 

その他の動力合成

機構制御 

特許 2994590 

96.08.02 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
車両の加減速状態を車両推進用のｴﾝｼﾞﾝ1のｽﾛﾂﾄﾙ弁開

度の変化速度△θThや車速VCARに基づき検出し､検

出した加減速状態からﾌｱｼﾞ-ﾙ-ﾙ及びﾒﾝﾊﾞ-ｼﾂﾌﾟ関数に

基づきﾌｱｼﾞ-推論によりﾓ-ﾀ2の動作状態を決定する｡

決定した動作状態に

基づき､ﾓ-ﾀ2により

ｴﾝｼﾞﾝ1の出力を補

助する補助駆動力を

発生させたり､ﾓ-ﾀ2

の回生動作を行つて

ﾊﾞﾂﾃﾘ5に充電する｡ 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

トルク 特開 2000-50414 

98.07.29 

ﾓ-ﾀｰ制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（8/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-148390

97.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

切替えタイミング 特開平 10-075505

96.08.29 

車両の補助駆動力制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-081471

00.09.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両におけるｸﾗﾂﾁ制御装置 

駆動源動力 

切替え 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-045609

99.07.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

要求トルク管理 特開 2002-152905

0011.14 

B60L11/18 

前後輪駆動車両 
前後輪の一方をｴﾝｼﾞﾝ駆動し他方をﾓｰﾀｰ駆動する前後

輪駆動ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､ｴﾝｼﾞﾝ駆動力とﾓｰﾀｰ駆動

力目標値とその変化状況を演算し類似の傾向であるか

否かを判断してﾓｰﾀｰ駆動制御を行う｡ 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-243604

98.02.24 

B60L11/14   

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式4輪駆動車両 
電動駆動輪の駆動開始後は､ｴﾝｼﾞﾝ駆動輪と電動駆動輪

との回転速度差に関係なく､ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ踏込量が特定値

以下になつた時､電動駆動輪を停止させて電動駆動輪

の空転を生ずる条件下でもﾊﾝﾁﾝｸﾞ発生を防止する｡ 

その他のエンジン

制御 

特開平 11-148392

97.09.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-245010

99.02.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

その他の課題 その他のエンジン

制御 

特許 3167935 

96.08.02 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
車両推進用のｴﾝｼﾞﾝ1のｱｲﾄﾞﾙ状態をｽﾛﾂﾄﾙ弁開度の変

化速度△θThや車速VCARに基づき検出すると共に､

ｴﾝｼﾞﾝ1の回転変動量△NEを検出し､ｱｲﾄﾞﾙ状態におけ

るｴﾝｼﾞﾝ1の回転変動量△NEからﾌｱｼﾞ-ﾙ-ﾙ及びﾒﾝﾊﾞ-ｼﾂ

ﾌﾟ関数に基づきﾌｱｼﾞ-推論によりｴﾝｼﾞﾝ1の回転変動を

抑制するためのﾓ-ﾀ2の動作状態を決定する｡決定した

動作状態に基づき､

ﾓ-ﾀ2を駆動させ

て､ｴﾝｼﾞﾝ1の回転

数の減少側の変動

を抑制したり､ﾓ-ﾀ

2の回生動作を行

つてｴﾝｼﾞﾝ1の回転

数の増加側の変動

を抑制する｡ 

操 縦 安 定 性 能

の改善 

切替えタイミグ・

条件 

特開平 10-073033

96.08.29 

車両の駆動力制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特許 3153527 

99.04.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開平 11-257118

98.03.17 

車両のｴﾝｼﾞﾝ停止制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

センサレス 特開 2001-289106

00.04.07 

ｴﾝｼﾞﾝ及びﾓ-ﾀｰの制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

要求トルク管理 特開平 11-324754

98.05.13 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動車両の制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 切替えタイミング・

条件 

特開平 10-67243 

96.08.29 

[被引用2回] 

車両における補助駆動装置 

電
気
／ 

動
力
変
換

コスト低減 その他のシステム

制御 

特開 2002-135909

00.10.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の充電制御装置 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

切替えタイミング 特開 2001-200920

00.01.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（9/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-115573

00.10.10 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
排気ｶﾞｽの熱ｴﾈﾙｷﾞｰ回収用ﾗﾝｷﾝｸﾞｻｲｸﾙ装置を有するﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､加速･ｸﾙｰｽﾞ時にはﾗﾝｷﾝｸﾞｻｲｸﾙ装

置により排気ｶﾞｽの熱ｴﾒﾙｷﾞｰを回収し､車両減速時には

車体の運動ｴﾈﾙｷﾞｰを発電電動機の回生電力として回収

する｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-177911

99.12.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝｽﾄ-ﾙ防止制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

電
気
二
重
層

キ
ャ
パ
シ
タ

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開 2001-078307

99.09.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

エンジン制御 特開平 11-257122

98.03.17 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止･始動制御装置 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-257121

98.03.17 

車両のｴﾝｼﾞﾝ停止制御装置 

アイドル 

ストップ 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-257120

98.03.17 

[被引用1回] 

車両のｴﾝｼﾞﾝ自動停止･始動制御装置 

駆動源動力 

切替え 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-182276

97.12.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-247679

98.03.04 

車両用内燃機関の制御装置 

電
気
／
動

力
変
換 

駆動源動力 

切替え 

モーター制御 特開平 9-140006 

95.11.14 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

直
流
モ

ー
タ
ー

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

システム安全性 

管理 

特開 2000-245012

99.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

エ
ン
ジ
ン
駆

動
発
電
機 

システムの 

高効率化 

放電・放電深度の

管理 

特開平 11-289607

98.03.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

小型軽量化 発電機制御 特開 2000-006676

98.06.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

駆動 ﾊ ﾟ ﾜ ｰアシ

スト機能 

トルク 特開 2002-51404 

00.08.01 

B60L11/18 

前後輪駆動車両の駆動制御装置 
4輪駆動ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車において､加速時の電動機ｱｼｽﾄを､ｴ

ﾝｼﾞﾝ･ﾓｰﾀｰ駆動力配分目標値情報に基づき制御するこ

とによりﾄﾙｸ段差を生じることなく円滑にｱｼｽﾄ操作を

行い､良好な加速性および運転性を確保できる｡ 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-180318 四輪駆動車両の駆動力制御装置 ４輪駆動機能 

回転数 特開 2002-30952 

00.07.19 

F02D29/02  

前後輪駆動車両の駆動力制御装置 
前後輪の一方をｴﾝｼﾞﾝで､他方を電気ﾓｰﾀｰで駆動するﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞ車において､前後の駆動輪間の実際の差回転数

と目標差回転数とからｴﾝｼﾞﾝ側駆動輪のｽﾘｯﾌﾟが判定さ

れた時､ｴﾝｼﾞﾝ目標駆動力を減少補正することにより､ｽ

ﾘｯﾌﾟの早期解消を図る｡ 

ト ラ ク シ ョ ン

制御 

その他のエンジン／

モーター協調制御 

特開 2002-36897 

00.07.27 

B60K17/348 

前後輪駆動車両の駆動力制御装置 
駆動ｴﾈﾙｷﾞｰ充填ﾓｰﾄﾞ時における前後の駆動輪間の速度

差を､路面状態および車両の走行状態に応じて適正な

範囲に収まるよう制御することにより4輪駆動車両の

走行安定性を確保する｡ 

電力管理 特開平 11-148387

97.09.15 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用制御装置 
ﾌﾙｵｰﾄとｾﾐｵｰﾄﾓｰﾄﾞとを判定してｴﾝｼﾞﾝと電動発電機の

駆動を制御することにより､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ走行をｴﾝｼﾞﾝ主体

走行と電動発電機主体走行ﾓｰﾄﾞとに任意選択可能とす

る｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費性能 

切替えショック低減 特開平 11-082649

97.09.16 

無段変速ﾄﾗﾝｽﾐﾂｼﾖﾝ 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（10/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アイドル 

ストップ 

トルク 特開 2000-073846

98.09.01 

内燃機関の制御装置 

要求トルク管理 特開 2002-36906 

00.07.21 

B60K31/00 

前後輪駆動車両の駆動力制御装置 
前後輪を専用の原動機で互いに独立して駆動する前後

輪駆動車両において､一方の原動機における駆動源に

対する駆動ｴﾈﾙｷﾞｰの充填を､車両の走行状態及び運転

者の意志に応じて実現することにより燃費及び運転性

を向上する｡ 

特開 2000-069610

98.08.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の回生制御装置 トルク 

特開 2000-102111

98.09.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の回生制御装置 

充電管理 特開平 11-332017

98.05.20 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

発電機制御 特開 2000-027671

98.07.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エネルギー 

回生 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-343890

98.06.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両におけるｷﾔﾆｽﾀのﾊﾟ-ｼﾞ制御装置 

電力管理 特開平 11-350996

98.06.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動車両の制御装置 

要求トルク管理 特開 2000-073806

98.09.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動車両の制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開平 11-266507

98.03.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トルク 特開 2000-102101

98.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両における補助蓄電手段の充電制御

装置 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開平 11-318002

98.05.06 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

トルク 特開 2000-186654

98.12.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の始動判定装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2001-310654

00.04.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動力制御装置 

駆動源動力 

切替え 

トルク 特開 2002-165304

00.11.24 

動力伝達装置 

特開平 11-262105

98.03.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 要求トルク管理 

特開平 11-289608

98.03.31 

B60L11/14 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ｱｸｾﾙ操作が解除されてからｴﾝｼﾞﾝのｽﾛｯﾄﾙ弁が全閉状態

となるまでの間をｴﾝｼﾞﾝ運転状態に応じた回生発電量

により発電電動機に発電を行わせることにより､車両

の減速に際して回生発電量を滑らかに変化させながら

発電できるようにする｡ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-336582

98.05.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2000-008904

98.06.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動車両の制御装置 

特開 2000-069609

98.08.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾓ-ﾀｰｱｼｽﾄ制御装置 

トルク 

特開 2000-115912

98.10.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

切替えショック 特開 2001-45608 

99.07.30 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
電動ｱｼｽﾄが無い状態でｴﾝｼﾞﾝ出力が増大した場合に､電

動機を介してﾊﾞｯﾃﾘｰに吸収される充電量を算出し充電

量に減算処理を施し､ｴﾝｼﾞﾝ出力増大分を徐々に駆動力

として駆動輪に伝達することにより駆動力が急激に増

大することを抑制する｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エンジン 

再始動 

トルク 特開 2000-102110

98.09.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の回生制御装置 
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表 2.3.4-1 本田技研工業の技術要素別課題対応特許（11/11） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

違和感ない 

制動 

要求トルク管理 特開 2000-184510

98.12.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

操 縦 安 定 性 能

の改善 

トルク 特開 2002-46508 

00.08.02 

B60K41/02 

前後輪駆動車両の駆動力制御装置 
低摩擦路や下り坂での減速走行中にﾊﾝﾄﾞﾙ操作が行わ

れた時でも､操舵角情報に基づいて目標減速度を設定

し車速に応じたｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷ力を算出して左右後輪を独

立に制動制御する｡ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-223120

98.02.05 

車両の制御装置 その他の課題 

触媒温度管理・ 

過熱 

特開 2001-132491

99.08.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の触媒暖機制御装置 

触 媒 の 効 率 的

作動 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-115869

99.08.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

触 媒 の 効 率 的

作動 

トルク 特開 2000-097063

98.09.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エ ン ジ ン 始 動

方式 

トルク 特開 2000-073838

98.09.01 

内燃機関の制御装置 

バ ッ テ リ ー 状

態管理 

モーター制御 特開 2000-170570

98.12.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-82218 

99.09.17 

F02D41/10,330 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の出力制御装置 
燃料ｶｯﾄ中に運転者が

加速のためにｱｸｾﾙﾍﾟ

ﾀﾞﾙを踏込んだ場合に

ﾓｰﾀｰによりｴﾝｼﾞﾝを駆

動補助する制御を行

わせることにより､ｴﾝ

ｼﾞﾝに無理な負荷がか

かるのを抑制してｴﾝｽ

ﾄを防止する｡ 

信頼性／ 

耐久性 

その他の動力合成

機構制御 

特開 2001-090757

99.07.21 

ｱｲﾄﾞﾙ運転停止車両における発進ｸﾗﾂﾁの制御 

装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特許 3196076 

98.12.25 

原動機付車両 

点火時期 特開 2001-132487

99.08.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の駆動力制御装置 

トルク 特開平 11-350995

98.06.08 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

発電機制御 特開平 11-223140

98.02.05 

[被引用1回] 

車両の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ
ー 

アイドル 

ストップ 

電力管理 特開 2001-86602 

99.08.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
始動時から発進するまでの運転者のｱｼｽﾄ要求に対し

て､ｴﾝｼﾞﾝ回転数が所定値以上に達したことを検出確認

する出力補助判定手段の決定により､ﾓｰﾀｰｱｼｽﾄが作動

するような構成とする｡ 

パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

４輪駆動機能 その他の要素の 

制御 

特開 2002-160541

00.09.12 

前後輪駆動車両の制御装置 
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2.4.1  企業の概要 

 

三菱自動車工業は、1990年代初頭より自立型シリーズ式ハイブリッド車の分野に的を絞

り開発を進めてきており、93年にガソリンおよびCNGエンジンを搭載した小形軽量乗用車三

菱ESRを試作発表した。さらに1995年に、CNG1500CCエンジンを搭載した小型乗用バンの「三

菱シャリオ」を試作発表した。本車は車体後部に搭載したCNGエンジンで20KW発電機を駆動

し、発生電力で前輪駆動軸に配置した左右独立駆動方式の30KW電動機で前輪駆動させる方

式である。本車は市販化には至らなかったが、EZEV基準値に適合する超低公害車両として

認知された。その後、三菱は本システムを上架した中重量トラックの1.8lLPGエンジン搭載

の「三菱キャンター」を96年に発表した。本車は、LPGエンジンで20KW発電機を駆動し、発

生電力で40KW交流誘導ツインモーターを駆動させ後輪駆動させる方式であったが、市販化

には至らなかった。その後も、三菱は、小型バスの三菱MCAT（97年）、三菱最初のパラレル

ハイブリッド小型乗用車の「三菱SUWアドバンス」（2000年）、三菱SUP（2002年）と開発を

進めてきているが、未だ、乗用車分野では市販化に成功していない。なお、三菱は、2001

年に式大型路線バスのエアロノンステップシリーズ式HEVバスを実用化し市販化に踏み切

った。              （http://www.mitsubishi-motors.co.jp/japan/より引用） 

 
2.4.2 製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.4.3  技術開発拠点と研究者 

図2.4.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する三菱自動車の出願件数と発明

者数の推移を示す。 

図 2.4.3 三菱自動車の出願件数と発明者数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

商号 三菱自動車工業 株式会社 

本社所在地 〒108-8410 東京都港区芝5-33-8 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 2,522億1百万円（2002年3月末） 

従業員数 18,498名（2002年3月末）（連結：63,143名） 

事業内容 自動車（乗用車、軽自動車）および関連部品の製造・販売 

（トラック、バスは2003年1月より三菱ふそうトラック・バス株式会社として分社） 

2.4 三菱自動車工業 
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2.4.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.4.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について三菱自動車が出願した全117件

の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.4.4 に、三菱自動車のハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課題

対応特許を示す。 
 

図 2.4.4 三菱自動車における特許のシステム・要素と課題の分布 
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ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（1/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 エンジン制御 特開平 5-328522 

92.05.15 

[被引用5回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の運転方法 

エンジン制御 特開 2001-227438

00.02.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ始動制御装置 

特開 2001-12271 

99.06.29 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動装置 

アイドル 

ストップ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-173480

99.12.17 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

エンジン 

再始動 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-186589

98.12.24 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動制御方法 

特開 2000-204998

99.01.19 

車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-240483

99.02.22 

内燃機関の停止制御装置 

エンジン制御 特許 2874448 

92.05.15 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電用内燃ｴﾝｼﾞﾝの運転方法 ガ
ソ
リ
ン 

エ
ン
ジ
ン 

その他の課題 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2002-70634 

00.08.29 

希薄燃焼ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2000-278815

99.03.25 

電気自動車のｸﾘ-ﾌﾟ制御装置 

情報利用によるｼ

ｽﾃﾑ効率化 

トルク 特開 2001-54203 

99.08.06 

車両の回生制動装置 

電
気
／
動
力
変

換 

触媒の効率的作動 発電機制御 特開 2001-50075 

99.08.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用内燃機関の制御装置 

特開 2001-231103

00.02.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の表示装置 電力管理 

特開 2000-240484

99.02.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

充電管理 特開 2000-278811

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

特開 2001-152903

99.11.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の出力制御装置 

システムの 

高効率化 

切替えタイミン

グ 

特開 2001-150982

99.11.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の出力制御装置 

エンジン始動時

間短縮 

点火時期 特開 2000-213383

99.01.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

電力管理 特開 2000-213386

99.01.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

トルク 特開 2000-278816

99.03.26 

電気自動車の変速制御装置 

特開 2001-173481

99.12.17 

車両用発電機の制御装置 

アクセル応答性、

加速性能 

発電機制御 

特開 2001-238304

00.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

エンジン制御 特許 3092403 

93.09.06 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 その他の課題 

モーター制御 特許 2950014 

92.05.15 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の運転方法 

信頼性／耐久性 トルク 特開 2001-197615

00.01.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の出力制御装置 

システム安全性

管理 

特開 2000-224712

99.02.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 フェイルセー

フ・安全性 

トルク 特開 2001-333503

00.05.22 

電気自動車の駆動ﾄﾙｸ制限装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2002-166754

00.11.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（2/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

 その他の課題 切替えタイミング 特開 2002-36894 

00.07.31 

ﾓ-ﾀｰ駆動車両の動力伝達装置 

電力管理 特開平 10-271695

97.03.27 

[被引用1回] 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ残存容量検出装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動

車の発電制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

要求トルク管理 実登 2607352 

93.10.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

その他の課題 バッテリー制御 特許 2795051 

92.05.15 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の運転方法 

特開平 9-74611 

95.09.01 

充電制御装置 バッテリー 

状態管理 

バッテリー制御 

特開平 9-98510 

95.10.03 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

電力管理 特開 2002-112406

00.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

特開平 5-328520 

92.05.15 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電用内燃ｴﾝｼﾞﾝの運転方法 

劣化の検出・ 

補償 

エンジン制御 

特許 2874449 

92.05.15 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電用内燃ｴﾝｼﾞﾝの運転方法 

特許 3013751 

94.05.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

 

バ
ッ
テ
リ
ー 

信頼性／ 

耐久性 

その他の 

バッテリー制御 

特開 2000-270402

99.03.19 

ﾊﾞﾂﾃﾘｰ残存容量検出装置 

 

補
助
装
置 

その他の課題 温度管理 特許 3216144 

91.02.28 

F02D29/02 

[被引用7回] 

ﾋ-ﾀ付き触媒を搭載した車両の運転制御方法 
内燃機関に接続された排

気通路途中に設けられたﾋ

ｰﾀｰ付触媒が加熱活性化す

るまでは､ｴﾝｼﾞﾝ始動せず

に電動機による単独走行

を行い､触媒が活性化した

後に電動機走行からｴﾝｼﾞﾝ

走行に切替える｡ 

燃費性能 エンジン制御 特開平 5-328521 

92.05.15 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の運転方法 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2000-261907

99.03.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

共
通 

エ
ア
コ
ン 

その他の課題 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 11-245657

98.03.06 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

液
体
燃
料
／

動
力
変
換 

信頼性／ 

耐久性 

その他のシステム

制御 

特開平 5-270294 

92.03.23 

[被引用2回] 

内燃機関を有する電気自動車の制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

回転数 特開 2000-104815

 

電気自動車の変速制御装置 
電
気
／ 

動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開 2001-231102 電気自動車のﾓ-ﾀｰ効率表示装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

発

電

機
能 

その他の課題 モーター制御 特許 3055439 

95.09.28 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（3/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

モーター制御 特許 3175555 

95.10.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

特許 3019727 

94.08.31 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ用ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置 

発
電
機
能 

その他の課題 

バッテリー制御 

特許 3016343 

94.11.29 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

走行性能 バッテリー制御 特許 3013694 

94.04.08 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車における発電系制御装置 

エンジン制御 特開平 5-328525 

92.05.15 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電用内燃ｴﾝｼﾞﾝの運転方法 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

その他の課題 

発電機制御 特開平 11-346402

98.06.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

走行性能 エンジン制御 特許 2937008 

94.04.13 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 
そ
の
他
の 

発
電
機 

その他の課題 排気管理 特許 3016335 

94.05.18 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の内燃機関暖機装置 

小型軽量化 バッテリー制御 特開平 8-154309 

94.11.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発

生、ペダル 

特許 3089958 

94.12.06 

[被引用1回] 

電気自動車の制動制御装置 

バッテリー制御 特許 3058036 

94.11.29 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 システムの 

高効率化 

トルク 特開 2000-102113

98.09.22 

電気自動車のｸﾘ-ﾌﾟ力発生装置 

駆動源動力 

切替え 

充電管理 特許 3178353 

95.09.28 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

電力管理 実開平 5-35438 

91.10.23 

内燃機関を備えた電気自動車 

エンジン／ 

モーター協調制御

特許 3016349 

94.04.28 

[被引用1回] 

燃料使用制限式ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-178704

96.12.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

発電機制御 特許 3292130 

98.03.06 

ｼﾘ-ｽﾞ式ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

バ
ッ
テ
リ
ー 

その他の課題 バッテリー制御 特開平 7-67209 

93.08.20 

[被引用3回] 

電気自動車 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

I
G
B
T
 

制
御 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開平 10-271603

 

電気自動車 
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（4/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

操作系・表示系 特開 2002-21601 

00.07.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ作動制御装置 

触 媒 の 効 率 的

作動 

切替えタイミング・

条件 

特許 3106982 

96.12.10 

触媒のﾌﾟﾘﾋ-ﾄ制御装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジン

制御 

実登 2606023 

93.10.21 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

発
電 

機
能 

燃費性能 モーター制御 特開平 9-88656 

95.09.28 

車両の駆動出力停止装置 

小型軽量化 その他の要素の 

制御 

特開 2000-142136

98.11.17 

車両用ﾊﾟﾜ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 

燃費性能 エンジン制御 特許 3018956 

95.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の電源出力の可変制御装置

エネルギー 

回生 

回生効率向上 特開 2001-238303

00.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の回生制御装置 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-87785 

98.09.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

トルク 特開 2001-355482

00.06.13 

F02D29/02 

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収装置 
回生ｴﾈﾙｷﾞｰ回収制御ﾕﾆｯﾄによる電動発電機の発電回収

時に､電子制御式ｽﾛｯﾄﾙﾊﾞﾙﾌﾞ開度･ｴﾝｼﾞﾝ吸気量をｴﾝｼﾞﾝ

やｽﾛｯﾄﾙﾊﾞﾙﾌﾞの個体差や経年変化に起因す吸気量増大

分のﾊﾞﾗﾂｷを相殺しつつ調整制御し､車両減速度を適正

化する｡ 

システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-220732

99.02.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-169535

96.12.10 

[被引用1回] 

ｴﾝｼﾞﾝの始動制御装置およびその装置を用いたﾊ

ｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気車両 

駆動源動力 

切替え 

トルク 特開 2002-142304

00.11.06 

電気自動車のﾓ-ﾀｰﾄﾙｸ制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車

両のﾓ-ﾀｰﾄﾙｸ制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-224711

99.02.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

違和感ない 

制動 

トルク 特開 2002-142310

00.11.06 

車両のﾓ-ﾀｰﾄﾙｸ制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 トルク 特開 2002-142303

00.11.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾄﾙｸ制御装置 

バ ッ テ リ ー 状

態管理 

充電管理 特開 2000-295707

99.04.01 

ｱｲﾁｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ
ー 

劣化の検出・ 

補償 

充電管理 特開 2002-112402

00.09.29 

B60L7/16 

電気自動車の制御装置 
電動機に電力を供給するﾊﾞｯﾃﾘｰの充電率や相関するﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀｰを検出する充電率と車速情報を検出し電動機回

生制動力を制御する｡ 

システムの 

高効率化 

その他の動力合成

機構制御 

特開 2002-147287

00.11.15 

ｴﾝｼﾞﾝの制御装置 
液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 その他の課題 その他のエンジン

制御 

特開 2000-204987

99.01.19 

三菱自動車 

ｴﾝｼﾞﾝ制御方法 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

アイドル 

ストップ 

切替えタイミング・

条件 

特開 2002-144921

00.11.15 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（5/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

トルク 

 

 

特開 2002-147263

00.11.07 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
加速走行状態から定速走行状態への移行時にはCVT無

段変速機の変速ﾚｼｵを小側に制御するとともに電動機

を発電機として回生作動させて､回転系から放出され

る慣性ｴﾈﾙｷﾞｰを電動機に吸収させて車両の突出感を抑

制する｡ 

 特開 2002-152908

 00.11.07 

 B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
加速走行状態から定速走行状態へ移行する際に､ﾌﾟﾗｲﾏﾘ

ｰ軸の回転速度を予測しその変化量に応じた電動機回生

量を予め設定しておき､変速機ﾚｼｵを小側に制御すると

ともに電動機を作動させて回転系から放出される慣性ｴ

ﾈﾙｷﾞｰを電動機に吸収させて､車両の突出感を抑制する｡

 

システムの 

高効率化 
その他の要素の 

制御 

特開 2001-334929

00.05.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のﾌﾞﾚ-ｷ制御装置 

回転数 
特開 2000-213440

99.01.21 

内燃機関の始動装置 エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-336466

00.05.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 
回転数 

特開 2001-88585 

99.09.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置 

回転数 
特開 2000-255285

99.03.09 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

切替えタイミング
特開 2001-113971

99.10.19 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｸﾗﾂﾁ制御装置 

駆動源動力 

切替え 

その他の動力合成

機構制御 

特開 2001-263383

00.03.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

トルク 特開 2002-159105

00.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 トルク 
特開 2000-204993

99.01.08 
車両のｴﾝｼﾞﾝ制御方法 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-220497

99.02.03 
内燃機関の始動装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-186594

98.12.24 

ｴﾝｼﾞﾝの燃焼開始時制御方法 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-204999

99.01.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 
その他のエンジン

制御 

特開 2000-257458

99.03.04 
内燃機関の停止制御装置 

要求トルク管理 
特開 2000-177412

98.12.21 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

トルク 
特開 2000-224710

99.01.27 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 小型軽量化 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-186758

98.12.21 

動力伝達装置用油圧供給装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

トルク 特開 2001-339806

00.05.29 

無段変速機付きﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
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表 2.4.4-1 三菱自動車の技術要素別課題対応特許（6/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-219063

99.01.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

 
その他の要素の 

制御 

特開 2000-225860

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-219063

99.01.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

違和感ない 

制動 

要求トルク管理 特開 2000-217201

99.01.26 

回生制動制御装置 

操 縦 安 定 性 能

の改善 

切替えタイミング・

条件 

特許 3173436 

97.09.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

要求トルク管理 特開 2000-220731

99.02.04 

電動車両 

その他のエンジン

制御 

特開 2001-342869

00.06.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ運転制御装置 

特開 2000-219062

99.01.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 トルク 

特開 2000-224714

99.02.03 

電動機付車両 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-257656

99.03.04 

車両の発進制御装置 
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2.5.1  企業の概要 

 

商号 株式会社 デンソー 

本社所在地 〒448-8661 愛知県刈谷市昭和町1-1 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 1730億98百万円（2002年3月末） 

従業員数 34,453名（2002年3月末）（連結：86,639名） 

事業内容 各種自動車部品、ITS関連機器・システム等の製造・販売 

 
1949年にトヨタ自動車から分離独立し、デンソー株式会社として設立された。以降、ト

ヨタグループ自動車用電装部品メーカーとして発展してきた。70年には、日本自動車部品

総合研究所を設立し、自動車用電装部品のR&D部門を独立させた。70年代から海外進出を本

格化し事業の多角化も推進した。91年には半導体エレクトロニクス、情報通信､ヒューマン

インターフェイス等のR&D部門として基礎研究所を設立し、ICカード分野にも進出した。96

年に社名を株式会社デンソーに変更し現在に至っている。 

デンソーは、自動車向けにエンジン用燃料噴射ECU制御部品等のエンジン関連制御部品、

ラジエータ等の機械部品、カーエアコン等の空調製品さらに自動車用センサーやデイスプ

レー等の電装部品やカーナビゲーション等の自動車用関連製品を自動車メーカーに供給す

る世界的最大手サプラーヤーとして確固たる地位を築いており、製造製品は一般ガソリ

ン・デイーゼル車と同様にハイブリッド電気自動車にも広く使用されており、エンジンや

バッテリー等の個別ユニットやパワートレイン関連のハイブリッド制御部品をトヨタ自動

車に納入している。 

（http://www.nihon-denso.co.jp/より引用） 

 

2.5.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.5.3  技術開発拠点と研究者 

図2.5.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するデンソーの出願件数と発明者

数の推移を示す。 

2.5 デンソー 
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図 2.5.3 デンソーの出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.5.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.5.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてデンソーが出願した全82件の

特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.5.4に、デンソーのハイブリッド電気自動車の制御技術に関する技術要素別課題対

応特許を示す。 

図 2.5.4 デンソーのシステム・要素と課題の分布 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（1/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2000-142095

98.11.16 

B60H1/34 

車両用空調装置 
走行用ｴﾝｼﾞﾝの停止時間を延長することにより､走行用

ｴﾝｼﾞﾝを自動停止した直後に､走行用ｴﾝｼﾞﾝが再始動し

ないようにすることで､燃費向上を図る｡ 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

エンジン 

再始動 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-271694

00.03.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両用制御装置 

発
電 

機
能 

駆動源動力 

切替え 

バッテリー制御 特許 3170968 

93.09.02 

内燃機関用発電電動機の制御装置 

システムの 

高効率化 

その他の 

エンジン制御 

特許 3003675 

98.07.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

エンジン 

再始動 

点火時期 特開 2002-180871

00.12.07 

内燃機関の触媒早期暖機制御装置 

違和感ない 

制動 

発電機制御 特開 2001-169406

00.12.07 

車両制動装置 

特許 3092079 

92.08.20 

トヨタ自動車 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-294211

98.04.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両

用内燃機関の回転系ｾﾝｻｰ異常検出方法 

そ の 他 の 状 態

検出 

発電機制御 特開平 7-123509 

93.09.02 

[被引用45回] 

内燃機関用発電電動機の制御装置 

システム安全性管

理 

特開 2001-65402 

99.08.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 信頼性／ 

耐久性 

その他のシステム

制御 

特許 2956697 

98.07.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

切替えタイミング・

条件 

特開 2001-25103 

99.07.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動装置 

小型軽量化 充電管理 特開 2000-92733 

98.09.17 

組電池の充電状態調整方法および組電池の充電

状態調整装置 

エネルギー 

回生 

充電管理 特開 2000-92610 

98.09.17 

ｴﾈﾙｷﾞ-発生手段搭載型電気自動車の制御装置 

情 報 利 用 に よ

るシステム 

効率化 

充電管理 特開 2001-197608

00.01.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

充電管理 特開 2002-204538

00.10.23 

日本自動車部品総研

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の電池制御装置 

特開 2000-83327 

98.09.03 

[被引用1回] 

組電池の電圧調整装置及び組電池の電圧調整方

法 

そ の 他 の 状 態

検出 

放電・放電深度の

管理 

特開 2000-261905

99.03.05 

日本自動車部品総研

発電型電気自動車の電池制御方法 

電力管理 特開 2000-125476

98.10.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用充電装置 

共
通 

バ
ッ
テ
リ
ー 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリー制御 特開平 8-322107 

95.05.24 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（2/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

充電管理 特開 2002-101565

00.09.22 

H02J7/02 

組電池の電圧調整装置及び組電池の電圧調整方法 
ﾘﾁｳﾑ二次電池からなる単位ｾﾙを複数個直列に接続した

組電池を､HEVの走行用ﾓｰﾀｰ駆動用ﾊﾞｯﾃﾘｰに適用し､組

電池監視回路部CPUが､ｾﾙ状態監視回路部のｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰが

上限電圧を上回るか下限電圧を下回った単位ｾﾙを検出

し､組電池からの充放電が優先して行われるように車

両制御回路部を介して走行用ﾓｰﾀｰの駆動を制御する｡

信頼性／ 

耐久性 

放電・放電深度の

管理 

特許 3211702 

97.02.25 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車は､ｴﾝｼﾞﾝ1と､第1及び第2の回転電機

2000,3000を含む動力伝達手段12と､前記回転電機

2000,3000を駆動するｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置14と､蓄電装置

15と､ｴﾝｼﾞﾝ1の燃料噴射制御を実施するｴﾝｼﾞﾝ制御装

置13と､ｴﾝｼﾞﾝ制御装置13に対してﾄﾙｸ制御量を指令

すると共にｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置14の駆動を制御するﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

制御装置16とを備える｡電流検出器17は､蓄電装置

15に流れる電流値(充電状態)を検出する｡ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置

14は､蓄電装置15に

流れる電流値を一ﾊﾟﾗ

ﾒ-ﾀとして､その電流

値が目標値に追従す

るようﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ制御

装置16にて演算され

た第2の回転電機

3000に対するﾄﾙｸ指

令値Mm2*を修正す

る｡ 

 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開 2001-352688

00.06.08 

トヨタ自動車 

組電池の電圧調整装置及び組電池の電圧調整方

法 

バ
ッ
テ
リ
ー 

バッテリー 

状態管理 

放電・放電深度の

管理 

特開 2000-92732 

98.09.14 

[被引用1回] 

組電池のばらつき判定方法及びﾊﾞﾂﾃﾘｰ装置 

冷却性能の 

改善 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 11-198644

98.01.19 

車両用空調装置 
補
助 

装
置 

そ の 他 の 状 態

検出 

充電管理 特開平 11-115469

97.10.13 

車両用空気調和装置 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 11-180137

97.10.13 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車用空調装置 

電力管理 特開平 10-278569

97.04.10 

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車用空気調和装置 

冷却系 特開 2000-6651 

98.06.22 

車両用空調装置 

冷却性能の 

改善 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 11-129740

97.10.28 

[被引用1回] 

車両用空調装置 

共
通 

エ
ア
コ
ン 

モーター冷却 エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2001-309506

00.04.25 

車両走行ﾓ-ﾀｰ駆動用ｲﾝﾊﾞ-ﾀ回路装置及びその冷

却方法 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（3/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平 10-236145

97.02.27 

車両用暖房装置 
エ
ア
コ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 11-5437 

97.06.18 

車両用空気調和装置 

小型軽量化 その他の要素の 

制御 

特開 2002-176704

00.09.29 

二電源系を有するﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の駆動装置 

その他の課題 エンジン制御 特開平 9-125939 

95.11.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の排気ｼｽﾃﾑ 

共
通 

照
明 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-90796 

98.09.17 

非常用ﾘﾚ-回路装置 

システムの 

高効率化 

エンジン制御 特開平 11-22501 

97.07.02 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両用内燃機関の制御装置 
液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

その他のエンジン

制御 

特開平 11-148397

97.11.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

エネルギー 

回生 

バッテリー制御 特許 3178503 

94.07.01 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

バッテリー 

状態管理 

充電管理 特開平 11-164494

97.11.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

バ
ッ
テ
リ
ー 

劣化の検出・ 

補償 

放電・放電深度の

管理 

特開 2000-312404

99.02.24 

日本自動車部品総研

発電型電気自動車の電池制御方法 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

電
力 

制
御 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

電力管理 特開平 11-122824

97.10.13 

トヨタ自動車 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の充電装置 

同
期 

モ
ー
タ
ー 

駆動 ﾊ ﾟ ﾜ ｰアシ

スト機能 

要求トルク管理 特許 3289870 

94.12.22 

三相同期電動機制御装置 

小型軽量化 モーター制御 特許 3052820 

95.01.31 

[被引用2回] 

車両用駆動装置及びその駆動制御方法 

走行性能 その他のエンジン／

モーター協調制御 

特許 3055028 

96.09.12 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

要求トルク管理 特許 3097734 

96.04.26 

駆動制御装置 

動力合成機構 

制御 

特開平 10-86704 

96.09.12 

車両制御装置 

特開平 10-70801 

96.08.28 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替え 

電力管理 

特開平 11-113104

97.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置及び制御方法 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（4/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

駆動源動力 

切替え 

電力管理 特許 3168990 

98.08.19 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ回転数を決定するた

めの第1回転電機と､車両駆

動ﾄﾙｸを発生するための第2

回転電機とを備えたﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ機関において､第1回転電

機にはｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸの周期変動

と同位相で変動するﾄﾙｸを

発生することによりその反

力逆位相ﾄﾙｸをｴﾝｼﾞﾝに与

え､第2回転電機には逆位相

ﾄﾙｸの周期変動を車両駆動

軸に与え車両駆動軸ﾄﾙｸの

周期変動を補償させて運転

ﾌｨｰﾘﾝｸﾞを維持しつつｴﾝｼﾞﾝ

振動低減とｴﾝｼﾞﾝ効率を向

上させる｡ 

 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-287141

98.04.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両

用内燃機関の点火系異常検出方法 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

そ の 他 の 状 態

検出 

電力管理 特開 2002-199505

00.12.28 

車両用電源装置及びｴﾝｼﾞﾝ駆動規制支援装置 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2002-118904

00.10.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の発電装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ
ー 

その他の課題 トルク 特許 3129290 

98.07.13 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置 
蓄電手段の過度の電圧変化を生起する運転状態の変化

を検出し(S110)､この時､

この電圧変化を規制する方

向へ充放電制御量を変更す

る(S114)ことで､運転状態

の急変時でも電池電圧の過

度の電圧変化が生じて､警

報が発生したり､電池保護

のために充放電電流の遮断

が生じたりすることをなく

す｡更に､電池の過大な上昇

や不足を防止してその性能

低下を抑止することができ

る｡ 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ

ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エネルギー 

回生 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-174305

00.12.08 

F16H7/02 

補機駆動装置 
走行状態ではｴﾝｼﾞﾝ動力で補機駆動を行い自動変速機

に内蔵されたATｸﾗｯﾁやｸﾗﾝｸ軸ﾌﾟｰﾘｰに内蔵されたｸﾗﾝｸ

軸ｸﾗｯﾁを係合した状態にあるﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにお

いて､ｴﾝｼﾞﾝ自動停止条件成立時にATｸﾗｯﾁの係合状態を

分離してｴﾝｼﾞﾝ燃料供給を停止しｴﾝｼﾞﾝを停止させ､つ

いでｸﾗﾝｸ軸ﾌﾟｰﾘｰのｸﾗｯﾁ係合状態を分離して車軸ﾌﾟｰﾘｰ

のｸﾗｯﾁを係合させて､減速時の慣性力による補機駆動

を行う｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

シ ス テ ム の 高

効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特許 3171143 

97.06.25 

F02D29/02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ制御装置13内の制御ﾕﾆﾂﾄ1306は､ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ制御

装置16から送信された車両駆動ﾊﾟﾜ-要求値に基づい

てｴﾝｼﾞﾝ始動中でないと判断し､車両駆動ﾊﾟﾜ-要求値が

0でない場合､予め記憶するｴﾝｼﾞﾝ特性に基づいたｴﾝｼﾞ

ﾝ出力ﾄﾙｸとｴﾝｼﾞﾝ回転数をﾊﾟﾗﾒ-ﾀとする燃費率ﾏﾂﾌﾟに

よりｴﾝｼﾞﾝ動作点

を､或は燃費の良い

領域と悪い領域の

境界値からｴﾝｼﾞﾝ出

力が最小となるｴﾝ

ｼﾞﾝの動作点を決

め､その動作点に対

応したｴﾝｼﾞﾝ回転指

令値を求める｡そし

て､ｴﾝｼﾞﾝ動作点に

対応するｽﾛﾂﾄﾙ開度

をｽﾛﾂﾄﾙ開度ﾏﾂﾌﾟよ

り求め､そのﾏﾂﾌﾟ値

に基づいて､ｽﾛﾂﾄﾙｱ

ｸﾁﾕｴ-ﾀ6の吸入空

気量調節量を演算

する｡ 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（5/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システム安全性 

管理 

特開 2000-205026

99.01.12 

情報処理装置及びｴﾝｼﾞﾝ制御装置 
液

体

燃

料

／

動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

充電管理 特開平 11-173179

97.12.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気自動車 

発
電
機
能 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

エンジン制御 特許 3175883 

93.09.02 

[被引用1回] 

内燃機関用発電電動機の制御装置 

電力管理 特許 3055027 

96.09.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 システムの 

高効率化 

その他のエンジン

制御 

特許 3249401 

96.07.30 

B60L11/14 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ制御装置16は､ｴﾝｼﾞﾝの特性に基づくｴﾝｼﾞﾝ回

転数指令値を及びｴﾝｼﾞﾝ1の回転数に関係する情報に

基づいて第1の回転電機2000に発生させる第1のﾄﾙｸ

指令値を演算し､この第1のﾄﾙｸ指令値と車両駆動ﾄﾙｸ

指令値とに基づいて第2の回転電機3000に発生させ

る第2のﾄﾙｸ指令値を演算し､第1､第2のﾄﾙｸ指令値をｲﾝ

ﾊﾞ-ﾀ装置14に出

力する｡ｲﾝﾊﾞ-ﾀ装

置14は､第1､第2

のﾄﾙｸ指令値に基

づき､第1､第2の

回転電機

2000,3000をﾄ

ﾙｸ制御する｡これ

により､ｴﾝｼﾞﾝ制

御装置13が決定

したｴﾝｼﾞﾝ1の燃

費やｴﾐﾂｼﾖﾝを最

良の状態の維持

できるｴﾝｼﾞﾝ動作

点にｴﾝｼﾞﾝ1の運

転を維持できる｡ 

 

駆動源動力 

切替え 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-6449 

97.06.16 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

燃料噴射量・ 

カット 

特許 3104632 

97.02.25 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

その他の課題 トルク 特開平 7-75394 

93.09.02 

内燃機関用発電電動機の制御装置 

エンジン制御 特開平 11-13505 

97.06.25 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エ ン ジ ン 始 動

方式 

その他のエンジン

制御 

特開平 11-41707 

97.07.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 
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表 2.5.4-1 デンソーの技術要素別課題対応特許（6/6） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

電力管理 特許 3294532 

97.06.19 

B60L15/20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車制御装置 
ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車は､ｴﾝｼﾞﾝ1と､第1及び第2の回転電機

2000,3000を含む動力伝達手段12と､この回転電機

2000,3000を駆動するｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置14と､蓄電装置

15と､ｴﾝｼﾞﾝ1の燃料噴射制御を実施するｴﾝｼﾞﾝ制御装

置13と､ｴﾝｼﾞﾝ制御装置13に対してﾄﾙｸ制御量を指令

すると共にｲﾝﾊﾞ-ﾀ装置14の駆動を制御するﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ

制御装置16とを備える｡ここで､ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ制御装置16

は､蓄電装置15の電力と各回転電機2000,3000の電

力収支とを比較し､

その比較結果からｼ

ｽﾃﾑ全体の電力収支

(ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ制御系に

おけるｴﾈﾙｷﾞ収支)を

演算する｡そして､

この演算したｼｽﾃﾑ

全体の電力収支に

基づきｼｽﾃﾑ異常の

有無を判定し､その

判定結果に応じて

車両出力を制御す

る。 

 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 その他のエンジン

制御 

特許 3092799 

98.09.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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2.6.1  企業の概要 

 
商号 株式会社 エクォス・リサーチ 

本社所在地 〒101-0021 東京都千代田区外神田2-9-12 五島ビル 

設立年 1987年（昭和62年） 

資本金 20百万円 

従業員数 73名 

事業内容 自動車および関連機器の研究・開発とその受託 

従業員数についてはTSR企業情報（㈱東京商工リサーチ）による。 

 

エクォス・リサーチは、1987年にオートマチックトランスミッション（AT）の専業メー

カーであるアイシン・エィ・ダブリュがATに続く新製品の企画開発を目的として設立した

R&D会社である。 

1987年にスタートして以降、自動車およびその関連機器分野の将来を見据えた新製品開

発と関連技術分野の受託研究を行ってきた。重点研究分野は、高度情報化車両の開発と環

境に優しい車（エコカー）関連新技術の開発および未来型超高速輸送機関に関する企画提

案等である。高度情報化車両の開発に関しては、ITS（インテリジェント・トランスポート･

システム）関連分野の技術開発を86年に開始し世界初のボイスナビゲーションシステム（ボ

イスナビ）を商品化した。本製品は、92年８月に「トヨタ・セルシオ」に搭載されている。

また、カーナビと携帯電話を利用して地域情報センターと車両間で逐次更新される交通情

報、ニュース、天気予報、タウン情報等の多種の情報を入手したり、電子メール交換等を

行う有料モービルネットワークシステム（通称：モネ）プロジェクト（トヨタ自動車主体

で開発）に参画して、タウンマップ、タウンサーチ、交通情報のライブビュー開発に携わ

ってきた。環境に優しい車（エコカー）関連新技術の開発に関しては会社発足当初から手

がけ始め、短期的テーマとしては燃費を大幅に改善可能な新ハイブリッドシステムの開発

を、長期的テーマとしては、CO2発生の無い21世紀主力機関としての燃料電池搭載車の開発

を行ってきている。さらに、最近では21世紀型未来カーの姿として500km/hr磁気浮上型超

高速自動車コンセプトの企画提案や高度HMIエージェントシステムの開発に取り組み始め

ている。                     （http://www.equos.co.jp/より引用） 

 

2.6.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.6.3  技術開発拠点と研究者 

図2.6.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するエクォス・リサーチの出願件

数と発明者数の推移を示す。 

2.6 エクォス・リサーチ 
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図2.6.3 エクォス・リサーチの出願件数と発明者数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.6.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.6.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてエクォス・リサーチが出願し

た全79件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.6.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.6.4 エクォス・リサーチのシステム・要素と課題の分布 
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そ
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他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要
構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題
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17 16 4 7

3 17 13 3 3 4

4 5

7 3

3

3

11
1

1121

11

1

2111

2120
121

1112112

1221

2211111

21121

1121

112

2 2 1 11
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（1/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類等

車両補機 

特登 3180506 

93.03.31 

B60H1/32,625 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車輛における空調制御装置 
ｴｱｺﾝ操作ｽｲﾂﾁ3をｵﾝにすると､ｴｱｺﾝECU5がｴﾝｼﾞﾝECU9に信

号を送る｡そして､このｴﾝｼﾞﾝECU9はｴﾝｼﾞﾝ始動装置10を作

動させてｴﾝｼﾞﾝEを始動する｡かかるｴﾝｼﾞﾝEの駆動力は､ﾌﾟ-ﾘ

Ea､ﾍﾞﾙﾄ12及びﾌﾟ-ﾘ11aを介してｺﾝﾌﾟﾚﾂｻ11に伝達され､ｺﾝ

ﾌﾟﾚﾂｻ11が駆動されて冷媒が冷暖房装置13に供給される｡な

お､かかる冷暖房装置13には､ｴﾝｼﾞﾝEから温水(ｴﾝｼﾞﾝEの廃

熱によつて暖められ

た冷却水)が供給され

る｡一方､ｴｱｺﾝECU5

は､車室内温度ｾﾝｻ6､

車室外温度ｾﾝｻ7及び

温度設定ﾚﾊﾞ-2から

の信号に基づき冷暖

房装置13を制御し､

車室内の温度を調節

する｡ 

 

 

走行性能 エンジン制御 特開平 9-154205 

95.11.28 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

エンジン始動時

間短縮 

発電機制御 特開 2000-282909 

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

エンジン 

再始動 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-315735 

95.10.20 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

ガ
ソ
リ
ン 

エ
ン
ジ
ン 

システムの 

高効率化 

トルク 特開平 8-294205 

95.04.20 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

電
気
／ 

動
力
変
換 

システムの 

高効率化 

トルク 特開平 9-163506 

95.11.30 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

直
流 

モ
ー
タ
ー 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリー制御 特登 2762002 

92.07.14 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型自動車 

駆動源動力 

切替え 

切替えショック 特登 3023653 

95.10.06 

B60L11/14  

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用40回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
発電機ﾌﾞﾚ-ｷ28を開放する場合､ｴﾝｼﾞﾝ11から発電機16へ伝

達されるﾄﾙｸTEGを推定し､得られたﾄﾙｸTEGを積分成分出力

Tiとして発電機制御装置44へ供給する｡これにより回転数制

御動作でTi=TEGとされる｡一方発電機ﾌﾞﾚ-ｷ28係合時には

回転数指令値=0､実回転数=0であるため､ｴﾝｼﾞﾝ11からのﾄﾙｸ

に対し､逆向きに同じ大きさのﾄﾙｸが発電機16に発生する｡次

に電磁ﾊﾞﾙﾌﾞ54にｿﾚﾉｲﾄﾞ

OFF信号を出力し､ﾌﾞﾚ-ｷ28

が開放される｡そして発電機

16の実回転数は目標回転数

に重なつて変化する｡ﾌﾞﾚ-ｷ

28を解除前に発電機16にﾄ

ﾙｸが加わるので､ﾌﾞﾚ-ｷ28を

解除しても急激な回転数の

変化は生じない｡ 

 

 

 

共
通 

発
電 

機
能 

その他の課題 発電機制御 特開 2001-1773 

95.12.05 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（2/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

共
通 

エ
ン
ジ
ン
駆

動
発
電
機 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 特開 2000-278812 

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

 

 ファイルセー

フ・安全性 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-8903 

98.06.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

エネルギー 

回生 

バッテリー制御 特開平 8-126116 

94.10.25 

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御方法 

トルク 特登 3227905 

93.04.30 

電気ﾓ-ﾀｰ駆動車輛 駆動源動力 

切替え 

エンジン制御 特開平 9-74608 

95.09.07 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置 

情報利用による

システム 

効率化 

バッテリー制御 特開平 8-237810 

95.02.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

ファイルセー

フ・安全性 

発電機制御 特登 2905774 

95.04.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 エンジン制御 特登 3062567 

95.10.19 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

冷却性能の 

改善 

回生効率向上 特開平 6-319205 

93.04.30 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 バ
ッ
テ
リ
ー バッテリー状態

管理 

バッテリー制御 特開平 8-317506 

95.05.18 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

燃費性能 エアコン・灯火類等

車両補機 

特開平 9-76740 

95.09.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 エ
ア
コ
ン 冷却性能の 

改善 

冷却系 特開平 10-84603 

96.09.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

 

照
明 

レイアウト・配

列最適化 

その他の要素の 

制御 

特登 2876474 

95.06.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 その他の 

バッテリー制御 

特登 3180304 

93.06.30 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の電源回路 
シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開平 11-234805 

95.04.28 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

電
気
／ 

動
力
変
換 

信頼性／ 

耐久性 

動力合成機構 

制御 

特開平 9-89090 

95.09.26 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用1回] 

車両の同期制御装置 
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

発
電
機
能 

走行性能 モーター制御 特登 3167607 

95.12.05 

B60K17/04  

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｴﾝｼﾞﾝと発電機と駆動出力軸とをﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰｷﾞｱﾕﾆｯﾄの各歯車要

素に連結し､駆動出力軸に連結されたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両において､

ﾌﾞﾚｰｷｵﾝｵﾌによる発電機ｵﾌｵﾝﾓｰﾄﾞ切換走行を行うにあたり､発

電機回転数をｾﾞﾛに近づけてからﾌﾞﾚｰｷを係合することで､係

合時ｼｮｯｸを軽減する｡ 
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（3/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フェイルセーフ 特開平 10-54262 

96.08.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

特開平 8-265909 

95.03.24 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費性能 

エンジン制御 

特開平 9-163509 

95.12.08 

車両用駆動装置 

その他のシステム制

御 

特開平 9-76775 

95.09.18 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

エンジン制御 特開平 9-193675 

96.01.23 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

 

 システムの 

高効率化 

プレーキ負圧発生、ペ

ダル 

特登 3088003 

95.05.25 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特登 2896951 

92.07.02 

F02N11/00 

[被引用13回] 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
ｴﾝｼﾞﾝを始動するため､時刻t1にｸﾗﾂﾁON信号を出力した後､ｴﾝ

ｼﾞﾝの回転数NEがNE1になると､ﾓ-ﾀﾄﾙｸ指令値IMをIM0からIM1に

する｡そして､例えば500rpmのｴﾝｼﾞﾝ始動回転数NE3になる

と､ｴﾝｼﾞﾝｺﾝﾄﾛ-ﾗに対してｲｸﾞﾆﾂｼﾖﾝ等のON信号を供給する｡

これによりｴﾝｼﾞﾝが始動するが､ﾓ-ﾀﾄﾙｸ電流はIM1にされてい

るので､出力軸の出力ﾄﾙｸの落ち込みによるｼﾖﾂｸが防止され

る｡更に､回転数NEがNE2-△NE2になると､ｸﾗﾂﾁCの動摩擦係

数が大きくなるので､IM1からIM2にする｡そして､回転数NEが

NE2になると､ｸﾗﾂﾁCの係

合終了と判断し､↓Mを､

ｴﾝｼﾞﾝ始動開始前の値IM0

に戻す｡ 

走行性能 

エンジン制御 特登 3228438 

92.07.27 

B60K6/02 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
車両の駆動力を発生させる､電動機3とｴﾝｼﾞﾝ4を備え､ｱｸｾｽﾍﾟ

ﾀﾞﾙ8の踏み込み状態と車速から電動機3のみで走行する電動

機ﾓ-ﾄﾞと､ｴﾝｼﾞﾝ4の

みで走行するｴﾝｼﾞﾝﾓ-

ﾄﾞと､電動機3をｴﾝｼﾞ

ﾝ4を併用して走行す

る併用ﾓ-ﾄﾞとを､適宜

選択して走行する｡こ

の際ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙ8の踏

み込み状態からﾄﾞﾗｲ

ﾊﾞ-の加速要求量を要

求量検出手段22で検

出する量に応じて､併

用ﾓ-ﾄﾞで走行する領

域を併用領域拡大手

段により拡大する｡ 

駆動源動力 

切替え 

発電機制御 特開平 10-23605 

96.07.01 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

その他の課題 モーター制御 特開平 8-168105 

94.12.08 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

切替えタイミグ・ 

条件 

特開平 10-54263 

96.08.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

  

信頼性／ 

耐久性 

モーター制御 特開平 6-80048 

92.07.17 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

 



182 

表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（4/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 システムマネジメン

ト 

特登 3169100 

92.12.18 

G08G1/0969 

[被引用8回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
走行道路位置検出部14は､車両の現在地を検出すると共に､

交差点ﾃﾞ-ﾀ､ﾉ-ﾄﾞﾃﾞ-ﾀ､道路ﾃﾞ-ﾀ等から現在走行している道路

上の位置を検出し､対応するﾓ-ﾄﾞ切換車速Vzをｺﾝﾄﾛ-ﾗ12に

供給する｡ｺﾝﾄﾛ-ﾗ12では､供給されたﾓ-ﾄﾞ切換車速Vzに

RAM123の値を変更し､変更後のﾓ-ﾄﾞ切換車速Vzおよび､

現在の車速やｽﾛﾂﾄﾙ開度等の走行状態に従つて､電動機単独走

行の電動機ﾓ-ﾄﾞ､ｴﾝｼﾞﾝ単独走行のｴﾝｼﾞﾝﾓ-ﾄﾞ､両者併用の併用

ﾓ-ﾄﾞの各ﾓ-ﾄﾞを切り換えながら走行する｡ﾓ-ﾄﾞ切換車速Vz

は､走行道路位置

の周囲環境毎､例

えば市街地､郊外､

高速道路､ﾄﾝﾈﾙ等

の各種環境毎に設

定することによ

り､環境に適合し

た走行が可能にな

る｡ 

 

 

システムの 

高効率化 

その他のエンジン制

御 

特登 3293616 

99.11.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
ｴﾝｼﾞﾝと第1電動機とｴﾝｼﾞﾝ出力軸に接続された第2電動機と､

少なくとも第1~第3の回転要素から成り､第1の回転要素にｴﾝ

ｼﾞﾝと第2電動機の回転が入力され､第2の回転要素に第1電動

機の回転が入力され､第3の回転要素の回転が出力軸に出力さ

れるｷﾞｱﾕﾆｯﾄと､第1電動機を制御することによつて､ｴﾝｼﾞﾝを

最適効率ﾗｲﾝ上で駆動させる｡ 

走行性能 エンジン／ 

モーター協調制御 

特登 2919183 

92.07.17 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 回転数 特開 2001-190005 

93.11.10 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御方法 
ｴﾝｼﾞﾝと第1電動機と､ｴﾝｼﾞﾝ出力軸に接続された第2電動機と

少なくとも第1~第3の回転要素からなり､第1の回転要素にｴﾝ

ｼﾞﾝと第2電動機の回転が入力され､第2の回転要素に第1電動

機の回転が入力され､第3の回転要素の回転が出力軸に出力さ

れるｷﾞｱﾕﾆｯﾄと､後進時において第1電動機と第2電動機を動作

させ､ｴﾝｼﾞﾝ回転数とｱｸｾﾙ開度による協調制御を行う｡ 

モーター制御 特開平 8-216700 

95.02.09 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

駆動源動力 

切替え 

エンジン制御 特登 3171073 

95.10.20 

B60L11/14  

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
車両制御装置101は､例えば､車速Vが速度基準値以下の場合

には､電気ﾓ-ﾀだけを単独駆動に切り替えるために､又はﾌﾞﾚ-ｷ

が踏み込まれた場合には､回生制動のために､ｴﾝｼﾞﾝ106を停

止させたりする制御信号を各々の制御装置に出力する｡ｴﾝｼﾞﾝ

制御装置105は､ｴﾝｼﾞﾝ106への燃料供給状態や点火動作等

のﾀｲﾐﾝｸﾞを制御する｡即ち､車両制御装置101がｴﾝｼﾞﾝ106を

始動すべきと判断

した場合には､発

電機の電動機

108動作によりｴ

ﾝｼﾞﾝ106の回転

がｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ回転数

にほぼ達した後

に､車両制御装置

101からのON情

報に基づいて燃料

供給及び点火動作

を開始する｡ 
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（5/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

発
電 

機
能 

燃費性能 モーター制御 特登 3291871 

93.11.10 

B60L11/14  

[被引用26回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
ｴﾝｼﾞﾝ11と､第1ﾓ-ﾀM1と､ｴﾝｼﾞﾝ11の出力軸12に接続され

た第2ﾓ-ﾀM2と､少なくとも第1､第2､第3の回転要素から成

るｷﾞﾔﾕﾆﾂﾄとを有する｡そして､ｴﾝｼﾞﾝ11及び第2ﾓ-ﾀM2によ

つて発生させられた回転が第1の回転要素に入力され､第1ﾓ-

ﾀM1によつて発生させられた回転が第2の回転要素に入力さ

れ､ｷﾞﾔﾕﾆﾂﾄの出力軸16に伝達される回転が第3の回転要素

から出力される｡また､車両が停止状態から前進走行状態にな

る際においてｴﾝｼﾞﾝ11が駆動されているときに､第1ﾓ-ﾀM1

は発電機として使用可能とされる｡したがつて､機械ｴﾈﾙｷﾞを

電気ｴﾈﾙｷﾞに変換する必要がないので､ｴﾈﾙｷﾞ伝達効率が高く

なる｡ 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリー制御 特開平 9-48334 

95.08.05 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

複数電力蓄積 

デバイス選択使用 

特登 3173319 

95.04.28 

B60K6/00 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
内燃ｴﾝｼﾞﾝ11と､内燃ｴﾝｼﾞﾝ11からの回転が入力される電機

装置と､電流が供給されて駆動される電気ﾓ-ﾀ25と､少なくと

も3個の歯車要素から成り､第1の歯車要素と電機装置とが､

第2の歯車要素と出力軸とが､第3の歯車要素と内燃ｴﾝｼﾞﾝ11

とが連結された差動歯車装置と､第3の歯車要素の回転を停

止させる制動手段とを有する｡電機装置の駆動力によつてﾊｲ

ﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両を走行させることができるので､電機装置の駆

動力の分だけ､電気ﾓ-ﾀ

25の駆動力を小さくす

ることができる｡電気ﾓ-

ﾀ25のﾄﾙｸ定数をその分

低くすることができる

ので､電気ﾓ-ﾀ25が大型

化することがない｡ 

小型軽量化 

エンジン制御 特登 3291916 

94.06.06 

B60L11/14 

[被引用13回] 

 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
ﾓ-ﾀ6をｴﾝｼﾞﾝ2の出力軸1に連繋し､ｴﾝｼﾞﾝ2の動力を援助する

ようになつている｡出力軸1にはｺﾝﾄﾛ-ﾗSによつて制御される

ﾄﾙｸ調整手段Tが設けられ､通常走行時､高効率･低公害の出力

範囲で運転するｴﾝｼﾞﾝ2の出力をｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ15と出力軸1bに伝

達するが､大ﾄﾙｸが必要時にはｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ15の発電を停止し､ﾄﾙｸ

を増大するためｴﾝｼﾞﾝの回転数を増大して出力軸1bへの出力

を増加させる｡これ

により､低速走行時

に要求される急加速

にも対応できる一

方､通常走行時にｴﾝ

ｼﾞﾝを高効率で使用

できるため､ﾓ-ﾀ及び

ｼﾞｴﾈﾚﾀの小型･軽量

化が図れる｡ 

 

駆動ﾊﾟﾜｰアシス

ト機能 

要求トルク管理 特開平 11-41709 

97.07.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

燃費性能 モーター制御 特登 3289536 

95.03.13 

[被引用2回] 

自動車用変速機 

ﾌ゙ ﾚー ｷ負圧発生、ﾍ゚ ﾀ゙ ﾙ 特開平 8-317507 

95.05.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エネルギー 

回生 

バッテリー制御 特登 2783983 

95.02.03 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（6/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特登 3048319 

95.05.25 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 モーター制御 

特登 3132372 

95.10.14 

B60L11/14  

[被引用13回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御方法 
ｴﾝｼﾞﾝ11と､発電機16と､出力軸14とをﾌﾟﾗﾈﾀﾘｷﾞﾔﾕﾆﾂﾄ13を

介して連結し､出力軸14に電気ﾓ-ﾀ25のﾄﾙｸを出力する構成

とする｡この場合､ｴﾝｼﾞﾝ回転数制御手段は､ｴﾝｼﾞﾝ11が最高効

率領域で駆動するように回転数を制御し､発電機制御手段は､

走行状態に応じて､発電機16を､発電機として駆動させて電

力を蓄え､あるいはﾓ-ﾀとして駆動させて電力を消費すること

により､ﾊﾞﾂﾃﾘ-の充電量を調整する｡これにより､ｴﾝｼﾞﾝ11は､

高効率領域で駆動する

ことがき､ﾊﾞﾂﾃﾘ-は過充

電や､充電量の不足を起

こすことなく､電力効率

が向上する｡ 

切替えタイミグ・ 

条件 

特開平11-332022 

95.10.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

トルク 特開 2000-32612 

95.05.25 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開平 11-4506 

97.06.12 

車両発電装置 

特登 2794272 

95.02.28 

F02N11/04 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御方法 
ｴﾝｼﾞﾝと発電機がﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰｷﾞｱで出力軸に接続され､ｴﾝｼﾞﾝ出力

が発電機と出力軸に出力される形式のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車両におい

て､車両を駆動ﾓｰﾀｰで発進

させた後､所定速度

(10km/min)に達した時点で

発電機でｴﾝｼﾞﾝを始動させ

る際の出力ﾄﾙｸ変動を駆動ﾓ

ｰﾀｰで吸収させる｡ 

エンジン制御 

特開平 9-109706 

95.10.16 

B60K17/04  

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｴﾝｼﾞﾝ､発電機､出力軸とをﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰｷﾞｱﾕﾆｯﾄを介して連結し､出

力軸に電動機ﾄﾙｸを出力する構成において､発電機がｴﾝｼﾞﾝ始

動ﾄﾙｸを出力可能な低速走行時には､発電機の回転を制御して

ｴﾝｼﾞﾝを始動し､高速走行時においては､発電機をﾌﾞﾚｰｷで固定

し､出力軸の回転でｴﾝｼﾞﾝを回転させて始動させる｡ 

走行性能 

モーター制御 特登 2796698 

95.02.02 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

エンジン始動時

間短縮 

切替えタイミング・

条件 

特開平 10-325345 

95.02.28 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

発電機制御 特開 2001-173479 

95.02.28 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

切替えショック 特開平 9-58282 

95.08.17 

車両用駆動装置 

違和感ない発

進・クリープ 

エンジン制御 特開平 9-109694 

95.10.16 

B60K6/00  

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｴﾝｼﾞﾝと発電機と出力軸とをﾌﾟﾗﾈﾀﾘｰｷﾞｱﾕﾆｯﾄを介して連結し､

出力軸に電動ﾓｰﾀｰのﾄﾙｸ

を出力するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃ

ﾑにおいて発電機を固定

してｴﾝｼﾞﾝを始動する場

合に､ｴﾆｼﾞﾝ始動時ﾄﾙｸ変

動を演算しその結果に

基づいて､電動ﾓｰﾀｰ出力

ﾄﾙｸを補正し出力軸ﾄﾙｸ

変動を補正する｡ 

  

駆動源動力 

切替え 

エンジン制御 特登 3291983 

95.06.28 

[被引用2回] 

車両用駆動装置 
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表 2.6.4-1 エクォス・リサーチの技術要素別課題対応特許（7/7） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アクセル応答

性、加速性能 

その他のシステム制

御 

特登 3289886 

95.02.02 

ﾄﾙｸ算出装置及びﾄﾙｸ算出方法 

情報利用による

システム 

効率化 

外部情報との協調 特開平 8-140215 

94.11.08 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

エンジン制御 特開平 8-82232 

94.09.13 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 その他の課題 

トルク 特開平 8-88905 

94.09.13 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

バッテリー 

状態管理 

バッテリー制御 特開平 8-317505 

95.05.18 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

[被引用11回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

その他の状態検

出 

放電・放電深度の管

理 

特開平 11-4507 

97.06.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

信頼性／ 

耐久性 

動力合成機構制御 特登 3289562 

95.08.22 

車両の同期制御装置 

ファイルセー

フ・安全性 

切替えタイミング 特開 2000-341804 

99.05.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両及びその制御方法 

トルク 特開 2000-152410 

98.11.04 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 

その他の要素の 

制御 

特登 2893262 

95.04.28 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

電
気
二
重
層

キ
ャ
パ
シ
タ 

システムの 

高効率化 

バッテリー制御 特開平 9-224302 

96.02.19 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

補
助 

装
置 

その他の課題 その他の要素の 

制御 

特開平 10-169485 

95.06.06 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
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2.7.1  企業の概要 
 

商号 富士重工業 株式会社 

本社所在地 〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-7-2 

設立年 1953年（昭和28年） 

資本金 1,440億50百万円（2002年3月末） 

従業員数 13,374名（2002年3月末）（連結：26,483名） 

事業内容 各種車両（自動車､鉄道車両、産業車両）、航空機、宇宙関連機器、各種産

業機械（発動機、農業機械等）およびその部品の製造・販売・修理、他 
 

富士重工業は、1992～1993年頃より小型乗用車用ハイブリッドシステムの開発に乗り出

し、95年に4人乗りセダン試作車「スバルエルキャパ」を発表した。本車は、シリーズ・パ

ラレル方式を採用しガソリンエンジンと4WD･CVT変速駆動システム、19KW永久磁石型同期電

動機、鉛電池/キャパシターの組み合わせからなるハイブリッドシステムである。その後、

97年にはパラレル方式の４人乗りセダン「スバルエルテン」（6,60CCガソリンエンジンと４

WD･CVT変速駆動システム）、2000年にはシリーズ・ハイスプリットパワーパラレル方式の４

人乗りセダン「スバルエルテンカスタム」、2001年には４人乗りセダンのスバルHM-01を試

作発表している。HM-01はガソリンエンジンと高性能CVT-４WDの４WDパラレルハイブリッド

パワートレインにさらに、リアモーターによる後輪アシスト機能を組み合わせた複合ハイ

ブリッド駆動システムを採用している。富士重工業は、現在の所、ハイブリッド自動車の

市販化は行っていないが、多種のハイブリッドシステムを手がけてきており、かなりの技

術ノウハウを蓄積してきており、今後の動向が注目される。 

 

2.7.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.7.3  技術開発拠点と研究者 

図2.7.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する富士重工業の出願件数と発明

者数の推移を示す。 

図 2.7.3 富士重工業の出願件数と発明者数 
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2.7.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.7.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について富士重工業が出願した全71件

の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.7.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 

図 2.7.4 富士重工業のシステム・要素と課題の分布 
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2
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表 2.7.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2001-254643

00.03.10 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

システム安全性 

管理 

特開 2000-156685

98.11.18 

車両制御ｼｽﾃﾑの異常監視装置 
電
気
／ 

動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

トルク 特開 2001-268703

00.03.23 

電動車両の制動装置 

コスト低減 発電機制御 特開 2000-297670

99.04.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

切替ショック 

低減 

特開 2001-224104

00.02.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

違和感ない 

制動 

電力管理 特開 2001-218303

00.01.31 

電気自動車の走行制御方法及び装置 

エ
ン

ジ
ン

駆
動

発
電

機 

その他の課題 発電機制御 特開 2000-297669

99.04.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

コスト低減 要求トルク管理 特開 2000-299904

99.04.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

電力管理 特開平 11-217025

98.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

要求トルク管理 特開平 11-189053

97.12.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

エネルギー 

回生 

切替タイミン

グ・条件 

特開平 11-198668

98.01.12 

B60K17/04 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 
比較的低出力の２つ

のﾓｰﾀｰで駆動力の確

保と動力ｴﾈﾙｷﾞｰの回

収効率を向上し、か

つ、駆動輪からの要

求駆動力に対してｴﾝ

ｼﾞﾝ，ﾓｰﾀｰ制御を最適

化する。 

 

 

切替タイミング 特開 2001-47880 

99.08.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

電力管理 特開 2000-303873

99.04.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

システムの 

高効率化 

切替タイミン

グ・条件 

特開平 11-198669

98.01.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

操 縦 安 定 性 能

の改善 

トルク 特開 2001-347846

00.6.6 

B60K17/356 

 

４輪駆動車の駆動制御装置 
前軸または後軸の何

れか一方を機械式自

動変速機を介してｴﾝ

ｼﾞﾝで駆動し他方をﾓ

ｰﾀｰで駆動する４輪

駆動車において、変

速により発生が予想

される強い引込感を

伴う変速ｼｮｯｸを抑制

してﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ操作に

よらない変速が行わ

れても自然で不快感

を与えることを防止

する。 

特開 2000-156906

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

システム安全性

管理 

特開 2000-156908

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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表 2.7.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2000-156909

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156910

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156911

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156912

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156913

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156914

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166018

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

システム安全性

管理 

特開 2000-166019

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

回転数 特開 2000-152412

98.11.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156907

98.11.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の

制御 

特開 2000-152413

98.11.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

温度特性の 

補償 

環境条件補正 特開 2001-291532

00.04.07 

ﾊﾞﾂﾃﾘ温度制御装置 

充電管理 特開 2002-14147 

00.06.29 

ﾊﾞﾂﾃﾘの残存容量制御装置 

バ
ッ
テ
リ 

そ の 他 の 状 態

検出 

発電機制御 特開 2001-263120

00.03.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

電
気
二
重
層 

キ
ャ
パ
シ
タ 

エネルギー 

回生 

複数電力蓄積デ

バイス選択使用 

特開平 10-309002

97.04.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾈﾙｷﾞ回生装置 

共
通 

そ
の
他 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の

制御 

特開 2000-324611

99.05.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の多重通信ｼｽﾃﾑ 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 

低減 

特開 2000-217204

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

電力管理 特開 2000-308207

99.04.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-152414

98.11.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

パ
ラ

レ
ル

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の

制御 

特開 2000-152415

98.11.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

切替タイミグ・ 

条件 

特開 2000-295712

99.04.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開 2002-176794

00.12.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2001-47882 

99.08.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2001-206087

00.01.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動装置 

信頼性／ 

耐久性 

切替タイミング 

特開 2001-206088

00.01.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2000-152416

98.11.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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表 2.7.4-1 富士重工業の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電

気

／

動

力
変
換 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 

低減 

特開 2000-299903

99.04.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

エネルギー 

回生 

電力管理 特開平 11-198670

98.01.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

切替タイミン

グ・条件 

特開 2000-295711

99.04.07 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

トルク 特開 2000-156916

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開平 11-217024

98.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2002-10407 

00.06.15 

電動ﾓ-ﾀ付車両のｸﾘ-ﾌﾟ制御装置 

駆動源動力 

切替 

トルク 特開 2000-156915

98.11.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

違和感ない 

制動 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2000-156901

98.11.18 

電気自動車の制御装置 

特開 2000-156903

98.11.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166015

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166016

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166017

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166024

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

システム安全性

管理 

特開 2000-166020

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166012

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166021

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2000-166011

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

トルク 特開 2000-156918

98.11.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-156917

98.11.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166014

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

回転数 

特開 2000-166001

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

特開 2000-166010

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の

制御 

特開 2000-166013

98.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制御装置 
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2.8.1  企業の概要 
 

商号 株式会社 日立製作所 

本社所在地 〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台4-6 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 2,820億32百万円（2002年3月末） 

従業員数 48,590名（2002年3月末）（連結：306,989名） 

事業内容 総合電機（情報・通信システム、電子デバイス、電力・産業システム、デ

ジタルメディア、民生機器等の製造・販売・サービス） 

日立製作所が自動車電装品を手がけ始めたのは1930年でありその歴史は古い。64年に自

動車機器事業部を設立して本格的に自動車向け電装品の開発供給に乗り出し、ICレギュレ

ーター内蔵オルタネーター（70年）、電子制御キャブレター（78年）、エンジン集中制御コ

ントロールユニット（79年）や光電式クランク角センサー、半導体圧力センサー（80年）

やホットワイヤー式エアフローセンサー（81年）等を世界に先駆けて開発し自動車メーカ

ーに供給してきた。80年代から90年代にかけて積極的に外国進出し、米欧、中国、東南ア

ジア地域に現地生産会社を設立した。その後も、60.5GHzミリ波レーダ方式車間距離システ

ムを世界で初めて製品化し、リーンNOx触媒の製品化やユニシアジェックス（現日立ユニシ

アオ－トモティブ）への資本出資等自動車電装・システム分野で地球環境との共存、高い

安全性・快適性の追求という自動車メーカーの中長期目標を達成するための開発を担って

きた。 

日立製作所の電気自動車開発の歴史は、1971年に通商産業省工業技術院のプロジェクト

に参加し、小型トラック電気自動車の電動機の開発からスタートした。以来、長い実績の

ある鉄道車両のノウハウと、数多くの電気自動車駆動システムの開発で培ったノウハウを

融合させて電動機の小型・高速化、オールデジタル制御による高信頼性システムの実用化

に取り組んできた。ハイブリッド電気自動車への取り組みは比較的遅く本格的取り組みは

90年代中頃からであり、パワートレインシステムと電気自動車での経験とノウハウをもと

にトータルなエネルギー・マネージメントをテーマにシステム開発を進めてきている。具

体的には、効率の良いエンジン制御、小型で軽量・高出力の電動機、小型で軽量な発電機、

耐熱性の高いインバーター、ハイブリッドEV専用高出力密度型バッテリー等である。ハイ

ブリッド電気自動車制御機器として、現在日立が供給しているハイブリッド車用電装部品

は、ハイブリッド総合制御ユニット、エンジン制御ユニット、インバーター、駆動・回生

用モーター、始動・発電用モーター、マンガン系リチウムイオン電池等がある。 

（http://www.hitachi.co.jp/より引用） 

2.8.2 製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.8.3  技術開発拠点と研究者 

図2.8.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日立製作所の出願件数と発明

者数の推移を示す。 

2.8 日立製作所 
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図 2.8.3 日立製作所の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.8.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.8.4に、ハイブリッド電気自動車制御技術について日立製作所が出願した全68件の

特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.8.4 に、ハイブリッド電気自動車制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.8.4 日立製作所のシステム・要素と課題の分布 
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題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積
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駆動方式
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車両
駆動方式

主要
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シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

4 4 9 12 3 4 5

4

3 7 11 3 3 3

4 3 5 4 4 6

5 3 11 15 4 3 4 6

3 3 3 5 2 2 2

2 3 4 2

4 8 4 2 3 3 4

2 2 3 2 2

3 3 2

11121

21
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12

1

1
11

1

1

1313
11

1

111

1111

11

1 1

1111 1
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表 2.8.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（1/4） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの高効

率化 

回転数 特開 2000-324620 

99.05.07 

車両駆動装置の制御装置および車両 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開 2001-8305 

99.06.21 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

電気自動車の駆動力制御ｼｽﾃﾑ 

電
気
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 センサレス 特開 2001-245498 

00.02.28 

同期ﾓ-ﾀ制御装置及びそれを用いた車両 

同
期 

モ
ー
タ
ー 

レイアウト・配列

最適化 

センサレス 特許 3214371 

96.10.09 

同期発電機制御ｼｽﾃﾑおよびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

システムの 

高効率化 

外部環境への対応 特開 2000-320364 

99.05.10 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

要求トルク管理 特開 2001-177912 

99.12.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置及び制御方法 

要求トルク管理 特開 2001-186602 

99.12.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動ﾄﾙｸ制御装置 アクセル応答性、

加速性能 

トルク 特開 2000-166022 

98.11.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

その他の課題 システムマネジメン

ト 

特開 2001-241341 

00.02.28 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置及び浄化方法 

システム安全性 

管理 

特開 2001-218305 

00.01.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気車の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-333506 

00.05.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両およびその制御方法 

充電管理 特開 2001-69605 

99.08.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両制御方法 情報利用による

システム効率化 

電力管理 特開 2000-232703 

99.02.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両制御方法 

その他の課題 エンジン制御 特開 2002-81332 

00.09.05 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

車両の制御装置 

バッテリ状態管

理 

放電・放電深度の管

理 

特開 2000-310131 

99.04.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

温度特性の 

補償 

電力蓄積デバイス間収

支マネジメント 

特開 2001-346303 

94.11.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞﾊﾞﾂﾃﾘ-を備えた電気車の駆動装置及び駆動

制御方法 

特開 2002-10408 

00.06.19 

自動車､およびその電源装置 

バ
ッ
テ
リ 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のシステム制

御 

特開 2000-115909 

98.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の電源装置 

電
力 

制
御 

レイアウト・配列

最適化 

センサレス 特開平 10-117403 

96.10.09 

電気車用ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 

そ
の
他 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の制御 特開 2001-73863 

99.09.02 

車両用制御装置およびそれを用いた車両 

照
明 

小型軽量化 冷却系 特開平 11-313406 

98.04.28 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の冷却装置 

共
通 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

燃費性能 複数電力蓄積デバイ

ス選択使用 

特開平 10-23606 

96.07.03 

自動車の原動機駆動制御方法及び自動車用駆動制御

装置 
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表 2.8.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（2/4） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
気
／ 

動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開 2002-10404 

00.06.22 

車両の制御装置 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発

電
機 

その他の課題 発電機制御 特開 2001-352795 

00.06.06 

車両用発電機ｼｽﾃﾑ 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

小型軽量化 発電機制御 特開平 11-178111 

97.12.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ電気車 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

I
G
B
T
 

制
御 

エネルギー 

回生 

切替タイミング・条

件 

特開平 10-337098 

97.05.28 

同期発電機ｼｽﾃﾑとその制御方法およびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自

動車 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

その他の課題 エンジン制御 特開 2002-89316 

00.09.18 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

車両の制御装置 

小型軽量化 電力管理 特開 2001-253256 

00.03.01 

車両駆動装置 

電力管理 特開 2001-333507 

99.12.15 

B60L11/14 

 

車両用発電装置及びその制御方法 
車両の内燃機関により駆動され車両電気負荷へ電力を供給す

る第1発電機と､車両の前後輪のうち内燃機関により駆動され

ない車輪を駆動する電動機とを備える｡内燃機関により駆動さ

れ電動機を駆動するための第2発電機と､第2発電機及び電動機

を制御する制御装置を備え､制御装置は､車両の要求駆動力に

応じて第2発電機の出力を制御し､直流電動機は､第2発電機の

出力でその駆動力を調節される｡ 

車両速度管理 特開 2001-239853 

00.03.02 

車両用電動4輪駆動装置 

４輪駆動機能 

発電機制御 特開 2001-239852 

00.2.28 

B60K17/356 

車両駆動装置 
駆動用高出力発電機は､ｴﾝｼﾞﾝによつて駆動される｡直流電動機

は､発電機からのｴﾈﾙｷﾞ-で直接駆動される｡駆動用発電機出力

電圧制御回路は､車両からの要求駆動力にしたがつて､発電機

の出力電圧をｺﾝﾄﾛ-ﾙして､電動機を制御する｡専用発電機で､直

接電動機を駆動す

ることにより十分

な駆動力が確保で

きる機械式4WDに対

して遜色の無い駆

動力性能を確保で

きる｡ 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド パ

ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開平 9-224304 

96.02.19 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
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表 2.8.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（3/4） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平 9-266605 

96.03.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型電気車用駆動装置 
パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のシステム制

御 

特開平 9-275602 

96.04.04 

自動車の駆動力制御装置 

バ
ッ
テ
リ 

バッテリ冷却 環境条件補正 特開平 11-265729 

98.3.17 

H01M10/40  

電源装置及びそれを備えた電気自動車 
高分子化合物を含む電解質を構成成分とするﾘﾁｳﾑ二次電池

に､それを加温可能な温度制御装置を備えることにより､高分

子電解質の常温､低温域での特性の低下を防止し､常に良好な

特性状態での使用を可能にする｡ 

IGBT 

制
御 

４輪駆動機能 その他のモーター制

御 

 

 

特開 2002-186109 

00.12.15 

補助駆動装置および前後輪駆動車両 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ア
コ
ン 

その他の課題 エアコン・灯火類等

車両補機 

特開 2000-59918 

98.08.12 

自動車 

レイアウト・配列

最適化 

切替タイミング・条

件 

特開 2000-301959 

99.04.21 

自動車の動力伝達装置 

電力管理 特開 2001-211506 

99.04.21 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-78101 

99.04.21 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両装置 

電力管理 特開 2001-268715 

00.03.22 

日産自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車およびその暖機制御方法 駆動源動力 

切替 

切替タイミング・条

件 

特開 2001-213181 

00.02.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

電力管理 特開 2001-268712 

00.03.22 

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

要求トルク管理 特開 2001-268714 

00.03.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

アクセル応答性、

加速性能 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-70602 

00.02.22 

自動車の制御装置および自動車の制御方法 

その他の課題 切替タイミング・条

件 

特開平 11-13504 

97.06.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-263368 

00.03.22 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の電子制御装置 

自動車用制御装置,自動車の制御方法,変速機 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 トルク 特許 3293613 

00.6.23 

F16D48/02 

歯車式変速機の入力軸と出力軸間にﾄﾙｸ伝達手段を備え､少な

くとも1つの変速段のﾄﾙｸ伝達手段を摩擦ｸﾗﾂﾁとし､その他の

変速段の前記ﾄﾙｸ伝達手段を噛み合いｸﾗﾂﾁとし､一方の変速段

から他方の変速段へ変速

するときに摩擦ｸﾗﾂﾁを制

御する｡変速のときに､変

速中における出力軸のﾄﾙ

ｸ低下分を補正し､補正さ

れたﾄﾙｸ低下補正値に基

づいて入力軸の回転数を

制御する｡ 
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表 2.8.4-1 日立製作所の技術要素別課題対応特許（4/4） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

トルク 特開 2000-102108 

98.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 小型軽量化 

回転数 特開 2000-102106 

98.09.28 

車両 

特開平 11-313405 

98.04.28 

変速装置及びそれを用いた車両 要求トルク管理 

特開 2001-268713 

00.03.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

切替タイミング・条

件 

特開平 11-313404 

98.04.28 

自動車の動力伝達装置 

システムの 

高効率化 

回転数 特開 2000-94973 

98.9.28 

B60K17/04 

変速装置およびそれを用いたﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 
ﾓ-ﾀと遊星ｷﾞｱで構成する複数の変速手段を直列に接続してｴﾝ

ｼﾞﾝの回転数を変速することにより､ｴﾝｼﾞﾝを常に最高効率点で

運転可能とする｡ 

電力管理 特開 2000-115908 

98.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車駆動装置及び駆動方法 

特開 2000-104590 

98.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2000-104576 

98.09.28 

自動車の動力伝達装置及びその制御方法 

トルク 

特開 2000-245011 

99.02.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

その他のモーター制

御 

特開 2001-245405 

00.02.28 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ式車両の制御装置及びその制御方法 

アクセル応答性、

加速性能 

発電機制御 特開 2000-102107 

98.09.28 

駆動力制御装置およびそれを用いたﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

特開 2001-314004 

00.04.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 情報利用による

システム 

効率化 

電力管理 

特開 2001-95105 

99.09.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

操縦安定性能の

改善 

トルク 特開 2000-94979 

98.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動方法 

その他の課題 要素の制御 特開平 11-332015 

98.05.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車駆動装置及び駆動方法 

要求トルク管理 特開 2000-92613 

98.09.08 

車両制御方法 信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-265402 

00.03.22 

車両用制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

切替タイミング・条

件 

特許 3172490 

98.05.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 
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2.9.1  企業の概要 

 

商号 アイシン・エィ・ダブリュ 株式会社 

本社所在地 〒444-1192 愛知県安城市藤井町高根10番地 

設立年 1969年（昭和44年） 

資本金 264億80百万円（2002年6月） 

従業員数 8,300名（2002年6月） 

事業内容 オートマチックトランスミッションおよびーナビゲーションシステム（ボ

イスナビゲーション）の製造・販売 

 
アイシン・エィ・ダブリュはアイシン精機グループに属し、1969年の設立以来オートマ

チックトランスミッション（A/T）専門メーカーとして世界No.1の地位を築いてきた。さら

にナビゲーション分野においても、92年には世界初のボイスナビゲーションシステムの開

発に成功する等先駆者的役割を果たし、業界においてNo.1の生産台数を誇るまでに成長し

ている。アイシン・エィ・ダブリュは、子会社のエクォス・リサーチとともに86年より自

然・環境との調和を目指した技術の開発をスタートさせ、91年よりA/T専門メーカーのノウ

ハウと最新モータ技術とを融合したハイブリッドモーターを用いたパワートレインシステ

ムの本格的な開発に乗り出した。そして、96年にはハイブリッドデュアルシステムを開発

発表して高い評価を得た。ハイブリッドデュアルシステムとは、シリーズ・パラレルハイ

ブリッドによる駆動システムであり、エンジンで発電しながら同時に駆動もできる方式で

あり、シリーズ方式のようにエンジンを高効率に制御しながらパラレル方式のようにコン

パクトで高い伝達効率で運転させて全体として燃費の大幅な向上を狙ったものである。ま

た、アイシン・エィ・ダブリュは、電気自動車（EV）用駆動システムも製品化しており、

モータ、減速機、差動装置、パーキング機構を一体化したコンパクトで車両搭載性に優れ

た駆動ユニットやシステム効率を大幅に向上させた希土類磁石を使用したブラシレスDCモ

ータと最新のデジタルベクトル制御との組み合わせシステム等を自動車メーカーに供給し

ている。 

（http//www.aisin-aw.co.jp/jpn/frameset.htmlより引用） 

 

2.9.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.9.3  技術開発拠点と研究者 

図2.9.3に、ハイブリッド電気自動車制御技術に関するアイシン・エィ・ダブリュの出

願件数と発明者数の推移を示す。 

 

2.9 アイシン・エィ・ダブリュ 
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図 2.9.3 アイシン・エィ・ダブリュの出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.9.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.9.4に、ハイブリッド電気自動車制御技術についてアイシン・エィ・ダブリュが出

願した全60件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.9.4 に、ハイブリッド電気自動車制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.9.4 アイシン・エィ・ダブリュのシステム・要素と課題の分布 
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ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要
構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

10 28 4 4

1 1

1 1 1 1

16

1

10 4 3 4

7 26 3

8 15 3

3 17 3

8

7

3

1 1

22112

212221

31
111

2211

21111

111

1112

111

121

21
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表 2.9.4-1 アイシン･エイ･ダブリュの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

要求トルク管理 特開 2002-118901

00.10.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

駆動源動力 

切替 

切替タイミング・

条件 

特開 2002-195137

00.12.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両及びその制御方法 

違和感ない 

制動 

発電機制御 特開 2002-199504

00.12.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両及びその制御方法 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開 2001-339805

00.05.25 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置及び制御方法 
差動歯車方式ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､目標出力ﾄﾙ

ｸを設定する目標出力ﾄﾙｸ設定処理手段と､目標出力ﾄﾙｸ

に基づいて制御ﾄﾙｸを算出する制御ﾄﾙｸ算出処理手段と

制御ﾄﾙｸに従つてﾄﾙｸ制御を行うﾄﾙｸ制御処理手段とを

有し､制御ﾄﾙｸ算出処理手段は､ｴﾝｼﾞﾝ停止状態でｴﾝｼﾞﾝ

を非回転状態に置くｴﾝｼﾞﾝ非回転状態形成処理手段を

備えている｡ 

I
G
B
T

制
御 

小型軽量化 要求トルク管理 特開 2002-199507

00.12.27 

電動車両及びその制御方法 

共
通 

照
明 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-94070 

97.09.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

シ
リ
ー
ズ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開平 11-164402

97.11.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置及び制御方法 

特開平 9-150638 

95.11.30 

車両用駆動装置の制御装置 
発
電 

機
能 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

モーター制御 

特開平 9-158997 

95.12.06 

車両用駆動装置の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

発電機制御 特開 2002-199508

00.12.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両 

走行性能 切替ショック 特開平 9-331603 

96.06.11 

車両用駆動装置の制御装置 

特開平 9-158998 

95.12.08 

[被引用1回] 

車両用駆動装置の制御装置 モーター制御 

特開平 9-163507 

95.12.08 

[被引用1回] 

車両用駆動装置の制御装置 

トルク 特開 2002-195065

00.12.27 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両及びその制御方法 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替 

回転数 特開平 10-234106

97.02.20 

車両用駆動装置の変速制御装置 
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表 2.9.4-1 アイシン･エイ･ダブリュの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2002-89687 

00.09.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の制御装置 

その他の課題 要求トルク管理 特開 2002-204506

00.12.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車輛の制御装置 

パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-294485

98.04.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の油圧供給装置 

 

 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

切替タイミグ・ 

条件 

特開平 11-82260 

97.08.29 

車両用ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ

ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン エンジン 

再始動 

切替タイミグ・ 

条件 

特開平 11-82261 

97.08.29 

車両用ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

小型軽量化 エンジン制御 特開平 9-58301 

95.08.15 

[被引用3回] 

車両用駆動装置の制御装置 

エンジン／ 

モーター協調制御

特開平 8-308015 

95.04.28 

車両用駆動装置の制御装置 

特開平 9-24752 

95.07.11 

車両用駆動装置の制御装置 

燃費性能 

エンジン制御 

特開平 9-9408 

95.06.16 

車両用駆動装置の制御装置 

エネルギー 

回生 

バッテリ制御 特開平 9-9407 

95.06.16 

車両用駆動装置の制御装置 

特開平 9-46820 

95.08.02 

[被引用1回] 

車両用駆動装置の制御装置 エンジン制御 

特開平 9-39613 

95.08.03 

[被引用9回] 

車両用駆動装置の制御装置 

切替ショック 

低減 

特開平 10-257610

97.03.07 

[被引用1回] 

車両用駆動装置の制御装置 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 特開平 10-243502

97.02.26 

[被引用2回] 

車両用駆動装置の制御装置 

特開平 11-299005

98.04.13 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動制御装置 トルク 

特開 2001-309507

00.04.24 

B60L11/14 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両の制御装置及び制御方法 
差動歯車方式ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､第2ﾓｰﾀｰの

電気的制御に伴つて発生する制御ﾄﾙｸを算出する発生

制御ﾄﾙｸ算出処理手

段と､慣性ﾄﾙｸを算出

する慣性ﾄﾙｸ算出処

理手段と､制御及び

慣性ﾄﾙｸに基づいて､

目標制御ﾄﾙｸを算出

する目標制御ﾄﾙｸ算

出処理手段と､目標

制御ﾄﾙｸに従つて第1

ﾓｰﾀｰのﾄﾙｸ制御を行

うﾄﾙｸ制御処理手段

で構成｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

アクセル応答

性、加速性能 

切替ショック 特開平 10-252518

97.03.07 

[被引用1回] 

車両用駆動装置の制御装置 
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表 2.9.4-1 アイシン･エイ･ダブリュの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課題 電力管理 特開平 11-107798

97.10.08 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

エ ン ジ ン 始 動

方式 

切替タイミング・

条件 

特開平 11-173174

97.12.05 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ駆動装置における発進制御装置 

ファイルセーフ 特開平 10-234105

97.02.19 

車両用駆動装置の発進制御装置 フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

発電機制御 特開 2002-195070

00.12.27 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ型車両及びその制御方法 
差動歯車方式ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､ｴﾝｼﾞﾝ駆動

停止状態でｴﾝｼﾞﾝ回転速度監視処理手段と､ｴﾝｼﾞﾝ回転

速度に基づいて､ｴﾝｼﾞﾝが逆方向に回転しようとするの

を検出するｴﾝｼﾞﾝ回転方向検出処理手段と､発電機ﾓｰﾀｰ

を駆動してｴﾝｼﾞﾝが逆方向に回転するのを防止するｴﾝ

ｼﾞﾝ回転防止処理手段とを有する｡ 

コスト低減 発電機制御 特開平 11-308705

98.04.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ駆動装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

トルク 特開平 11-299006

98.04.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｸﾘ-ﾌﾟ走行制御装置 
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2.10.1  企業の概要 

 

商号 マツダ 株式会社 

本社所在地 〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地3-1 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 1,200億78百万円（2002年9月末） 

従業員数 18,698名（2002年3月末）（連結：36,574名） 

事業内容 乗用車・トラックおよび関連部品の製造・販売 

 

マツダは1993年来、米国フォード社との協力関係を強化し、96年以降は、フォードが経

営参加し現在に至っている。マツダは、92年にマツダ地球環境憲章を制定し地球に優しい

車造りを手がけ手掛けてきた。クリーンエネルギー車としては、既に電気自動車、水素自

動車、天然ガス自動車を開発し一部は市販化している。中でも、電気自動車は60年代から

研究に着手し既に累積100台の販売実績を上げている。現在、更に、高性能バッテリー、高

出力モーター、省電力補機等航続距離の伸長や効率向上を図る技術を研究中である。天然

ガス自動車も94年に「タイタン」で市販化を開始し、2000年には、新型「タイタン」以外

に「デミオ」でも市販化を開始した。燃料電池車では、97年には、自社開発Ｈ燃料電池と

ウルトラキャパシタを補助動力源とするデミオFC-EVを開発し、98年には、フォード・クラ

イスラー・バラードパワーシステムの国際共同燃料電池開発事業に参加し、2001年にはプ

レマシーFC-EVで公道走行試験を実施している。その他、低公害型ミラーサイクルエンジン、

Dバーンエンジン､S-VTエンジンを開発実装化しているが、ハイブリッド電気自動車の開発

実績は殆んど無いのが実情である。最近になり、2000年にマツダは前輪を駆動する

2000CCS-VT直噴ガソリンエンジン･CVTパワートレインと、状況に応じて後輪を駆動する電

動発電機との２つの動力システムで構成された走行性と燃費・環境性能を両立させたパラ

レルハイブリッド４WDシステムを搭載した4人乗りスポーテイーセダンの「マツダMXスポー

ツツアラー」を試作発表している。本車は、走行性の向上に力点を置いたハイブリッドシ

ステムであり、同様な目的を有するトヨタ自動車のTHS-Cシステムに比較して単純化された

システムであるところが特徴であり今後が期待される。 

（http://www.mazda.co.jp/home.html より引用） 

 

2.10.2 製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.10.3  技術開発拠点と研究者 

図2.10.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するマツダの出願件数と発明者数

の推移を示す。 

2.10 マツダ 
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図2.10.3 マツダの出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.10.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.10.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてマツダが出願した全51件の特

許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.10.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.10.4 マツダのシステム・要素と課題の分布 
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冷
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改
善

バ
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テ
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態
管
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信
頼
性
／
耐
久
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フ
ェ

イ

ル

セ
ー

フ

・

安

全

性

コ
ス
ト
削
減

そ
の
他
の
課
題

ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要
構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

3 10 8 3 3 3

2 8 6 3 2

2 5 3 5 2

4 11 10 2 3 3 2

3 3 3 2

1

1

1 1

3 4

1

1
1

11

1012
1

1
1

11

2
1

12
3

1 1

11
2

1

21
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表 2.10.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アイドル 

ストップ 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-98967 

99.09.30 

車両の制御装置 

システムの 

高効率化 

触媒流量・ 

排気還流 

特開 2000-282969

99.03.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-98968 

99.09.30 

車両の制御装置 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-104615

99.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の故障診断装置 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2000-110650

99.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の故障診断装置 フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-104629

99.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の故障診断装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 トルク 特開 2001-329917

00.05.18 

車両の制御装置 

ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

点火時期 特開 2000-64874 

98.08.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の燃料供給装置 

そ
の
他
の 

エ
ン
ジ
ン 

その他の課題 要求トルク管理 特許 2873744 

91.03.29 

水素燃料ｴﾝｼﾞﾝ 

電
気
／ 

動
力
変
換

ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2001-57714 

99.08.09 

ﾓ-ﾀ走行車の駆動装置 

小型軽量化 システム管理 特許 3287943 

94.03.10 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電力管理 特開 2000-282910

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2001-57706 

99.08.09 

車両の駆動装置 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン システムの 

高効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-98994 

99.09.30 

車両の制御装置､及びｴﾝｼﾞﾝの制御装置 

サ
イ
リ
ス
タ
チ
ョ

ッ
パ
ー
制
御 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

要求トルク管理 特開平 7-222309 

94.01.31 

電動車両の電気ﾓ-ﾀ制御装置 

共
通 

照
明 

ABSとの協調 

制御 

トルク 特開 2001-268704

00.03.16 

B60L7/24 

ﾓ-ﾀ駆動車両のｴﾈﾙｷﾞ回収制御装置 
要求制動力が所定の閾値より小さい時は回生制動させ､

所定閾値より大きい時は液圧制動させる｡また､後輪ｽﾘｯ

ﾌﾟ発生時には､液圧制動遅れ時間経過前に回生制動を最

大限利用してｴﾈﾙｷﾞｰを回収するために､後輪用ﾓｰﾀｰによ

る回生制動力を､液圧

制動に切替る期間前に

徐々に小さくなるよう

にする｡ 
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表 2.10.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

違和感ない 

制動 

トルク 特開 2001-260834

00.03.16 

B60T8/00  

車両の制動状態判定装置及び電動車両の制動制御

装置 
要求制動力が所定閾値を超えた時点から液圧制動遅れ時

間が経過する時点までは回生制動力を要求制動力に設定

し､時間経過後はﾓｰﾀｰ回転数を保持して回生制動力を要

求制動力に保持させる｡ 

 特開 2001-263148

00.03.16 

F02D45/00,320  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の走行制御装置 
応答性の高いﾓｰﾀｰと応答性の低いｴﾝｼﾞﾝやﾌﾞﾚｰｷ液圧制御

とが同時にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御させる際のﾊﾝﾁﾝｸﾞを抑制する｡

電力管理 特開平 11-220807

98.01.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車における走行表示装置 

特開平 11-220802

98.01.30 

電気自動車における走行表示装置 システム安全性

管理 

特開平 11-220808

98.01.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車における走行表示装置 

共
通 

照
明 

その他の課題 

その他のシステ

ム制御 

特開平 11-220803

98.01.30 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車における走行表示装置 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

その他の要素の

制御 

特開 2000-64873 

98.08.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 
液
体
燃
料
／

動
力
変
換 違 和 感 な い 発

進・クリープ 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2000-38939 

98.07.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

電
気
／ 

動
力
変
換

駆動 ﾊ ﾟ ﾜ ｰアシ

スト機能 

トルク 特開 2002-159101

00.11.16 

車両用駆動装置 

要求トルク管理 特開 2002-58107 

00.08.10 

車両の走行制御装置 エネルギー 

回生 

プレーキ負圧発

生、ペダル 

特開 2000-108873

98.09.30 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

駆動源動力 

切替 

燃料噴射量・ 

カット 

特許 3287940 

94.02.21 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

違和感ない 

制動 

トルク 特開 2000-115910

98.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

その他の課題 エンジン制御 特許 3285638 

93.02.01 

B60L11/14 

[被引用10回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
運転者によつて操作されるｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙの踏込み量に応じ

たｱｸｾﾙ開度で表わされる目標ﾄﾙｸ値に基づいて､ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ

Teとﾓ-ﾀﾄﾙｸTmとの合成ﾄﾙｸTpをﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞﾂｸ制御すると

ともに､目標ﾄﾙｸ値の変

化時に､ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸTeの変

化がﾓ-ﾀﾄﾙｸTmの変化よ

りも小さくなるように､

ｴﾝｼﾞﾝおよび電気ﾓ-ﾀを

制御する制御手段を設

ける｡ 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

電力管理 特開 2002-46507 

00.08.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の走行制御装置 
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表 2.10.4-1 マツダの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ア イ ド ル ス ト

ップ 

切替タイミン

グ・条件 

特開 2001-54208 

99.08.09 

車両の駆動装置 

シ ス テ ム の 高

効率化 

その他の要素の

制御 

特開 2002-199506

00.12.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動装置 

走行性能 その他のバッテ

リ制御 

特開 2000-110602

98.09.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エ ン ジ ン 始 動

時間短縮 

電力管理 特開 2001-57704 

99.08.09 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動装置 

触媒の効率的 

作動 

触媒温度管理・ 

過熱 

特開 2000-8837 

98.06.29 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平 11-336579

98.05.21 

F02D29/02  

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝ始動に際してﾊﾞｯﾃﾘｰ蓄電量が､発電電動機を駆動で

きないほど低下した時に､ﾊﾞｯﾃﾘｰからの電力供給を受け

るﾓｰﾀｰ走行を行い､所定車速以上となつて走行車両運動ｴ

ﾈﾙｷﾞｰが大きくなつ

た時にﾌﾞﾚｰｷﾀｲﾐﾝｸﾞ

ﾓｰﾀｰでの回生を行

って回生ｴﾈﾙｷﾞｰを

直接発電電動機に

供給して､ｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝ

ｷﾝｸﾞを行う｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

その他のエンジ

ン制御 

特開平 11-336580

98.05.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

電
気
／ 

動
力
変
換

システムの 

高効率化 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開 2000-13901 

98.06.23 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の空調制御装置 

特開 2000-274269

99.03.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の車両走行制御装置 トラクション 

制御 

切替タイミグ・ 

条件 

特開 2000-274270

99.03.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の車両走行制御装置 

その他の要素の

制御 

特開 2000-220734

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2000-274268

99.03.19 

車両の走行制御装置並びにｴﾝｼﾞﾝの制御装置 要求トルク管理 

特開 2000-278814

99.03.26 

車両の駆動装置 

システムの 

高効率化 

その他のエンジ

ン制御 

特開 2000-50412 

98.07.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

要求トルク管理 特開 2000-45816 

98.07.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 ア ク セ ル 応 答

性、加速性能 

トルク 特開 2000-352332

99.06.08 

ﾊﾟﾜ-ﾄﾚｲﾝの制御装置 

その他の要素の

制御 

特開 2000-225858

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

特開 2000-225871

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 

特開 2000-225859

99.02.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 エンジン／モー

ター制御 

特開平 11-208313

98.01.30 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車における走行表示装置 
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2.11.1  企業の概要 

 

商号 日野自動車 株式会社 

本社所在地 〒191-0003 東京都日野市日野台3-1-1 

設立年 1942年（昭和17年） 

資本金 727億17百万円（2002年3月末） 

従業員数 8,583名（2002年3月末）（連結：21,556名） 

事業内容 トラック・バス、各種エンジン、補給部品の製造・販売 

小型商業車・乗用車の受託生産（トヨタ自動車㈱より受託） 

 
日野自動車は、制動エネルギーを電力変換し再発進加速時にモーターによる車輪駆動力

としてアシスト利用するエネルギー回生システムを組み込んだデイーゼルエンジン－電気

モーター方式のパラレル式ハイブリッドルートバスを1991年に我が国で初めて実用化した。

本システムは、HIMR（Hybrid Inverter controlled Motor and Retarder）システムと命名

された。本システムの特徴は、①デイーゼルエンジンフライホイールに内蔵した高性能小

型誘導電動発電機と小排気量高過給化小型デイーゼルエンジンの組みあわせで低公害化と

燃費向上を図るシステムとして、その後の、ハイブリッド電気自動車開発のトリガーとな

った。92～98年にかけて日野自動車は他社に先駆けて、本システムを上架した高出力型HIMR

バス、中型集配HIMRトラック、中型HIMRトラックを商品化し、環境保全の社会的要請の高

まりを背景に地方自治体等に多数採用されてきた。路線バスを中心に約300台が稼働してい

る。 

その後、日野自動車は、HIMRシステムの更なる低燃費化と低公害化に取り組んできたが、

2002年にシリーズ・パラレル方式の利点を一元化した新型ハイブリッドシステムを開発し、

実用化に向け各種試験を開始した。本システムは、①ワンウェイクラッチにより、シリー

ズハイブリッド方式と、パラレルハイブリッド方式を１モーターで両立させたこと、②蓄

電装置にウルトラキャパシターを、また 電動発電機に永久磁石型を採用しハイブリッドシ

ステムの効率を向上させたことを特徴とするものであり、日野が開発した電子制御式コモ

ンレール式超高圧燃料噴射システムやクールEGR等を組み込んだ新型デイーゼルエンジン

との組合せで、平成15年（新短期）規制の国土交通省超低PM排出ディーゼル車認定制度85％

低減レベルをもクリアできるとしている。本システムを組み込んだ小型（冷凍用）トラッ

クは2003年中にも市販される予定となっている。 

当社は、2002年、トヨタ自動車と共同で、高圧水素ガスを燃料とする燃料電池ハイブリ

ッドシステム搭載のノンステップ大型路線バスの国土交通省大臣形式認定を取得し、公道

走行試験を開始した。 

（http://www.hino.co.jp/j/index.html より引用） 

2.11 日野自動車 
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2.11.2  製品例 

表2.11.2に、日野ハイブリッド車の製品例をまとめて示す。 

 
表 2.11.2 日野ハイブリッド車の製品例 

車種名 
日野ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝｼﾃｲｰHIMR 

ﾜﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ 
日野HIMRﾄﾗｯｸ 

車両重量(kg) 10,540 4,240 

乗車定員(人) 78 2 

車両総重量（kg) - max.3,600（積載量） 

ハイブリッドシステム名 HIMR HIMR 

システム方式 パラレル パラレル 

ハイブリッドシステムの概要 

回生エネルギー電力変換し、発進加

速時にモーター駆動を行う。Hybrid 

Inverter controlled Motor and 

Retarder(HIMR)システム。 

回生エネルギー電力変換し、発進加

速時にモーター駆動を行う。Hybrid 

Inverter controlled Motor and 

Retarder(HIMR)システム。 

燃費：10･15モード走行時（km/l) 対既存車に対して30％ｱｯﾌﾟ  

最高速度(km/Hr)  95 

駆動方式   

エンジン容量 ﾃﾞｲｰｾﾞﾙ：7961 ﾃﾞｲｰｾﾞﾙ： 

モーター種 三相交流誘導電動機 三相交流誘導電動機 

モーター最大トルク(kw/rpm) 177 121 

制御装置 インバーター IGBTインバーター 

蓄電池種 Ni-H電池 シール型鉛電池 

電池容量(Ah-Hr) 95- 35- 

電池個数(cell)、総電圧(V) 21,252 25,300 

ブレーキ - - 

発売年 2001 2000 

価格(¥) 31,500,000 12,000,000 

日本電動車両協会 HP（http://www.jeva.or.jp）より引用 

 
 
2.11.3  技術開発拠点と研究者 

図2.11.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日野自動車の出願件数と発明

者数の推移を示す。 

 
図 2.11.3 日野自動車の出願件数と発明者数 
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2.11.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.11.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について日野自動車が出願した全49件

の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.11.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.11.4 日野自動車のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.11.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

その他の課

題 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 11-82088 

97.09.04 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車のｴﾝｼﾞﾝ停止方法および装置 
デ
ィ
ー
ゼ
ル 

エ
ン
ジ
ン 

劣 化 の 検

出・補償 

放電・放電深度の管

理 

特開平 4-325736 

91.04.26 

[被引用3回] 

車両用ﾊﾞﾂﾃﾘの上り防止方法 

電
気
／ 

動
力
変
換 

システムの 

高効率化 

回転数 特開 2000-333306 

99.05.21 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

発
電 

機
能 

燃費性能 モーター制御 特許 3055748 

93.09.30 

自動車の電気制動および補助動力装置 

小型軽量化 切替タイミング 特開 2001-206084 

00.01.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン エネルギー 

回生 

発電機制御 特開平 10-252517 

97.03.14 

東芝 

[被引用2回] 

内燃機関の制動および補助動力装置 

パワーエレク

トロニクス冷

却 

劣化管理 特開平 5-030606 

91.07.18 

車両の制動および補助駆動装置 
電
力
制
御 ファイルセ

ーフ・安全性 

劣化管理 特許 2875067 

91.07.26 

F02D29/02 

[被引用2回] 

車両の補助駆動装置 
車両の電気的補助駆動装置

に､回転機､ﾊﾞｯﾃﾘｰ､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

回路とその制御手段等の異

常発生監視手段と､その出力

を受けてｴﾝｼﾞﾝへの燃料噴射

量を増大するように調整す

る調整手段(電子ｶﾞﾊﾞﾅｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ)とを付加する｡ 

サ
イ
リ
ス
タ
チ
ョ

ッ
パ
ー
制
御 

その他の課

題 

その他のエンジン／ 

モーター協調制御 

特開平 5-049101 

91.08.05 

91.08.05 

車両用電源保護回路 

I
G
B
T
 

制
御 

システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-171606 

00.11.28 

東芝 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用ｲﾝﾊﾞ-ﾀｼｽﾃﾑ 

小型軽量化 操作系・表示系 特開 2000-23301 

98.06.30 

電気自動車又はﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の補機駆動装置 

プレーキ負圧発生、

ペダル 

特開 2000-316204 

99.04.28 

回生制動装置 

共
通 

照
明 

エネルギー 

回生 

発電機制御 特開 2001-122092 

99.10.25 

降坂検出装置およびこれを用いた自動制動制御 

装置 
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表 2.11.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

燃費性能 バッテリ制御 特開平 9-163505 

95.12.06 

西芝電機、東芝 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

アイドル 

ストップ 

エンジン制御 特許 3246835 

94.07.26 

F02N11/04 

東芝 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｴﾝｼﾞﾝの始動装置 
ｴﾝｼﾞﾝ1に結合された交流電動機

2と､この交流電動機2を電動機

あるいは発電機として制御する

制御部3,16を備え､始動指令に

より交流電動機のﾄﾙｸをｴﾝｼﾞﾝの

回転方向の逆方向に発生させ､そ

の後ｴﾝｼﾞﾝの回転方向に発生させ

るように制御するｴﾝｼﾞﾝ始動制御

部8を設ける。 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

バッテリ状

態管理 

その他のバッテリ制

御 

特開平 11-82253 

97.09.02 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の電気回路 

誘
導 

モ
ー
タ
ー 

駆動源動力 

切替 

トルク 特開平 4-328024 

91.04.26 

[被引用3回] 

自動車の補助制動加速装置 

バッテリ制御 特開平 7-107614 

93.10.04 

自動車の制動および補助動力装置 
発
電 

機
能 

燃費性能 

発電機制御 特許 3055749 

93.10.21 

[被引用2回] 

自動車の制動および補助動力装置 

小型軽量化 複数電力蓄積デバイ

ス選択使用 

特許 3288256 

97.05.01 

B60L11/14  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
内燃機関に直結した第一の多相交

流電動発電機とは別に､第二の多

相交流電動発電機を設け､これら

と蓄電池との間で双方向に電気ｴﾈ

ﾙｷﾞｰを変換伝達させることにより

動力連結歯車を駆動させることに

より､蓄電池に蓄積する電気ｴﾈﾙｷﾞ

ｰ量を調整する｡ 

回生効率向上 特開平 7-322410 

94.05.18 

補助制動および補助動力装置 エネルギー 

回生 

その他のバッテリ制

御 

特開平 10-295002 

97.04.18 

[被引用2回] 

内燃機関の制動および補助加速装置 

走行性能 その他の要素の 

制御 

特許 3190887 

97.07.03 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

駆動源動力 

切替 

エンジン／モーター

協調制御 

特開 2000-142134 

98.11.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリ制御 特許 3088900 

94.04.01 

[被引用1回] 

補助制動および補助動力装置 

燃費性能 電力管理 特許 3288928 

96.06.14 

[被引用2回] 

車載電池の制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ バッテリ状

態管理 

充電管理 特開平 9-309392 

96.05.24 

車載電池の制御装置 
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表 2.11.4-1 日野自動車の技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

劣 化 の 検

出・補償 

放電・放電深度の管

理 

特開平 6-261411 

93.03.05 

[被引用2回] 

内燃機関の制動および補助動力装置 
パ
ラ
レ
ル
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ その他の状

態検出 

その他のバッテリ制

御 

特許 3288927 

96.06.14 

車載電池の表示装置 

燃費性能 エンジン／ 

モーター協調制御 

特開平 5-111101 

91.10.17 

車両の制動および補助駆動装置 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ

ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の状

態検出 

切替タイミング・条

件 

特開 2002-187426 

00.12.20 

冷房装置用制御装置 

走行性能 バッテリ制御 特開平 9-32707 

95.07.24 

ｴﾝｼﾞﾝの強制停止装置 
パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ

ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

信頼性／ 

耐久性 

エンジン制御 特開平 9-68064 

95.08.31 

ｴﾝｼﾞﾝの自動停止始動装置 

コスト低減 放電・放電深度の管

理 

特開平 4-183203 

90.11.15 

[被引用1回] 

ﾘﾀ-ﾀﾞ装置の充電状態表示装置 

違和感ない 

制動 

トルク 特許 2579828 

90.05.18 

[被引用2回] 

自動車の電気制動および補助加速装置 

誘
導
モ
ー
タ
ー 

その他の課

題 

回転数 特開平 5-176405 

91.12.24 

[被引用2回] 

補助動力制動装置付の自動車 

走行性能 複数電力蓄積デバイ

ス選択使用 

特開平 8-275305 

95.03.30 

[被引用3回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 

その他のエンジン制

御 

特開平 4-340303 

91.05.14 

[被引用1回] 

車両用回転制御装置 駆動源動力 

切替 

エンジン制御 特開平 8-308020 

95.05.02 

補助加速装置および補助制動装置 

バッテリ状

態管理 

電力管理 特開平 11-190237 

97.12.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ動力装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ファイルセ

ーフ・安全性 

バッテリ制御 特許 3055751 

94.03.31 

補助制動および補助動力装置 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特許 2879486 

92.03.06 

B60L11/18 

[被引用7回] 

内燃機関の制動および補助動力装置 
内燃機関1と直結したかご形多相誘導機2と､直流側を形成する

静電容量回路20との間に接続したｲﾝﾊﾞ-ﾀ回路4で､交直/直交

変換して双方向に電気ｴﾈﾙｷﾞを伝送する｡ｲﾝﾊﾞ-ﾀ制御回路5は､

機関1の回転速度､静電容量回路20の電圧､半導体ｽｲﾂﾁ回路12

の電流でｲﾝﾊﾞ-ﾀ回路4を制御する｡制動時にはかご形誘導機2は

発電して静電容量回路20を充電する｡内燃機関1に補助動力を

与える時は､静電容量回路20の電

荷を直交変換して誘導機2を駆動

する｡静電容量回路20には､昇圧

降圧変換器21を介して､並列に小

容量の蓄電池22を接続する｡これ

により､静電容量回路20の電荷が

零の時でも､内燃機関1は容易に

起動され､電源装置が軽量化され

る｡ 

 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ 

小型軽量化 

放電・放電深度の管

理 

特許 2879485 

92.03.06 

[被引用1回] 

内燃機関の制動および補助動力装置 
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2.12.1  企業の概要 

 

商号 スズキ 株式会社 

本社所在地 〒432-8611 静岡県浜松市高塚町300 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 1,197億36百万円（2002年3月末） 

従業員数 14,260名（2002年3月末）（連結：29,695名） 

事業内容 二輪車、四輪車、船外機、発電機、汎用エンジン、住宅等の製造・販売 

 

スズキは二輪車、四輪軽自動車等を製造する総合自動車メーカーであり、1981年来の米

国ゼネラルモーターズとの業務提携を更に強化し現在に至っている。スズキは、LNG車や電

気自動車の開発実車化を古くから進めており、2001年度出荷実績では、LNG軽自動車で156

台、EV軽自動車で26台の販売実績をあげているが、ハイブリッド車に関しては実績が無い。 

2000年に、パラレル式のリーンバーンガソリンエンジンとCVT変速装置を搭載した２人

乗りハイブリッド軽乗用車スズキPu3コミューター、米国ＧＭがEV実車（EV-1等）搭載した

NiMH電池と永久磁石式同期電動機を組み合わせたパワーユニットを組み込み、さらにバッ

テリー放電時には搭載した小型非常用エンジンで走行も可能とした試作車であるスズキ

EV-スポーツを発表している。スズキは、2003年１月に経済的・実用的な２シーター軽乗用

ハイブリッド車「ツイン」を発売した。本車は、市販軽四輪車初のハイブリッドシステム

搭載車である。 

本車に搭載されたハイブリッドシステムは、エンジンとオートマチックトランスミッシ

ョンの間に薄型モーターを配した軽自動車に相応しいコンパクトなシステムであり、Pu3

コミューターをベースとしたものである。 

2.12 スズキ 
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2.12.2  製品例 

表2.12.2に、市販された「ツインハイブリッドB」の製品例をまとめて示す。 

 

表 2.12.2 ツインハイブリッド B の製品例 

車種名 ツインハイブリッドB 

車両重量(kg) 730 

乗車定員(人) 2 

車両総重量（kg） 840 

ハイブリッドシステム名 スズキハイブリッドシステム 

システム方式 パラレル 

ハイブリッドシステムの概要 アイドリングストップとロックアップ機構付ト

ルコンの組み合わせ 

燃費：10･15モード走行時（km/l） 32.0（社内測定値） 

駆動方式 前輪駆動 

エンジン容量 658 

モーター種 永久磁石式同期型モーター 

モーター最大トルク(N・m/rpm) 32/0～1500 

制御装置 － 

蓄電池種 鉛電池 

電池容量(Ah-Hr) 6.3-3 

電池個数(cell)、総電圧(V) 16, 192(V) 

ブレーキ 真空倍力ディスクブレーキ 

発売年 2003 

価格(¥) 1,390,000 

（http://www.suzuki.co.jp/dom4/lineup/twin/index.html より引用） 

 

 

2.12.3  技術開発拠点と研究者 

図2.12.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するスズキの出願件数と発明者数

の推移を示す。 

 

図 2.12.3 スズキの出願件数と発明者数 
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2.12.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.12.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてスズキが出願した全35件の特

許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.12.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 
図 2.12.4 スズキのシステム・要素と課題の分布 
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1 1 2 1

2 2 5 2 2 2 1 1 1

1 2 1 1 1 1

1 1

1 1 1 2

8
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表 2.12.4-1 スズキの技術要素別課題対応特許（1/3） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ファイルセー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-342868

00.05.30 

車両用ｴﾝｼﾞﾝ停止時制御装置 
液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 その他の課題 エアコン・灯火類等

車両補機 

特開 2002-2265 

00.06.23 

車両用空調制御装置 

電
気
／ 

動
力
変
換 

コスト低減 トルク 特開 2000-287307

99.03.31 

車両のﾓ-ﾀ駆動制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2000-287308

99.03.31 

ﾓ-ﾀ駆動制御装置 

コスト低減 トルク 特開 2000-283273

99.03.31 

車両のﾓ-ﾀ駆動制御装置 

複数電力蓄積デバ

イス選択使用 

特開 2001-317386

00.05.11 

車両用発電制御装置 エネルギー 

回生 

エンジン制御 特開 2001-103602

99.09.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の回生制御方法 

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開 2001-346302

00.05.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

エンジン始動

時間短縮 

切替タイミング・条

件 

特開 2001-99039 

99.09.30 

ｴﾝｼﾞﾝ結合型ﾓ-ﾀの制御装置 

駆動源動力 

切替 

動力合成機構制御 特開平 7-123513 

93.10.18 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のﾓ-ﾀ制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

回転数 特開 2001-98966 

99.09.30 

ｴﾝｼﾞﾝ結合型ﾓ-ﾀの制御装置 

バ
ッ
テ
リ 

コスト低減 トルク 特開 2000-287309

99.03.31 

ﾓ-ﾀ駆動制御のﾊﾞﾂﾃﾘ管理装置 

電
力 

制
御 

その他の課題 その他の要素の 

制御 

特開 2002-152915

00.11.14 

電気自動車の起動ｼｽﾃﾑ 

共
通 

照
明 

走行性能 その他の要素の 

制御 

特開平 9-130917 

95.10.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の温度制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

システムの 

高効率化 

燃料噴射量・ 

カット 

特開平 10-212984

97.01.31 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車用ｴﾝｼﾞﾝの燃焼制御装置 
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表 2.12.4-1 スズキの技術要素別課題対応特許（2/3） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

発
電
機
能 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリ制御 特登 3211133 

94.09.27 

F02N11/04 

[被引用3回] 

ｼﾘ-ｽﾞ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動制御装置 
ｺﾝﾄﾛｰﾗｰでｽﾀｰﾀｰと点火接点を閉路し､かつ､ｱｸｾﾙで停止に

対応するｱｸｾﾙ信号を出力した時に､ﾘﾚｰ接点を閉路して制

御用ﾊﾞｯﾃﾘｰからｽﾀｰﾀｰに電力を供給することにより､発動

発電機の始動時の誤動作を防止する｡ 

液
体
燃
料
／

動
力
変
換 

ファイルセー

フ・安全性 

発電機制御 特開 2002-48036 

00.08.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

電
気
／ 

動
力
変
換 

システムの高

効率化 

トルク 特開 2000-287306

99.03.31 

車両のﾓ-ﾀ駆動制御装置 

コスト低減 切替タイミング・条

件 

特開 2001-289088

00.04.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

レイアウト・

配列最適化 

要求トルク管理 特開 2001-301476

00.04.19 

B60K17/04 

 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 
少なくとも一方が動力源として作動する電動機及び内燃

機関と､この駆動力を走行輪に伝達可能な電動機及び内

燃機関に共通する動力伝達系とを備える｡この動力伝達

系は､動力源の下流側に配備した変速機と,下流側に配備

し且つ走行輪を接続する差動装置とを有する｡そして､変

速機の出力軸を､変速機に入力された動力源からの駆動

力の伝達方向に対して反対方向に向けて延設すると共

に､この延設方向に差動装置を配備する｡ 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

駆動ﾊﾟﾜｰアシ

スト機能 

要求トルク管理 特開 2001-314003

00.04.28 

車両用ﾓ-ﾀｱｼｽﾄ制御装置 

燃費性能 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 8-19113 

94.06.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の駆動装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ 

その他の状態

検出 

トルク 特開 2002-58112 

00.08.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
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表 2.12.4-1 スズキの技術要素別課題対応特許（3/3） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

アイドル 

ストップ 

発電機制御 特開 2001-292504

00.04.05 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

操作系・表示系 特開 2001-292503

00.04.04 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
車両推進装置に､制御装置としてｴﾝｼﾞﾝ運転状態制御手

段､ﾓｰﾀｰ駆動･発電状態を制御するﾓｰﾀｰ制御手段を設け

る｡ﾓｰﾀｰ制御手段にｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾗﾝﾌﾟを接続し車両減速時に

回生発電制御を実施している際にはｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾗﾝﾌﾟを点灯

すべく制御し､車両減速時に回生発電制御が未実施でか

つ実施可能状態にある際はｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾗﾝﾌﾟを点灯制御機能

をﾓｰﾀｰ制御手段に付加して設けることにより減速時回生

発電を効率良く実行する｡ 

 

エネルギー 

回生 

切替タイミング 特開 2001-18669 

99.07.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ動力車 

違和感ない発

進・クリープ 

電力管理 特開 2001-103611

99.09.30 

ｴﾝｼﾞﾝ結合型ﾓ-ﾀの制御装置 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 特開 2001-10360 

99.06.28 

[被引用6回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ動力車両 

エンジン制御 特開 2000-261908

99.03.10 

車両推進装置の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

放電・放電深度の管

理 

特開 2001-292505

00.04.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

信頼性／ 

耐久性 

その他のバッテリ

制御 

特開 2001-292506

00.04.05 

B60L11/14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 
ﾓ-ﾀ運転停止時に主電池の開放電圧を検出し､主電池開放

電圧に応じてﾓ-ﾀ運転時の上限電圧及び下限電圧を設定

する機能をﾓ-ﾀ制御手段に付加することにより､電池寿

命､信頼性を確保する｡ 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ

ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

ファイルセー

フ・安全性 

複数電力蓄積デバ

イス選択使用 

特開 2001-352603

00.06.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

小型軽量化 その他の要素の 

制御 

特開 2000-23313 

98.07.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車用駆動装置 
パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

トルク 特開 2001-128306

99.10.26 

車両のﾓ-ﾀ制御装置 
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2.13.1  企業の概要 
 

商号 日産ディーゼル工業 株式会社 

本社所在地 〒362-0046 埼玉県上尾市大字壱丁目1番地 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 136億3百万円（2002年3月末） 

従業員数 3,324名（2002年3月末）（連結：9,011名） 

事業内容 トラック、バス、ディーゼルエンジン、自動車用部品の製造・販売 

 

日産ディーゼル工業は、日産グループの中で、大型、中型、小型トラック、バス等の商

用車を製造する専業メーカーである。当社のハイブリッド電気自動車の本格的な開発スタ

ート時期は1990年代中期以降である。日産ディーゼル工業はキャパシターの制動エネルギ

ー回収効率の高さとバッテリーの超寿命化に着目して、（株）岡村技術研究所と共同で小型

高性能で高エネルギー密度充電が可能なキャパシター開発に乗り出した。その結果、2000

年に大容量小型キャパシターを搭載したハイブリッドバス、トラックを開発し試作発表し

た。その後２年を経て､2002年6月に積載量４トンクラスの中型トラックに、新開発のスー

パーパワーキャパシターを搭載したキャパシターパラレル式ハイブリッドディーゼルエン

ジントラックを世界に先駆けて発売した。本キャパシターハイブリッドトラックは回生エ

ネルギーを効率よく回収し、そのエネルギーでモーターによる発進・加速を行なうことに

より低燃費化を図り、当社ディーゼル車比で1.5倍以上の低燃費を実現した。また、デイー

ゼルエンジン車で大きな問題となっているNOx、PM低減効果も大きく低公害（☆レベル）を

実現できている。本キャパシターハイブリッド中型トラックは 

（財）省エネルギーセンターが主催する平成14年度省エネ大賞で『経済産業大臣賞』を

受賞した。 

（http://www.nissandiesel.co.jp/frame.htmlより引用） 

2.13.2  製品例 

表2.13.2に、日産ディーゼルハイブリッド車の製品例をまとめて示す。 

表 2.13.2 日産ディーゼルハイブリッド車の主要緒元 

燃費 － 

エンジン排気量 － 

パワートレイン 機械式オートマチックトランスミッションを

中型車で初めて採用 

ハイブリッド形式 パラレル 

電動機種類 － 

電動機最大出力 － 

制御装置 － 

電池種類 大容量電気二重層キャパシタ(PC 系電解) 

電池容量 1500F×2.7V×6.3Wh/kg 

電池個数・総電圧 384 個×346V×583Wh 

発売年 2002 

価格 － 

（http://www.nissandiesel.co.jp/frame/html より引用） 

2.13 日産ディーゼル工業 
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2.13.3  技術開発拠点と研究者 

図2.13.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日産ディーゼル工業の出願件

数と発明者数の推移を示す。 

図 2.13.3 日産ディーゼル工業の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.13.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.13.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について日産ディーゼル工業が出願し

た全28件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.13.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

図 2.13.4 日産ディーゼル工業のシステム・要素と課題の分布 
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そ
の
他
の
課
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ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾓｰﾀｰのみで駆動

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀを前後軸に分離

ｴﾝｼﾞﾝとﾓｰﾀで同一軸駆動

複合駆動方式

液体燃料／動力変換

電気／動力変換

発電機能

駆動力の合成・変速機能

電力蓄積

電力制御

駆動方式

補助装置

車両
駆動方式

主要
構成要素

シ
ス
テ
ム
・
構
成
要
素

課      題

HEV
基本ｼｽﾃﾑ

1 2 1 3 1

6 4 2

5 4 2

7 4 1 2 1

6 5 2 1

1 5 2 1 1 1

5 2 1

3 5 2 1 1 4 1 2

1 3 1 1

1 2

2 1 1

1 2 1 3
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表 2.13.4-1 日産ディーゼル工業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

電
気
／ 

動
力
変
換 

違和感ない制

動 

トルク 特開 2000-13911 

98.06.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 

エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

レイアウト・

配列最適化 

発電機制御 特開 2001-8309 

99.06.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の発電装置 

エネルギー 

回生 

回生効率向上 特開平 10-271611

97.03.25 

富士電機 

電気自動車の電源ｼｽﾃﾑ 

違和感ない制

動 

充電管理 特開 2001-268702

00.3.16 

B60L7/14  

  

電気自動車の電源ｼｽﾃﾑ 
走行用ﾓ-ﾀ6の回生発電電力を吸収可能とする電力吸収装置

と､走行用ﾓ-ﾀ6の回生発電電力を電力吸収装置に供給する回

路を断続する切換ｽｲﾂﾁとを備える｡そして､蓄電装置の満充

電状態時に切換ｽｲﾂﾁを介して回生発電電力を電力吸収装置

に供給する構成とする｡ 

バ
ッ
テ
リ 

その他の状態

検出 

ファイルセーフ 特開 2002-58169 

00.08.11 

電動車両の電源ｼｽﾃﾑ 

電
気
二
重
層

キ
ャ
パ
シ
タ

バッテリ冷却 温度管理 特開平 11-273983

98.03.20 

ｷﾔﾊﾟｼﾀ冷却装置 

共
通 

補
助 

装
置 

その他の課題 電力管理 特開 2001-275201

00.03.29 

車両の補機電源ｼｽﾃﾑ 

エネルギー 

回生 

操作系・表示系 特開 2000-23304 

98.06.30 

車両のﾌﾞﾚ-ｷｼｽﾃﾑ 
パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

その他の課題 その他のエンジン

制御 

特開 2002-47959 

00.08.03 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

その他の状態

検出 

充電管理 特開 2002-125303

00.10.06 

車両用電源装置 
電

気

二

重

層

キ
ャ
パ
シ
タ 

その他の状態

検出 

放電・放電深度の 

管理 

特開 2001-224102

00.02.08 

車両用蓄電装置の充放電制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

照
明 

冷却性能の 

改善 

冷却系 特開平 11-107748

97.10.07 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の冷却ｼｽﾃﾑ 

パ

ラ

レ

ル

ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

エンジン始動

時間短縮 

その他の要素の 

制御 

特開平 11-117837

97.10.17 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 
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表 2.13.4-1 日産ディーゼル工業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

エネルギー 

回生 

トルク 特開 2001-359202

00.06.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の制動制御装置 

特開 2000-343965

99.06.08 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 切替タイミング・ 

条件 

特開 2000-278810

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

システムの 

高効率化 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-120576

00.10.16 

車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ 

回転数 特開 2002-120602

00/10/16 

B60K41/06  

車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ 
入力軸の回転を変速して出

力軸から車輪へ伝達する変

速機と､ｴﾝｼﾞﾝの出力軸と変

速機の入力軸を断続する第

1ｸﾗﾂﾁと､電動機と発電機を

兼ねる回転電機と､回転電

機の入出力軸と変速機の入

力軸を連結する動力伝達機

構と､回転電機から供給さ

れる電力を蓄える蓄電要素

と､を備える車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂ

ﾄﾞｼｽﾃﾑにおいて､変速時のｼ

ﾝｸﾛ負荷の軽減およびｼﾝｸﾛ

時間の短縮を図る｡ 

駆動源動力 

切替 

切替タイミング 特開平 11-275710

98.03.19 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ駆動ｼｽﾃﾑ 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ファイルセー

フ・安全性 

ファイルセーフ 特開平 11-151942

97.11.21 

B60K17/04  

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の非常駆動装置 
通常走行時にｴﾝｼﾞﾝ発電機を駆動し発電電力で電動ﾓ-ﾀを駆

動して車両を走行し､電動ﾓ-ﾀの異常発生時に動力伝達機構

を切換えてｴﾝｼﾞﾝ出力で車両を駆動することにより､ｴﾝｼﾞﾝと

電動ﾓ-ﾀを選択的に連結して非常時にｴﾝｼﾞﾝ走行を可能にす

る｡ 

その他の動力合成

機構制御 

特開 2000-272361

99.03.26 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 システムの 

高効率化 

切替タイミング・ 

条件 

特開 2002-138876

00.10.31 

車両のﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞｼｽﾃﾑ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

エンジン始動

時間短縮 

切替タイミング・ 

条件 

特開平 11-182279

97.12.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ始動装置 
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2.14.1  企業の概要 
 

商号 いすゞ自動車 株式会社 

本社所在地 〒140-0013 東京都品川区南大井6-26-1 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 903億29百万円（2002年3月末） 

従業員数 11,226名（2002年3月末）（連結：26,234名） 

事業内容 自動車および部品、産業用エンジンの製造・販売 

 
いすゞ自動車はCV（商用車）事業をコア・ビジネスと位置付けると共に、ディーゼルエ

ンジンを中心とするコンポーネントやピックアップ、SUVを含むLCV（小型多目的車）を商

用車事業を支えていく重要技術と位置付け開発に取り組んできた。特に、ディーゼルエン

ジンのクリーン化技術については米国キャタピラ社が開発したHEUI方式を一部応用した電

子制御コモンレール式高圧燃料噴射システムを確立したが、これはNOXとPM（黒煙）両者を

効率的に低減するシステムとして注目された。ディーゼルエンジンを用いたハイブリッド

システムについて、いすゞ自動車は1990年前後から電気二重層コンデンサからなる大容量

キャパシタが自動車負荷平準化用電源として有効であるとの認識から車載用大容量キャパ

シタの開発を他社に先駆けスタートさせた。その後、90年代後半になって、NEDOプロジェ

クト｢高効率クリーンエネルギー自動車の開発プロジェクト（ACE）｣がスタートした際に参

画したいすゞグループの関連企業は天然ガス自己着火方式のセラミックスエンジンを用い

て排気タービン発電機との併用でキャパシタ型シリーズハイブリッドトラックを試作した

が現在の所実用化には至っていない。 

 

2.14.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.14.3  技術開発拠点と研究者 

図2.14.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するいすゞ自動車の出願件数と発

明者数の推移を示す。 

図 2.14.3 いすゞ自動車の出願件数と発明者数 
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2.14.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.14.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についていすゞ自動車が出願した全24

件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.14.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 

図 2.14.4 いすゞ自動車のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.14.4-1 いすゞ自動車の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 

エネルギー 

回生 

その他のエンジン

制御 

特開 2000-291451

99.04.01 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車回生電力消費制御装置 

デ

ィ

ー

ゼ

ル

エ
ン
ジ
ン 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開平 10-155202

96.11.22 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

バ
ッ
テ
リ 

情報利用によ

るシステム 

効率化 

充電管理 特開 2000-134719

98.10.29 

B60L11/14  

ﾊﾟﾗﾚﾙ･ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車のﾊﾞﾂﾃﾘ充電制御装置
渋滞での走行を､排気ｶﾞｽを出すことなく行うことが出

来､走行用ﾓ-ﾀ-に給電するﾊﾞﾂﾃﾘを､渋滞走行に入る直前

で､通常より大のSOC上限値まで丁度充電されているよう

にして､渋滞を長距離にわたつてﾓ-ﾀ-走行することが出

来､その間､排気ｶﾞｽを出すことがないようにする｡ 

共
通 

補
助

装
置

その他の課題 その他の要素の 

制御 

特開平 9-149507 

95.11.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車制御装置 

システムの 

高効率化 

その他のエンジン

制御 

特開平 9-65508 

95.08.24 

[被引用4回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

違和感ない 

制動 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2000-291461

99.04.01 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車回生電力消費制御装置 

液
体
燃
料
／
動
力
変
換 

その他の課題 エンジン制御 特開平 9-9413 

95.06.16 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

発
電

機
能

信頼性／ 

耐久性 

バッテリ制御 特開平 8-340605 

95.06.12 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

レイアウト・

配列最適化 

電力管理 特開平 10-252522

97.03.12 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

燃費性能 切替タイミング・

条件 

特開平 9-327103 

96.06.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄ車の制御装置 

特開 2000-166009

98.12.01 

明電舎 

ｼﾘ-ｽﾞﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 電力管理 

特開平 10-164710

96.11.29 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開平 11-8909 

97.06.16 

[被引用1回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電機制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替 

 

 

発電機制御 特開平 10-246135

97.03.04 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の発電制御装置 
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表 2.14.4-1 いすゞ自動車の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

パ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン 

違和感ない発

進・クリープ 

 

 

切替ショック 特開 2001-219765

00.02.10 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両駆動制御方法 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド 

電
力
制
御 

信頼性／ 

耐久性 

電力蓄積デバイス間

収支マネジメント 

特登 2598465 

92.12.29 

B60L11/12 

日興電機工業 

[被引用1回] 

車両用電源装置 
ｴﾝｼﾞﾝに直結された交流機によりｴﾈﾙｷﾞｰ回生や放出を行

う車両用電源装置において､交流機の発電機運転時の充

電または電動機運転時の放電が､主として大容量ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

を使用してなされるよう昇降圧ｺﾝﾊﾞｰﾀｰを制御するｺﾝﾊﾞｰ

ﾀｰ制御回路を有する｡ 

燃費性能 

 

 

 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特開平 5-223042 

92.02.10 

[被引用2回] 

回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両始動制御装置 

エンジン／ 

モーター協調制御 

特登 3097284 

92.2.18 

F02D29/02 

[被引用2回] 

回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両駆動制御装置 
車両減速時には発電機として動作し､発進時や加速時に

は電動機として動作してｴﾝｼﾞﾝをｱｼｽﾄする回生ﾘﾀ-ﾀﾞを搭

載した車両を制御する回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両駆動制御装置に

おいて､ﾊﾟﾜ-の強いｴﾝｼﾞﾝを搭載した車両でも､燃費を悪

くすることなくｱｼｽﾄする｡ 

燃費性能 

モーター制御 特登 3094629 

92.2.10 

F02D29/02 

[被引用1回] 

回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両駆動制御装置 
車両減速時には発電

機として動作し､給電

時には電動機として

動作してｴﾝｼﾞﾝをｱｼｽﾄ

する回生ﾘﾀ-ﾀﾞを搭載

した車両を制御する

回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両駆動

制御装置において､発

進時の使用ｷﾞﾔ段が変

わっても､排気ｶﾞｽや

燃費が悪くならない

ようにする｡ 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ン
ジ
ン
駆
動
発
電
機 

その他の課題 モーター制御 特開平 5-272349 

92.2.10 

[被引用2回] 

回生ﾘﾀ-ﾀﾞ付車両駆動制御装置 
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2.15.1  企業の概要 
 

商号 ダイハツ工業 株式会社 

本社所在地 〒563-0044 大阪府池田市ダイハツ町1-1 

設立年 1907年（明治40年） 

資本金 284億4百万円（2002年3月末） 

従業員数 10,705名（2002年3月末）（連結：25,804名） 

事業内容 自動車および汎用エンジンの製造・販売 

 

ダイハツ工業は古くより軽電気自動車の開発を手がけてきたが、1993年にレンジエクス

テンダ型シリーズ式ハイブリッド車である660CCダイハツEVセダン（DASH21）、95年には同

方式の４人乗りセダン「シャレードソシアルEV-H」を試作発表した。排気量660CCの小型ガ

ソリンエンジンと20KW直流分巻もしくは交流誘導電動機を組み合わせた航続距離延長型電

気自動車の範疇に属するものであった。その後、ダイハツ工業は、パラレルハイブリッド

車の開発に転向し、97年には、排気良570CCの小型ガソリンエンジンと永久磁石式同期電動

機を組み合わせた軽乗用セダンの「ダイハツムーブEV-H」を、99年には、排気量660CCミラ

ーサイクルガソリンエンジンとCVT、永久磁石式同期電動機を組み合わせた軽乗用セダンの

「ダイハツムーブEV-HⅡ」の試作車を開発した。さらに、トヨタ自動車傘下に入って以降

はトヨタグループの中でのハイブリッド軽自動車開発の主力会社の姿勢が一層鮮明となり、

2001～2002年にかけて、軽商用・乗用車の「ダイハツアトレーハイブリッド」、「ダイハツ

アトレーハイブリッドⅣ」を相次いで試作発表した。さらに、2002年には、２モーター方

式の660CCガソリンエンジンを搭載したシリーズ・パラレルハイブリッド車の「ダイハツ

UFE」を発表した。本車は車両重量630KG／４人乗りのセダンであり、10･15M燃費は55km/l

という驚異的な燃費性能を達成している。さらに、同年、実用軽商用車のハイゼットカー

ゴベース車に１モーター方式のハイブリッドシステムを搭載した「ハイゼットカーゴ・ハ

イブリッド」を開発し、11月から地方自治体等でのモニター使用を開始した。 

上述したように、ダイハツ工業は、電気自動車の分野ではすでに累計８千台を上回る販

売実績を記録しているが、今回のハイブリッド車モニター使用での結果をふまえて、ハイ

ブリッド車についても商品化に向けて更に研究開発を進めていく予定でいる。 

（http://www.daihatsu.co.jp/より引用） 

 

2.15.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.15.3  技術開発拠点と研究者 

図2.15.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するダイハツ工業の出願件数と発

明者数の推移を示す。 

2.15 ダイハツ工業 
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図 2.15.3 ダイハツ工業の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.15.4  研究開発課題対応特許の概要 

図2.15.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてダイハツ工業が出願した全22

件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.15.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 
 

図 2.15.4 ダイハツ工業における特許のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.15.4-1 ダイハツ工業の技術要素別課題対応特許 

技術 

要素 
課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

システムの 

高効率化 

発電機制御 特開 2001-207886

00.01.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
液
体
燃
料
／ 

動
力
変
換 信頼性／ 

耐久性 

その他の要素の 

制御 

特開 2002-89323

00.09.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

電
気
／ 

動
力
変
換 

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開 2000-120460

98.10.14 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車 

信頼性／ 

耐久性 

エンジン制御 特開 2001-171369

99.10.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
エ
ン
ジ
ン 

駆
動
発
電
機 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

プレーキ負圧発

生、ペダル 

特開 2001-82205

99.09.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置及びその制御方法 

違和感ない 

制動 

車両速度管理 特開 2002-152907

00.11.10 

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

自走車両の走行駆動制御装置 
パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 特開 2001-86603

99.09.17 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置及びその制御方法 

アイドル 

ストップ 

エンジン制御 特開 2001-82203

99.09.13 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置及びその制御方法 
バ
ッ
テ
リ 

信頼性／ 

耐久性 

発電機制御 特開 2001-103609

99.09.28 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の走行制御装置及びその制御方法

共
通 

照
明 

フ ァ イ ル セ ー

フ・安全性 

プレーキ負圧発

生、ペダル 

特開 2001-61203

99.08.20 

自動車の制動装置及びその制御方法 

要求トルク管理 特開 2002-152910

00.11.10 

B60L11/14  

ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の走行駆動制

御装置 
ｴﾝｼﾞﾝと電動ﾓｰﾀｰを動力源とし

て備え走行装置を駆動する駆

動手段とｱｸｾﾙ開度を含む走行

駆動力調整情報に基づいてｱｸｾ

ﾙ開度が全閉であつても少なく

とも電動ﾓｰﾀｰでｸﾘｰﾌﾟ走行用走

行駆動力を出力させる形態で

駆動手段走行駆動力を自動調

整する制御手段とが設けられ､

走行駆動指令が指令されると

走行駆動力調整処理を実行さ

れ非走行駆動指令が指令され

ると走行駆動力を零に漸減さ

せるように電動ﾓｰﾀｰ出力調整

を行う｡ 

違 和 感 な い 発

進・クリープ 

切替タイミン

グ・条件 

特開 2000-278809

99.03.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の駆動機構 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 

低減 

特開 2000-272360

99.03.24 

自動ﾏﾆﾕｱﾙ変速機付きﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

駆動源動力 

切替 

燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-289083

00.04.06 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両用内燃機関制御方法 
液

体

燃

料

／

動
力
変
換 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開 2001-289101

00.04.06 

内燃機関の空燃比制御方法 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開 2002-89313

00.09.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の走行制御装置 
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2.16.1  企業の概要 

 

商号 松下電器産業 株式会社 

本社所在地 〒571－8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億37百万円（2002年3月末） 

従業員数 49,513名（2002年3月末）（連結：267,196名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

 
松下電器産業は我が国屈指の総合エレクトロニクスメーカーであるが、その中で、自動

車向け電装品を主管するセグメントは、AVCネットワーク（カーナビ等の自動車用AVC関連

機器、交通関連機器）、インダストリアル・イクイップメント（カーエアコン）、デバイス

（コンデンサ、蓄電池）に分かれているが、開発の主体は、カーエレクトロニクス開発セ

ンター、デバイス開発センターおよび電池開発センターと思われる。松下電器産業は「地

球環境との共存」をすべての事業活動の前提とし、その基本となる環境マネジメントシス

テムを全世界の製造事業所で構築し、これをベースにさまざまな環境保全活動を進めてお

り、その一環として、松下電器はトヨタ自動車と共同出資でハイブリッド車用電池をR&D

および製造会社として、（株）パナソニック・イーブィ・エナジーを静岡県湖西市に設立し

た。そして、1997年には円筒形ニッケル水素電池を開発しその量産体制を確立しトヨタ・

プリウス向けに供給を開始した。その後、更に高出力・小型のハイブリッド車用角形ニッ

ケル水素電池を開発し2000年以降のトヨタハイブリッド車への実装化に繋げている。その

他、電気自動車やハイブリッド車用の鉛蓄電池やキャパシターをはじめモータやエアコン、

制御システム等の各種コンポーネントを広く開発している。  

(http://www.matsushita.co.jp/より引用) 

 

2.16.2  製品例 

該当する製品例はない。 
 
2.16.3  技術開発拠点と研究者 

図2.16.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する松下電器産業の出願件数と発

明者数の推移を示す。 

 

2.16 松下電器産業 
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図2.16.3 松下電器産業の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.16.4  研究開発課題対応出願特許の概要 

図2.16.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について、松下電器産業が出願した全

18件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.16.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.16.4 松下電器産業のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.16.4-1 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ス
イ
ッ
チ
ド
リ
ラ

タ
ン
ス
モ
ー
タ
ー 

ファイルセー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2001-339804

00.05.24 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

バッテリ 

冷却 

環境条件補正 特開 2001-283937

00.03.31 

H01M10/50  

トヨタ自動車 

流体冷却式電池ﾊﾟﾂｸ 
流体冷却式電池ﾊﾟﾂｸｼｽﾃﾑにおいて､電池ﾓｼﾞﾕ-ﾙ間の隙間

ばらつきを考慮した場合でも､電池ﾊﾟﾂｸ内の電池温度ば

らつきを許容温度範囲内に抑える｡ 

特開 2001-250589

00.03.08 

密閉型鉛蓄電池の充電方法 劣化管理 

特開 2001-314041

00.04.28 

トヨタ自動車 

充放電制御装置および方法 

劣化の検出・

補償 

発電機制御 特開 2002-171603

00.12.4 

B60L11/12  

トヨタ自動車 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
ｶ-ﾅﾋﾞｹﾞ-ｼﾖﾝ装置と連携し､目的地Qまでの走行経路内に

ある概ね長い下り坂までに､ﾊﾞﾂﾃﾘから深放電を行い､そ

の後に､その概ね長い下り坂において､ﾊﾞﾂﾃﾘを回生充電

することによつて､ﾊﾞﾂﾃﾘ5の残存容量(SOC)を所定中間領

域C1~C2内の残存容量(SOC)に戻す充放電制御を行うこと

によつて､放電ﾒﾓﾘで見かけのﾊﾞﾂﾃﾘの容量が低下して､ﾊﾞ

ﾂﾃﾘ使用範囲

が狭まるとい

う事態を防止

でき､かつ充

分な走行ﾊﾟﾜ-

ｱｼｽﾄ要請に対

応できる｡ 

 

 

 

その他の状態

検出 

充電管理 特開 2001-258172

00.03.09 

トヨタ自動車 

充電制御装置および方法 

その他の課題 その他の要素の 

制御 

特開 2001-327002

00.05.12 

トヨタ自動車 

電気自動車用電流検出装置 

バ
ッ
テ
リ 

信頼性／ 

耐久性 

放電・放電深度の

管理 

特開 2001-339864

00.05.30 

H02J7/00 

鉛蓄電池の充放電制御方法および充放電制御装置
充電および放電の基準充電状態(SOC)を0%を越え100%未

満とする中間的なものとし､この基準SOCを充放電回数に

したがい上昇させることにより､鉛蓄電池をSOCが中間的

な領域で使用した場合でも電池寿命まで信頼性良く使用

可能とする｡ 

特開平 10-244827

97.03.05 

自動車用空調装置 冷却性能の 

改善 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 10-258631

97.03.19 

自動車用空調制御装置 

エ
ア
コ
ン 

ファイルセー

フ・安全性 

その他の要素の 

制御 

特開 2000-255254

99.03.05 

自動車用空調装置の保護回路 

冷却性能の 

改善 

エアコン・灯火類

等車両補機 

特開平 10-226223

97.02.17 

 

自動車用空調制御装置 

その他の状態

検出 

放電・放電深度の

管理 

特開平 11-32442 

97.07.10 

蓄電池残容量推定方法及び蓄電池残容量推定ｼｽﾃﾑ

共
通 

照
明 

その他の課題 その他の要素の 

制御 

特登 3280920 

98.09.28 

車載用音響再生方法および装置 
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表 2.16.4-1 松下電器産業の技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ

ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ 

温度特性の 

補償 

充電管理 特開 2001-314039

98.09.28 

トヨタ自動車 

二次電池の入出力制御装置および方法 
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2.17.1  企業の概要 

 
商号 ジヤトコ 株式会社 

本社所在地 〒417-0001 静岡県富士市今泉700-1 

設立年 1999年（平成11年） 

資本金 299億35百万円 

従業員数 約6,000名 

事業内容 変速機および自動車部品の開発・製造・販売 

 
ジヤトコは、世界有数のAT・CVT専門メーカーであり、これまで3,800万基以上のAT・CVT

を生産し、日産自動車をはじめ、国内７社、海外12社の自動車メーカーに供給している。

CVTについては、1996年に２リッタークラス車用ベルト式CVTを、99年にトロイダルCVTを、

2002年に3.5リッタークラス車用ベルト式CVTを、それぞれ世界で初めて量産する等、CVT

分野で世界をリードしている。 

1999年10月にトランステクノロジー(株)とジヤトコ(株)が合併し、ジヤトコ株式会社と

してスタートし、2002年４月に現在のジヤトコへ社名変更した。 

燃費性能と走行性能を両立させたインテリジェント・パワートレイン・システムとして、

ステップ式AT、CVT等のフルラインナップを取り揃え、またこれらを活用したハイブリッド

システムを開発している。ジヤトコは「環境に優しく」「快適で力強い走り」の両立という

テーマを実現するために開発されたCVTをベースに、ハイブリッド車用として駆動モータを

内蔵し電磁クラッチおよび電動式オイルポンプとを組み合わせたFF車用ハイブリッドCVT

パワートレインシステムを開発し、「日産ティーノ」に搭載された。 

さらに、ジヤトコは、FR車用ハイブリッドシステムとして、コンパクトでハイパフォー

マンスなエネルギー回生機能付きATを開発中である。本システムは遊星歯車の採用により、

スタートクラッチやトルクコンバーターを廃止し、且つ駆動発電兼用モーターの小型化が

可能となり従来AT並のスペースにすると共に高電圧バッテリーとの併用により、従来AT車

に比べて燃費が約35％向上しかつ優れた加速性能を発揮することができるものである。 

(http://www.jatco.co.jp/より引用) 

 
2.17.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.17.3  技術開発拠点と研究者 

図2.17.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関するジヤトコの出願件数と発明者

数の推移を示す。 

 

2.17 ジヤトコ 
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図2.17.3 ジヤトコの出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.17.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.17.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術についてジヤトコが出願した全15件の

特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.17.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.17.4 ジヤトコのシステム・要素と課題の分布 
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表 2.17.4-1 ジャトコの技術要素別課題対応特許（1/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

発
電
機
能 

小型軽量化 トルク 特開 2001-251704

00.03.07 

B60L11/14 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
ｴﾝｼﾞﾝ回転数とｽﾛﾂﾄﾙ開度とからﾏﾂﾌﾟ検索により目標ﾓ-ﾀ/

発電機ﾄﾙｸをﾌｲ-ﾄﾞﾌｵﾜ-ﾄﾞ的に求め､これを､駆動系振動周

波数より低い周波数

帯域を通過するﾛ-ﾊﾟ

ｽﾌｲﾙﾀにかけて駆動

系振動成分を除去

し､ｴﾝｼﾞﾝと同等のﾄﾙ

ｸが発生するように

してｴﾝｼﾞﾝとﾓ-ﾀ/発

電機との直結を行

う｡ 

エネルギー 

回生 

その他の動力合

成機構制御 

特開 2001-287553

00.04.06 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

駆動源動力 

切替 

切替ショック 

低減 

特開 2001-342933

00.06.05 

F02N11/04 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
電動発電機のみで発進した後､終減速装置とｴﾝｼﾞﾝ及び電

動発電機とが変速装置内で分離されているときに､ｴﾝｼﾞﾝ

を回転始動することにより､車両に減速度を及ぼさない

ようにする｡ 

特開 2001-352604

00.06.05 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

共
通 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他の課題 トルク 

特開 2001-352605

00.06.05 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

駆動源動力 

切替 

切替タイミン

グ・条件 

特開平 10-304513

97.04.25 

[被引用7回] 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両の制御装置 

特開 2001-263385

00.03.22 

三菱電機 

電磁ｸﾗﾂﾁの締結制御装置 

パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

ファイルセー

フ・安全性 

切替ショック 

特開 2001-263389

00.03.22 

三菱電機 

電磁ｸﾗﾂﾁの締結制御装置 

液
体
燃
料
／

動
力
変
換 

駆動源動力 

切替 

トルク 特開 2001-286003

00.03.31 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

切替ショック 特開 2001-263386

00.03.22 

F16D48/06  

三菱電機 

電磁ｸﾗﾂﾁの締結制御装置 
ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸに見合うｸﾗﾂﾁ電流を供給して所望のｴﾝｼﾞﾝ振動

吸収効果を得るとともに､ｸﾗﾂﾁ電流を上下限値内に制限

してｸﾗﾂﾁ誤解放やｸﾗﾂﾁ電流の浪費を防止する｡ 
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表 2.17.4-1 ジャトコの技術要素別課題対応特許（2/2） 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2001-263387

00.03.22 

F16D48/06  

三菱電機 

電磁ｸﾗﾂﾁの制御装置 
電磁ｸﾗｯﾁｺｲﾙの通電･非通電を切換可能なﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの切換

制御に関し､第1のｺﾝﾄﾛｰﾗｰからの出力信号に加えて第2の

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰからの制御信号を入力し､両者がｸﾗｯﾁ締結の締結

指令になつた時にﾄﾗﾝｼﾞｽﾀがｺｲﾙへの通電を可能とする状

態に切換るように制御回路を構成する｡ 

 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

信頼性／ 

耐久性 

切替ショック 

特開 2001-263388

00.03.22 

F16D48/06  

三菱電機 

電磁ｸﾗﾂﾁの締結制御装置 
電磁ｸﾗｯﾁの作動指令が解放から締結に切換る締結指令時

より電磁ｸﾗｯﾁ供給電流を増加させてｸﾗｯﾁ締結ﾄﾙｸを漸増

させ､締結完了直前にｸﾗｯﾁ電流を一時的に低下させ締結ﾄ

ﾙｸを一時的に低下させることにより､ｸﾗﾂﾁの締結完了時

t3おけるｸﾗﾂﾁ締結ﾄﾙｸTcとｴﾝｼﾞﾝ出力ﾄﾙｸTeとの間のﾄﾙｸ段

差△Tceが小さくなり､これに起因したﾄﾙｸの引き込みｼﾖﾂ

ｸを軽減する｡ 

液
体
燃
料
／

動
力
変
換 

駆動源動力 

切替 

その他の動力合

成機構制御 

特開 2001-275206

00.03.29 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開 2002-135908

00.10.25 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

その他の課題 その他の動力合

成機構制御 

特開 2001-233070

00.02.21 

ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両駆動装置 
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2.18.1  企業の概要 

 

商号 三菱電機 株式会社 

本社所在地 〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-2-3 

設立年 1921年（大正10年） 

資本金 1,758億20百万円（2002年3月末） 

従業員数 38,363名（2002年3月末）（連結：116,192名） 

事業内容 重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイス、

家庭電器等の製造・販売、他 

 
三菱電機における自動車向け部品の製造は、自動車機器事業本部の自動車機器開発セン

ターと姫路製作所、三田製作所が主体である。その他、制御システムを担う部署として子

会社の三菱電機コントロールソフトウエアがある。自動車向けとしては、カーナビ、電装

品、カーエレクトロニクス機器、クラッチ、電動パワステ等があるが、ハイブリッド自動

車にかかわるものとしては、ハイブリッド車用のキーパーツであるインテリジェントパワ

ーモジュール（IPM）やプリドライバユニット（PDU）等を世界に先駆けて量産化しており、

引き続いてIPMとPDUを一体化した次世代車載用の小型インバーターユニットの開発にも成

功している。              (http://www.mitsubishielectric.co.jp/より引用) 

 

2.18.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.18.3  技術開発拠点と研究者 

図2.18.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する三菱電機の出願件数と発明者

数の推移を示す。 
 

図 2.18.3 三菱電機の出願件数と発明者数 
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2.18.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.18.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について、三菱電機が出願した全12件

の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.18.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 

図 2.18.4 三菱電機のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.18.4-1 三菱電機の技術要素別課題対応特許 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

システムの 

高効率化 

電力管理 特開 2000-282908

99.03.29 

回生ｴﾈﾙｷﾞ-制御装置 

照
明 

エネルギー 

回生 

トルク 特開 2001-16703

99.06.23 

電気自動車およびﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の制御装置

共
通 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン

アクセル応答

性、加速性能 

電力管理 特開 2000-346192

99.06.03 

電気車両の変速制御装置 

シ
リ
ー
ズ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

エネルギー 

回生 

エンジン制御 特許 3268107 

94.02.23 

B60L11/12 

[被引用3回]  

電気自動車の制御装置 
電動機が回生するときに発電機の発電量と電動機の回生

電力量との和が所定値になるよう発電量を制御し､ｴﾈﾙｷﾞ-

効率､振動騒音の抑制､安全性､充電効率の向上とﾊﾞﾂﾃﾘの

長寿化を可能にする｡ 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

アクセル応答

性、加速性能 

その他のエンジン

制御 

特開 2000-234538

99.02.12 

ｴﾝｼﾞﾝ停止始動制御装置 

コスト低減 トルク 特許 3083310 

90.01.26 

B60K17/04 

[被引用4回] 

始動機能付ｴﾝｼﾞﾝ動力伝達

装置 
ｴﾝｼﾞﾝ始動時は電動機により差

動歯車機構を介してｴﾝｼﾞﾝを回

転させると共に､ｴﾝｼﾞﾝ始動終

了後は電動機を主に発電機と

して機能させるようにして､電

動機のみで始動機能､発進機能

及び充電機能を達成可能とし､

ｺｽﾄﾀﾞｳﾝを図る｡ 

 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

小型軽量化 トルク 特許 3285531 

98.03.20 

F02N11/04  

[被引用1回] 

ﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀ搭載ｴﾝｼﾞﾝの始動装置 
冷機時の始動時は､始動ﾓ-ﾀ及びﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀを共に起動し

てｴﾝｼﾞﾝを始動させるように構成することにより､ｴﾝｼﾞﾝに

対するﾓ-ﾀｼﾞｴﾈﾚ-ﾀのｱｼｽﾄ負荷を軽減させ､各回路要素を小

形化及び小容量化してｺｽﾄﾀﾞｳﾝを図る｡ 
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2.19.1  企業の概要 
 

商号 株式会社 日本自動車部品総合研究所 

本社所在地 〒445-0012 愛知県西尾市下羽角町岩谷14 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 25億円 

従業員数 359名 

事業内容 自動車部品に関する基礎研究 

 
日本自動車研究所は、1970年にデンソーから自動車電装部品のR&D会社として独立した

企業であり、デンソーグループ企業の中で、自動車部品のコア技術に関する基礎研究分野

を担当している。将来の自動車技術に繋がる自動車用部品の基礎的、先端的研究を行って

きており、クリーンエネルギー車のハイブリッドカーや燃料電池車に関する研究にもタッ

チしてきた。近年の(社)自動車技術会主催の2002年秋期大会への報告例から、研究成果の

具体例を挙げると、 

①ボデー多重通信システムヒルベルト変換を用いたトランジェント歯車回転挙動計測 

の加速時噛み合い騒音への適用 

（加速時噛み合い騒音の原因究明のため、ギヤ回転変動解析手法であるヒルベルト変

換法に対し、回転信号をトリガーとして加え、高精度なトランジェント計測を可能と

した。本計測を用い、加速時騒音の原因がギヤ伝達トルクに起因するギヤ変形による

噛み合い状態悪化であることを明らかにした。） 

②電磁界シミュレーションを用いた車両周辺の電波伝搬解析 

（シミュレーション上のＶＨＦ帯アンテナを搭載した車両モデルに、車両表面の近傍

磁界計測で実測した電流値を入力することで、車外への電波放射特性の解析精度が向

上することを明らかにした。） 

③始動・暖機過程のエンジンフリクションの解析 

（実用燃費向上のため、暖機過程のエンジン各部のフリクション変化を-30℃始動直後

から回転数が変動する過渡状態を含めて計測することを可能にした。フリクションの

大きいクランク軸受け部に対して、クリアランス変化をＣＡＥで求め、給油時期，温

度変化の同時計測を行って、フリクション低減手段の方向付けを行った。） 

等がある。 

(http://www.jsae.or.jp/ および http://www.toyota.co.jp/index.htmlより引用) 

 

2.19.2  製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図2.19.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する日本自動車部品総合研究所の

出願件数と発明者数の推移を示す。 

2.19 日本自動車部品総合研究所 



242 

図2.19.3 日本自動車部品総合研究所の出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.19.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.19.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について日本自動車部品総合研究所が

出願した全11件の特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表 2.19.4 に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 
 

図 2.19.4 日本自動車部品総合研究所のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.19.4-1 日本自動車部品総合研究所の技術要素別課題対応特許 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ガ
ソ
リ
ン 

エ
ン
ジ
ン 

その他の課題 燃料噴射量・ 

カット 

特開平11-210521

98.01.22 

トヨタ自動車 

筒内直噴ｴﾝｼﾞﾝの制御方法 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

駆動源動力 

切替 

モーター制御 特開平 9-224303

96.02.16 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の車両制御装置 

共
通 

電
力 

制
御 

その他の課題 エンジン／ 

モーター協調制御 

特開平 8-289407

95.02.13 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車の発電制御装置 

液

体

燃

料

／

動
力
変
換 

コスト低減 燃料噴射量・ 

カット 

特開平 9-224303

96.02.16 

[被引用2回] 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン

システムの 

高効率化 

要求トルク管理 特開平 9-287490

96.02.20 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

バ
ッ
テ
リ 

走行性能 エンジン制御 特開平 9-277854

96.04.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ

ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

走行性能 その他の要素の 

制御 

特開平10-318012

97.05.23 

[被引用3回] 

車両用制御装置 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン 

違和感ない発

進・クリープ 

トルク 特開平11-336581

98.05.25 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ自動車の制御装置 
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2.20.1  企業の概要 

 

商号 富士電機 株式会社 

本社所在地 〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー

設立年 1923年（大正12年） 

資本金 475億86百万円（2002年3月末） 

従業員数 8,576名（2002年3月末）（連結：24,505名） 

事業内容 各種電機システムの製造・販売・据付・エンジニアリング・サービス 

各種制御機器、電子部品、流通機器・システムの製造・販売、他 

 
富士電機は、モーター、電源等の各種電機機器、駆動用制御機器、配電用制御機器、パ

ワー半導体、IC、磁気記憶媒体等の電子部品や情報、環境、交通、電力、産業用電機シス

テム、さらには自動販売機、食流通システム、カード等の通貨関連機器等の流通機器シス

テムを広くカバーし製品化している総合電機メーカーである。自動車用には、モーター等

の電機機器部品や駆動/配電用制御機器および制御システムを製品化している。特に、車載

制御機器、制御システム分野に注力しており、ICとディスクリートをあわせもったインテ

リジェントパワーデバイス（モールドバイポーラトランジスタ、インテリジェントパワー

スイッチ等）をはじめ、パワーエレクトロニクスとマイクロエレクトロニクスの融合を図

ったさまざまな製品（エンジン点火制御用IC等）や車載用の距離、半導体圧力センサーや

小型電力変換装置等を供給している。 

(http://www.fujielectric.co.jp/より引用) 

2.20.2 製品例 

該当する製品例は、ない。 
 
2.20.3  技術開発拠点と研究者 

図2.20.3に、ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する富士電機の出願件数と発明者

数の推移を示す。 
 

図 2.20.3 富士電機の出願件数と発明者数 
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2.20.4  技術研究開発課題対応特許の概要 

図2.20.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術について富士電機が出願した全11件の

特許の、システム・要素と課題の分布を示す。 

表2.20.4に、ハイブリッド電気自動車の制御技術の技術要素別課題対応特許を示す。 

 
図 2.20.4 富士電機のシステム・要素と課題の分布 
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表 2.20.4-1 富士電機の技術要素別課題対応特許 

技術要素 課題 解決手段 

特許番号 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

コスト低減 複数電力蓄積 

デバイス選択使用 

特開2002-10410 

00.06.23 

自動車の電気ｼｽﾃﾑ 

バッテリ 

状態管理 

バッテリ制御 特開2000-23306 

98.06.30 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

電気自動車の電源ｼｽﾃﾑ 

電
力
蓄
積 

信頼性／ 

耐久性 

バッテリ制御 特開2000-278807

99.03.24 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車の電源ｼｽﾃﾑ 

共
通 

電
力

制
御

車 両 レ イ ア

ウト 

モーター制御 特開平11-220812

98.02.02 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

電気自動車の電気ｼｽﾃﾑ 

発
電

機
能

燃費性能 発電機制御 特開平 5-111109

91.10.08 

三菱重工業 

内燃機関駆動電気式車両の制御方法 

燃費性能 エンジン／ 

モーター協調制御 

特開平11-220806

98.02.02 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

電気自動車の駆動ｼｽﾃﾑ 

シ
リ
ー
ズ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー 

ト
レ
イ
ン フ ァ イ ル セ

ーフ・安全性 

システムマネジメ

ント 

特開平11-341607

98.05.22 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

電気自動車の駆動ｼｽﾃﾑ 

パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

車両 

レイアウト 

エンジン／モータ

ー協調制御 

特開平10-75503 

96.07.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

特開平10-42405 

96.07.03 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 

 
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

車両 

レイアウト 

エンジン／モータ

ー協調制御 

特開平10-81147 

96.09.11 

ﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ電気自動車 
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３. 主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術全体の 

技術開発拠点 

3.2 エンジン関連制御技術の開発拠点 

3.3 モーター関連制御技術の開発拠点 
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本章では、２章でとりあげたハイブリッド電気自動車制御技術の権利存続中または係属

中の特許1,786件について、全体および主要技術要素毎に上位出願企業20社を抽出して、

公報に記載されている発明者名と住所・居所を整理して、各社別の技術開発拠点を地図上

に示して紹介する。 

発明者住所が外国の場合は国名のみを記載する。ハイブリッド電気自動車制御技術全体

と主要要素（エンジン、モーター、発電機、駆動力合成／変速機、バッテリー）別に展開

する。 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 
 

技術導入や、売り込み先のアクセス情報の参考に資することを目的

として主要企業の技術開発拠点を特許明細書に記されている発明者の

住所から調査した。中京および関東地区に集中し、その他、東海、阪

神、中国地区に分散している。自動車メーカー、部品メーカー本社、

開発製造事業所が所在している地域に集中している。 

特許流通 

支援チャート
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3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術全体の技術開発拠点 

 
図 3.1 にハイブリッド電気自動車の制御技術全体に関する主要企業の技術開発拠点を示

す。また、表 3.1 に開発拠点の住所一覧表を示す。この図や表は主要企業 20 社が保有し

ている特許から発明者の住所・居所を集計したものである。 

集計の結果は、出願上位 20 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、東京都５拠

点、神奈川県４拠点、埼玉県２拠点、茨城県１拠点の計 12 拠点、愛知県の４拠点、静岡

県３拠点の中京地区７拠点、大阪府２拠点、兵庫県１拠点の関西地区３拠点、および中国

地区の１拠点となる。 

技術開発の主体は、中京および関東地区で進められている。 
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図 3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する主要企業の技術開発拠点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.1 ハイブリッド電気自動車の制御技術に関する主要企業の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特 許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 557 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（209） 

② 日産自動車 234 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（128） 

③ 本田技研工業 205 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（170） 

④ 三菱自動車工業 114 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（52） 

⑤ エクォス・リサーチ 77 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（18） 

⑥ デンソー 76 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（64） 

⑦ 日立製作所 67 
茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（66） 

神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099 日立製作所システム開発研究所内（３） 

⑧ 富士重工業 66 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（17） 

⑨ アイシン・エィ・ダブリュ 58 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（27） 

⑩ マツダ 51 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（40） 

⑪ 日野自動車工業 44 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（27） 

⑫ スズキ 34 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（12） 

⑬ 日産ディーゼル工業 28 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（16） 

⑭ いすゞ自動車 20 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（14） 

⑮ ダイハツ工業 22 大阪府池田市桃園2丁目1-1 ㈱ダイハツ工業池田工場内（11） 

⑯ 松下電器産業 18 
大阪府守口市八雲中町3-1-1 松下電器産業カーエレクトロニクス開発センター内（18）

静岡県湖西市境宿555 ㈱パナソニック・イーブイ・エナジー（トヨタとの共同出資会社）内（7）

⑰ ジヤトコ 15 静岡県富士市今泉700-1 ㈱ジヤトコ本社・富士事業所内（６） 

⑱ 三菱電機 12 
東京都千代田区丸の内2丁目2-3 ㈱三菱電機本社内（7） 

兵庫県神戸市兵庫区浜山通6丁目1-2 ㈱三菱電機コントロールソフトウエア内（４） 

⑲ 日本自動車部品総合研究所 11 愛知県西尾市下羽角町岩谷14 ㈱日本自動車部品総合研究所内（10） 

⑳ 富士電機 9 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 ㈱富士電機内（４） 

 

⑦ 

④⑤⑧⑪⑱

③⑬ 

②⑦⑭⑳ 

⑫⑯⑰①⑥⑨⑲

⑮⑯ 

⑱ 

⑩ 
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3.2 エンジン関連制御技術の開発拠点 

 

図 3.2 エンジン関連制御技術の主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2 エンジン関連制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特 許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 410 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（182） 

② 日産自動車 175 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（109） 

③ 本田技研工業 148 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（127） 

④ 三菱自動車工業 85 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（52） 

⑤ エクォス・リサーチ 59 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（15） 

⑥ 富士重工業 47 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（13） 

⑦ 日立製作所 47 
茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（59） 

神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099 日立製作所システム開発研究所内（３） 

⑧ アイシン・エィ・ダブリュ 46 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（25） 

⑨ デンソー 44 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（46） 

⑩ マツダ 39 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（34） 

⑪ スズキ 27 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（10） 

⑫ 日野自動車工業 24 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（24） 

⑬ ダイハツ工業 19 大阪府池田市桃園2丁目1-1 ㈱ダイハツ工業池田工場内（11） 

⑭ 日産ディーゼル工業 15 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（14） 

⑮ いすゞ自動車 12 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（11） 

⑯ ジヤトコ 12 静岡県富士市今泉700-1 ㈱ジヤトコ本社・富士事業所内（６） 

⑰ 三菱電機 9 
東京都千代田区丸の内2丁目2-3 ㈱三菱電機本社内（５） 

兵庫県神戸市兵庫区浜山通6丁目1-2 ㈱三菱電機コントロールソフトウエア内（２）

⑱ 
BAE システムズ コントロ

－ルズ INC 
7 

米国ニューヨーク州13790 ジョンソン・シティー、メインストリート600  BAE

システムズ コントロ－ルズ INC内（８） 

⑲ 富士電機 7 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 ㈱富士電機内（２） 

⑳ 日本自動車部品総合研究所 6 愛知県西尾市下羽角町岩谷14 ㈱日本自動車部品総合研究所内（10） 

⑦ 

③⑭ 

④⑤⑥⑫⑰

②⑦⑮⑲

⑪⑯①⑧⑨⑳

⑬ 

⑰ 

⑩ 

アメリカ  ⑱  
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3.3 モーター関連制御技術の開発拠点 

 

図 3.3 モーター関連制御技術の主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.3 モーター関連制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特 許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 367 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（164） 

② 日産自動車 158 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（106） 

③ 本田技研工業 144 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（129） 

④ 三菱自動車工業 75 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（47） 

⑤ 富士重工業 47 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（10） 

⑥ エクォス・リサーチ 45 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（14） 

⑦ 日立製作所 43 
茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（56） 

神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099 日立製作所システム開発研究所内（３） 

⑧ アイシン・エィ・ダブリュ 36 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（27） 

⑨ デンソー 35 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（27） 

⑩ マツダ 33 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（31） 

⑪ 日野自動車工業 29 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（25） 

⑫ スズキ 28 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（10） 

⑬ 日産ディーゼル工業 14 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（14） 

⑭ ダイハツ工業 12 大阪府池田市桃園2丁目1-1 ㈱ダイハツ工業池田工場内（11） 

⑮ 三菱電機 11 
東京都千代田区丸の内2丁目2-3 ㈱三菱電機本社内（7） 

兵庫県神戸市兵庫区浜山通6丁目1-2 ㈱三菱電機コントロールソフトウエア内（４）

⑯ ジヤトコ 10 静岡県富士市今泉700-1 ㈱ジヤトコ本社・富士事業所内（５） 

⑰ いすゞ自動車 10 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（９） 

⑱ 
BAE システムズ コン

トロ－ルズ INC 
7 

米国ニューヨーク州13790 ジョンソン・シティー、メインストリート600  

BAEシステムズ コントロ－ルズ INC内（７） 

⑲ 富士電機 6 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 （株）富士電機内（２） 

⑳ アイシン精機 2 愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地 （株）アイシン精機内（３） 

⑦ 

③⑬ 

④⑤⑥⑪⑮

②⑦⑰⑲

⑫⑯①⑧⑨⑳

⑭ 

⑮ 

⑩ 

アメリカ  ⑱  
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3.4 発電機関連制御技術の開発拠点 

 

図 3.4 発電機関連制御技術の主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.4 発電機関連制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特 許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 110 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（86） 

② 日産自動車 62 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（66） 

③ 本田技研工業 44 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（76） 

④ エクォス・リサーチ 43 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（13） 

⑤ 三菱自動車工業 32 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（24） 

⑥ アイシン・エィ・ダブリュ 29 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（10） 

⑦ 日立製作所 17 
茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（30） 

神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099 日立製作所システム開発研究所内（６） 

⑧ デンソー 14 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（27） 

⑨ 日野自動車工業 14 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（17） 

⑩ マツダ 14 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（20） 

⑪ いすゞ自動車 11 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（９） 

⑫ 日産ディーゼル工業 11 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（14） 

⑬ スズキ 8 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（４） 

⑭ ダイハツ工業 8 大阪府池田市桃園2丁目1-1 ㈱ダイハツ工業 池田工場内（６） 

⑮ 富士重工業 6 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（５） 

⑯ ヤマハ発動機 4 静岡県磐田市新貝2500 ㈱ヤマハ発動機内（４） 

⑰ 富士電機 3 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 ㈱富士電機内（１） 

⑱ モトール自動車 3 岡山県岡山市富田町2丁目12-16 ㈱モトール自動車内（４） 

⑲ 三菱電機 3 
東京都千代田区丸の内2丁目2-3 ㈱三菱電機本社内（２） 

兵庫県神戸市兵庫区浜山通6丁目1-2 ㈱三菱電機コントロールソフトウエア内（２）

⑳ 三菱重工業 1 神奈川県相模原市田名3000 三菱重工相模原製作所内（２） 

⑦ 

③⑫ 

④⑤⑨⑮⑲

②⑦⑪⑰⑳

⑬⑯①⑥⑧

⑭ 

⑲ 

⑩ 

⑱ 
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3.5 駆動力合成／変速機関連制御技術の開発拠点 

 

図 3.5 駆動力合成／変速機関連制御技術の主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5 駆動力合成／変速機関連制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特 許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 160 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（121） 

② 日産自動車 81 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（65） 

③ 本田技研工業 51 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（73） 

④ 三菱自動車工業 38 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（36） 

⑤ 富士重工業 38 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（８） 

⑥ アイシン・エィ・ダブリュ 24 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（23） 

⑦ エクォス・リサーチ 16 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（９） 

⑧ デンソー 14 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（11） 

⑨ 日立製作所 14 茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（27） 

⑩ 日野自動車工業 8 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（14） 

⑪ 日産ディーゼル工業 8 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（13） 

⑫ ジヤトコ 7 静岡県富士市今泉700-1 ㈱ジヤトコ本社・富士事業所内（４） 

⑬ いすゞ自動車 5 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（４） 

⑭ ダイハツ工業 5 大阪府池田市桃園2丁目1-1 ㈱ダイハツ工業 池田工場内（５） 

⑮ 富士電機 5 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 ㈱富士電機内（２） 

⑯ マツダ 4 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（８） 

⑰ スズキ 4 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（４） 

⑱ 三菱電機 4 兵庫県神戸市兵庫区浜山通6丁目1-2 ㈱三菱電機コントロールソフトウエア内（３）

⑲ 
ＳＭＨマネージメント

サービシス AG  
2 

スイス ツエーハー 2501、ピエンヌ・ゼーフォアシュタット･6 ＳＭＨマネージ

メント サービシス AG内（７） 

⑳ 
ニューヨーク INST 

オブ テクノロジー 
2 

米国ニューヨーク州11568-8000 オールドウエストバリー ピー オー ボックス

8000  ノーザン ブールバード、ニューヨーク INST オブ テクノロジー内（３）

⑨ 

③⑪ 

④⑤⑦⑩ 

②⑬⑮

⑫⑰①⑥⑧

⑭ 

⑱ 

⑯ 

スイス   ⑲  

アメリカ⑳   
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3.6 バッテリー関連制御技術の開発拠点 

 

図 3.6 バッテリー関連制御技術の主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.6 バッテリー関連制御技術の技術開発拠点一覧表 

No. 企業名 
特許 

保有件数 
開発拠点（開発者数） 

① トヨタ自動車 171 愛知県豊田市トヨタ町1番地 ㈱トヨタ自動車本社内（135） 

② 日産自動車 88 神奈川県横浜市神奈川区宝町2番地 ㈱日産自動車本店内（74） 

③ 本田技研工業 88 埼玉県和光市中央１丁目4-1 ㈱本田技術研究所内（101） 

④ 三菱自動車工業 43 東京都港区芝5丁目33-6 ㈱三菱自動車工業本社内（31） 

⑤ デンソー 40 愛知県刈谷市昭和町1-1 ㈱デンソー内（33） 

⑥ 日立製作所 26 
茨城県日立市大みか町7-1-1 日立製作所日立研究所内（40） 

神奈川県川崎市麻生区王禅寺1099 日立製作所システム開発研究所内（７） 

⑦ 富士重工業 19 東京都新宿区西新宿1丁目7-2 ㈱富士重工業本社内（10） 

⑧ 日野自動車工業 18 東京都日野市日野台3丁目1-1 ㈱日野自動車工業内（22） 

⑨ 日産ディーゼル工業 16 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル本社・上尾工場内（15） 

⑩ エクォス・リサーチ 14 東京都千代田区外神田2丁目19番12号 ㈱エクォス・リサーチ内（14） 

⑪ スズキ 13 静岡県浜松市高塚町300 ㈱スズキ本社内（８） 

⑫ アイシン・エィ・ダブリュ 11 愛知県安城市藤井町高根10番地 ㈱アイシン・エィ・ダブリュ本社内（10） 

⑬ 松下電器産業 11 
大阪府守口市八雲中町3-1-1 松下電器産業カーエレクトロニクス開発センター内（９）

静岡県湖西市境宿555 ㈱パナソニック・イーブイ・エナジー（トヨタとの共同出資会社）内（８）

⑭ ヤマハ発動機 9 静岡県磐田市新貝2500 ㈱ヤマハ発動機内（５） 

⑮ 三洋電機 9 大阪府守口市京阪本通2丁目5-5 ㈱三洋電機内（７） 

⑯ マツダ 8 広島県安芸郡府中町新地3番1号 ㈱マツダ本社内（10） 

⑰ 富士電機 8 神奈川県川崎市川崎区田辺新田1-1 ㈱富士電機内（５） 

⑱ いすゞ自動車 7 神奈川県藤沢市土棚8 ㈱いすゞ中央研究所内（６） 

⑲ ジヤトコ 7 静岡県富士市今泉700-1 ㈱ジヤトコ本社・富士事業所内（４） 

⑳ 日本自動車部品総合研究所 6 愛知県西尾市下羽角町岩谷14 ㈱日本自動車部品総合研究所内（４） 

 

⑥ 

③⑨ 

④⑦⑧⑩ 

②⑥⑰⑱

⑪⑬⑭⑲ ①⑤⑫⑳

⑬⑮ 

⑯ 
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資料 1-1 

資料１．特許流通促進事業 
 

独立行政法人工業所有権総合情報館では、特許庁の特許流通促進施策の実施機関として、開放意

思のある特許（開放特許）を企業間及び大学・公的試験研究機関と企業の間において円滑に移転させ、

中小・ベンチャー企業の新規事業の創出や新製品開発を活性化させることを目的とした特許流通促進

事業を実施しております。ここでは皆さまに利用可能な本事業の一部を紹介します。 

 

（１）特許流通アドバイザーの派遣 

中小企業等への特許を活用した円滑な技術移転を促進するため、知的財産権や技術移転に関する

豊富な知識・経験を有する専門人材である特許流通アドバイザーを、各都道府県や技術移転機関

（TLO）からの要請により派遣し、全国の特許流通アドバイザーやその他の専門家の人的ネットワークを

活用した各種相談や情報提供を行うことで、地域産業の活性化を図っています。（資料.２参照） 

 

（２）特許電子図書館情報検索指導アドバイザーの派遣 

中小企業による特許情報の有効な活用を支援するため、特許電子図書館情報検索指導アドバイ

ザーを全国の都道府県に派遣し、特許情報の検索方法や活用方法についての相談、企業等への出張

相談や講習会を無料で実施しています。（資料.２参照） 

 

（３）特許流通データベースの整備 

開放特許を中小・ベンチャー企業に円滑に流通させ、その実用化を推進するため、企業や大学・公的

研究機関が保有する開放意思のある特許をデータベース化し、インターネットを通じて公開しています。

（http://www.ryutu.ncipi.go.jp/db/index.html） 
 

特特許許流流通通促促進進事事業業のの実実施施体体制制  

特特
許許
庁庁

（（独独
法法
））工工
業業
所所
有有
権権
総総
合合
情情
報報
館館  

  発発明明協協会会  

○○特特許許流流通通ＡＡＤＤ

    派派遣遣事事業業  

  

  

  

○○検検索索ＡＡＤＤ派派遣遣

    事事業業  

ＪＪａａｐｐｉｉｏｏ  

○○流流通通ＤＤＢＢ  

  整整備備事事業業 

都道府県

ＴＬＯ等

中中
小小
企企
業業
等等  

事事
業業
委委
託託  

運運
営営
費費
交交
付付
金金  

特特許許流流通通ＤＤＢＢのの整整備備・・提提供供  

検検索索ＡＡＤＤのの派派遣遣  

特特
許許
流流
通通
ＡＡ
ＤＤ
のの
派派
遣遣  

  
相相談談  

アアドドババイイスス  



都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 杉谷　克彦 〒060-0807 札幌市北区北７条西２丁目北ビル８階 011-708-5783

北海道 北海道立工業試験場 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 宮本　剛汎 〒060-0819 札幌市北区北１９条西１１丁目 011-747-2358

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 白幡　克臣

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 平野　徹

青森県 （社）発明協会青森県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 内藤　規雄 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐々木　泰樹 青森県産業技術開発センター内

岩手県 岩手県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 阿部　新喜司 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-635-8182

（社）発明協会岩手県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中嶋　孝弘 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-656-4114

岩手県工業技術センター内

宮城県 東北経済産業局 　特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三澤　輝起 〒980-0014 仙台市青葉区本町３－４－１８ 022-223-9761

太陽生命仙台本町ビル７階

宮城県産業技術総合センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小野　賢悟 〒98１-3206 仙台市泉区明通２丁目２番地 022-377-8725

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　保

秋田県 秋田県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 石川　順三 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田嶋　正夫

山形県 山形県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 冨樫　富雄 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大澤　忠行 山形県産業創造支援センター内

福島県 （社）発明協会福島県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 相澤　正彬 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-959-3351

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 栗田　広 福島県ハイテクプラザ内

茨城県 （財）茨城県中小企業振興公社 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 齋藤　幸一 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2077

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 猪野　正己 ひたちなかテクノセンタービル内

栃木県 （社）発明協会栃木県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 坂本　武 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-60-1811

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中里　浩 栃木県工業技術センター内

群馬県 群馬県工業試験場 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三田　隆志 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 金井　澄雄

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 神林　賢蔵

関東経済産業局　特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 村上　義英 〒330-9715 さいたま市上落合２－１１ 048-600-0501

さいたま新都心合同庁舎１号館

埼玉県 埼玉県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 野口　満 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 清水　修

（社）発明協会埼玉県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷲澤　　栄 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806

ソニックシティ10階

千葉県 （社）発明協会千葉県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 稲谷　稔宏 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 阿草　一男 千葉県庁南庁舎内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中原　照義

東京都 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷹見　紀彦 〒144-0035 大田区南蒲田１－２０－２０ 03-3737-1435

（社）発明協会東京支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 福澤　勝義 〒105-0001 東京都港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521

神奈川県 （財）神奈川高度技術支援財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小森　幹雄 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大井　隆 かながわサイエンスパーク内

神奈川県産業技術総合研究所 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　啓次 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500

（社）発明協会神奈川県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 蓮見　亮 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

神奈川中小企業センター10階

新潟県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　靖幸 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 石谷　速夫 長岡地域技術開発振興センター内

山梨県 山梨県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 廣川　幸生 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-220-2409

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山下　知

長野県 （社）発明協会長野県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 徳永　正明 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-229-7688

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 岡田　光正 長野県工業試験場内

（財）信濃川テクノポリス開発
機構

東京都城南地域中小企業振
興センター

資料２．特許流通・特許検索アドバイザー一覧（平成１５年３月１日現在）

○各都道府県等への派遣（１/３）

氏名

北海道経
済産業局

関東経済
産業局

（財）北海道科学技術総合振
興センター
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都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

静岡県 （社）発明協会静岡県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 神長　邦雄 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　修寧 静岡工業技術センター内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 高橋　幸生

富山県 富山県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小坂　郁雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-2081

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 齋藤　靖雄

石川県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 一丸　義次 〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地 076-267-1001

石川県地場産業振興センター新館１階

（社）発明協会石川県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 辻　寛司 〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地 076-267-5918

石川県地場産業振興センター

岐阜県 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松永  孝義 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木下　裕雄 テクノプラザ５Ｆ

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 林　邦明

中部経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 原口　邦弘 〒460-0008 名古屋市中区栄２－１０－１９ 052-223-6549

名古屋商工会議所ビルＢ２階

愛知県 愛知県産業技術研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　孝和 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三浦　元久

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 加藤　英昭

三重県 三重県科学技術振興センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 馬渡　建一 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 長峰　隆

福井県 福井県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 上坂　旭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-2100

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田辺　宣之

滋賀県 滋賀県工業技術総合センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 新屋　正男 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森　久子

京都府 （社）発明協会京都支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 衣川　清彦 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４番地 075-326-0066

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中野　剛 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ京都高度技術研究所ビル４階

近畿経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 下田　英宣 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6776-8491

関西特許情報センター１階

大阪府 大阪府立特許情報センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 梶原　淳治 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6772-0704

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小林　正男 関西特許情報センター内

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 板倉　正

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 秋田　伸一

（社）発明協会大阪支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 戎　邦夫 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

シンプレス江坂ビル２階

兵庫県 (財)新産業創造研究機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 園田　憲一 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 島田　一男 神戸キメックセンタービル６階

（社）発明協会兵庫県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山口　克己 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３ 078-731-5847

兵庫県立産業技術センター４階

奈良県 奈良県工業技術センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 北田　友彦 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863

和歌山県 （社）発明協会和歌山県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 北澤　宏造 〒640-8214 和歌山県和歌山市寄合町２５ 073-432-0087

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木村　武司 和歌山市発明館４階

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 桑原　良弘 〒730-0017 広島市中区鉄砲町１－２０ 082-221-2929

第３ウエノビル７階

広島県 （財）ひろしま産業振興機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 壹岐　正弘 〒730-0052 広島市中区千田町３－７－４７ 082-240-7714

広島県情報プラザ３Ｆ

（社）発明協会広島県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 砂田　知則 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775

広島発明会館内

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 渡部　武徳 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 084-921-2349

福山商工会議所内

呉地域産業振興センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 三上　達矢 〒737-0004 広島県呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766

広島県立西部工業技術センター内

鳥取県 （社）発明協会鳥取県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 五十嵐　善司 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 奥村　隆一 新産業創造センター１階

島根県 （社）発明協会島根県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐野  馨 〒690-0816 島根県松江市北陵町１ 0852-60-5146

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 門脇　みどり テクノアークしまね内

（社）発明協会広島県支部備
後支会

○各都道府県等への派遣（２/３）

氏名

（社）中国地域ニュービジネ
ス協議会

(財)石川県産業創出支援機
構

岐阜県科学技術振興セン
ター

近畿経済
産業局

中国経済
産業局

中部経済
産業局
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都道府県 派遣先 　　　　　　所在地 電話

岡山県 （社）発明協会岡山県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 横田　悦造 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9102

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐藤　新吾 テクノサポート岡山内

山口県 （財）やまぐち産業振興財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 滝川　尚久 〒753-0077 山口市熊野町１－１０ NPYビル１０階 083-922-9927

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 徳勢　允宏

（社）発明協会山口県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大段　恭二 〒753-0077 山口市熊野町１－１０ NPYビル１０階 083-922-9927

四国経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 西原　昭 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-3790

香川産業頭脳化センタービル２階

香川県 （社）発明協会香川県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 谷田　吉成 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 福家　康矩 香川産業頭脳化センタービル２階

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 中元　恒

徳島県 徳島県立工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 武岡　明夫 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-669-0117

（社）発明協会徳島県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 平野　稔 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388

徳島県立工業技術センター内

愛媛県 （社）発明協会愛媛県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 成松　貞治 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1489

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 片山　忠徳 テクノプラザ愛媛

高知県 （財）高知県産業振興センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 吉本　忠男 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 0888-46-7087

高知県中小企業会館２階

高知県工業技術センター 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 柏井　富雄 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 088-845-7664

九州経済産業局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 簗田　克志 〒810-0022 福岡市中央区薬院４－４－２０ 092-524-3501

九州地域産学官交流センター内

福岡県 （社）発明協会福岡県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 道津　毅 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-415-6777

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 浦井　正章 住友博多駅前第２ビル１階

（財）北九州産業学術推進機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 沖 　宏治 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 重藤　務 北九州テクノセンタービル

佐賀県 佐賀県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 光武　章二 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 塚島　誠一郎

長崎県 （財）長崎県産業振興財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 嶋北　正俊 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1138

長崎県工業技術センター内

（社）発明協会長崎県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 川添　早苗 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144

長崎県工業技術センター内

熊本県 熊本県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 深見　毅 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-331-7023

（社）発明協会熊本県支部 検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松山　彰雄 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291

熊本県工業技術センター内

大分県 大分県産業科学技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 古崎　宣 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鎌田　正道

宮崎県 （社）発明協会宮崎県支部 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 久保田  英世 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 黒田　護 宮崎県工業技術センター内

鹿児島県 鹿児島県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 橋口　暎一 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田１４４５－１ 0995-64-2056

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大井　敏民

沖縄総合事務局 特許室 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 下司　義雄 〒900-0016 那覇市前島３－１－１５ 098-941-1528

大同生命那覇ビル５階

沖縄県 沖縄県工業技術センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 木村　薫 〒904-2234 具志川市州崎１２－２ 098-939-2372

検索指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 和田　修 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

氏名

○各都道府県等への派遣（３/３）

沖縄総合
事務局

四国経済
産業局

九州経済
産業局
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派遣先 電話

北海道ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　邦重 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 岩城　全紀 北海道大学事務局分館２階

（株）東北テクノアーチ 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 井硲　弘 〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉４６８番地 022-222-3049

東北大学未来科学技術共同センター

(株)筑波リエゾン研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 関　　淳次 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 綾　　紀元 筑波大学共同研究棟A303

（財）日本産業技術振興協会 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 坂　　光 〒305-8568 茨城県つくば市梅園１－１－１ 0298-61-5210

産総研イノベーションズ つくば中央第二事業所D-７階

日本大学国際産業技術 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 斎藤　光史 〒102-8275 東京都千代田区九段南４-８-２４ 03-5275-8139

ビジネス育成センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 加根魯 和宏

学校法人早稲田大学 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 菅野　淳 〒169-8555 東京都新宿区大久保３-４-１ 03-5286-9867

産学官研究推進センター（大久保オフィス） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 風間　孝彦

（財）理工学振興会 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鷹巣　征行 〒226-8503 横浜市緑区長津田町４２５９ 045-921-4391

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 千木良　泰宏 フロンティア創造共同研究センター内

よこはまティーエルオー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小原　郁 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台７９－５ 045-339-4441

横浜国立大学共同研究推進センター内

学校法人慶応義塾大学知的資産センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 道井  敏 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 鈴木　泰 三田川崎ビル３階

学校法人東京電機大学産官学交流センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 河村　幸夫 〒101-8457 千代田区神田錦町２－２ 03-5280-3640

タマティーエルオー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 古瀬　武弘 〒192-0083 八王子市旭町９－１ 0426-31-1325

八王子スクエアビル１１階

学校法人明治大学知的資産センター 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 竹田　幹男 〒101-8301 千代田区神田駿河台１－１ 03-3296-4327

（株）山梨ティー・エル・オー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 田中　正男 〒400-8511 甲府市武田４－３－１１ 055-220-8760

山梨大学地域共同開発研究センター内

静岡TLOやらまいか(STLO) 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小野　義光 〒432-8561 浜松市城北３－５－１ 053-412-6703

（（財）浜松科学技術研究振興会）

（株）新潟ティーエルオー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 梁取　美智雄 〒950-2181 新潟市五十嵐2の町８０５０番地 025-211-5140

新潟大学工学部内

農工大ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 丸井　智敬 〒184-8588 東京都小金井市中町２－２４－１６ 042-388-7254

東京農工大学共同研究開発センター内

（財）名古屋産業科学研究所 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 杉本　勝 〒460-0008 名古屋市中区栄２-１０-１９ 052-223-5691

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 大森　茂嘉 名古屋商工会議所ビル

（株）三重ティーエルオー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 黒渕　達史 〒514-8507 三重県津市上浜町１５１５ 059-231-9822

三重大学地域共同研究センター内

関西ティー・エル・オー（株） 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山田　富義 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４番地 075-315-8250

斎田　雄一 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ１号館２階

(財)新産業創造研究機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 井上　勝彦 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山本　泰 神戸キメックセンタービル６階

(財）大阪産業振興機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 有馬　秀平 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－１ 06-6879-4196

大阪大学先端科学技術共同研究ｾﾝﾀｰ４F

(有)山口ティー・エル・オー 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 松本　孝三 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768

特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 熊原　尋美 山口大学地域共同研究開発センター内

（株）テクノネットワーク四国 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 佐藤　博正 〒760-0033 香川県高松市丸の内２－５ 087-811-5039

ﾖﾝﾃﾞﾝﾋﾞﾙ別館４階

（財）北九州産業学術推進機構 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 乾　　全 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２-１ 093-873-1448

北九州テクノセンタービル

（株）産学連携機構九州 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 堀　　浩一 〒812-8581 福岡市東区箱崎６－１０－１ 092-642-4363

九州大学技術移転推進室内

（財）くまもとテクノ産業財団 特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 桂　　真郎 〒861-2202 熊本県上益城郡益城町田原２０８１－１０ 096-214-5311

所在地氏名

○技術移転機関（ＴＬＯ）への派遣
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資料 3-1 

資料３．平成 14 年度 21 技術テーマの特許流通の概要 

 

3.1 アンケート送付先と回収率 

平成 14 年度は、21 の技術テーマにおいて「特許流通支援チャート」を作成し、その中

で特許流通に対する意識調査として各技術テーマの出願件数上位企業を対象としてアンケ

ート調査を行った。平成 14 年 11 月８日に郵送によりアンケートを送付し、平成 15 年１月

24 日までに回収されたものを対象に解析した。 

表 3.1-1 に、アンケート調査表の回収状況を示す。送付件数 372 件、回収件数 175 件、

回収率 47.0％であった。 

 

表 3.1-1 アンケートの回収状況 

 

 

 

 

表 3.1-2 に、業種別の回収状況を示す。各業種を一般系、化学系、機械系、電気系と大

きく４つに分類した。以下、「○○系」と表現する場合は、各企業の業種別に基づく分類を

示す。それぞれの回収率は、一般系 49.1％、化学系 43.5％、機械系 60.0％、電気系 42.6％

であった。 

 

表 3.1-2 アンケートの業種別回収件数と回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種と回収率 業種 回収件数

建設 1

窯業 5

鉄鋼 5

非鉄金属 11

その他製造業 2

サービス 3

その他 1

食品 6

繊維 2

化学 18

石油・ゴム製品 1

機械 17

金属製品 1

精密機器 11

輸送用機器 13

電気系
(78/183=42.6%)

電機 78

一般系
(28/57=49.1%)

化学系
(27/62=43.5%)

機械系
(42/70=60.0%)

送付件数 回収件数 未回収件数 回収率

372 175 197 47.0%
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図 3.1 に、全回収件数を母数にして業種別に回収率を示す。全回収件数に占める業種別

の回収率は電気系 44.6％、機械系 24.0％、一般系 16.0％、化学系 15.4％である。 

 

図 3.1 回収件数の業種別比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.1-3 に、技術テーマ別の回収件数と回収率を示す。この表では、技術テーマを一般

分野、化学分野、機械分野、電気分野に分類した。以下、「○○分野」と表現する場合は、

技術テーマによる分類を示す。回収率の最も良かった技術テーマは吸着による水処理技術

の 70.0％で、最も悪かったのは自律歩行技術の 25.0％である。 

 

表 3.1-3 技術テーマ別の回収件数と回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 合  計

28 27 42 78 175

電気系
44.6%

機械系
24.0%

化学系
15.4%

一般系
16.0%

分野 技術テーマ名 送付件数 回収件数 回収率

吸着による水処理技術 20 14 70.0%

機能性食品 17 6 35.3%

アルミニウムのリサイクル技術 18 9 50.0%

超音波探傷技術 20 9 45.0%

ナノ構造炭素材料 17 5 29.4%

バイオチップと遺伝子増幅技術 11 6 54.5%

生体親和性セラミックス材料 18 8 44.4%

プラスチック光ファイバ 19 11 57.9%

固体高分子形燃料電池 17 8 47.1%

超臨界流体 18 12 66.7%

ハイブリッド電気自動車の制御技術 20 11 55.0%

自律歩行技術 20 5 25.0%

MEMS（ﾏｲｸﾛ・ｴﾚｸﾄﾛ・ﾒｶﾆｶﾙ・ｼｽﾃﾑｽﾞ）技術 20 9 45.0%

ラピッドプロトタイピング技術 20 11 55.0%

CRM･知的財産管理システム 11 5 45.5%

高速シリアルバス技術 16 8 50.0%

電子透かし技術 19 8 42.1%

ブロードバンドルータ技術 17 7 41.2%

モバイル機器の節電技術 19 5 26.3%

プラズマディスプレイ（PDP）の駆動技術 16 9 56.3%

高効率太陽電池 19 9 47.4%

一
般
分
野

化
学
分
野

機
械
分
野

電
気
分
野
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3.2 アンケート結果 

3.2.1 開放特許に関して 

(1) 開放特許と非開放特許 

他者にライセンスしてもよい特許を「開放特許」、ライセンスの可能性のない特許を「非

開放特許」と定義した。その上で、各技術テーマにおける保有特許のうち、自社での実施

状況と開放状況について質問を行った。 

175 件中 155 件の回答があった（回答率 88.6％）。保有特許件数に対する開放特許件数

の割合を開放比率とし、保有特許件数に対する非開放特許件数の割合を非開放比率と定義

した。 

図 3.2.1-1 に、業種別の特許の開放比率と非開放比率を示す。全体の開放比率は 58.3％

で、業種別では一般系が 46.8％、化学系が 35.3％、機械系が 36.6％、電気系が 77.2％で

ある。電気系企業の開放比率が群を抜いて高い。 

 

図 3.2.1-1 業種別の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1-2 に、技術テーマ別の開放比率と非開放比率を示す。 

開放比率（実施開放比率と不実施開放比率を加算。）が高い技術テーマを見ると、「ブロ

ードバンドルータ技術」98.7％、「高速シリアルバス技術」97.3％、「経営システム」96.4％、

「モバイル機器の節電技術」が 94.9％である。一方、低い方では「固体高分子型燃料電池」

の 9.4％で、次いで「生体親和性セラミックス材料」の 14.5％、「アルミニウムのリサイク

ル技術」の 28.1%となっている。 

 

実施 不実施 実施 不実施

一般系 55 638 328 459 1,480

化学系 224 252 399 474 1,349

機械系 217 514 432 837 2,000

電気系 1,548 2,186 443 660 4,837

全  体 2,044 3,590 1,602 2,430 9,666

開放特許 非開放特許
業種分類 特許の合計

21.2

32.0

10.9

16.6

3.7

37.1

45.2

25.7

18.7

43.1

16.6

9.2

21.6

29.6

22.2

25.1

13.6

41.8

35.1

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般系

化学系

機械系

電気系

全  体

実施開放比率 不実施開放比率 実施非開放比率 不実施非開放比率

46.8%

35.3%

77.2%

36.6%

58.3%
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図 3.2.1-2 技術テーマ別の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 不実施 実施 不実施

218 220 171 408 1,017

31 42 96 91 260

119 116 113 155 503

78 604 171 203 1,056

64 112 64 85 325

15 46 235 351 647

79 203 153 206 641

0 32 100 88 220

102 44 110 25 281

83 97 18 77 275

82 157 56 61 356

18 50 51 61 180

34 95 29 12 170

104 146 12 147 409

57 310 0 177 544

230 354 160 219 963

216 378 32 0 626

150 166 4 0 320

109 138 18 56 321

155 171 5 4 335

100 109 4 4 217

2,044 3,590 1,602 2,430 9,666

開放特許 非開放特許

特許
件数

46.1

46.3

34.0

46.9

34.5

23.9

10.5

25.4

20.0

10.0

23.0

30.2

36.3

12.3

19.7

7.4

23.7

11.9

21.4

50.3

43.0

51.8

60.4

36.8

57.0

35.7

55.8

27.8

44.2

35.3

15.7

14.5

31.7

7.1

34.4

57.2

23.1

16.2

21.6

5.6

16.6

17.1

28.3

15.7

6.5

39.1

45.5

23.9

36.3

19.7

16.2

22.5

36.9

16.8

17.4

22.7

32.5

36.0

7.1

33.9

17.1

28.0

8.9

40.0

32.1

54.3

26.2

19.2

30.7

35.0

40.2

2.3

51.0

5.1

1.0

1.5

1.8

2.9

0.3

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CRM･知的財産管理ｼｽﾃﾑ
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ﾊﾞｲｵﾁｯﾌﾟと遺伝子増幅技術

生体親和性ｾﾗﾐｯｸｽ材料

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ光ﾌｧｲﾊﾞ
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図 3.2.1-3 は、業種別に、各企業の特許開放比率の構成を示したものである。開放比率

は、一般系で最も低く、機械系で最も高い。電気系と化学系はその中間に位置する。 

 

図 3.2.1-3 特許の開放比率の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1-4に、業種別の自社実施比率と不実施比率を示す。全体の自社実施比率は 37.7％

で、業種別では化学系 46.2％、機械系 32.5％、一般系 25.9％、電気系 41.2％である。一

般系企業の自社実施比率が低い。 

 

図 3.2.1-4 自社実施比率と不実施比率 
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(2) 非開放特許の理由 

開放可能性のない特許の理由について質問を行った（複数回答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.2.1-5 は非開放特許の理由の内容を示す。 

全体で「優位性喪失」が最も多く 30.1％、次いで「ライバル企業排除」が 29.3％と上

位 1,2 位を占めている。これは、特許権を「技術の排他的独占権」として十分に行使して

いることが伺える。 

 

図 3.2.1-5 非開放特許の理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

独占的排他権の行使により、ライバル企業を排除するため
（ライバル企業排除）

27.6% 41.2% 21.8% 27.7% 29.3%

ライセンス経験不足等のため提供に不安があるから
（経験不足）

2.9% 0.0% 1.8% 0.0% 1.4%

技術の価値評価が困難なため（技術の価値評価） 4.3% 2.0% 9.1% 14.9% 7.2%

（企業秘密） 13.0% 3.9% 1.8% 4.3% 6.3%

他社に対する技術の優位性が失われるから（優位性喪失） 27.6% 25.5% 29.1% 40.3% 30.1%

相手先を見つけるのが困難であるため（相手先探し） 8.7% 5.9% 7.3% 4.3% 6.8%

共同出願先との調整を必要とするため（共同出願先との調整） 10.1% 7.8% 18.2% 6.4% 10.8%

その他 5.8% 13.7% 10.9% 2.1% 8.1%
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3.2.2 ライセンス供与に関して 

(1) ライセンス活動 

ライセンス供与の活動姿勢について質問を行った。 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-1 ライセンス活動に示す。175 件中 172 件の回答であった(回答率

98.3％)。 

何らかの形で特許ライセンス提供のための活動を行っている企業は 54.0％を占めた。そ

のうち、電気系をみると 74.4％と高い割合となっている。これは、技術移転を仲介する者

の活躍できる潜在性がかなり高いことを示唆している。 

 

図 3.2.2-1 ライセンス活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（積極的） 7.1% 11.1% 2.6% 24.4% 14.5%

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（普　通） 17.9% 14.8% 15.4% 39.7% 26.7%

特許ライセンス供与のための活動を行っている。　（消極的） 3.6% 18.5% 20.5% 10.3% 12.8%

特許ライセンス供与のための活動を行っていない 71.4% 55.6% 61.5% 25.6% 46.0%
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(2) ライセンス実績 

ライセンス供与の実績について質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2-2 に、ライセンス実績を示す。175 件中 169 件の回答があった（回答率 96.6％）。

ライセンス実績有りとライセンス実績無しを分けて示す。 

「ライセンス供与実績が有（①＋②＋③）」は全体の 31.4％（53 件）であり、その内の

42 件にあたる 79.2％が「今後もライセンス供与を行う方針」との高い割合の回答であった。

特許ライセンスの有効性を認識した企業はさらにライセンス活動を活発化させる傾向にあ

るといえる。 

また上記 42 件の内、26 件にあたる 61.9％が電気系の企業であり、他業種の企業に比べ、

ライセンス供与に対する関心の高さを伺わせる結果となっている。 

 

 

図 3.2.2-2 ライセンス実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

①供与実績があり、今後も、行う方針 4.7% 3.0% 1.8% 15.4% 24.9%

②供与実績はあるが、今後は、行わない方針 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

③供与実績はあるが、今後は不明 0.6% 1.8% 0.6% 3.5% 6.5%

④供与実績はないが、今後は、行う方針 4.1% 4.1% 7.1% 11.3% 26.6%

⑤供与実績はなく、今後も、行わない方針 0.6% 1.8% 1.8% 3.5% 7.7%

⑥供与実績はなく、今後は、不明 5.3% 5.3% 12.4% 11.3% 34.3%

全
169件

供与実績有
31.4%(53件)

供与実績無
68.6%(116件)

(実績有)
今後も実施

24.9%
　　(42件) (実績有)

今後は実施せず
0%

(実績有)
今後は不明

6.5%

(実績無)
今後は実施

26.6%

(実績無)
今後も実施せず

7.7%

(実績無)
今後は不明

34.3%

一般系
4.7%

化学系
3.0%

機
械
系
1.
8%

電気系
15.4%
（26件)

一般系0.6%
化学系1.8%

機械系0.6%
電気系
3.5%

一般系
4.1%

化学系
4.1%

機械系
7.1%電気系

11.3%

電気系
11.3%

機械系
12.4%

化学系
5.3%

一般系
5.3%

電気系
3.5%

機
械
系
1.
8%

化
学
系
1.
8%

一般系
0.6%



資料 3-9 

(3) ライセンス先の見つけ方 

3.2.2 項の(2)で、ライセンス供与の実績があると回答したテーマ出願人にライセンス先

の見つけ方について質問を行った(複数回答)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-3 ライセンス先の見つけ方に示す。全体としては、「申入れ」が

27.0％と最も多く、次いで侵害警告を発した「権侵発」が 18.4％、「内部情報」「展示会」

によるものが 11.9％、その他「メディア」「学会」によるものが 10.8、10.3％であった。

化学系、機械系において、「申入れ」が 50％ときわだっている。 

 

図 3.2.2-3 ライセンス先の見つけ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

先方からの申し入れ（申入れ） 34.9% 50.0% 50.0% 21.3% 27.0%

権利侵害調査の結果（権侵発） 17.4% 12.4% 10.0% 19.9% 18.4%

系列企業の情報網（内部情報） 4.3% 6.3% 10.0% 14.0% 11.9%

系列企業を除く取引先企業（外部情報） 4.3% 6.3% 0.0% 0.7% 1.6%

新聞、雑誌、TV、インターネット等（メディア） 8.7% 0.0% 0.0% 13.2% 10.8%

国・公立研究機関（官公庁） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

特許公報 0.0% 6.3% 0.0% 0.7% 1.1%

イベント、展示会等（展示会） 13.0% 0.0% 0.0% 14.0% 11.9%

弁理士、特許事務所（特許事務所） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学会発表、学会誌（学会） 0.0% 0.0% 0.0% 14.0% 10.3%

大学、TLO（技術移転機関）、公的支援機関(特許流通アドバイザー等) 8.7% 6.3% 10.0% 0.7% 2.7%

人的ネットワーク。（相手先に相談できる人がいた等） 8.7% 12.4% 20.0% 0.0% 3.2%

データベース。（民間のDB等） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 1.1%
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(4) ライセンス供与の不成功理由 

3.2.2 項の(1)でライセンス活動を行っていると答えて、ライセンス実績の無いテーマ出

願人に、その不成功理由について質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由に示す。約 64.7％は「相手先探し」

と回答している。このことから、相手先を探す仲介者および仲介を行うデータベース等の

インフラの充実が必要と思われる。電気系の「相手先探し」は 75.0％を占めていて他の業

種より抜きんでて多い。 

 

図 3.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

相手先が見つからない 49.9% 57.1% 58.7% 75.0% 64.7%

ロイヤリティーの折り合いがつかなかった 16.7% 0.0% 11.8% 4.2% 7.4%

ロイヤリティー以外の契約条件で折り合いがつかなかった 0.0% 0.0% 11.8% 0.0% 3.7%

相手先がグランド・バックを認めなかった 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

相手先の秘密保持に信頼が置けなかった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

交渉過程で不信感が生まれた 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

相手先の技術消化力が低かった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

情勢（業績・経営方針・市場など）が変化した 0.0% 0.0% 5.9% 4.2% 3.7%

当該特許だけでは、製品化が困難と思われるから 0.0% 28.6% 5.9% 8.3% 9.3%

競合技術に遅れをとった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

新技術が出現した 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
供与に伴う技術移転（試作や実証試験等）に時間がかかっており、
まだ、供与までに至らない 16.7% 0.0% 5.9% 0.0% 3.7%

その他 0.0% 14.3% 0.0% 8.3% 5.6%
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3.2.3 技術移転の対応 

(1) 申し入れ対応 

技術移転してもらいたいと申し入れがあった時、どのように対応するかについて質問を

行った。 

 

 

 

 

 

 

その結果を、図 3.2.3-1 ライセンス申し入れの対応に示す。「話を聞く」が 59.4％であ

った。次いで「積極交渉」が 37.0％であった。「話を聞く」と「積極交渉」で 96.4％とい

う高率であり、中小企業側からみた場合は、ライセンス供与の申し入れを積極的に行って

も断られるのはわずか 1.2％しかないということを示している。電気系の「積極交渉」が

他の業種より高い。 

 

図 3.2.3-1 ライセンス申入れの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

積極的に交渉していく 10.7% 20.8% 36.6% 52.8% 37.0%

他社への特許ライセンスの供与は考えていないので、断る 3.6% 0.0% 0.0% 1.4% 1.2%

とりあえず、話を聞く 82.1% 75.0% 61.0% 44.4% 59.4%

その他 3.6% 4.2% 2.4% 1.4% 2.4%
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(2) 仲介の必要性 

ライセンスの仲介の必要性があるかについて質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.3-2 に仲介の必要性の内訳を示す。「社内機能があるから不要」が 65.5％を占め、

最も多い。アンケートの配布先は大手企業が大部分であったため、自社において知財管理、

技術移転機能が整備されている企業が大半を占めることを意味している。 

次いで「適切な仲介者で検討」が 26.1％、「公的仲介が必要」が 4.8％、「民間仲介が必

要」が 1.2％となっている。これらを加えると仲介の必要を感じている企業は 32.1％に上

る。 

自前で知財管理や知財戦略を立てることができない中小企業や一部の大企業では、技術

移転・仲介者の存在が必要であると推測される。 

 

図 3.2.3-2 仲介の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

民間仲介業者に仲介等を依頼することが好ましい 0.0% 4.2% 2.4% 0.0% 1.2%

公的支援機関に仲介等を依頼することが好ましい 14.3% 4.2% 2.4% 2.8% 4.8%

適切な仲介者がいれば、仲介等を依頼することが好ましい 28.6% 37.5% 26.8% 20.8% 26.1%

自社内にそれに相当する機能があるから不要である 53.5% 54.1% 63.5% 75.0% 65.5%

技術が仲介等を依頼するまでに到っていないので不要である 3.6% 0.0% 4.9% 1.4% 2.4%
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3.2.4 具体的事例 

(1) テーマ特許の供与実績 

技術テーマの分析の対象となった特許一覧表を掲載し(テーマ特許)、具体的にどの特許

の供与実績があるかについて質問を行った。 

 

 

 

 

 

図 3.2.4-1 に、テーマ特許の供与実績を示す。 

「有る」と回答した企業が 12.7％であった。「無い」と回答した企業が 55.0％あった。

「回答不可」と回答した企業が 32.3％とかなり多かった。これは個別案件ごとにアンケー

トを行ったためと思われる。ライセンス自体、企業秘密であり、他者に情報を漏洩しない

場合が多い。 

 

図 3.2.4-1 テーマ特許の供与実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

有る 17.9% 20.0% 7.5% 10.8% 12.7%

無い 57.1% 64.0% 70.0% 41.5% 55.0%

回答できない 25.0% 16.0% 22.5% 47.7% 32.3%
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(2) テーマ特許を適用した製品 

「特許流通支援チャート」に収蔵した特許（出願）を適用した製品の有無について質問

を行った。 

 

 

 

 

 

図 3.2.4-2 に、テーマ特許を適用した製品の有無について結果を示す。 

「有る」が 30.0％、「回答不可」が 43.7％、「無い」が 26.3％であった。一般系と化学

系で「有る」と回答した企業が比較的多かった。 

 

図 3.2.4-2 テーマ特許を適用した製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

有る 46.4% 36.0% 23.1% 25.0% 30.0%

無い 39.3% 24.0% 35.9% 16.2% 26.3%

回答できない 14.3% 40.0% 41.0% 58.8% 43.7%

36.0

23.1

39.3

41.0

46.4

25.0
30.0

16.2

24.0

26.3
35.9

14.3

40.0

58.8

43.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

一般系 化学系 機械系 電気系 全  体

回答できない

無い

有る



資料 3-15 

3.3 ヒアリング調査 

本調査は、アンケートによる調査において、「供与実績があり、今後も、行う方針」と

いう回答があった 25 出願人（25 社）のうち、ヒアリング調査に応じてくれた 11 社(44.0％)

について、平成 15 年２月中旬から下旬にかけて実施した。 

 

 

3.3.1 ヒアリング結果 

(1) ヒアリング対象 

ヒアリングに応じた出願人（権利者）はすべて大企業であった。 

 

(2) ライセンシー 

ライセンスを与えた相手先は、大企業が４件、中小・ベンチャー企業が２件、海外が

１件、回答なしが４件であった。 

 

(3) 技術移転のきっかけ 

技術移転のきっかけは、権利者側からライセンスを「申し出」ての成約が０件、ライ

センシー側から技術導入（移転）の要請「申し入れ」があって成約したものが７件、回

答なしが４件であった。 

 

(4) 技術移転の形態 

技術移転の形態を見ると、「ノウハウを伴わない」技術移転は６件、「ノウハウを伴う」

技術移転は４件、「回答なし」が１件であった。 

  「ノウハウを伴わない」場合のライセンシーは、６件のうち１件が中小企業、３件が

大企業、２件が回答なしであった。 

  「ノウハウを伴う」場合、権利者の中には、そのノウハウ部分について、不足してい

る技術者の人員や時間を割くようなゆとりはなく、人的ノウハウには含むことは出来な

いとの回答があった。関連して中小企業に技術移転を行う場合は、ライセンシーの技術

水準を重要視するとの回答があった。一方ライセンシー側にとっては、高度技術を有す

る技術者による指導が不可欠の状況にあるにもかかわらず、人的派遣を受けることが出

来ないということが技術移転の際の障壁となっているとの回答もあった。 

 

(5) ロイヤリティー 

  ロイヤリティーの支払方法で、イニシャルフィーとランニングフィーからなるものが

７件である。 

  無償でライセンスしたケースでは、自社の大手顧客であることや、業界標準化のため

の場合があった。 

他にも技術移転を拡大して、ロイヤリティー収入の増加を模索している企業も見受け

られた。 
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(6) 特許の開放方針 

  今回のヒアリングに調査に応じた出願人（権利者）の「特許の開放方針」は、「原則、

開放」であった。以下に各社毎の方針を示す。 

なお、開放の際に考慮している点として、技術内容や競合事業の有無、ノウハウ提供

時の技術者の派遣の有無、ロイヤリティー等があげられる。 

A 社（電気系）：本テーマの保有特許については、原則的に開放であり、今後も継続して

開放する方針である。しかしながら、先端技術等、技術テーマによって

は、特許戦略上の理由から開放しない政策をとっている。 
B 社（電気系）：本テーマの保有特許については、すべて開放している。また、ライセン

スに際しては、ロイヤリティーをできる限り低く抑え、幅広い普及を図

ることにより、当該特許技術の標準化を推進している。 
C 社（一般系）：本テーマの保有特許については、すべて非開放である。これは事業とし

ての立上げを検討している段階で、今後の見通しが分からないためであ

る。自社事業と競合しないものには原則開放、競合事業は非開放という

政策をとっている。 
D 社（電気系）：本テーマの保有特許に係る開放方針については、回答なしであった。原

則的には開放であり、ロイヤリティーも世間相場並に設定している。 
E 社（電気系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。特許流通データ

ベースへ登録するなど技術移転に対しては積極的であり、独自の技術を

もった中小企業との成約例もある。 
F 社（一般系）：本テーマの保有特許については、積極的開放の方針である。技術指導・

人材の派遣を含むノウハウ部分やアフターケアの面で負担となっている。

ロイヤリティーについても、なかなか十分とは言えない。 
G 社（化学系）：本テーマの保有特許については、開放している。ロイヤリティーを得る

ことには積極的であるが、技術者の派遣を中心とするノウハウの供与は

していない。 
H 社（一般系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。ノウハウに係る

技術指導はほとんどない。 

 I 社（化学系）：本テーマの保有特許については、開放を維持している。実績のなかには

将来技術であり、ロイヤリティーの決定が困難なものがあった。 

J 社（一般系）：本テーマの保有特許については、原則開放である。無償での通常実施権

許諾であったため、ロイヤリティー収入の無いものがあった。 

 K 社（一般系）：本テーマの保有特許については、開放を維持し、積極的に開放する。許

諾製品の範囲とロイヤリティーの算定が困難なものがあった。 
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資料４．特許番号一覧 

上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(1/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

特開 2001-090572 

99.09.28 

F02D 29/06L 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

特開 2001-103607 

99.09.28 

B60L 11/12 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

車両ﾚｲｱｳﾄ 燃料噴射量 

特開 2001-103608 

99.09.28 

B60L 11/12 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

燃料噴射量制御 特開 2000-265870 

99.03.19 

F02D 29/02C 

ユニシアジェックス 

ハイブリツド車両の制御装置 信頼性/耐久性 

複数バッテリー選択使用 特開 2001-218306 

00.01.31 

B60L 11/18A 

三洋電機 

ハイブリツドカ－の電源装置 

特開平 9-310628 

96.05.21 

F02D 29/02D 

モトール自動車 

複合原動機の制御装置 エンジン全体制御 

特許 2805546 

91.10.04 

B60L 11/02 

マンネスマン 

自動車のための駆動装置 

燃費向上 

電力マネジメント 特開 2000-324608 

99.04.30 

B60L 11/14 

ユニシアジェックス 

エンジン及び発電電動機の制御装置 

排気性能 エンジン全体制御 特開 2002-070634 

00.08.29 

F02D 45/00G 

三菱自動車エンジニアリ

ング,三菱自動車工業 

希薄燃焼エンジンの制御装置 

特開 2001-032713 

99.06.07 

F01P 3/20G 

三菱重工業,ジェネラル

モータース 

車両用ク－ラント循環装置 冷却性能 冷却制御 

特開 2001-037009 

99.06.07 

B60L 11/14 

三菱重工業,ジェネラル

モータース 

車両のバツテリ－温調装置 

共
通 

エ
ン
ジ
ン 

その他 冷却系制御 特開 2000-054838 

98.04.07 

F01P 7/16C 

スウォッチ グループ

マネージメント サービ

スイズ 

ハイブリツド車の駆動ユニツトを冷却し且つ

ハイブリツド車の内部空間を加熱するための

システム 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(2/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

モ
ー
タ

ー 

車両ﾚｲｱｳﾄ 発電制御 特開平 10-252517 

97.03.14 

F02D 29/02D 

日野自動車工業,東芝 

内燃機関の制動および補助動力装置 

車両ﾚｲｱｳﾄ バッテリー制御 特許 3123686 

93.02.12 

B60L 11/06 

東芝エフエーシステムエ

ンジニアリング,東芝 

ハイブリツドカ－の発電制御装置 

特開 2002-135992 

00.10.23 

H02J 7/14H 

新電元工業,本田技研工

業 

バツテリ充電装置 発電機制御 

特開 2002-135993 

00.10.23 

H02J 7/14H 

新電元工業,本田技研工

業 

バツテリ充電装置 

電
力
制
御 

その他 

その他のｼｽﾃﾑ制御 特開 2002-135991 

00.10.23 

H02J 7/14H 

新電元工業,本田技研工

業 

バツテリ充電装置 

車両ﾚｲｱｳﾄ 特開 2001-103606 

99.09.28 

B60L 11/12 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

信頼性/耐久性 

全体制御 

特開 2001-103604 

99.09.28 

B60L 11/02 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

充電マネジメント 特開 2000-059916 

98.04.29 

B60L 11/14 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

変化するシステム負荷の存在下で特定のバツ

テリ充電状態を維持するための発電機電流を

確立するコントロ－ルシステム 

発
電
機 

バッテリ性能 

全体制御 特開 2001-069613 

99.08.27 

B60L 11/18G 

ヤマハ発動機 

ハイブリツド駆動式移動装置 

特開 2001-233065 

00.02.25 

B60K 6/02 

ソニー 

非水電解液二次電池の充電方法 

特開 2002-017001 

00.06.30 

B60L 11/12 

岡村研究所,パワーシス

テム 

ハイブリツト電気自動車における蓄電装置の

充電制御方法 

共
通 

バ
ッ
テ
リ
ー 

燃費向上 充電マネジメント 

特開 2002-017051 

00.06.30 

H02J 7/10B 

岡村研究所,パワーシス

テム 

キヤパシタ蓄電装置の充電制御方法 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(3/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

充放電マネジメント 特開 2001-314040 

00.04.27 

H02J 7/00P 

三洋電機 

ハイブリツドカ－の充放電制御方法 

放電深度マネジメント 特開 2001-309564 

00.04.25 

H02J 7/00P 

三洋電機 

電気自動車の電池制御方法と制御装置 

その他の要素制御 特開 2002-171606 

00.11.28 

B60L 11/14 , ZHV 

東芝,日野自動車工業

ハイブリツド車用インバ－タシステム 

燃費向上 

トルクマネジメント 特開 2002-125302 

00.08.04 

B60L 11/14 , ZHV 

ジーメンス 

少なくとも２つの駆動装置を有する自動車の

駆動装置に対する回転トルク目標値をもとめ

るための方法及び装置 

充電マネジメント 特開 2001-128315 

99.10.25 

B60L 11/18G 

ヤマハ発動機 

ハイブリツド駆動式移動装置 

充放電深度マネジメント 特開 2002-051405 

00.07.31 

B60L 11/14 , ZHV 

三洋電機 

ハイブリツド電気自動車 

信頼性/耐久性 

操作系・表示系制御 特開 2001-069614 

99.08.30 

B60L 11/18G 

ヤマハ発動機 

ハイブリツド駆動式移動体 

ｴﾝｼﾞﾝ制御 特開 2002-081332 

00.09.05 

F02D 29/02B 

日立製作所,日立カー

エンジニアリング 

車両の制御装置 走行性能向上 

モータートルク制御 特開 2001-008305 

99.06.21 

B60L 7/18 

日立製作所,日立カー

エンジニアリング 

電気自動車の駆動力制御システム 

充電マネジメント 特許 3231870 

93.01.20 

H02J 1/00L 

東芝 

直流電源装置 

充放電深度マネジメント 特開 2001-339863 

00.05.30 

H02J 7/00M 

三洋電機 

二次電池の残容量の演算方法 

劣化管理 特開平 9-329654 

96.06.12 

G01R 31/36A 

アイシン精機,トヨタ

自動車 

鉛蓄電池の寿命判定方法および寿命判定装置

共
通 

バ
ッ
テ
リ
ー 

バッテリ性能 

フェイルセーフ 特開 2002-171609 

00.11.30 

B60L11/18 

三洋電機 

ハイブリッドカーの充放電制御方法 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(4/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

バッテリ性能 その他 特開平 11-252711 

98.03.04 

B60L 11/18B 

モトール自動車 

電気自動車用電源装置 

バ
ッ
テ
リ
ー 

冷却性能 環境条件補正 特開 2001-043902 

99.07.28 

H01M 10/44P 

三洋電機 

自動車用バツテリ－パツクの制御方法 

電力マネジメント 特開 2002-084603 

00.06.20 

B60L 11/02 

ビー エー イー シス

テムズ コントロール

ズ 

ハイブリツド電気車輛用のエネルギ－管理シ

ステム 

環境マネジメント 特開 2000-320364 

99.05.10 

F02D 29/02H 

日立製作所,日立カー

エンジニアリング 

ハイブリツド自動車の制御装置 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費向上 

温度マネジメント 特開 2001-152899 

99.11.26 

F02D 29/02D 

三洋電機 

発電機を備える内燃機関 

車両ﾚｲｱｳﾄ 冷却系制御 特開平 11-313406 

98.04.28 

B60L 11/14 

日立製作所,日立カー

エンジニアリング 

ハイブリツド車の冷却装置 

燃費向上 ブレーキ負圧制御 特開 2000-324606 

99.04.30 

B60L 7/24Z 

ユニシアジェックス 

回生制動装置 

走行性能向上 その他 特開 2002-002463 

00.06.21 

B60T 8/00E 

アイシン精機 

電動車両の制動制御装置 

特開平 11-220801 

97.11.21 

B60L 1/08 

ビー エー イー シス

テムズ コントロール

ズ 

ハイブリツド電気自動車用給熱システム 

共
通 

補
助
装
置 その他 エアコン制御 

特開 2002-067673 

00.08.24 

B60H 1/32K 

ゼクセルヴアレオクラ

イメートコントロール

車載コンプレツサの動力源切換制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド 

エ
ン
ジ
ン 

燃費向上 全体制御 特許 3246835 

94.07.26 

F02N 11/04D 

東芝,日野自動車工業

ハイブリツドエンジンの始動装置 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(5/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

エ
ン
ジ
ン 

バッテリ性能 充電マネジメント 特開 2000-014031 

97.10.30 

H02J 7/02H 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

ハイブリツド電気自動車用トラクシヨン電池

モジユ－ルの電圧を均等にする方法 

モ
ー
タ
ー 

機能追加 その他の制御 特開 2002-135903 

00.10.19 

B60L 7/22G 

いすゞセラミックス研

究所 

ハイブリツド自動車の制動制御装置 

電
力
制
御 

バッテリ性能 充電マネジメント 特許 3217902 

93.06.29 

B60L11/02 

スウォッチ グループ

マネージメント サー

ビスイズ 

車両駆動装置 

車両ﾚｲｱｳﾄ バッテリー制御 特許 3011511 

91.12.13 

B60L 11/12 

東芝エフエーシステム

エンジニアリング,東芝

ハイブリツドカ－の電源装置 

バ
ッ
テ
リ
ー 

バッテリ性能 フェイルセーフ 特開 2002-125303 

00.10.16 

B60L11/18,ZHV 

岡村研究所、日産ディー

ゼル工業 

車両用電源装置 

発
電
機 

信頼性/耐久性 エンジン制御 特開平 6-014407 

92.06.19 

B60L 11/02 

タツノ メカトロニクス

電気自動車 

エンジン制御 特開 2001-095102 

99.09.22 

B60L 11/02 

ヤマハ発動機 

シリ－ズハイブリツド式電動車両 

モーター制御 特開平 7-298408 

94.04.19 

B60L 11/02 

エス エム ハー マネー

ジメント サービシズ 

ハイブリツド自動車 

電力マネジメント 特開 2001-069615 

99.08.31 

B60L 11/18G 

ヤマハ発動機 

ハイブリツド駆動装置 

信頼性/耐久性 

その他の要素の制御 特開平 9-331601 

96.01.05 

B60L 11/02 

エス エム ハー マネー

ジメント サービシズ 

自動車、特にハイブリツド電力使用車両におけ

る電力分配を調節する方法および装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費向上 トルクマネジメント 特開平 10-178705 

96.12.19 

B60L 11/18A 

豊田自動織機製作所 

電気自動車 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(6/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

特開平 11-234806 

97.11.21 

B60L 11/12 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

電池の充電状態に依存する電池回生を用いる

電気自動車 

特開平 11-234807 

97.11.21 

B60L 11/12 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

バツテリの充電状態に応じて効率を変化でき

る回生制動を用いた電気自動車 

特開平 11-243603 

97.11.21 

B60L 11/12 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

バツテリの充電状態に応じてバツテリと補助

源との間に配置した主電動機を駆動するハイ

ブリツド電気自動車 

電力マネジメント 

特開 2000-166009 

98.12.01 

B60L 11/08 

明電舎,いすゞ自動車 

シリ－ズハイブリツド電気自動車 

バッテリー制御 特開平 9-163505 

95.12.06 

B60L 11/14 

日野自動車工業,西芝電

機,東芝 

ハイブリツド自動車 

燃費向上 

複数バッテリー選択使用 特開 2002-135905 

00.10.19 

B60L 11/12 , ZHV 

いすゞセラミックス研究

所 

シリ－ズ型ハイブリツド自動車の制御装置 

ｴﾝｼﾞﾝ制御 特開平 11-041706 

97.07.18 

B60L 11/12 

明電舎 

エンジン発電機を有する電気自動車 走行性能向上 

トルクマネジメント 特開平 11-252710 

97.11.21 

B60L 11/12 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

再生的制動の間はバツテリ－に対し減少させ

た補助動力によるハイブリツド電気自動車 

バッテリ性能 電力マネジメント 特開 10-108304 

96.09.27 

B60L11/12 

豊田自動織機製作所 

ハイブリッド車の制御装置 

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ﾌｪｲﾙｾｰﾌ その他の要素の制御 特開 2002-044802 

00.05.12 

B60L 3/04D 

現代自動車 

ハイブリツド電気自動車の漏電遮断装置及び

その制御方法 

全体制御 特開 2001-140665 

99.11.17 

F02D 13/08Z 

ユニシアジェックス 

車両の動力源制御装置 パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

エ
ン
ジ
ン 

燃費向上 

燃料噴射量 特開 2001-030802 

99.07.17 

B60K 41/04 

モトール自動車 

自動変速同期式複合原動機システム 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(7/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

トルクマネジメント 特表 2002-517155 

99.05.04 

B60L11/14 

ジーメンス 

機関の制御方法および制御装置 燃費向上 

その他の制御 特開 2002-013423 

00.04.11 

F02D 29/02D 

フォード グローバル テ

クノロジーズ 

可変排気量エンジンを持つハイブリツド電気

車両 

特開 2002-089316 

00.09.18 

F02D 29/06E 

日立製作所,日立カーエ

ンジニアリング 

車両の制御装置 排気性能 触媒・排気制御 

特開 2002-195024 

00.10.10 

F01N 3/02Z 

ビー エー イー システ

ムズ コントロールズ 

とくにハイブリツド電気車輛における粒子フ

イルタの再生制御 

エ
ン
ジ
ン 

ｺｽﾄ低減 発電制御 特表 2001-525646 

97.12.01 

B60L 11/14 

ダイムラー クライスラ

ー 

ハイブリツド電気車両用のパワ－トレインシ

ステム 

モ
ー
タ

ー 

機能追加 トルク制御 特開 2002-031225 

00.04.25 

F16H 61/04 

ジェネラル モータース

トランスミツシヨンの能動同期化及びシフト

のための装置及び方法 

発
電
機 

車両ﾚｲｱｳﾄ 全体制御 特開 2002-089417 

00.09.13 

F02N11/04,ZHV 

ユニシアジェックス 

エンジン始動装置 

走行性能向上 モータートルク制御 特開 2002-152912 

00.11.14 

B60L 11/14 , ZHV 

豊田中央研究所,トヨタ

自動車 

動力出力装置およびその制御方法 

    特開 2002-188716 

00.12.22 

F16H 61/04 , ZHV 

アイシン精機 

ハイブリツド車両用動力伝達装置 

燃費向上 動力合成機構制御 特許 3046444 

92.02.10 

F02D 29/02D 

ヤマハ発動機 

ハイブリツド車両の運転状態制御装置 

  モータートルク制御 特開平 9-191504 

95.12.18 

B60L 11/14 

ジェネラル モータース

再生車両発進方法 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

排気性能 トルクマネジメント 特表 2001-514479 

97.08.29 

B60L 11/14 

ダイムラー クライスラ

ー 

並列ハイブリツド駆動装置の運転方法 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(8/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

燃費向上 特開 2002-095101 

00.09.14 

B60L 1/00L 

ゼクセルヴアレオクライ

メートコントロ－ル 

ハイブリツド車の制御装置 

パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

補
助
装
置 

その他 

エアコン制御 

特開 2002-047964 

00.07.31 

F02D 29/04B 

ゼクセルヴアレオクライ

メートコントロール 

車両のアイドル停止制御装置 

燃費向上 その他の要素制御 特開 2002-078101 

00.08.23 

B60L 1/00L 

日立製作所,日立カーエ

ンジニアリング 

ハイブリツド型車両装置 

エ
ン
ジ
ン 

その他 その他 特開 2000-204987 

99.01.19 

F02D 15/00D 

三菱自動車工業,三菱自

動車エンジニアリング 

エンジン制御方法 

燃費向上 協調制御 特開平 11-164405 

97.11.27 

B60L 11/14 

タツノ メカトロニクス

自動車 

切替ショック 特開 2001-180312 

99.12.20 

B60K 17/04G 

モトール自動車 

同期自動変速式電気自動車用原動機システム信頼性/耐久性 

その他の要素の制御 特開 2001-263368 

00.03.22 

F16D 25/062 

日立製作所,日立カーエ

ンジニアリング 

ハイブリツド自動車の電子制御装置 

モーター回転数制御 特開 2001-214965 

99.12.22 

F16H 61/00 

ダイムラー クライスラ

ー 

自動車両の作動方法 

シ
リ
ー
ズ
・
パ
ラ
レ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン その他 

切替タイミング 特開 2002-118905 

00.06.30 

B60L 11/18A 

フォード グローバル テ

クノロジーズ 

ハイブリツド車両の動作エネルギ－・コスト

を判定する方法及びシステム 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ

ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

エ
ン
ジ
ン 

燃費向上 その他の要素制御 特開 2002-114063 

00.07.28 

B60K 41/28 , ZHV 

アイシン精機 

ハイブリツド車両用動力伝達装置 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(9/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

特開平 8-061105 

94.08.12 

F02D 29/02D 

モトール自動車 

複合原動機の制御装置 

エ
ン
ジ
ン 

その他 協調制御 

特開平 9-030294 

95.07.17 

B60K 41/02 

モトール自動車 

複合原動機の制御装置 

モ
ー
タ

ー 

燃費向上 発電制御 特許 3292688 

97.11.25 

H02K 16/02 

東芝 

回転電機、これを含むハイブリツド駆動装置

及びその運転方法 

バ
ッ
テ
リ

ー 

燃費向上 協調制御 特開平 5-059973 

91.06.21 

F02D 29/02D 

モトール自動車 

自動車用複合原動装置 

システム全体制御 特表平 11-506406 

95.05.31 

B60K 17/04G 

ニューヨーク ＩＮＳＴ

オブ テクノロジー 

ハイブリツド電気車両用駆動システム 車両ﾚｲｱｳﾄ 

動力合成機構制御 特表 2002-515958 

96.08.31 

F02N11/04 

イ－ エス ア－ デ－

エレクトロニツク シス

テムズ、グリユンドル

ウント ホフマン、フユ

ア エレクトロテクニツ

シエ エントヴイツクル

ンゲン 

内燃機関、特に自動車のエンジン用のスター

タ／発電装置 

機能追加 システム安全性マネジメ

ント 

特表 2002-516055 

96.08.31 

B60L11/04 

イ－ エス ア－ デ－

エレクトロニツク シス

テムズ、グリユンドル

ウント ホフマン、フユ

ア エレクトロテクニツ

シエ エントヴイツクル

ンゲン 

電気機械を用いて自動車用のけん引制御シス

テムおよび方法 

信頼性/耐久性 エンジン制御 特開平 10-047103 

96.08.07 

F02D 29/02D 

ソニー 

自動車 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

燃費向上 電力マネジメント 特開平 10-115240 

96.09.18 

F02D 29/02D 

エス エム ハー マネー

ジメント サービシズ 

ハイブリツト車両の内燃機関の作動状態を変

化させる方法並びにこの方法を実施する直列

式と並列式のハイブリツト車両 
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上位 21～50 社の技術要素別課題対応特許(10/10) 

技術要素 課題 解決手段 特許番号 

出願日 

主 IPC 

出願人 

発明の名称 

切替タイミング協調制御 特開 2001-239849 

99.12.28 

B60K 17/04G 

現代自動車 

ハイブリツド電気自動車用動力伝達装置 

エンジン制御 特表平 11-506517 

95.05.31 

F02D 29/02D 

ニューヨーク ＩＮＳＴ

オブ テクノロジー 

ハイブリツド電気車両用エネルギ－分配方法

燃費向上 

協調制御 特開平 10-035301 

96.07.25 

B60K 17/04G 

モトール自動車 

複合原動機及びその制御装置 

モーター制御 特開 2001-245405 

00.02.28 

B60L 11/14 

日立製作所,日立カーエ

ンジニアリング 

ハイブリツド式車両の制御装置及びその制御

方法 

走行性能向上 

切替タイミング 特開 2001-065677 

99.08.31 

F16H61/02 

モトール自動車 

遊星歯車による同期式複合原動機 

ﾌｪｲﾙｾｰﾌ その他の要素の制御 特開 2002-136171 

00.10.19 

H02P 6/12 

三洋電機,三洋電機空調

ハイブリツド自動車の主軸モ－タ制御方法及

びハイブリツド自動車 

パ
ワ
ー
ス
プ
リ
ッ
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

その他 モータートルク制御 特開 2002-152916 

00.11.14 

B60L 15/20J 

豊田中央研究所,トヨタ

自動車 

電気自動車の制御装置および制御方法 
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資料５．ライセンス提供の用意のある特許 
 ハイブリッド電気自動車の制御に関連する技術で、ライセンス提供の用意のある特許を、

特許流通データベース（独立行政法人工業所有権総合情報館のホームページ参照）による

検索に基づき、以下に示す。 

なお、キーワード｢自動車 制御｣で検索し、その中からハイブリッド電気自動車の制御に

関連した技術を選択した。 

 
ライセンス提供の用意のある特許リスト 

特許番号 発明の名称 

出願日  

番号 

特許権者  

特許 1792819 自動車のエンジン点火制御装置 

84.03.02  

1 

日立製作所  

特許 1730367 自動車用燃料供給制御装置 

85.04.10  

2 

日立製作所  

3 特許 2085729 

86.10.01 

日立製作所 

エンジン制御装置 

特許 2094014 燃料ポンプ装置 

87.03.25  

4 

デンソー  

特許 2707559 

87.11.10 

5 

デンソー 

エンジン点火制御信号を信号源として自動車燃料ポンプ駆動用電動機

の出力を所望の値に制御するポンプ駆動用電動機の制御回路 

特許 2705957 エンジンの動力伝達装置 

88.12.07  

6 

三菱電機  

特許 2559850 制御用プロセツサ 

89.05.26  

7 

三菱電機  

特許 2056935 自動車用エンジン制御装置／ポテンショメ－タ 

9.12.13  

8 

松下電器産業  

特許 2616510 エンジン始動システム 

91.05.09  

9 

日立製作所  

特許 3139871 自動車用半導体電力変換装置 

93.03.17  

10 

東芝  
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